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原 閉 (Originalen) 





Uber den Introjektionsvorgang bei 薄 elancholie. 
Von 


Prof. Dr. 下 iyoyasu 前 arui. 


Ein Student der Medizin zeigte nach dem Tode seiner GroBmutter 
das typische Symptombild von Melancholie: es bestand also scheinbar Gbertrie- 
bene ,pathologische" Trauer, tatsachlich aber war es Melancholie, denn der 
Patient wuBte gar nichts von dem Zusammenhang seiner Erkrankung mt dem 
Tode der GroBrmutter, sondern brachte mit unbedingter Sicherheit sein 
pUnglnck“ in ZZusammenhang mit seinem frnheren sittliichen Verschulden 
und seinem schlechten Charakter : auBerdem wies der Fall Anzeichen auBer- 
ordentlich verringerten Selbstgethls und weitgehender Ich-Verarmung auf, die 
bei Traurigkeit nicht bestehen. 

Die Analyse ergab, daB dieser Fall eine EigentGmHchkeit in der 
Erscheinung seiner Introjektion besaB: denn es war bemerkenswert, daB die 


Klagen des Fatienten oder die Kritik, die von seinem Uber-Ich ausging, mehr 
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gegen sein frnheres Ich gerichtet und Konzentriert Waren und nicht gegen 
das verlorene und jetzt introjizierte Objekt (GroBmutter), ein Punkt, in welchem 
unser Fall von gewGhnlicher Melancholie abweicht, da uns /7cZZ gelehrt hat, 
daB bei dieser Krankheit das Objekt in das Ich aufgenommen und von dem 
Uber-Ich des Kranken sadistisch behandelt wird. Ferner war auffallend, daB 
das Uber-Ich des Patienten, das vorher so nachsichtig und weichlich gegen 
sein eigenes Ich gewesen, nun seit dem Eintritt der Introjektion auerst streng 
und scharf wurde. Man kann es auch so ausdrcken, daB die Strenge des 
Uber-Ichs des Tatienten erst jetzt nach dem Tode der GroBmutter erwacht 
war。 und daB das Uber-Ich das Ich des Kranken an Stelle der GroBmutter 
tadelte. 1D)araus schlo8 Verfasser, dieser Fall erbringe den Beweis, daB bei 
der melancholischen Introjektion das Uber-Ich des Objekts in das des Patienten 
ibergehen kann. Durch Analyse der Umstande dieses Falls von Melancholie 
erkannte Verfasser, daB das Uber-Ich und das Ich des Eatienten jeweils vom 
Uber-Ich und Ich des Objekts dberdeckt wurden und daB dann zwischen dem 
Ich des Patienten und dem Ober-Ich des Objekts ein KonHikt entstand. 
AulBerdem mechte Verfasser auf die StOrung oder den Entwicklungs- 
mangel des Uber-Ichs des Patienten hinweisen, die darin zum Ausdruck kam, 
da5 sich der Fatient vor seiner Melancholieerkrankung wie ein zugelloser, 
unbeherrschter Mensch benahm und alle sinnlichen Triebe befriedigte, sobald 
er sein Vaterhaus verlassen hatte, und er mchte diese EntwicklungsstSrung 
des Uber-Ichs auf das Zusammenwirken einer ibermaBigen Objektiiebe der 


Grolimutter und eines bermaBigen wangs seitens dieser zurickfihren. 
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愛 症 に 於 ける 失 取 過程 に 就 い て “ 


東北 帝國 大 事 朋 欧 部 精 定 病 學 教室 
数 投 腎 玩 坪 二 丸 井 、 清 . 替 


Fua Abmham Rad6 共 他 族 氏 の 恋 牟 開 する 革 的 生 統 は 本 病 の 心 鬼 村 
びに 心 的 擬 電 へ の 深き 洞察 を 許す も の で ある 。 Fepkchel は 共 の 著書 に 於 で と れ ら 半 績 
の 内 容 を 歴史 的 の 順序 に 於 て 叙 逃 し 休 ほ 未だ 充分 に 間 明 され て 居 な い 一 二 の 重 要 な る 
同 を 論じ て 居る 。 “ 
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(RW6d 及び Abraham が 「 ア デン ビ ダ テ レン ツ 」、 自我 に 向け られ を た る 「 サ ディ スム ス 」 及 
び 口 愛 等 が 鯉 愛 症 に 稔 る 人 々 に 於 ける 類 著 な る 特徴 で ある 事 を 指摘 し た る 後 、Freud 
は 「 悲 哀 と 身 愛 門 」 な る 論説 に 於 て 本 病 の 華 生 に 開 す る 一 届 設 を 立て を た を の で あつ た 。 
と の 聖 設 に よれ ば 鮭 愛 間 は 据 詩 習 象 の 選 和 失 (Freud) の 後に 愛 の 将 象 の 播 取 の 過程 が 
身 外す る 場合 に 起 る と 云 ふ の で ある 。 Freud は 患者 の 自己 非難 は 匠 象 そ の も の に 適用 
さる べき も の で あり 、 全 然 無 意 味 で ある 様 ヒ 見 を る 愚者 の 言 は 召 入 が 彼 の 訴 へ に 於 て 
「 私 」Culch) の 代り に 店 は れ を た る 半 銀 の 名 を 入れ 替 へ る 場合 に その 意味 を 得る 様 に な 
る と 云 ふ 事 質 を 多 見 し た の で ある 。 

- 此 諾 に 於 て 吾 人 は 笠 邊 症 の 最も 主 な る 症候 な る 自己 非難 は 愚者 が 彼 の 朴 は れ 箇 も 今 
や 培 取 され た る 圭 象 に 開 し て 和 つ 優 装 され た る 非難 に 外 な ら な いも の で ある ょ と 球 ぁ 認 
識 に 到達 し た 衣 で ある 。 「 

所 譜 自 己 愛 的 退行 (Narzi5tsche Regression) な る 過程 が 此 鹿 に 起り 、 愚 者 の 自我 の 
一 部 は 将 象 と な り 、 患 者 の 上 位 自 我 は 自己 の 自我 を ば 患者 が 下 は れ た る 習 象 を 無意識 
的 に 取り 扱 は うと 欲す る と 丁度 同じ 有 様 に 取扱 ふ 事 に な る の で ある 。 元 座 習 象 に 向け 

と の 論 委 は 1939 生 10 月 下 経世 納 に 開催 ミ れ た 図 和 分 析 部 の 例 人 り 放 上 多 を 
て 期 琴 さ きれ た も の で ある 。 

1) Eregd: Trauer und Melancholie. て Ges. Schr. Bd V.) 

- 2) Abraham: Anstze zar psychoanalytischen Erforschung und Behandlang des manisch- 
depressiven Irreseins un verwandter Zustande. (Zentralbl. f. Ps -A. II. rgr ) 

3) Abraham : Untersuchunren er die friheste pragenitale Entwicklungsstufe der Libidlo. 

(Int. ZZ. ff. Ps-A. TIV, ioi6 ) 
4) Abraham : Versuch einer Entwicklungsgeschichte der Libido. 


5) Rado: Das Problem der Melancholie. (Int. み . f Ps-A. XIIL, r9>7 ) 
6) Penichel: Perversionen,Psychosen。CharakterstGrungen. 
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られ て 居 た 「 サ ディ スム ス 」 は 私 然 と し て 上 位 自我 に 師 局 する 事 に な り 、 今 や 冬 取 過 
程 に よ つ て 筆 化 し た る 自我 に 封じ て 激 犯 する 事 に な る の で ある 。 と の Freu の 公式 
が 圭 衝 控 の 多数 の 症例 に 適合 する 事 は 凝 ひ の 勿 地 な き 虎 で ある 。 Helene Deutsch は そ 
の 次 書 ,JPsychoanalyse der Neurosen“ IC 於 て と の 種 K 属 する 特に 興味 ある 症例 を 叙 地 
し て 慎 る 。 

Abraham の 見 解 Ic 従 へ 使 串 者 の 誕 へ の 或 る も の は 正 反 圭 に 拭 取 され た る 半 象 より 由 
来 す る や うに 見 え 、 例 へ ば 寅 際 の 殖 象 が 角 つ て 愚 者 自身 に 習 し て 華 し た 非難 を 繰 返 す 
ょ 球 ふ 事 で ある 。 と れ に よ つ て 事 が 非常 に 不明 央 に な つた 斉 で ある 。 何と な れ ば 理 人 
は 今 迄 は 至 象 が 自我 の 中 に 移行 し て 上 位 自我 より サディ スチ ツ シ ェ に 取扱 は れる も の 
と 優 定 し て 居 た か ら で あ る 。 

Fenichcl は 此 虎 に 於 て 二 つ の 弟 問 を 吹 げ た の で ある 。 殖 象 が 上 位 自我 の 中 に も 取り 
入れ られ る も の で あら うか 。 それと も 知人 は 「 再 象 の 二 重 取 」 (即ち 将 象 が 自我 と 
上 位 自我 の 雨 方 に 所 取 され る 事 ) な る と の 好ま し か ら ざ る 複雑 化 を 承認 すべ き で あら 
うか 。 Fenichel は 一 一 彼 の 蓋 ふ 虎 に よれ ば 嘆 計 汰 態 の 問題 を 完全 に 統一 され た る 有機 
に 於 て 包括 し た と 云 ふ ーーRed6 の 論 読 に 事 よ せ て と の 所 語 二 重 失 取 の 問題 を 解決 し 
よう ょ 試み た 。TFenichel は 次 の 如く 主張 し た 。「 愛 され た る 将 銀 は と れ が 最 物 の 上 位 自 
我 の 形成 の 際 に 於 ける と 同じ 有 様 に 於 て 上 位 自我 の 中 に 挿 取 され る 。 然し な が ら 上 位 
自我 は 営 時 と 同様 C , 意 地政 る " で ある べき 和 利 を 保有 し 、 耐 も 不幸 に も 刀 行 機 韓 の 
結果 と の 模 利 を ば 好ま し か ら ぬ 有 様 に 於 て 、 そ し て 又 非 常に どい 程度 於 て 行使 す 
る の で ある 。 講 愛 間 K 向 つて 特異 に, 有 象 開 係 Objekt-Beziehung) より し て 同一 富 へ 
の 退行 の 現 銀 " と し て 起り 来る る の は Freud に よ つ て 叙述 さ れ た や う C 意地 悪 る " 
な る 、 換 言 す れ ば 慣 ま れ た る 怪人 象 を 自我 へ 引取 る 事 に 外 な ら な い の で ある 。 と れ に よ 
つて 謗 愛 症 の 場合 に 於 て 失 取 され た る 至 象 が 他 の 者 に 詩 し て 引 り 得 る と 球 ぉ ふ Abraham 
の 多 見 は 一 般 的 意義 を 得る 事 に な る 」 と 。 か くし て Fenichel は 彼 の 第 一 問 を 不問 ic 
附 し て 居る の で ある 。 

余 は 最近 半 象 の 上 位 自我 の 患者 の 上 位 自我 内 へ の 播 取 の 事 買 を 非常 に 明らか に 示し 
た 処 愛 症 の 一 例 を 分 析 す る 機 便 を 得 た 。 よ つて と れ を 此 虎 に 公表 せん と する の で ある 。 

ー 十 れ 蔵 な る 臨 料 の 學 生 ( 制 事 の 狼 り 見 ) は 組 母 の 死後 講 愛 症 の 定型 的 な る 症候 


]) Defsch。 Hi.: Psychoanalyse der Neurosen. 
2) Abraham: Versuch einer Entwicklungsgeschichte der Libido. 
3) Feqichel : Perversionen, Psychosen。 CharakterstGrungen. 
4) Rado: Das Problem der Melancholie. CInt, Z, Ps-A. XIII, rg927) 
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父 を 示し た 彼 は 購 夜 部 か に 病床 に 横 を は り 、 彼 の 運動 は 非常 に 徐 と な り 、 明 ら か な 
る 考慮 制 下 が 彼 に 起 つた 。 食 人 然 は 著しく 減退 し 腫 眠 又 基 だ し く 不 良 と な つた 。 人 彼 は 結 
返し て 最早 や 何人 を も 愛す る 事 が 出来 地 、 双 自ら は 他人 が ら 愛 され る だ け の 償 値 が な 
いと 放 へ た 。 彼 は 自分 が 無 慣 値 な 、 何 の 役 に も 立 を な い 、 道 徳 的 に 劣等 な た 人物 で ある 
ょ 考 へ 、 自 分 が 世界 中 で の 最も 邊 凡 に し て 時 し い 人 物 で ある と ょ と 考 へ た 。 彼 は 繰返し 死 - 
に た いと 球 ひ 、 彼 の 特 来 の 生活 か ら 凡 て の 喜び 。 過 て の 幸 肌 が 根 と そぎ に 容 は れ た か 
ら 最 早 や 生き て 居る 甲斐 が な いと 云 ひ 、 買 際 に 駐 自 役 企 較 を も あら は し 、 と れ に よ つ 
て 彼 の 家庭 殊 に 十 親 を 非常 に 心配 させ を た の で あつ た 。 

患者 が 二 十 一 歳 で 基 高 等 了 校 在 避 中 所 調 御 経 奏 弱 症 に 内 つ た 事 が あつ た 。 そ の 際 の 
主 な る 症候 は 吾 痛 、 不 眠 、 勉 衣 の 際 に 於 ける 集中 力 の 欠乏 等 で も つた 。 営 時 遇 者 は 父 
の 様 に 法 律 家 と な る べき か 、 そ れ と も 引 師 に な る か と 到 ふ 事 を 決し か ね て 居 を た 。 そ し 
て 彼 の 艇 来 の 生活 に 百 す る と の 類 問 が 人 彼 の 病 無 の 許 な る 原因 の 一 つ で あつ た 事 は 疑 ひ 
の 鈴 地 な き 左 で あつ た 。 終 に 伎 は 党 陳 を 研究 し よう と 決心 し を 。 然し な が ら 彼 は 連 地 
爵 家 と な ら う と は 思 は ず 舟 来生 物 克 者 と し て 進ま うと 驚 ん で 居 た 。 

彼 の 電 母 は 非常 に 眞 面目 な 虎 格 な 人 で あつ て 非常 に 活 溢 、 活 動 的 で あり 又 品 や か ま 
じい 人 で あつ た 。 と の 斬 母 の 一 人 喝 で あつ た 愚者 の 母 は 家 母 と 同じ タイ プ の 人 物 で あ 
つた と 患者 は 云 つて 居る 。 分 析 者 は 患者 の 母 に 敷 回 逢 ふ 機 會 を 得 た が 、 む し ろ 男 性 的 
な 婦 人 で あつ て 、 非常 活動 的 な 精力 的 な 婦人 で ある と 到 ふ 印象 を 得 て 居 る 。 と の 宜 
母 と 母 は 患者 の 紙 育 は 非常 に 厳格 で あり 双極 端 に 注意 深 か つ た の で あつ た 。 彼 等 は 
加え 才 患 者 の 生活 に 生 渉 し 特に 彼 の 変 友 開 係 に つい て 圭 渉 し た 。 特別 の 注意 は 愚者 の 
食物 に 至 し て は れ た 。 患者 は 一 日 一 回 いく ら か の お 菓子 或 ひ は 甘い も の を 貰 ふ だ け 
で あつ た 。 軸 者 は 邊 等 か ら 全 然 お 金 を 貰 ふ 事 が 出来 な か ふつ た の で 家 の 外 で 食べ 物 を 買 
ふ 事 が 出来 な か つた 。 役 は 子供 の 時 区 雨 親 か ら お 金 を 貰 つ て 居 た 近所 の 子供 に いつ も 
衣 堂 の 感 を 持つ て 居 た と 語 つ を 。 と の 事情 の 下 K 吾 人 は 本 患者 に 於 て 「 リビドー」 の 
ロ - サ ディ スム ス 統 裁 期 に 於 ける 固定 が 過度 に 強め られ た 事 を 充分 な る 根 擦 を 以 て 候 
定 し て よ か ら うと 思ふ の で ある 。 とれ に 就 い て は 後に 価 ほ 詳細 に 叙 逃 し よう と 思ふ 。 
新 く 礼 母 は 患 者 の 行状 態度 等 に 開 し て は 非常 に 衣 格 で あり 、 非 難 好き で は あつ た が 一 
面 た 於 て は 胡 母 は 患者 に 非常 に 親切 で あり 、 彼 を 愛し 、 彼 を 時 や か し た の で あつ た 。 
と の 事 博 の 6 と に 於 て 車 者 の 祖母 に 至 す る 感 捕 的 態度 が 著しく 雨 極性 (ambivalent ) に 
な つた 事 は 問 ひ の 鱗 地 な き 虚 で ある 。 

患者 は 彼 の 母 に 封 し て も 同じ 様 た 雨 極性 態度 を 示し た の で あつ た 。 と の 区 度 は 是 者 
の 母 が 奄 母 と 同じ タイ プ の 信 物 に 司 し 、 彼 を 宜 母 と 同じ 有 様 に 養育 し 、 取扱 つた と 到 
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ふ ぶ 事 宮 師 すべ きのみ で は な い の で ある 。 役 の 雨 親 の 間 の 猫 り 見 と し て 彼 は 五 歳 の 子 
供 で 居 て 何人 ほ 母 の 乳 羽 を 吸 ふ て 居 た の で あつ た 。 そし て 患者 が 石 歳 の 時 母 が 肺 災 に 密 
つて 病院 に 入院 する に 至 つて 、 彼 は 終 に と の 軍 紅 を 止め ね ば な ら な く な つた の で あつ 
た 。 彼 は と の 母乳 を 吸 つ て 居 た 時 期 に 於 て 展 々 母 の 外 故 を 噛み その た め に 母 は 展 々 彼 


- を 財 り 叱 つ た と 云 ふ 事 で ある 。 と の 事 買 は 患者 の 「 リビドー」 幾 達 の 口 ・ サ ディ スム 


ス 統 裁 期 於 ける 固定 を 指示 する も の で ある 。 思 者 は 非常 に 彼 の 母 に 愛着 を 持ち 執着 
を 持つ て 居 た 。 然し な が ら 他 面 に が て 患者 は 彼 の 生活 に 将 す る 彼女 の 欠 り に も る 心 な 
る 耐 も 非難 好き な る 和 干渉 に 封 し て 慣 り を 感じ て 居 た の で ある 。 

患者 の 父 は 養子 で あり 、 定 型 的 な 養子 タイ プ の 人 で あつ た 。 役 は 非難 の 打ち 虚 な き 
紳 士 で も つた が -・ 面 K 非 常に 柔和 な どちら か ょ 云 へ ば 活 無 の 少 い 人 に 属し て 居 た 。. 彼 
の 樹 威 は 家庭 区 於 て は 鈴 り 認め られ 赤 、 従 つて 人 彼 は 自分 の 職務 に 忠 軟 で も あつ た が 彼 の 
家庭 及び 子供 (患者 ) の 事 は あま り 構 は な か つた 。 と の 父 は いつ も 患者 の 班 母 や 母 に 
の 
的 な る タイ プ の 人 より 得る それ で あつ た の で ある 。 

患者 は 一 面 に た 誰 て と の 元 無 の な い 務 和 な 父 を 憎み 茂み 、 他 面 に 於 て 母 や 家 母 か ら あ 
まり 重く 見 ちら れ て 居 な いと の 父 に 同情 し て 居 た 。 と と Kc 吾 人 は 加 者 に 明らか な る 二 重 
の ェ デ ィ プ ブス . 覆 全角 を 認め た の で ある 。 と れ は 又 患 者 の 雨 極性 態度 克 状 する 非常 に 
重要 な る 原因 を な し た も の で あつ た 。 そ し て 召 人 が 愚者 に 於 て 彼 の 父 と の 同一 司 の 系 
を 厩 ォ 認め た 事 は 怪し む に 足 ら な い 謀 で あつ た 。 

ーー 
外出 て 遊ぶ 事 を し な か つた 。 又 友 人 を 作る 人 峰 向 が 少 か つた ( 彼 の 交友 開 係 は 環 母 や 
母 の 干渉 を 受 た 事 は 前 に 逃 べた )。 聖 校 に 於 て も 彼 は スポ ー ツ に は 多 り 人 興味 を 持た 
な か つた 。 反共 - 彼 は 幼い 時 か ら 好 ん で 家 の 中 で 遊び 叉 譲 書 し て 居 た 。 長 じ て は 彼 は 
音楽 、 委 引 条 太 び 壇 台 に 興味 を 持つ た 。 彼 の 肖 母 及び 母 は 愚者 を 非常 素直 た 従順 な 
青年 と 考 べ て 居 た 。 それ は 軸 者 が 規 親 丈 に も 面 母 の 云 ぶ 事 や 指 園 に 外観 上 全然 自 優 的 
に 従 つて 居 た か ら で あ つた 。 炒 ひ も る なく この 患者 の 従順 な る 事 は 摩周 され た る 憎 避 心 
いす ディ スム ス 」) 並び 美化 され た る 「 マ ゾ ヒ スス スリ 」 の 現れ と 見 る べき も の で あ 
つた 。 分 祈 申 加 者 は 自 疲 的 に 彼 の 人 性質 に は 男性 的 の 虚 よ り も むし ろ 女 性 的 の 農 が 多分 
に ある 事 を 述べ た 事 が あつ た 。 軟 際 吾 人 は 患者 に も 女性 的 「 マ ゾ セ スム ス 」 的 な る 特 
微 を 見 出し た の で あつ て 、 。 の 多 の 同一 各 他 後 の 革 及 び 生 
の 同一 司 に 外す べき も の で ある ら 。. 


- 思 基 に 至 つて 悪者 は 自生 的 に 手 梁 を な す 事 を あほ を た が 健康 に 害 が ある と 到 ょ 理 
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由 か ら と の 避 償 を 一 二 年 の 後に や め て し まつ た と 雲 ふ 。 役 は 子供 の 時 か ら 女 の 友達 を 
持つ を 事 が な く 、 ヌ 青年 期 に 入る 泌 径 愛 開 係 を 経 有 際 し た 事 が な いと 云 つ て 居る 。 思 礎 
期 頃 以来 (上 患 者 は 確か な 時 間 的 開 係 の 記 葉 が な い と 坪 つ て 大 る ) 彼 の 家庭 に 一 少女 
(《 彼 の 父 の 釘 ) が 住ん で 居 た 。 彼女 は 患者 より も 二 つ 年 下 で あつ た 。 と の 不 地 な 少女 
は 彼女 の 柄 親 の 死後 患者 の 家 I に 引取 られ 枚 育 され て 居 た の で あつ た 。 父 を 除く 家族 閉 
爺 ち 宜 母 、 母 、 女 中 等 は と の 少女 を 厄介 な 居候 と 見 な し 、 と れ に 好意 を 持た な か つた 
事 は 容易 C 理 解す る 事 が 出来 る 。 と れ に 反し て 患者 は 常に と の 少女 に 封 し 親 み を 持ち 
と の 少女 が 冷 過 さ れ た り 軽 茂 され た り し て 居る の を 見 て 心痛 し た 。 彼 は 此 の 理由 か ら : 
し て 上 記 の 家族 に 軸 し て 反感 さ へ 感じ た と 云 つ て 居る 。 然し な が ら 彼 は あか ら さ まい 
少女 の 味 考 を し 、 そ の 過 を 持つ 事 を 敢 て し な か つた 。 それ は 人 彼 が 少女 を 愛し て 居る も 
の と 将 は れる 事 を 恐れ を か ら で あ つ た 。 役 は 彼女 に 習 す る 愛 を 否定 し た 。 そし て 彼女 
が 左 程 美しく も 又 愛 嬉 ある 女 で も な く 、 従 つて 彼 か ら 愛 され る だ け の 資格 を 持つ 程 の 
女 で は な か つた と ょ と 云 つ て 居る 。 此 鹿 に 於 て 召 人 は 人 彼 の 彼女 に 翌 す る 態度 が 硬 極 性 の も 
の で あり 、 人 彼 が 青年 と し て 倍 ほ 自己 愛 の 時 期 に 強い 固定 を 示し た 事 を 候 定 すべ き 理 由 
が ある と 考 へ る の で ある 。 暫 際 人 彼 は 美 青年 で も り 上 且つ 「 モ ダー ン ボ ー イ 」 の 様 な 特徴 
を 多分 に 持つ て 居 た の で あつ た 。 和 吾 人 は 後に と の 患者 に 於 て は 羊 象 撰 控 が むし ろ 自 選 
愛 型 に 於 て あら は れる 事 を 見 る で あら う 。 「 
ニー 二 肖 の 時 号 者 が 高校 の 隙 生 と し て 震 府 か ら 途 く 苑 れ 甲 市 滞在 し て 居 た 時 k 彼 
は 「 ヴァ イオ リン 」 を 買 ふ た め K 胡 母 か ら 若干 の 金 を 貨 つ た 。 然し な が ら 彼 は と の 金 
を と の 目的 に 用 ゐ ま し て 基地 の 遊 廊 に 行き 、 全 部 を 費 消 し と の 機 代 に 於 て 初め て 彼 は 
間 貞 を 失 つ た の で あつ た 。 但し その 際 に は 患者 は 彼 の 態度 行動 に 就 い て 罪 量 感 も 後悔 
の 感 も 持た な か つた と い ょ ふ 事 で ある 。 高校 卒業 後 加 者 は 乙 市 に ある 腎 科 大 愉 に 入 四 し 
た 。 そ し て 同じ く 家 庭 か ら 遠 く 離 れ て 了 生 生活 を 衝 つ て 居 た を の で あつ た 。 此 虚 で 彼 は 
自分 より も 衝 か K 年 上 の 一 上 級 生 と 友達 に し な つた 。 彼 は 間もなく 非常 に 放 続 な 生 洛 を 
し て 居 た と の 友人 と 親しく な り 、 役 と 一 緒 に 料理 屋 、「 ビ ヤ ホ ー ル 」、「 カ フェ ー」。 皇 球 
場 、 喘 番 倫 と 云 ふ 様 な 場所 に 虚 き ら は ず 遊 びに 出かけ る 様 に な つた 。 吾 人 は 此 鹿 に と 
の 患者 が 他人 に 非常 に 雷 同 し や すく 、 他 人 か ら 動 か され 易い 性 格 を 持つ て 居る 事 を 設 
め る の で ある 。 吾 人 は 又 患 者 が 家庭 の 保護 の 下 に あり し 間 は 素直 な 青年 で も つた が 一 
且 家 庭 を 離れ て 慕 す 様 に な つて か ら は 愉 か も 良心 の な い 人 物 で いも ある か の 様 和 柔 弱 
に 且つ 不 安定 な る 行 勤 を 示し た 事 思 を 看過 する 事 が 出来 な い の で ある 。 「 
二 十 四 歳 の 時 に 上 恵 者 は 乙 市 の 某 料 理 店 に 於 て 若い 女 給 に 出 逢 つ た 。 そ し て 二 人 は 相 
思 の 仲 と な つた の で あつ た 。 女 は 度々 患者 の 宿 を 訪問 し た 。 そ し て 終 に 彼 等 の 間 c に は 
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性 的 開 係 さ へ 起 る 様 に な つた を が 間もなく と の 二 人 の 開 係 は 解 油 さる る に 至 つ を 。 こ の 
統 終 の 理由 と し て 患者 は 彼 の 末 親 特 宜 母 が 隔 者 の 結婚 に 毅 成 し な いで あら う 事 を 確 
信 し て 居 た 事 を 逃 べた 。 然し な が ち 吾 人 は と の 細 菊 の 連 際 の 原因 が 思考 自身 に あつ た 
を 候 定 する の で ある 。 女 は 宴 際 I に と の 美しい 青年 を 愛し て 居 た ら し 。 彼女 は 金銭 
や 次 物 を 受け た 斉 で は な か つた 。 文 彼女 は むし ろ と の 角 愛 開 係 に 於 て は 愚者 より も ま 
せ て 居 た 方 で も つ を の で あつ て 調 は ば 彼女 が 患者 を 読 惑 し た 形 に な つて 居 た と 信 ず べ 
き 理由 が ある の で あつ た 。 患者 に と つて は と の 競 愛 開 係 は 充分 眞 面 目 な も の で は な か 
つた の で あつ て 、 彼 は と の 女 及 び 人 彼女 の 運命 を 弄 ん で 居 た の で あつ た 。 役 は 美しい 愛 
人 を 持つ 事 に 喜び を 感じ 誇り を 感じ て 居 た の で あつ た 。 彼 は 其 頃 と の 女 の 外 に 敷 名 の 
女 に 於 て 同時 に 美しい 然し な が ら 諸 席 な る Don Juan ( 精 綿 的 ) の 役 を 功 め て 居 た の 
で あつ た 。 敷 ヶ月 の 後に だ か らら 患者 は か の 女 に 習 し て 不信 と な つた の で あつ て 、 面 も 
彼 は 何等 の 罪 宮 感 を 感 ぜ 才 駐 彼女 に 至 す る 同情 を 持た な か つた の で あつ た 。 と の 自己 
愛 的 に し て 自我 中 心 的 な る 青年 に 向 つ て は 各々 の 婦人 が 惚れ 込み 、 彼 に 局 し 、 耐 も 彼 
の た め に 悩 まね ば な ら な か つた の は 勿論 で も あつ を の で あろ る 。 

その 後 間 も な く 〈 患 者 は 乙 市 の 茶 失 球 場 に 於 て 若い 一 少女 を 知る に 至 つ た 。 と の 少女 
は 彼 の 握 に 入り 、 役 は 大 い K 彼 女 を 愛し た 。 そ し て 彼女 が 誰か 他 の 男 の 科 牲 に な り は し 
な いか と 手 つ の た の で あつ た 。 それと 同時 に 彼 は 彼女 が 虚 女 で も る か 否 か と 球 ふ 事 に 
給 信 を 持つ を の で ある 。 そ れ は か ょ 、 る 場所 に 屋 は れ て 居る 少 女 iC は 男子 か ら 誘惑 され 
る 大 険 が 多い か ら で あ つた 。 患者 は 折 が あつ た ら ば と の 少女 に 虚 大 で ある か 何 う か を 
聞き 質 し て 見 た いも の で ある 、 そ し て 若 し さ う で あつ た 場合 K は 彼 の 家庭 殊 家 母 が 
彼女 と の 結婚 を 承 落 する 時 が 来る 迄 彼女 の 虚 女 性 を 保つ や う 彼 女 に ど は うと 考 へ た 。 
彼 は 彼 の 坦 母 が 自分 の 孫 が 下 大 階 級 の 少女 と 結婚 する 事 に 決し て 直 成 を し な い 様 な 人 
で ある 事 を よく 知 つ て 居 た の で あつ た 。 

謀 で 1980 年 の 秋 以 来 表 母 が 表 病 容 り 、 加 者 と と の 少女 と の 間 の 比 愛 開 係 が 始ま 
つた 了 了 度 前 頃 に 患者 は 路 師 連 が 班 母 の 病 和 が 最早 や 手術 療法 の 出来 な い 胃 痛 で ある と 
珍 定 し 、 表 母 の 命 は 最早 や 短 時 日 の 問題 で も る と 云 つ た と 蓋 ふ 事 を 開い た 。 最初 の 間 
は 悪 者 は 直 母 の 病 条 を 余り 条 C し な か つた 。 然し な が ら 彼 が 1981 年 の 夏季 休 取 に 急 
給 し 表 母 の 健康 汰 態 が 最悪 の 態 に ある 事 を 眼 の あたり 目撃 し た 時 KC 彼 は 非常 感 き 且 
つ 人 彼女 が 病 箇 揚 つて 以来 今日 所 あま り 頓 着 し な か つた 事 を 必 い た の で あつ た 。 彼 は 
時 母 の 死後 縄 い 自 直 感 と 後 笑 を 感じ た いや うに 人 役 女 の 生前 一 生 朗 命 孝 養 を 書 さ うと 
考 へ た 。 そ こ で 徹 は 彼女 を 看護 し 、 と の 条 の 毒 な 表 母 を 喜 玉 せる 矢 め に 最善 の 怒 力 を 
玩 は うと 決心 し た 。 そ し て 暫 際 彼 は さ う し た の で あつ た 。 彼 は と の 時 期 に 及 て 母 が 
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死ね な ば いい と 云 ふ 願 刻 を 心 ひ そ か に 抱い た 事 を 刻 然 否認 し て 居る 。 そ し て 終 に 哀しみ 
の 日 は 來 た 。 下 師 連 及 び 家 族 殊 に 患者 の 軍 母 の 生命 を 一 日 で も 延 ば さ うと の 最善 の 努 
カカ に も 不 拘 彼女 は 1981 年 8 月 に 死 の 放 立 を し た の で ある 。 

発 式 が 済ん で 後 吊 者 は 勿論 悲し か つ を が 、 彼 の 悲哀 は 左 迄 大 な る も の で は な か つた 
彼 は 勿論 母 の 死に 下 し て 次 任 が ある と は 感じ な か つた 。 そ れ は 人 彼 が 胃癌 の 如き 病 症 
を 治す る 事 は 人 力 の 到底 及ば ぬ 事 で ある 事 を 確信 し て 居 た を た から で あつ た 。 然し な が ら 
彼 は 瀬 次 人 益々 意 祭 消 光 し て 座 た 。 彼 の 顔面 は 答え 蒼白 と な り 苦 痛 と 苦悩 に 漬 ち みち て 
來 た 。 彼 は 胃 内 膨 浦 の 感 を 経験 し 彼 の 食欲 は 次 第 減退 し て 來 た 。 彼 は 自分 も いつ か 
は 骨 導 に 骸 り 非常 に 早く 死な な ば な ら な いで あら うと 云 ふ 観念 に 悩 ん だ 。 叉 彼 は 急 区 
非常 に 年 老い た る 様 に 感じ 、 青年 の 上 て の 幸 訪 と 愉快 は 彼 の 生活 か ら 消失 し た も の と 
信じ た 。 さ て と これ ら の 観念 及び 現象 は 患者 の 衰 は れ た る 胡 母 と の 無意識 的 な る 同一 征 
の 結果 起 つて 来 た も の で あり 、Abmaham の 球 つ た 捕 IK 一 面 jc 共 て 惜 まれ 他 面 に 於 て 
愛さ れ た る 詩 象 の 所 語 革 取 の 過程 の 起 つ を 徴 侯 と 見 る べき 事 は 明らか な る 事 で ある 。 
愚者 は と の 事 に は 絶対 意 設 が な か つた の で あつ た 。 さて 愚者 は 今や 乙 市 に 於 て 性 的 
開 係 を 持つ を た か の 女 が 記 女 で も つた K 避 ひ な いと 云 ふ 事 を 考 へ 始め 、 従 つて 彼 は 彼女 
の 農 女 性 を 侵し た 事 に 就 て 強い 自 資 の 念 を 持つ に 至 つ た 。. 此 諾 で 強調 し て 逃 べ て お か 
ね ば な ら め 事 は 患者 が 以前 に は 彼女 が 謀 女 で ある と 計 ぶ 事 は 全 釣 考 へ 地 従 つて 罪悪 感 
は 全く 持た な か つた 事 で ある 。 そし て 又 和 吾 人 は 人 彼女 が 決し て 純 党 な る 虎 女 で は な か つ 
た と 推定 すべ き 根 振 を 持つ て 居る の で ある 。 そ れ は 彼女 が と の 愛 開 係 に 欠 て 人 寧ろ 積 
極 的 能動 的 役割 を 演じ た 様 に 思 は れ た か ら で あ る 。 彼 は 又 以 前 班 母 か ら 貰 つた 金 を 持 
つて 甲 市 の 青酸 を 訪れ 以 て 童 買 の 誇り を 失 つ た 事 を 非常 に く や ん だ の で あつ た 。 と の 
自 人 次 の 感 も 彼 は 宜 母 の 生前 に は 決 し て 持た な か つた も の で あつ た 。 今や 彼 は 自分 が 
誤 貞 を 失 は し め ら れ だ た 甲 市 の 妨 婦 が 彼 の 徹 き 間 貢 を 捧ぐ る に 足る 程 充分 に 美しく 且つ 
気 高 い 女 で も つた か 何 う か を 知り た いと の 吉 応 を 持つ た 。 彼 は 又 乙 市 に 居 た た 頃 の 彼 の 
放 縦 な る 生活 振り に 開 し て 深 鹿 な る 自己 非難 を 持つ を の で あつ た 。 彼 は 自分 が 振 球場 
に 於 て 知 合 ひ に な つた 少女 と 最早 や 結婚 し 得る 資格 が な いと 考 へ て 非常 不幸 に 感じ 
駐 最 早 純 な る 虚 女 より 愛さ れる 事 の 幸 意 と 喜び を 革 受 し 得 な た いと 云 ふ 事 に 殖 し て 比 い 
恐 頂 を 持つ を の で あつ た 。 患 者 の 舌 許 は 決し て と れ だ け で は 寺 さ れ て 居 な い の で ある 。 

ビビ に 前 に 枯 べ た 様 に 患者 は 自分 が 何人 を も 愛し 得 地 又 何 人 か ら も 愛さ れる 偵 値 が な 
い ょ と 云 ふ 事 、 そ れ か ら 役 が 確 で な し で あり 、 不 完全 不 健 全 な 人 間 で あり 、 世 界 中 で 最 
も 劣等 な る 入 物 で ある と 云 ふ 事 を 繰返し て 嘆い を の で あつ た 。 と れ ら は 軸 て 自己 感情 


1) Abraham: Versuch cincr Entwicklungsgeschichte der Libido. 
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の 異常 な る 減 退 と 高度 の 自我 貧 徐 (Ich-Verarmung) の 徴候 で ある 。 と の 場合 に 於 て 加 
者 が 自分 の 病 症 と 宜 母 の 死 と の 聞 の 開 陸 を 全然 知ら な か つた 事 及び 精 箱 分 析 に よ つ て 
初め て 車 者 が 賀 際 の 事情 及び 事 の 開 係 を 理解 し 得る に 至 つた 事 は 非常 に 重要 な る 事 と 
云 は ね ば な ら な い の で ある 。 

両 し て と の 事 連 及び 前 記 の 自我 貧 鍛 並 びに 自己 感情 の 減退 の 兆 だ この 症例 が 誠 妥 症 
に 属す る も る の で まつ て 決し て 悲哀 の 過度 に 強い 場合 IC 司 する る の で な いと 到 ぉ 事 の 確 
宮 た る 誇 拓 と な る も の で ある 。 病 的 悲 宴 Fathologische Trauer) と 詩 愛 症 と の 間 の 民 別 
は 前 者 に 於 て は 悲哀 或 ひ は 意 握 消沈 と 人 の 死亡 と の 開 係 が 完全 に 意識 され て 居る K 不 
拘 講 朋 症 者 に 於 て は 彼 の 悲し み と 村 は れ を た ろ る 至 人 象 と の 開 係 を 歴 過 し て 居る と 球 ふ 事 
ある の で ある 。 余 の 症例 に 於 て は 外見 上 過度 な る 病 的 悲哀 が 存する が 如き 観 を 呈し て 
居る 。 そ れ は 意気 消沈 の 現象 が 衣 母 の 死後 三 週間 以内 に 起り 来 つ の たから で ある 。 然 し 
な がら 際 これ は 穏 愛 症 で も つた の で ある 。 そ れ は 恵 者 が 彼 の 得 病 と 宮 母 の 死 と の 開 
係 に 就 い て は 夢 に も 知ら 才 、 非常 な る 確 費 さ を以て 役 の 病 症 と 彼 の 以前 の 道徳 的 の 罪 
過 並 びに 彼 の 悪い 人 格 と の 間 の 開 係 を 作 つ た か ら で あ る 。 Freud は 妨 講 朋 症 者 は 自己 
感情 の 異常 な る 減退 と 著しく 高度 な る 自己 貸 第 を 示す が と れ ら の も の は 巣 な る 慈 衣 に 
は 存在 し な いと 説い て 居る 。 

僚 は 何人 も と の 講 遂 症例 が 播 取 の 過程 に 開 係 し て 持つ て 居る 特徴 を 看過 し な いで あ 
ら う ょ と 思ふ の で ある 。 恵 者 の 訴 へ 或 は 彼 の 上 位 自我 より 出 で た る 批 制 非難 が む しろ 患 
者 の 以前 の 自我 に 向け られ 、 集 中 せら れ て 居り 、 革 は れ 今や 搬 取 され を たる 将 象 に 向け 
られ て 居 な い 事 は 注意 に 値する 事 と 云 ふ べき で ある 。 換言 すれ ば 吾 人 は 恵 者 の 凡 て の 
自己 求刑 、 自 己 非難 が 玉 母 の 生前 に 於 ける 彼 の 行動 及び 彼 の 放 縦 なる 経歴 (品行 ) に 
開 束 し て 居る も の と 云 ひ 得る の で ある 。 唯 だ 人 彼 の 年 齢 に 開 す る 唯一 の 訴 へ の み は 殖 象 
の 捕 取 過程 に よ つ て 緒 化 し た 自我 KC 向 けら れ て 居る 様 に 見 を た の で あつ た 。 

これ は 余 の 症例 が 通常 の 回 愛 門 の それ と 異な る 唯一 の 陸 で ある 。 何と こなれ ば Freud 
は 講 症 に 於 て は 将 象 が 自我 の 中 に 取り 入れ られ 、 患 者 の 上 位 よ り し て 惨 虐 な る 取扱 
ひ を 受け る 事 を 雪 へ た か ら で あ る 。 何人 ほ 以 前 に は 非常 に 寛大 に 且つ 柔 弱 軟弱 に 自分 の 
自我 に 汰 し て 居 た 患者 の 上 位 自我 が 播 取 過程 が 起 つた 後に は 非常 に 虎 格 に 且つ 普 酷 に 
な つた 事 も 注意 に 値する 事 で ある 。 吾 人 は 患者 の 上 位 自 我 の 尊 列 性 、 央 格 性 が 今や は 
じ め て 琴 母 の 死後 に 於 て 眼 覚め , 上 位 自我 が 班 母 に 代 つ て 患者 の 自我 を 次 め る 様 に な 
つた と も 一 ひ 得る の で ある 。 そ と で 余 は 計 愛 症 性 の 播 取 過 程 が 起 る 場合 に 圭 象 の 上 位 
自我 が 患者 の 上 位 自我 に 播 取 され 此 虎 に 入口 を 見 出し 得る る の と 優 定 し 得る も の と 夫 

1) PFre』d: 1.c. 
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は 断然 積極 的 の 意味 区 於 て 答 へ 得る 事 を 信ずる も の で ある 。 

と * に 於 て Fenichel に よ つ て 引用 され た Abraham の 症例 一 一 患者 の 憩 訴 が 邊 つて 
彼 の 状 象 その も の が 人 彼 に 習 し て 呈示 し た 告訴 或 は 非難 か ら 来 て 居る や うに 見 を えた 一 一 
は と の 観 器 か ら 見 る な ら ば 一 大 容易 に 且つ 無理 が な く 理 解 し 得る や うに 思 は れる の で 
ある 。 然し な が ら 余 は と れ を 主張 し よう と する も の で は な い 、 そ れ は 余 が 人 彼 の 症例 の 
完全 な る 分 析 を し た 衣 で な いか ら で あ る 。 余 は 秋 愛 症 の と の 症例 に 於 ける 事情 を 分 析 
し 叙 逃 し て 居る 内 に 次 の 如き 認識 に 到達 し た 、 即 ち 「 患者 の 上 位 自我 及び 自我 が それ 
ぞ れ 青 象 の 上 位 自我 及び 自我 に よ つ て 覆 は れ 、 雨 者 が 互 に 重なり 合 ひ 、 そ し て 上 逃 の 如 
く 精 御 皿 還 が 愚者 の 自 我 と 習 銀 の 上 位 自我 と の 間 に 起 つた も の で ある 」 と 。 余 は 同じ 
事 が 箇 愛 症 或 は 迄 経 症 性 負 受 症 (neuronsche Depression ) の 他 の 症例 に 於 て も 起り 得る 
も の で あり 、 と この 症例 の 症候 像 が 雨 方 の 上 位 自我 並び に 自我 の 態度 の 差異 及び 役 等 の 
間 の 相互 開 係 の 差異 に よ つ て 種々 に あら は れ て 来る る の で ある と 優 定 し 得 べ き 根 搬 が 
ある 様 に 考 へ る も る の で ある 。 然し な が ら 余 は 此 の 踊 に 関す る 余 の 論 逃 を と れ 以 上 進め 
よう と は 考 へ な い 。 それ は 余 が と の 主張 を 何 虚 迄 も 支持 し する だ け の 材料 を 持 合 は せな 
いか ら で あ る 。 

余 は 唯 だ 負 曇 症 の この 例 於 て 分 祈 が 封 象 の 上 位 自我 の 患者 の それ へ の 失 取 の 事 次 
を 非常 に 明らか に 示し た 事 を 決定 し よう と 欲す る の み で ある 。 患者 が 自分 の 次 頁 を 失 
つた 営 の 相手 の 娘 婦 が 美しく 仁 高 い 女 で あつ て ほ し いと 球 ふ 希望 、 及 び 患 者 が 乙 市 に 
於 て 性 的 開 係 を 持つ た 女 給 が 上席 女 で も つた と 云 ふ 企 定 は 自我 の 非常 に 強い 自己 愛 的 過 
重 評 債 の 誠 で も あり 、 又 自我 が 厳格 な る 上 位 自我 に 肘 し 寛 天 を と どぉ ふ 事 の あら は 和 れ と 解 し 
得る の で ある 。 

さて 余 は この 論 設 を 結ぶ 前 に こと の 症例 が 上 位 自 我 の 華 達 に 開 し て 旦 供し た 非常 に 興 
味 ある 重要 な る 味 を 逃 べ よう と 思ふ の で ある 。 己 K 逃 べた る 如く と の 青年 は 彼 の 家庭 
を 離れ る や 自ら を 制御 する 事 の 出来 な い 人 物 の 様 に 振舞 ひ 過 て の 和 動 的 肉 短 的 の 清 足 
に 陸 つ を た の で あつ た 。 

車 者 の 行動 は 外見 上 悦 徳 性 人 格 を 思ひ 起 さ せる の で ある 。 然し な が ら 役 は 決し て 通 
常 の 言葉 の 意味 に 於 て か く 名 づけ ら る べき 人 物 で は な か つた の で あつ た 。 彼 は 唯 だ 彼 
の 家庭 を まる や 彼 の 無 に 入 つ た 通り に 自由 に し て も いい と 感じ た の で あつ た 。 役 の 不 
行 跡 は 昌 に 彼 の 上 位 自我 が まだ 生存 し て 居る 人 を に 存在 し て 居り 未だ 充分 に 完成 され 
て 居 な か つた と 云 ふ 事情 か ら 出 殴 し て 居 を の で ある 。 一 言 に し て 云 へ ば 人 彼 は 彼 の 生活 
を 道徳 的 に 支配 し た 人 を 未だ 自分 自身 の 中 に 播 取 し て 居 な か つた の で あつ た 。 と の 
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障 要 政 は - 上 位 自我 の 生育 欠 了 略 の -- つ の 原因 は 多分 患者 が 宜 母 に あま り た も 頼 つ で 居り 
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宜 母 か ら 非 常に 注意 深く 保護 され て 居 た た を め に 、 上 位 自 我 を 完成 する 必要 を 少し # 持 
た な か つた 事情 C あ つた も の と 央 ちら れる 。 上 位 自我 の 紙 填 の この 障 衣 の 今一つ の 因 
は と の 保護 が 彼 を 全く 不 自由 C し た た め KC 役 に 向 つ て は 上 位 自我 も 生 ぜ し め る 機 合 が 
箇 へ られ な か つた と 云 ふ 事 に も あつ た の で ある 。 耐 し て 彼 の 「 マ ゾ ヒ スム ススメ 」 的 な る 
価 向 が と の 事情 と 開 係 が あつ た 事 に は 圧 ひ の 餅 好 な き 虚 で ある 。 「 
” 新 くし て 吾 人 は 過度 の 圭 象 愛 と 過大 な る 束縛 と が と の 症例 に 於 て 上 位 自我 の 策 閉 を 
妨 ぐ る 事 に 共 働 し た も の で ある と の 結論 達し た の で ある 。 それ K し て も 如何 IC し て 
ー 科 班 母 の 上 位 自我 の 患者 の それ へ の 搬 取 が 起 つ た の で あら うか 。 本 逃 の 如く 受 の 肝 
依 ( 胡 母 ) に 笛 す る 雨 極 性 (Ambivalenz) は と の 症例 に 於 て は 非常 に 組 状 で も つた 
患 者 は 表 母 を 愛し て 居る と 同時 に 憎ん で 居 た の で あつ た 。 然し な が ら 彼 の 醒 悪 心 は 測 
母 が 病 所 に 航 り 、 特に 役 女 が 死亡 し た 後に は 最早 や 存 績 し 得 た く な つた 課 で あら 。 換 
言 すれ ば 太 母 の 所 病 と 死亡 は 彼 の 恒 悪 観念 に 大 な る 清 足 を 奥 ふ る 二 つ の 要素 で あつ た 
の で ある 。 死後 に は 殿 宮 の 百 銀 は 最早 や 存在 し な いも の で ある 。 だ か ら し て 今や 情 悪 
は 自己 を の も の に 向 ひ 、 新 くし て 恵 者 が 自 次 と 道徳 的 次 昔 苦 し め ら れる や うに し た 
護 で ある 。 印 ち 患者 の 自我 が 播 取 さ れ た る 上 位 自我 に 百 し て 、 丁 度 患 者 が 小 見 期 に 誰 
て 彼 の 電 母 に 侍 する と 同じ 態度 を 取る に 玉 つ た 事 は 興味 深い 事 と 球 ふ べき で ある ちる 。 
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Psychoanalytische Studien ber 
Erythrophobie. TI. Mitteilumg. 
Von 


Dr. 工 Yamaamural. 


(Aus .dem Psychiatrischen Tnstitut der 
Tohoku 民 aiserlichen Universitat, 


Vorstand: Erof. Dr. 氏 . MLarui.) 


JDie analytische Untersuchung eines ee Falls von Erythrophobie 
ergab ZWeGi Fixierungspunkte wahrend der ad 緒 トー Libido, und zwar 
in der 〇 dipal- als auch in der ana に sadistischen (bezw. analen) Phase. Das Er 
roten, an dem dieser 22jahrige Erythrophobiker jitt。 war als Ausdrack der 
Anpassung des Kranken an den psychischen Kon 角 kt in der phallischen 


Phase oder, mit anderen Worten, als KompromiBbildung zwischen phallischer 


Libido und ihrer Verdrangung zu deuten: die ,,Verschiebung der Libido von 
unten nach oben" und die sog. Genitalisierung der Gesichtspartie war auch 
hier die letzte Analyse des Leidens. AuBerdem bekam Patient jedesrmal, 
wenn Widerstande gegen die Analyse auftraten, Stuhlverstopfung bezw. Diar- 
rhoe als Zeichen der Regression von der Libido zur anaLsadistischen bezw. 
analen Phase und als Zeichen der von mir so genannten ,,Verschiebung der 
TLibido von vorn nach hinten“". Insofern stimmte dieser Fall von Erythropho- 
bie sowohl im Mechanismus als auch in der psychischen Struktur mit dem 


ersten all nberein. 


Patient war deutlich ein Mann des (psychischen) Don-Juan-Typus , dies 
fand seine ErkIArung darin。 daB cr ausgepragt doppelsinnigen Odipuskomplex 
hatte und sein Libidoleben einerseits von phallischer und Inzestfixation, ander- 
seits von der Iiemmung durch Kastrationskomplex und Inzestscheu bcherrscht 


war. JDer Kranke war eigentliich sehr narziBtisch,und obwohl wir natirlich 
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an ihm deutlich Neigung zur Objektwahl nach dem Anlehnungstypus bermer- 
kten, ging seine Objektwahl vorwiegend nach dem narziBtischen Typus. 
Verfasser fand weiter an ihm deutliches MinderwertigkeitsgefGhl mit 
dahinter verborgenem (latentem) NarziBmus, Uberschatzung der Frau, Scham- 
haftigkeit infolge Verdrangung des starken Exhibitionismus, deutlich ausgepragte 
masochistische Neigung, die durch ,,Verkehrung ins Gegenteil" aus latentem 
Sadismus entsprungen war, u.S.W. und kam zu der Ansicht, daB sich der 
NarziBmus des Patienten zum sogenannten ersten Typus (ん ezz/) zahlen 13Bt. 
Wahrend der Analyse machte der NarziBrmmus sich haufig als Widerstand 
geltend: der Kranke verband in der Sprechstunde bald Nebensachliches bald 
Gleichgultiges (narziBtisch gegen die Methodik der Analyse) : auBerhalb der 
Analysestunde benahm sich Patient zuweilen wie der Analytiker (narziBtisch 
gegen die Person des Analytikers). Verfasser fand hinter dieser Identifzie- 
rung mit dem Analytiker die sogenannte atente negative Ubertragung und 
kam zu der Ansicht, da der NarziBmns des Analysanden ein Entstehungsmotiv 


der latenten negativen Ubertragung werden kann. 
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赤面 恐怖 症 に 就 い て 


(第 二 報 ) 


邊 画 士 山 村 道雄 


1 緒 員 


第 一 封 に 於 いて 余 は 一 赤面 恐 需 症 患 者 に 於 ける 精 泊 分 析 騨 的 研究 の 結果 を 報告 し 、 
光 づ 患者 に 於 ける 「 リビドー」 北 達 の 経過 並び に その 固定 に 就 い て 逃 べ 、 丈 いで 赤面 現 
象 の 華 生 機制 に 論 及 し た 。 患者 に は 「 リビドー」 の 「 エ ヂ ペ ー ル ファー ゼ 」 に 於 ける 
周 定 が 明らか に 認め られ 、 患 者 が 二 重 の 意味 の 「 ェ デブ ス 」 複合 般 を 示し た 外 、 患 者 
に は 肛門 「 サ デス ムスメ ス 」 統 裁 期 に も 強い 「 リビドー」 の 同定 を 示し た 久 、 恵 者 の 「 
ビ ド ー」 生活 は 強い 雨 極性 天 向 に 透 役 され て 居る 事 が 認め られ た 。 一 面 に 於 いて 患者 
に は 骨肉 愛 の 麗 和 及び 考 勢 不安 が あり 、 之 は 男根 統 閉 期 及び 更に 性 器 統 坊 期 和 所 の 区 補 
を 和 途 げ て 居 た と の 恵 者 iC 暴 性愛 の 制止 の 原因 を 作り 、 凡 て の 再 異 性 々 欲 は 禁 ぜ られ た 
る 営 肉 愛 の 代表 者 の 意義 を 持つ に 至り 、 急 に 歴 迫 を 受 く る 結果 と な り 、 赤 面 は と こい に 
超 つ た 病因 性 精 秩 葛 藤 に 弘 す る 身 應 央 の あら は れ 一 一 或 ひ は 互 に 理夫 す る 二 つ の 傾 
向 の 人 協 形 成 と し て 解 租 され た の で ある 。 耐 し て と の 際 、 フ ロイ ド の 所 詩 下 リビドー」 
の 下方 よ り 上 方 へ の 移動 』 が 見 られ た の で あつ て 、 赤 面 は と の 機制 に よ つ て 、 元 来 性 器 
に 起 る 可 き 元 蒼 が 頭 部 及び 顔面 に 現れ た も の と 解す 可 く 、 と と K 閣 面 の 所 講 性 器 化 の 
現象 が 起 つ を た も の と 解 さ れ た の で ある 。 この 患者 に 於 いて は 何 、 暴露 谷 の 傾向 に 強い 
「 リ ビ ド ー」 の 備 給 が あつ を た の で あつ て 、 禁 赴 答 の 本 現 の 許さ れ て ゐる 疾 面 に 赤面 現 
人 銀 と し て 歴 周 され た る 性 器 「 リ ビ ド ー.」 の 吐 け ロ が 見 出さ れ た 事 は 、 赤 面 現象 に 困 釧 
人 筐 の 大 開 係 ある 事 を 示す も の で ある と 考 へ られ た の で あつ た 。 和 倫 こ の 愚者 に は 赤面 現 
象 、 印 ち 「 リビドー」 の 下方 よ 》 上 方 へ の 移動 の 現象 の 外 に 、 余 の 所 計上 下 リビドー」 
の 前 方 より 後 記 へ の 移動 』 の 現象 が 認め られ た の で あつ て 、 と の 現象 は 恵 者 の 「 リ ビ ド 
ー」 が 肛門 「 サ ヂ ス ュ ス 」 統 裁 期 へ の 退行 を 示 し た 際 に 現れ を た の で あつ た 。 面 し て 赤 
面 の 現象 が 一 面 「 モ ステ リー」 性 韓 換 の 機制 に 近い 機制 に よ つ て 生ま る 一 方 、 他 面 一 
定 度 迄 強迫 性 を 帯 び 、 強迫 現象 へ の 類似 昧 を 示す 事 は 、 と の 肛門 「 サ ヂ ス ムスメ 」 統 裁 
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期 K 診 ける 「 リ ビ ド ー」 の 固定 I 開 係 す る の で は な いか と 考 へ られ た の で あつ た 。 余 


は 最近 に 於 いて 赤面 恐 誠 症 の 第 二 例 に 就 と て 詳細 な る 精 午 分 析 的 研究 を な す 機 覚 を 得 


た 。 因 つ て その 結果 を 第 二 報 と し て 報 筆 し よう と する の で ある 。 


TI、 病 礎 


患者 は 世 二 歳 の 未婚 男子 で ある 。 農學 校 二年生 ( 十 六 門 ) の 冬 百 目 暖 様 の 疾患 に 的 り 、 三 
四 日 欠席 し た 。 登 村 す る に 至 つ て か ら も 中 は 依然 と し て 残 つ て 居り 、 呼 吸 茜 し く 、 鼻 が つま り 、 
鼻 人 先 き が 熱 を 持つ て ゐる 様 な 感じ が し 、 そ の 結果 自然 と 部 が ほてり 、 赤 く な つて 拉 る の で あつ 
た 。 丈 に 登 科す る の に 寒気 苦 だ し き 場 所 を 自 起 車 で 通り ね ば な ら な か つた 開 係 上 マス ク を 用 ひ 
た が 、 こ と の マス ク の 使用 は 双 ー 居 呼吸 を 茸 し くさ せ 、 鼻 に 敵 す る 上 記 の 現 泉 を 引 超 し 、 愚 者 は 
と の 顔 が 赤く な る の が 也 し く な つて 塊 た の で あぁ る 。 専門 忠治 療 に ょ り 鼻 腔 閉塞 は 一 時 的 に 治 
リ 、 典 先 き が 熱 を 持つ た り 、 赤 く な つた りす る 事 は な く な つた が 、 赤 面 不安 は 到 ちず 、 風邪 を 
ひき 又 マ スク を 用 ひ た り する と 銘 ち 誰 の 如き 音 痛 を 培 し て 科 る の で あつ た 。 三 年 生 の 多 。 更 校 
に 於 ける 編 な ひ 党 習 を 一 同 ぶ が 岡 陣 を 作 つ て 行 つ て ゐ た 時 、 ふ 、 と 一 友 の 古 の 事 を 才 へ た 時 乱 瀬 
面 湖 紅 し 、 以 後 赤面 に 至 す る 不安 が 墓 つ た ょ 款 ふ 。 従 失 恵 者 は 人 の 面前 に 出 た り 、 及 は 他人 と 
憶 線 を 合 は さて も 在 伺 で 居れ た の が 赤面 が 起 つ て 來 て か ら は 頭痛 が 起り 、 鼻 が つま すり 、 動 邊 を 感 
じ て 和 の 前 に 居る 事 が 非常 に 昔 し く な り 、 その 筐 に 愚者 は 他人 と 玉 閑 を 合 は せる 事 を 極力 避け 
よう と 支 め た と 云 ふ 、。 農學 校 卒業 俊 思 者 は 幅 気 に 農業 に 従事 し て ゐ た ら 良 い だ ら う ょ 考 へ 、 宗 
で プラ ブラ し て ゐ た が 少し も 良く な る 様 に は 思 は れず 、 然 も 周 圏 の 事情 が 患者 に は 「 人 が 自分 
の 事 を 話し て ある の で は ある まい か 」「[ 笑 つて ゐる の で は ある まい み ヵ .|「 自 分 の 行動 は 如何 様 に 
考 こ られ て ゐる か 」 称 と 思 民 きれ る 様 に な つて 隊 た と 評 ふ の で ある 。 患者 は 不安 を 感じ て ゐ な 


_ い 陣 間 に 於 いて も 頭 、 眼 及び 顔面 に 充血 が ある 様 で 、 頭 を 振る と 「 少 量 の 水 が 入 つて ゐる 燈 を 


振る 」 様 な 感じ が する と 訴 へ て ゐる 。 

加 者 は 宜 多 の 代 に 合 達 藩士 か ら 基 に 従事 する に 至っ た 家柄 に 局 し 、 現 在 も 引続き 農 を 生業 と 
する 家 の 第 一 子 と し て 生れ た の で ある 。 愚者 が 四 定 し た 営 叶 の 家 旋 は 信人 革 、 人 芋 、 父 の 部 夫 
館 と 欠 の 妹 及 び 多 数 の 備 人 が 居 た の で ある が 、 人 後に は 坊 母 、 叔 母 は 死亡 し 、 叔 父 夫 左 は 別 家 し 、 
妹 一 人 弟 三 人 の 出生 を 見 、 侍 人 は 天 第 に 減少 し て 現在 は ほん の 少数 し か 居 な い と 蓋 ぉ ふ 、。 員 者 は 
小児 期 か ら 身 器 腹 健 で 、 添 モ 歳 の 時 に 中 芽 炎 を 愚 ひし 猫 特記 ナ べ き 疾 患 に 獲 り し 事 な く 、 小 胸 
校 入 深 後 身 唱 の 外 育 は 細 中 一 番 で あつ た 程 で ある 。 成 績 も 良好 に し て 常に 普 褒 を 通し て 來 た と 
で さ o 父 の 孝 に よ つ て 昌 者 は 高等 小 日 倍 一 年 終了 後 諾 里 校 に 進ん だ 。 農 単 科 入 學 後 、 赤 本 
安 に 慌 み 出し て か ち は 成 績 が 低下 し て 來 た 。 患 者 の 到 ふ 所 に よる ょ * 彼 は 毅 長 に 選ば れる の が 臓 


oe 愚者 は 「 課 が 別 ら ぬ 征 ら 」 哲 
書 に 興味 を 持ち 、 そ れ を 請 み ふ 、 けつ で ゐ た て 云 ふ 。: 


( 17 ) 


II 分 析 紐 過 


愚者 は 前 後 二 加 入院 し た 者 で ある 。 患者 は 分 析 の 絶 了 を 待た ず に 。 人 多 か ら の 退院 要求 に より 
ー 叶 退院 し た が 、 先 全 に 消失 し て ゐ な か つた 赤面 不安 の 鍋 に 父 の 許可 を 得 て 再 び 入 院 し て 來 る 
や うに な つた の で ある 。 そ の 前 後 二 回 の 入院 中 の 分 析 幼 過 を 一 強め に し た の が 六 の 報 振 で ある 。 
分 析 方 法 と し て は 自由 隊 想 決 及び 夢 の 解 程 を 用 ひ た の で あり 、 夢 は 患者 に 手 起 せ し め た 。 自 由 
千 起 は 毎日 一 時 間 宛 行 ひ 、 そ の 回 数 は 第 一 回 入院 の 際 は 人 十 七 回 、 第 二 回 目 に は 入 十 四 回 、 合 
計 百 七 士 一 回 に 及 ん だ 。 


TV. [リモ ド ー」 生 活 


患者 は 女 手 の 多い 家庭 で 雇 揚 に 育ち 、 何不 自由 な て く 、 患者 は 意 の 供 に 振 多 いひ 、 又 周 園 
か ら 十 分 に 世話 され て 來 て 、 六 吉 迄 母乳 を 吸 つ て 居 た 。 六 蔵 の 時 迄 母 と 一 緒 に 療 て の 
た が 、 あ る 朝 突然 母 の 床 か ら 還 女 母 の 坊 室 に 移さ れ た 。 そ の 時 家 の 中 が が や が や し て 
ゐる な と 思 つ を た が 、 之 は 妹 が 生れ た 徹 で あつ た 事 を 後に 知 つ を と 云 つ て ある 。 か く 〈 く の 
如く 長期 間 i に 渉 つ て 母乳 を 吸 つ て ゐ た 事 は 患者 に 口 愛 の 傾向 を 強く し 、 耐 も 六 歳 の 時 
受け た 離乳 の 経験 は 恵 考 に 痛々 しき 愛 の 失 堂 (Versagung) と し て 作用 し 、 日 愛 に 於 け 
る 周 定 を た を させ た 事 が 刊 る 。 が く の 如き 性 器 統 坊 前 期 Cprigenital) の 店 定 が 後 年 の 
「 リ ビ ド ー」 生 活 に 悪影響 を 奮 ら し た で あら う 事 は 容易 に 思考 され る 事 で あり 、 分 析 の 
結果 も 、 と の 離乳 が 母 か ら 愛 され て ゐ た と 到 ふ 考 へ を 持つ て ゐ た 愚者 に る 減 の 起 衣 と 
し て 大 な る 影響 を 奥 へ た 事 が 側 る の で ある 。 患者 は 分 祈 経 敵 中 、 分 折 が 中 断 せ ら る る 
に 非 地 や と 考 へ る 時 に 不安 が 一 層 増 絹 され た り し て ゐる の は と の 離乳 の 綴 験 の 反復 を 
象徴 する も の と 考 へ られ る 。 妹 が 生れ て か ら 患 者 は 母 の 乳房 が 汚い っ も の で ある と し 、 
又 コ ン デ ンス ミル ク が 汚く て 飲む 事 が 出来 な く な つた と 到 ふ が 、 之 は H 愛 が 抑 麻 され 
た 結果 で ある と 球 へ る 。 患者 は 仲 々 に 多 接 で ある 。 然し 邊 ら 現 在 は 玄人 の 前 で は 多く 
を 語れ な いと 到 つ て ある が 、 分 析 時 間 中 自由 聴 想 に 除 し て は 随分 多 千 で ある 。 小 見 期 
家 に あつ て も 、 又 屋外 で 遊ん で ゐ た 時 に る 決し て 無口 の 方 で は な か つた し 、 入 院 人 後 串 
者 は 「 叔母 か ら お 前 は 決し て 咽 り 虫 で は な いと 云 は れ た .」 夢 を 見 た 事 が ある 。 谷 加 者 
は 分 析 経 骨 中 着 葵 た 症 訳 と し て 時 々 食事 を し て ゐる の を 他人 に 見 られ る の を 苦痛 感 
じ た り 、 食 答 不 振 、 路 吐 感 を 持つ を り し た の で ある 。 Freud は 「 口 愛 が 保存 され て の 








1 ) Spielrein, S.: Verdringte Munderotik。(Internat. 乙 、Psychoanal.。1920.) 
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る 小 見 は 成人 後 接 史 道 渦 の 人 (KuBfeinschmecker) と な つた り 、 熊 的 接 補 を 行 つ た り 、 
酒 客 と か 喫 畑 者 と な る 力 張 い 動機 が 典 へ られ る 。 日 愛 に 抑 礎 が 加 は る 食事 に 詩 し 時 
吐 感 と か 、「 モ ステ リー」 性 忠 吐 を 起す と と が あり 、 時 に は 楽 杖 本 能 迄 が 優 さ れる 」 と 
読 いて ある が 、 之 の 事 を 以 て 患者 の 上 記 の 諸 種 の 天 向 を 十分 に 説明 し 得る で あら う 。 

恵 者 は 排尿 に 開 し て 快感 を 持ち 、 排 尿 を 終る に 長 時 間 を 要する と 云 ふ 。 然し 生 ら 、 こ 
の 傾向 は 患者 の 自供 する 所 に よる と 茨 の 如き 紹 化 を 来 す 事 が あつ た の で ある 。 即ち 分 
析 経 過 中 に 恵 者 に 性 答 の 元 進 が 起 つ て ゐる と 分 林 者 に 認め られ た 時 に 、 患 者 は 一 回 の 
排 泉 量 の 減少 を 覧 えた と 到 ふ 事 で ある 。 欧 に 逃 べ る 如く 患者 に 尿道 愛 的 傾向 が 認め ら 
れる が 、 こ の 放 道 愛 的 傾向 と 性 欲 と の 間 に 開 職 が あり 、 性 欲 の 元 進 に 肘 する 抑 礎 が 灰 
道 渦 に 迄 及 ん で ゐる の で は ある まい か ょ と 考 へ られ る 。 吊 者 に 氷 道 愛 的 傾向 が 存在 せる 
事 父 と し て 、 軸 者 は 小 見 期 に 友人 と 灰 を 遠 正 離 に 届か せる 半 和 名 を し た 事 が 厩 え あつ た 
と 応 ひ 、 十 歳 頃 迄 夜尿症 が 績 いた と 球 ふ が 如き が それ で ある 。 た も 夜 以 症 は 後 逃す る 所 
の 早漏 と は 窓 接 な 開 沙 が ある 事 は 茎 I に Abraham に よ つ て 精 当 析 隙 的 に 解明 せら れ 
て ゐる 。 患者 の 氷 道 愛 的 人 向 は 患者 の 自己 愛 や 名 細 心 に 大 開 係 が ある 事 は 否定 出来 な 
いで あら うし 、 後 逃す る 愚者 の 柴 坊 で ある 事 に は と の 事 が 大 い に 開 係 を 持つ で あら 
う 。 

患者 は 肛門 愛 的 性 谷 の 保持 茶 で あり 、 同 時 に 「 サ ヂ ス ム ス 」 の 傾向 を 摩周 さ れ た る 
形 に 於 いて 示し て ゐ た の で ある 。 患者 は 凝 頸 好き で 、 金 銭 に は 大 格 で 、 他 人 が 自分 を 斉 
俗 家 と 考 へ は せめ ぬか と 自分 自身 で 思ふ 程 で ある 。 小 遣 氏 に 一 定 の 算 を 立て 、 一 銭 で 
も 無 紀 使 ひ を し た な と 思ふ と 大 い に 後 折 し た りす る の で あつ た 。 友人 と の 貸借 は 正 し 
約束 日 に 返済 し た な けれ ば な ら ぬ と 考 へ 、 耐 も その 様 に 宮 行 し て の る 。 愚者 は 利己 的 
で 部 情 震 り で あり 、 征 服 移 に 騙 ら れる 大 向 が あつ て 、 友 人 の 失敗 を 内 心 で 喜ん だ りす 
る o 皿 者 は 小 堕 控 で 初め の 中 は 運動 剣 で 何と を し て も 一 等 で も つた が 、 負 ける の で は あ 
る まい か と 考 へ る 様 に な つて か ら は 運動 會 が 嫌 ひ に な り 、 ス ポー ツ を 和 避け る 様 に な つ 
た 。 袋 し 下 ら 患 者 は 仕合 を 見 る 事 が 好き で あり 、 入 院 中 (に は 柔 創 道 の 仕合 を 見 行き 
た いと 導 へ た 事 が あつ た と 球 ふ 。 そ し て 患者 は 仕合 場 で 吉 心 に 仕合 を 見 て ゐる 聞 は 少 
し も 赤面 不安 を 感 ぜ ず 、 道 場 を 去る と 直ちに 不安 に 了 つ た り し た 事 が ある の で あら る 。 
患者 は 容易 く 怒 る の で ある が 、 然 し と の 怒り を その まい ぃ に 現す 事 を 得 、 常 内心 怒 
り に 燃え 、「 今 に 復 介し て みせ る 」 科 と 種々 の 室 想 を 名 ら す 央 向 が あつ た 。 駐 患 者 は 
小 喝 期 以来 全く 磨 病 で あつ た が 、 反面 に 「 サ ヂ ス ム ス 」 の 大 向 が 潜在 性 に あつ た ら し 
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《 、 小 見 期 に 患者 は 殖 の 仔 を 大 地 に ぶつ け て 殺し た り 、 或 は 河中 に 投じ て 湖 玩 させ た 
り し た 事 が あつ た と 云 ふ 。 又 患 者 は 績 病 来 屋 < 自殺 を 考 へ 、「 自 用 し た ら ど ん な 事 を 
云 は れる か 」「 以 人 多 は どん な に 悲し むせ で あろ うか 」「 父 は 如何 に 示 く か 」 等 と 考 へ を た と 
云 ふ 。 あ る 時 患者 は 生き 年 ら 納 槍 さ れ を た と 云 ふ 夢 を 見 た 事 が ある 。 と の 夢 は 母胎 へ の 
復 記 と 評 ふ 重 復 限 定 の 意味 を も 持つ も の で ある が 、 又 自殺 の 願 刻 、 自 殺 の 空想 と 開 係 
が ある も の と 見 得る る の で ある 。 此 上 鹿 に 駐 患 者 の 潜在 性 「 サ ヂ デス ム ス 」 の 現れ を 認め 
る 事 が 出来 る の で あり 、「 サ ヂ ス ム ス 」 の 自我 へ の 反 趣 に よ つ て 、 半 つ て 赤 在 性 「 マ ヅ 
と スム ス 」 な る 形 C な つて 現れ て わる も の と 見 る 事 が 出来 る 。 換言 すれ ば 患者 に 於 い 
て は 能動 性 (Aktviit) が 受動 性 (Passivitit) に よ つ て 代償 され て ゐる も の と 見 る 事 が 
出来 る の で あつ て 、 と に 所 調 反 圭 へ の 復 詳 CVerkehrung ins Gegentel) の 現象 を 認 
め 得 る の で ある 。 同じ 現象 は 患者 の 肛門 愛 の 傾向 に も 認め られ る の で あつ て 、 恵 者 は 
腹 が キリ キリ 痛む 時 、 下 痢 が 碁 だ し い 時 に 思 つ て 快感 を 経験 する 傾向 が あつ た と 逃 べ 
て ゐる 。 肛門 愛 へ の 固定 の 現れ と し て 患者 は 駐 、 自 分 の 糞 が 排 演 さ れ た ば か り の も の 
な ら ば 、 そ れ が 手 に 附 誠 し て も 汚さ を 感じ な いと 云 ひ 、 患 者 に 弄 代 症 の 傾向 の 残存 を 
認め る 事 が 出来 る 。 か くし て 患者 に は 肛門 愛 の 固定 を 明らか に 示し て ゐる が 、 雨 極性 
(Ambivalenz) の 傾向 を 著 明 に 示し て ゐる と の 患者 に は 肛門 愛 の 傾向 に 将 し て も 反動 
的 形成 は 決し て 欠 除 し て ゐ な い の で あり 、 月 門 に 半 し て 嫌悪 の 感 を 抱い て 居り 、 特 に 
肛門 が 女性 * 器 と 相 接 近 し て ゐる と 云 ふ 理由 で 肛門 に 強い 嫌悪 を 示し た の で ある 。 と 
の 事 は 患者 の 性 器 「 リビドー」(Gnitalibido) と 開 陸 を 有する も の で ある か ら 更 に 後 逃 
の 性 器 「 リビドー」 を 説く 時 に 再 説 し よう と 思ふ 。 私 帆 
患者 に は 本 外 伏 の 央 向 が 強く 認め られ る 。 患 者 は 展 々 男根 商 露 の 夢 を 見 た 事 が ある 。 
駐 小 見 期 の 追想 と し て 患者 は 川邊 で 友人 と 男根 を 見 せ ち あつ た り し た 事 を 逃 べ て ゐる 。 
又 患 者 は 男子 で あり 生 ら 、 入 院 中 階段 を 下り る 際 に 着物 の 乱 が 鍋 れ る の を 無 に し た 事 
も ある 。 之 は 患者 の 有する 奉 露 答 に 習 す る 反動 の 現れ と 解す べき は 勿論 で ある 、。 愚者 
に 於 ける こと の 名 力 な る 暴露 然 の 傾向 は 、 究 極 の 分 析 低 於 いて は 愚者 の 強力 な る 剛 古 答 
の 自我 へ の 復 似 の 現れ と 解す る 事 が 出来 る の で あり 、 従 つて 患者 に 潜在 性 に 強い 障 説 
欲 の 存する 事 を 察 せ し め る の で ある 。 又 軒 鞍 患者 が 了 思 を な す に 営 り 、 閉 眼 し て ゐ な 
けれ ば 聴 電 が 出来 な か つた 事 も ある 。 と の 商 赴 答 と 罰 違 欲 と が 人 後 逃す る 愚者 の 性 器 ' 9 
ビ ド ー」 に 於 いて 重大 な る 役割 を な す 事 は 営 然 考 へ られ る 所 で ある 。 

以上 述べ た る 所 に よ つ て 患者 に 於 ける 口 愛 、 尿 道 愛 、 肛 門 愛 等 の 器 宜 愛 の 傾向 及び 
成分 本 能 的 類 向 は 、 或 は 積極 的 に 印 ち 倒錯 的 に 現 は れ 、 或 は 反動 的 形成 の 意味 に 於 いて 
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現れ て ゐる 事 を 知る の で ある 。 

- 患者 は 赤面 不安 が 女性 の 面前 に が いて 最も 強く 直る と 甘 つ て ゐる 。 患者 は 居 村 の 一 
般 青 年 達 が 女 の 事 の み を 問題 に E し 、 余 り に 淫 洪 的 で あり 、 好 ん で 狼 談 に 慰 け る 事 に 嫌 量 
を 感じ 、 自 ら は 性 的 事象 無 開 心 な 立派 な 青年 、 最 も 優秀 な る 人 物 で ある と 村民 か ら 
評 償 され た いと 欲す る 時 に 不安 が 強 く 起 る と 云 つ て ゐる 。 駐 或 る 時 愚 者 は 、 女 性 が 存 
在 し な けれ ば 自分 の 不安 は 起 ら ぬ で あら うと ょ と 詞 つ た 事 が あり 、 駐 患者 が 女性 に 開 す る 
障 想 を 初め て 行 つ た 夜 多量 の 績 汗 が あり 、 頭 部 が チカ チカ し 、 全 身 の 強 直 を 感じ た と 
翌日 の 障 想 時 に 逃 べ た 事 も ある 。 谷 福 、 恵 者 は 女性 に 殖 し 強い 不安 を 持ち 生 ら 、 入 院 
中 に 厩 々 外出 し て は 女 事務 員 を 見 に 行 つ た り し た 如き 、 患 者 の 赤面 不安 が 異性 の 存在 
と 密接 な る 開 係 を 有する 事 を 明 身 に 物語 つて ぉ ゐる の で あつ て 、 此 虎 に 患者 の 上 位 自 我 
と 自我 と の 間 に 著 し い 落 隅 が あり 、 患者 の 異性 に 将 す る 上 度 に 著しい 耳 極 性 の ある 事 
を 見 得る の で ある 。 換 詩 す れ ば 、 加 者 の 自我 は 一 面 に 於 いて 「 エ ス 」 の 欲求 或 は 無意識 的 
本 能 的 要求 に 應 じ て 居 村 の 青年 と 同様 の 区 度 に 了 ら ん と する 傾向 が ある が , 他 面 に 於 
いて 患者 に 模範 青年 た らん 事 を 要求 する 上 位 自 我 が あ り 、 患 者 は 高い 理想 我 に 服 せ を 
と し 、 と こと に 強力 な る 規 極 性 精 和 穫 則 を 経 験 する も る の と 見 る べき で ある 。 加 者 が 模 秀 青 
年 で も り た いと 考 へ て か ら 、 容 易 に 性 的 浦 足 の 能 性 ある Cafe の 女 給 の 如き 女 か ら 
言葉 を か けら れ た りす る 事 を 非常 に 訂 が り 、 か る 環境 の 女 か ら は 未 ざ か る 様 に 普 旋 
し 、 こ の 種 の 女 を 非難 倒 し て や り た いと の 感 を 強く 抱い て ゐる 反面 に 於 いて 、 衣 養 あ 
り 、 無 唱 あ り 、 上 唱 な 、 貞 波 な 女性 に 接近 し 、 面 も か ヽ る 女性 を 実 (CC し た いと の 念 を 持つ 
た 事 は 加 者 の 自我 が その 服 格 な る 上 位 自我 と 舌 協 し ょ うと し て 探 つ た 一 つの 態度 或 は 
schgerecht な る 評 想 一 一 理 福 に 外 な ら な か つた も の と へ られ る の で ある 。 定 際 各 者 
の 現 買 に 於 いて 探 つ た 前 度 行動 は と の 理想 と 相生 る 事 思 いる の で あつ た の で ある ち 。 帥 
ち 彼 の 下 生 と る 買 際 の 疹 度 行 動 は 彼 の 上 位 自我 より し て 到底 許さ る べき 程度 の る の で 
は な か つた の で ある 。 或 る 時 患者 は 役 が 好き だ と 到 ふ 女性 と 夜道 を 同じ マン ト に 入 つ 
た り 、 又 は 手 を 撮り 合 つて 歩行 し た り し た 事 が あり 、 又 M と 球 ふ 少女 (に 於 いて 彼 の 肉 伏 
的 願 詞 の 清 足 を 得る 目的 を 以 て その 家 を 訪問 し た 事 が あつ た の で あ る 。 面 も と の 欲 鹿 
は その 浦 走 が 他人 か ら 非 難 さ れる 性 質 の も の で ある と 広 ふ 不安 か ら 、 吊 者 が その 家 に 
刊 着 する 以前 に 滑 突 し て の た と 天 ふ 事 で ある 。 之 は 厳格 な る 上 位 自我 を 持つ て り 
肉 向 の 事 な ど は 少し も 問題 に せめ 模範 青年 」 を 理 相 と し て ゐ た 患者 と し て は 営 状 な 事 
で あり 、 と ヽ に も 加 者 の 性 的 交 度 の 末 概 性 の 現れ を 見 る の で あり 、 軸 者 が 一面 に 往々 
の 性 的 全 想 を 持ち 、 性 前 過 塵 を 到 く 持ち 生 ら 、 他 面 性 的 事象 に 至る 天 い 測 正 の 現 
旬 を 示し た 事 を 察 す べ き で ある 。 孔 者 は 前 輝 の Am く Cate の 給 を 非 沙 江 倒 し て や り 
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た いと 思 つ た り 、 或 は 之 か らら 遠ざかる 様 に 即 め た 一 方 に 於 いて 、 女 給 に 接近 し て 行き た 
い 各 持 を 持つ を たり 、 村 中 の 女性 に は 志 て 開心 を 持ち 、 企 今見 知ら ぬ 女 で も 女 が 通行 す 
る の を 見 か けた 時 に は 言葉 を か ける の が 常 で あり 、 患 者 自ら も 自分 が 女 に 装 し て は 特 
丈 な 人 間 で ある 様 に 考 へ た 程 で あり 、 あ る 時 の 如き は 営 り ざ つ を た り の 女 を 相手 に し た 
いと さ へ 考 へ た 事 も あり 、 入 院 中 に も 看 誰 婦 を 追 ひ 途 は し て ゐ ね た だ た の で あつ た 。 か くし 
で 患者 は Don Juan 型 の 人 物 に 司 し 、 多 敷 の 或 は て の 女性 (に 圭 し て 興味 を も つ 人 物 
で ある 事 が 判る の で ある が 、 曽 も その 興味 た る や 会 起 的 精 省 的 の も の で あり 、 買 際 に 性 
的 の 浦 足 を 之 に 於 いて 得る 事 に 強い 洞 止 抵抗 を 示す 人 物 に 属し た 事 が 考 へ られ る の で 
ある 。 多 ち 患者 は 調 は ば 精 省 的 或 は 室 起 の 上 に 於 ける Don Juan に 属す る 人 物 と 見 る 
べき で ある 。 患者 は 祭 晶 あり 、 貞 小 に し て 敦 養 ある 人 物 を 求め よう と し 、 意識 的 に は 
女 給 の 様 な 下品 な crotic な 型 の 女性 を 嫌 つ て ゐる 事 は 前 逃 の 通り で あり 、 面 も 皿 者 
は と の 意味 に 於 いて 自分 が 嫌 つ て ねろ る Y と 球 ふ 女 と の KKoitus の 夢 を 厩 々 見 で お る の . 
で ある 。 即ち 患者 は 無意識 的 に は 却 つ て 彼 が 意識 的 ( 嫌 つ て ゐる 型 の 女性 か ら り | きつ 
けら れ て の ゐる 事 に な る の で ある 。 又 患 者 は 下 素 手 淫 を な す 際 に は 女性 を 将 象 と し て な 
る に 不 拘 、 一 旦 女 性 直面 する と 持 塗 の 時 に 抱い た 和 持 ち は 全く 清 天 し て 了 ふ と も 芯 
つて ゐ る 。 と と に 又 患 者 が 肉 倫 的 願 堂 を 強く 《 革 つ て 居り 、 従 つて erouc な 女性 か ら 問 
〈 く 引き つけ られ 和 刺 戦 さ れる 傾向 が あり 、 耐 も と の 願 堂 区 装 し て 強い 有 和 周作 用 が 働い で 
ゐる 結果 、 と の 種 の 女性 K 嫌 加 を 感 ま る 事 が 理解 され る 課 で ある 。 愚 者 の 去 ふ 所 に よる 
ょ 役 が 高等 小 了 入 一年生 の 時 に 、 そ れ 以 前 | に 持つ て ゐ た 男根 に 半 す る 開心 が 考慮 外 に 
まる と 共に 内 徳 的 願 堂 も 滑 大 する に 至り 、 商 後 彼 は 精 紳 的 女性 を 愛さ うと する 様 IC 
な り 、 一 - 般 肉欲 に 開 す る 演 稼 な る 言 諦 又は 性 器 に 開 す る 事柄 を 口 に する 事 が 出来 な ぐ 
な つた と ふ 事 で ある 。 然 る K 虐 了 校 牌 後 は 周 園 の 人 々 が 下 無 で 欠 談 を 口 に せる K. 
反し 、 忠 者 自ら は 卒 直之 を な し 得 ざ る 開 係 上 患者 は 「 考 へ て ゐる 通り 話し 得る 人 間 。 
に な り た いと 世 ん だ 事 が あつ た と 云 ふ 事 で ある 。 以 て 加 者 が 営 時 より し て 己 性 倫 、:」 
殊 に 異性 愛 に 強い 層 辿 を 示し た 事 を 察し 得る の で ある 。 作 て 愚 者 が 貞 波 坪 を 理由 と 
じ て 交 際 し て ゐる 女性 は 時 民 : MM の 三 人 で ある が 、 之 等 ミ 人 に 将 し て は 他 の 女性 
百 す る 場合 に 比 し て 赤面 不安 を 感ずる 事 が 少 い と 応 ふ 。 そ の 理由 と し て と の 三 人 は 余 
り C 答 和 で あり 、 吉 表 な 事 を 去 は ず 、 又 他人 の 批評 を する 様 な 女性 で は な いか ら で あ 
る と 球 つ て ゐる 。 久 論 之 は 極め て 表面 的 な 説明 で ある と 挟 は ね ば な ら め 。 之 等 の 祉 食 . 
的 に 非 区 の な い 女 性 と の 交渉 は 患者 を 村人 の 下 評 非 苑 の 至 象 に する 危険 が 少く ぐ 、 皿 者 
が 比較 的 無相 に み 等 の 女性 ょ 交際 し 得る と 評 ふ 事 も と の 皿 者 の 区 度 反 座 の 一 限定 で あ . 
ら う ょ 考 へ られ る 。 然 じ 自ら 加 者 の この 革 度 選 は 一 昼 深 い 限 定 が ある も の て と 察 せら れ 
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る の で ある 。 之 に 就 い て は 後 湖 し ょ うと 思ふ が 、 多 も 角 も 患者 が 常に 接近 せん ょ し 、. 
理 に も と 刻 ん で ゐる と の 三 人 の 女性 と は 患者 は 買 際 結婚 し 得 ぬ 立場 に ある 事 は 注意 
値する 事 で ある 。 三 人 の 忠 二 人 迄 は 既に 他人 と の 尋 約 が 出来 て お る の で あつ た が 、 加 
者 は 自分 が 病 矢 で も る 含 に KC な む ざ む ざ と 彼女 等 を 他人 か ら 枚 は れ て 子 つ た と 思 つ て ゐる 
の で あつ た 。 又 M は 村 に 於 いて は Lepra 系 統 の 女 と 且 さ れ て 居り 、 従 つて 愚 者 が 彼女 
と 結婚 する 事 は 家人 か ら 弾 《 反 装 さ れる 事 は 患者 に も 人 着 つ て ね る の で あつ た 。 患者 が 
入院 中 、 病室 の 向 側 に ある Lepra 診療 所 に 来る M と 同年 琶 の 女 患 者 に ML に 凌 す る と 
類似 の 感情 を 抱き 、 彼 女 接 近 し 話 合 つ て みた く な つた と 余 K 向 げた 事 が ある 。 新 く 
営 然 結婚 の 肌 来 な い 事 悟 に ある 女性 に 却 つ て 接近 せん と する 傾向 を 示し た 患者 は 、 入 
院 中 一 入院 患者 の 妻 と 変 際 し 、 も 患者 の 彼女 に 装 す る 態度 は 可 成 り 露 旨 な も の で あ 
り 、 患 者 は 時 に 彼女 を 己 の 膝 に の せ て 遊ん で ゐ た り し た 事 も ある の で ある 。 之 等 の 事 
買 は 即 ち 、 患 者 の 性 欲 に 於 ける 前 記 の 雨 極性 を 一 居 明 ら か に 示す も の と 球 ひ 得る の で 
ある 。 患者 が その 異性 愛 に 強い 歴 迫 を 示し て ゐる 事 は 既に 逃 べ た 所 で ある 。 を 然 ら ば 刻 
然 結婚 の 出来 な い 事 の 明らか な 前 記 の 三 女性 及び 決し て 性 的 開 係 の 許さ れ な い 人 妻 と 
交際 する 事 は 彼 の 上 位 自我 の 許す 虚 で あり 、 彼 は 安心 し て 之 ら の 女性 と 交渉 し 、 面 も 
他人 か ら の 非難 攻撃 を 受 く る 危険 か ら 逃 れ 得 る の で ある 。 両 も 之 に よ つ て 彼 の Don 
Juan 的 傾向 を 浦 足 する 事 が 出来 、 又 彼 が 女性 か ら 持て て 居り 、 又 持て 得る 次 格 が ある 
と 云 ふ Narzi5mus を 清 足 し 、 の みな ら ず 之 を 他人 に 見 せ び ら か す 事 が 出来 る 課 で ある 。 

患者 が 精 御 的 Don Juan で ある 事 は 前 に 逃 べ た 虎 で 、 患 者 に この 傾 向 を 生 ぜ し むる K 
至 つ た 深い 根底 に 就 い て は 後に 逃 べ ペ よ うと する の で ある が 、 患 者 が 自分 の 容 紹 、 そ の 
他 に 開 し て 強い 自己 愛 を 持つ て 居り 、 多 敷 の 女性 を 意 の 島 に 動か し 得る と の 自信 を 持 
つて の ゐ を た 事 は 明らか に 人 察 せら れ た 。 買 際 又 吊 者 は 農村 青年 と し て は 人 並 以 上 の 端 朋 な 
る 容 新 を 備 へ て 居り 、 埋 村 の 子女 か ら 騒 が れる 交 格 を 備 へ て ゐる 事 は 分 析 著 も 認め た 
農 で ある 。 と の 自惚れ が 愚者 に Don Juan 的 傾向 を 生 ぜ し むる 一 限定 に な つた 事 は 明 
ら か で ある 。 串 者 は 駐 男 は 女 に 頼ら れる 資格 の ある も の で あぁ るり 、 六 は 男 に 従属 すべ き 
も の で ある と の 考 へ を 強く 持つ て 居 た の で ある 。 面 も 何 虚 迄 も 雨 極性 の 附 き 旨 つ て の 
る 患者 は 、 一 両 に 於 いて 自分 が 果して 女 か ら 頼 られ る 肥 格 と 全 値 を 持つ て ある か と 区 
ふ 事 に 疑 を 持ち 、 こ の 吐 に 開 し て 劣等 感 を 持つ た の で あ ち 。 と の 患者 の 有する 自己 有 
が 破れ 、 劣 等 感 が 制 戦 さ れる 事 は 患者 の 非常 に 恐れ る 虎 で あり 、 と れ と そ 加 者 を し て 女 
迷 の 如き すれ か らし た 女 で あつ て 購 踏 な く 彼 を 批判 し 、 駐 容易 に 自家 館 中 の も の と 
な し 得 な い 様 な 女 に 恒 悪 を 持ち 、 こ の 種 の 女性 か ら 遠 ざか ふら う ょ し 、H.K.ML の 如き 彼 
の 自己 愛 を 働け る 菅 れ な き 女 性 ic 近づく や うに させ た 一 原因 を な し て ゐる の で ある 。 
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恵 者 が か 《 Don Juan の 傾向 の 保持 攻 で あり 、 耐 も 模範 青年 と し て 村人 か ら 賞 され よ 
うと の 引 い 希望 を 持 ち 、 従 つ て 居 村 の 青年 と は 異 つた 行き 方 を 示し 、 内 心 に は 種々 の 
性 的 願 刻 を 持ち 征 ら 、 村 人 の 芽 評 を 敬 し く 無 に し て ゐ た 事 は 前 に 送 べ た 所 で ある 。 と 
の 村民 に 将 す る 彼 の 問 度 は 結局 彼 の 父 に 習 す る 態度 に 恒 元 し 得る の で ある 。 之 と 同様 
な 現象 が 分 析 経 過 中 に も 毒 に され た 。 即ち 分 丘 経 過 中 に 於 いて 患者 の 自我 が 「 ェ ス 」 
の 欲求 を 容れ 、 無 意識 的 本 能 要 求 に 窟 じ て ゐる 精 締 汰 態 を 再現 する に 玉 つ た 時 に 、 目 
者 は 他人 の 不在 を 見 計 ひ 看護 尋 K 盛 ん に ふざけ か けた り し た ゐ の た の で あり 、 両 も と の 
行動 が 偶々 余 の 贅 見 する 虎 と な つた 時 患者 は 狼 狼 し 、 入 いで 身 を 職 し て 了 つ た 事 が あ 
っ た り 、 倫 、 加 者 は 外出 じ て は 市 内 デバ ー ト を 遊び 歩い て 資 子 に 接し よう と 努め た の - 
で あつ た 。 か く の 如 き 心 的 傾向 は 然し 征 ら 自由 聴 想 上 に は 決し て 交 ち され る 事 な く 、 
隙 想 内 容 は 寧ろ 枝 楽 に 司 す る 事 或 は どう で も 良い 接 な 事 に 止 り 、 如 何 な る 事 を 聴 想 し 
て 時 間 を つぶ し た ら よ いか と ょ と 考 へ て ゐ を の で あつ た 。 か く の 如 き 傾 向 は 分 析 中 生じ 
挫 た れる 感 捕 電 移 現象 に 自己 愛 的 抵抗 が 作用 し て ゐる 結果 と 考 へ られ る の で ある 。 彼 
の 父 は 性 的 事象 に 封 し 厳格 で あり 、 自 分 か ら は 少し も 性 的 事象 を 日 に し た 事 は な いし 。 
他人 か ら 話 し か けら れ て も 女性 に 開 す る 一 般 的 の 語 す らち し た 事 が な か つた か ら 、 患 大 
は 父 の 面前 に 於 いて 女性 の 話 を する 事 が 出来 な か つた の で あつ て 、 之 は 愚者 が 女性 に 
凌 し て 瓶 怖 、 差 也 等 を 持ち 、 殊 に erotc な 女性 を 極度 に 嫌 ふ 一 原因 と も 考 へ られ る の で 
ある 。 印 ちと と に 皿 考 の 多 と の 同一 覗 が 認め られ る 。 然 し 生 ら 赴 者 が その 異性 受 の 傾 
< 奉 し て 示し た 強い 制止 作用 或 は 評 近作 用 の 根源 は 、 患 者 が 母 に 習 し て 持つ た 強い 骨 
肉 愛 の 固定 一 「 テ エチ プス メ 」 複合 位 一 一 母 の 受 の 禁 此 一 存在 する も の と 見 る べき 
事 は 分 析 の 結果 明らか に 知る を 得 た 。 価 患 者 の 示し た と の 異性 愛 に する 制止 、 砂 飼 
作用 に は 車 者 が 妹 の 誕生 に よ つ て 経験 し た 母 の 愛 の 幻滅 の 悲 愛 も 赤 重 大 な る 役割 を 演 
じ た 事 は 宏 定 する 事 が 出来 な い の で ある 。 買 際 是 者 が 精 御 的 の Don Juan と し て 角 填 
し て 来 た 事 に は 母 に 殖 する 骨肉 愛 の 制止 及び 母 に 四 す る 共 詞 が 究極 の 原因 を な す も の 
で あり 、 患 者 の 班 母 、 叔母 、 革 .K.ML その 他 上 凡 て の 女性 K 玖 する 衣 度 は 患者 が 母 に 習 
し て 持つ た 経験 の 反復 と 見 る 事 が 出来 る の で ある 。 軒 者 に 於 ける と の 「 エ ヂ デブス. 倫 世 
の 抑 慰 機 油 並 びに 母 の 愛 へ の 失 菩 は 患者 の 性 的 生活 の 謎 を 解く 鍵 と な る も の で あり 、 
恵 者 の 示し た 種々 の 倒 鈍 的 性 的 頒 向 も 之 を 根源 と し て よく 理解 する 事 が 則 来 る の で あ 
る 。 患者 が 六 蔵 迄 母乳 を 吸 つ て ゐ た 期間 中 に 患者 は 鷹揚 に 育ち 、 父 が 患 若 に は 友人 の 
如く 、 駐 従 者 の 如く 感じ られ て ゐ た と 云 ふ 。 之 即 ち 恵 者 が 父 の 地位 を 得 、 父 の 役割 








1) Abraham, K.: Uber cine besondere Forin des neurotischen Widerstandes gegen die Dsycho- 
analvtische Methodik, (Intemat. Z. Psychoanal.、 ig9i9.) 


(24 ) 


を その まい 演じ てゐ た の で あり 、 こ こ に 父 と の 同一 計 を 見 る の で ある 。 Freud は 男 の 
子 が 父 と 同一 司 を な す 事 KC 圭 し て 「 小 さ な 男 の 子 は 父 に 凌 し て 特殊 な 闘 心 を も ち 多 の 
如く な り た い 、 父 の 如く あり た い ょ と 考 へ る が 、 之 は 換言 すれ ば 父 を 自分 の 理想 (fdeab) 
と する も の で ある 」 と 訟 き 、 更 に 「 同 一 語 現 梨 は 調 は ば 「 エ ヂ プ ブス 」 複 含 骸 成 生前 期 
(Vorgeschichte) に 属す べき で あり 、 父 と の 同一 司 と 同時 叉 封 へ の 開心 $ 赴 の て 居る 。 
炊い で 「 ェ ヂ プ ブス ,」 複合 血 に 於 いて は 父 は 政 砲 者 と な り 、 父 と の 同一 覗 に は 敵 羊 的 色 
調 を 論 び て 来る 。 名 ち 同一 説 現象 に は 元 來 雨 極性 が 認め ら 和 れる.」 と 逃 べ て 居る 。 さ て 
と の 愚者 に 於 いて は 上 記 の 如く 父 と の 同一 症 を な し 年 ら 、 時 * 父 より 折 棋 を 受け る 事 
が 非常 に 恐ろし ぃ 事 で あり 、 小 隙 校 入 了 式 の 日 に 父 に 伴 は れ て 登 彼 せる 頃 に は 肥 K 父 
に 反感 を 持ち 、 父 は と は いも の 、 親 み を 持ち 得 ぬ 者 な り と の 感 を 抱く て に 到 つ て ゐ た 。 現 
_ 在 に 於 いて は 加 者 は 父 I< 愉 悪 の 念 を も ち 、 父 の 顔 を 見 る の み で 上 悪 者 の 心 は いら 立つ の 
で あり 、 事 毎 に 父 に 反し た り 、 又 は 反 半 し た いと の 答 刻 が 起 つ て 来る 。 愚者 の 見 る 
と と ろ に よる と 父 に は 多く の 欠 重 が あり 、 身 出 成 弱 で 、 精 軍 的 に も 決し て 完全 で は な 
い 。 印 ち 決断 力 な く 、 余 り に 義理 堅く 、 両 も 他人 に は 非常 に 速 慮 有 ち で 、 人 矯 人 の 如 き 
者 に 迄 へ り 下 る 頒 向 が ある 。 一 言 に し て 球 へ ば 父 は 影 正 謙 で あつ て 、 外 に 向 つ て は 卑 
届 で あり 定 ら 家人 に は 威 張 つ た り 、 遇 疾 を と 訂 し た り ば か り し て ゐる と 応 ふ の で ある 。 
仙 は 大 低 終日 プ デ テ プラ し て の ゐ て 仕事 も せま 、 そ の する 仕事 に は 條 な る の は な い に も 不 
拘 、 患 者 が な す と と に は た と へ それ が 確 良 成 岳 を 繋げ て ゐる 場合 で も 反 半 する と 愚 
者 は 云 つ て ゐる 。 思 者 が 農 耐 校 卒業 後 移 は 彼 の 作業 を 批評 し 、 農 台 校 等 は 卒業 し て る 
左 程 の 効果 は 移ら な いも の だ と 評 つて 非 苑 し た 。 と の 父 の 言葉 を 聞く 度 患 者 は 非常 
K 強 い 反 感 を 父 半 し て 感じ 、 符 「 妹 は 女 陸 控 に は 入 避 させ ぬ 」 と の 父 の 主張 を 開く 
度 に と の 反感 は 一 居 張 く 激 毅 され 、「 自 分 は 父 と は 反 時 に 全 財 産 を 使 つ て も 弟妹 の 教 
育 (c 主 力 する と の 引 悟 を 強く 抱く KC 至 つ た 」 と 球 つ て ゐる 。 耐 も 中 者 は と の 不 浦 を 表 
面 化し 、 自 己 の 意見 を 直接 父 に 吐 窟 する だ け の 勇気 を 欠い て ゐる の で あつ て 、 内 心 で 
「 て と ん な こと を 雲 つ た ら 父 は 如何 に 門 る だ ら う か 」 等 と 考 へ 、 一 人 で 元 礁 を 鼻 え る の 
で ある 。 さて 父 に 半 す る この 反感 は 吊 者 と を し て 家 に 留 つて 農業 (従事 する 事 を 困難 
し て の ゐる 。 患者 は 家 を 出 て 働き た い 、 自 分 の 身 骨 は 風邪 で も ひく と 母 や その 他 の 人 え 
か ら 区 の 様 に 弱く て は いけ な い 等 と 云 は れる 程 農 業 Ic 従 事 する に は 不適 営 で ある 、 自 
分 が 農 了 校区 誰 いて 成 結 良好 な り し は 人 と 同様 身 個 庶 私 た り し 仙 、 人 同様 の 衣 
を 尋 げ る 事 が 出来 ま 、 他 人 より 遅く 迄 韻 習 を し て 居 な けれ ば な ら ぬ の で 、 先 生 が 忠 面 
月 な 生徒 と 見 た 結果 に 過ぎ ぬ で あら う 。 尋 業 の 如き 天候 に 支配 され 、 条 定 通り に な し 
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得 め 仕事 は 克 ひで ある と 患 考 は 考 へ て ゐる の で あつ た 。 だ か ら 加 者 は ど と か 別 の 上 農大 
騰 を 求め 。 農夫 と し て は 暮し た く な いと 云 ふ 念願 を 抱く 事 が 寿々 あつ た の で ある 。 患 
者 の 現在 に 於 ける と の 心 的 態度 は 患者 の 父 へ の 愉 是 感 に 百 す る 防衛 現象 と 見 得る で あ 
ら う 。 駐 一 面 於 いて 患者 は 自惚れ の 傾向 の 現れ と し て 、 彼 は 田舎 じみ た 服装 を し て 
働 あ ね ば な ら ぬ の は 膝 だ と 考 へ 、 あ る 時 の 如き は 鋼 の 意 c 反 し て 派手 な 服装 を な し 

流行 を 追 は ん と し た り し た 事 も あつ た ょ 云 ふ 。 琉 党 際 に 思 者 は 入院 中 百貨 店 に 行き 、 

自ら 服地 を 買 ひ 求 め て 來 た 事 も あり 。 駐 初め て 夫 院 せる 時 の 素朴 な 服装 比 すれ 合 欧 
回 来院 せる 時 の 肛 装 は 少し % 素 仕 さ を 見 出せ な か つた 位 で ある 。 分 丘 経 過 中 抵 拓 汰 能 
に 於 いて 患者 は 自由 職 想 の 根本 原則 に 従 は ず 、 聴 想 す る の 方言 を 少し も 用 ひな か つ 
た の で ある が 、 之 も 赤 患 才 の 自惚れ が 田舎 じみ た 方 言 の . 使用 を 避け させ た の で あり 、 
か く の 如 き 抵 抗 を 底 ら す に 至 つ た の は 患者 が 父 か ら 衝 ざか ら う と し 、 父 を 除去 せ ん と 
し 、 父 と 癌 つた 行き 亡 を し よう ょ と 球 ふ 態度 が 分 祈 者 に 起 公 せ られ た も の と ょ と 球 ふ 可 き 
で ある 。 四 際 に 父 を 除去 し 。 父 か ら 退 ざか ら う と し 。 父 と 異な つた 行き 方 を し よう と 
云 ふ 傾向 は 忠 者 の 種々 の 申 居 現れ て ある の で ある 。 以前 恵 者 が 未だ 小 選 槻 に 通 つ て ゐ 
た 頃 に は 、 父 が 他 家 行き 留守 だ つた り し た 時 に は 。 愚 者 は 友 つ て よく 勉 が 出来 を 
し 、 班 稀 と 母 と 三 人 で 居る 時 に は 、 彼 は 少し も 汐 し さ を 感じ な か つた と 款 つて か る 。 患 
者 は 分 本 中 に 父 が 水 玩 し た り 、 駐 は 父 に 負傷 せしめ た り し た 夢 を 見 た 事 が ある 。 か 

く 患者 に は 父 の 不在 を 店 み 、 駐 移 を 亡き 者 に せん と し 、 人 移 の 地位 を 得 て 母 の 愛 を 猫 吾 
芯 ん と する 作 向 が あり 、 と と KC 患 者 (CC「 エ ヂ プ ス 」 余 塵 が 中 圭 な く 現れ て ゐる と 芸 へ 
る の で ある 。 患者 は 父 の 代理 と し て 時 そ 村 の 集 貸 に 出席 させ られ る 事 が あり 。 そ れ は 
患 才 に ば 苦痛 で あつ た が 、 一 面 に 於 いて 患者 は か く し て 一 人 前 の 人 聞 と し て 取扱 は れ 
_ る 事 が 嬉し い ぃ ので あつ た 。 患 者 は 自分 を 取立 て て 身 和 れる 人 に 自分 の 能力 を 十分 に 義 揮 
し 得 ぬ の を 相 済 ま ぬ 事 と 考 へ て ある の で ある 。 甲 者 は 父 の 居 な い 働 き 場所 で 父 の 助力 
な し 一 人 前 の 男 と し て 働き た いと 考 へ て 居り 、 駐 父 の 代 語 に たら 志 自 分 の 雪 た る 可 
き 女 を 探さ う と 考 へ た り し て ゐる 事 は 皆 和 と の 同一 、 父 に 至 する 競 和 心 の 現れ と 見 
る 可 き で ある 。 衛 者 は 多 が 毎日 アテ ラプ ラ し て ゐる 事 c 笛 し て 不 添 を 持つ て の る の で あ 
る が 、 之 は 患者 自身 に 向け られ る 可 き も の で あり 、 患 者 に も 同様 の 傾向 が あり 、 と ぃ ヽ 
に も 父 と の 同一 富 を 見 る 配 き で ある 。 肝 ち 患者 の 不 漬 は と の 同一 覗 に 料 す る 反動 の 現 
れ と 見 る べき も の で ある 。「 ェ ヂ プ ス 」 複 合 傾 の 前 鍋 と し て の 同一 避 現 象 C は 遇 極性 
の 傾向 が あり 、 乱 C「 ェ デブ ス 」 複 合 角 c 6 二 重 の 意味 が 附 典 され て 來 る の で ある が 、 
「 エ ヂ デブ ス 。 複 合 骸 に が いて 父 と の 同一 司 は 各 何 な る 包 韓 を と る も の な る か に つい て 
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Freud は 「 父 と の 同一 肢 は その 後 問 も な く 税 界 よ り 消 を 「 ェ ヂ プ ブス 」 複合 骨 は 巡 「= ェ 
デプス ュ 」 複 合 血 CUmkehrng) と な り 、 廊 性 的 心 的 態度 (feminine Einstellung) に よ 
う て 多 が 笛 象 と な り 、 多 に よ つ て 直接 的 性 本 能 の 浦 足 が 期待 きれ る に 至る 。 則 ち 多 と 
の 同一 丁 は 父 と の 笛 象 結合 (Objektbindung) の 前 久 と な る も の で ある 」 と 云 つ て の ち 。 
更 C「 と の 多 と の 同一 征 は 自己 の 自我 中 取り 入れ どれ て 上 位 自我 が 父 の 如く K 形 成 
され て 行く 」 と 逃 べ て ある 。 皿 者 の 分 禄 は 好都合 Ic 進 行 し 、 陽性 感情 報 移 を 示し 、 不 
安 は いく 分 減少 し 、 患 者 の 女性 に 暫 す る Don Juan 的 峰 向 が 脱 想 と 上 る 様 に な つた 時 、 
換言 すれ ば 加 者 の 本 能 と 上 位 自 我 と の 間 に 災 協 が 見 出せ る 様 に な つた 時 に 、 偶 々 人 婦 か 
ら 無 庶 な 書き 振り の 患者 に 退院 を 辿る 手紙 が 来 た の で ある が 、 患 者 の 心持ち は 之 に よ 
つて 符 〈 下 静 を 欠き 、 絶 を 才 い らい らし て 居り 、 余 と 顔 を 合 は す 場合 も 加 者 は 飛 意 . 
模 の 方 を な いて 了 ひ 、 挨 拶 を し よう と は し な く な り 、 従 つて 分 析 の 進行 は 一 時 に 妨げ 
られ て 了 つ た 事 が あつ た 。 之 旭 ち 本 能 的 答 求 を 統御 し て ゐる 所 の 愚者 の 上 位 自我 の 形 
成 C は 父 か ら の 禁止 に よ つ て 直 ち K 葛 藤 を 生ずる 様 た な 、 換 言 す れ ば 加 者 に は 現 供 < 圭 
する 敵 座 性 が 容易 に 失 は れる 傾向 が ある 事 を 物語 つて ゐる 。TFreud は 同一 説 現象 を 記 
情 の 結合 (Gefuhlsbindung) の 最も 原始 的 の も の で ある と ょ 区 べ て ゐる 外 に 、「 天象 結 含 
(Objektbindung) に 抑 歴 が 加 は り 、 退 行 現象 を 示さ ね ば な ら な く な つた 時 は 圭 銀 結 
合 は 同一 覗 現象 に 迄 退行 し 、 そ と に 生じ た 症 汰 は 苦痛 を 伴 ふ 事 が ある 」 と 球 つ て ゐる 
が 、 上 訪 の 如く 人 鋼 か ら 新 に 禁止 を 受け る や 現 加 へ の 適 鷹 性 を 失 ひ 、 父 と の 相似 の 気分 、 
態度 に 了 つ て 行く 傾向 を 如 軒 に し めす に 至 つ た 所 同 一定 へ の 退行 を 認め 得る の で あ 
り 、 又 思 首 が 父 の 代理 と し て 集 會 に 出席 させ られ る 事 に 苦痛 を 感じ 、 谷 駐 患者 が 入院 
申 に 分 祈 者 と 同一 本 し て 他 串 者 に 自由 聴 起 法 を 施行 せしめ 、 か いる 行 居 が 他人 か ら 毎 
め ら れ は せめ ぬか と 心 聞 し て 居 た る が 如き 、 何 れ も 加 者 が 父 又は 分 析 者 と の 同一 証 を な 
し 企 ら 、 然 も その 同一 邊 の 矢 に 悩ん で ゐる 事 を 示す の で ある 。 に 
。 以上 より し て 患 者 は 父 に 装 し て き 憎 量 反感 を 持つ て ゐる 事 を 知 つ た の で あ る が 。 
際 者 は 環 父 に 仙 し て は 反 圭 非常 た 御 み を 持つ て ゐ た 。 也 者 は 殖 か ら は どん な 事 を 
云 は れ て も 交 和 を 覚え 赦 、 思 者 は 賀 笠 で 寄宿 合 生活 を し て ゐ た 時 、. 宜 父 の 事 が 心配 
な り 、 自 分 が 居 な いと どん な に K 衣 父 が 洒 し が る か と 考 へ 、 宜 父 の 瀬 が 見 を く な り 鍋 犯し 
た く な つた り 、 早く 率 業 し て 胡 父 の 目 を 楽し ませ る 可 く 園 鞭 一 一 女 は 園 藻 方 面 の 事 は 
大 娠 ひで あつ た ーー で も や つて みた いと 考 へ て ゐ た 。 愚 者 が 一 時 退院 し た 時 、 表 多 が 咳 
で 還 つ て ゐる か ら 良 い 某 は な いで せ う か と 球 つ て 上 仙 し て 来 た り 、 て の 挟 な よる 半 
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き 家 父 が 喜ん で ゐ ま す と 手紙 を よこ し た 事 が ある が 、 皿 者 が 如何 宜 多 に 下 し で 愛 と 
憶 優 と を 持つ て ゐ た か を 祭 す る 事 が 出来 る で あら う 。 人 妹 が 生れ て か ら 患 者 は 父母 の 許 
か らち 家 鋼 母 の 膝下 に 移さ れ 、 忠 者 は 班 鋼 母 に 可愛 が られ て 方 々 に 遊び に つれ て 歩か れ 
た り 、 志 者 の 欲す る も の は 包 て 胡 鋼 母 に よ つ て 供給 きれ た 。 如 常 四 年 生 の 時 、 父 と 玉 母 
と が 場 チ ファ ス K 宜 り 了 苑 され た が 、 旭 母 は 同 病 で 死亡 し 、 多 の み 疲 せ 村 へ て 用 宅 し た 
の で ある が 、 そ の 時 の 父 の 顔 が 患者 に は 一 大 こ は いも の に 見 えた と 云 ふ 。 班 母 の 死後 、 
多 と 家父 と は 事 毎 に 意見 の 衝突 を 來 た し 、 互 に 大 肌 で どなり 合 つ た り し た 。 そ し て そ 
ら 云 ふ 機 公 I に は 小 供 心 に も 無 着 で 居れ ず ず 、 加 者 の 胸 は 激しく お ど つ た と 云 ふ 。 家 母 
の 死 と 殆 ん ど 同 時 に が 生れ 。 そ の 後 父 と 家父 と の 反目 は 一 大 帰 《 な つて 來 た と 加 者 
は 云 つ て ゐる 。 朝 多 は 思 者 に 父 の 欠 貴 を 数 へ 込ん だ り 、 父 は 小 聖 校 を 首席 で 通し て 座 
た が 、 現 在 は 鋼 よ り 成 罰 の 加 か つた 人 ネ 々 が 却 つ て 父 より 成功 し て ゐる 事 を 告げ た り し 
た 。 か くし て 班 多 に 装 し て 愛 を 持つ て ゐ た 患者 は 、 父 と 家父 と の 鍵 ひ の 際 は 常に 衣 
女 の 肩 を 持つ た と 云 ふ 。 元 浴 班 多 と 父 と の 性 格 は 全く 相反 する も の で あつ て 、 宜 父 は 
士 分 か ら 農 業 に 電 じ 、 班 父 一 代 で 全 財 産 を 活 鞭 し て 了 ひ 、 面 も 表 多 は 之 に つい て 少し 
も 意 に 介 せ まず 、 現在 に 至る も 土 握 分 を 失 つ て の ゐ な い 。 患者 は 家父 に 件 は れ て 狩 究 に 刀 
は 明 的 場 に 行 つ た り し た が 、 か く の 如 く 電 人 多 か ら し て 世 ふ 事 が 愚者 に は 楽し い 事 で あ 
つた 。 思 者 が 農業 を 嫌 ふ 時 に 肛 提 に ぶ 事 は .「 自 分 の 家 が 昔 同様 武家 で あつ た ら , 
と 球 ふ 事 で あり 、 思 者 は 音 夫 刀 し て 大 道 を 潤 歩 し 得 た 時 代 を 会 想 し 、 沿 仰 し 、 面 も 串 
者 は 自分 自身 を 維新 頃 の 美少年 と し て 心 に 描い た り し て ゐる 。 患者 が 抵抗 汰 態 に 於 い 
て 齋 ら す 障 起 が 雑誌 、 小 読 の 文 喜 その ま ょ を 引用 し 来る 事 が 大 を ある の で ある が 、。 と の 
際 の 内 容 は 多く は 武士道 を 設 吹 し 、 又 は 殺伐 な 祭 分 を 描き 出し て ゐ た の で あつ で 、。 と 
と に も 遇 者 の [ サ ヂ スム ス . が 明 ら か Ic 現 れ た の で ある 。 か くし て 也 者 が 農業 を 碑 ひ 。 
家 を 離れ た いと の 稔 塵 が 起 る 所 に は 也 者 の 淵 稀 と の 同一 世 が 認め られ る の で あり 、 過 
者 の 自己 愛 は この 表 父 と の 同一 覗 に よ つ て も 大 い に 培 は れ た も の と 考 へ られ る の で あ 
る 。 要する 愚者 の 精 軍 生活 に 於 いて 玉 多 は 父 の 代理 .(Ersatz)、 と し て 現れ た も の で 
あり 、 種 々 の 品 、 特 に その 物 各 みす る 嘩 に 於 いて 父 に 反感 不 浦 を 持つ た 愚 者 は 朝 多 を 
VaterTdeal .- と し た も の で あつ て 、 胡 父 と の 同一 閲 が 加 者 の 理想 形成 (Tdealbidupg)K 大 
な る 影響 を 及ぼ し た 事 が 理解 され る の で ある 。 

_ 患者 が 凡 て の 長 上 至 し て 調 張 的 人 り に 丁寧 さ 、 到 和 さ を し た り . 或 は 半 届 な 衣 
度 を よる 括 向 が 起 つた の は 遇 者 が 不安 を 感ずる に 氷 る 少し 前 。 義 区 の 仙 寄 拓 
合 生活 を し て の た 時 。 食 事 時 間 に 患 者 の -- 同 級 生 が 上 級 生か ら 食 事 上 の 基 細 な 事 で 弾 
怒鳴 られ た 事 が あり 、 員 者 自身 も 怒 喰 られ は せ ぬ か と ビク ビク し た 事 が あつ て か ら 
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で ある と 蓋 つ て ある が 、 之 は 父 i 至 する 愉 悪 心 の 反動 形成 が 他人 に 韓 移さ れ た 結果 と 
見 る べき で あり 、 倫 方 余り IC 勝 格 な る 父 の 交 度 将 す る 反動 と し て 男性 的 能動 的 の 傾 
向 を 示す 事 を 妨げ られ 、 却 つて 女性 的 受動 的 の 傾向 を と る 様 に させ られ た 結果 で あり 、 
か く の 如 き 能 度 を 弾 ふ る に 至 つた 原因 と し て 去 鞍 覆 合 穏 が 考 へ られ る の で ある が 、 之 
に 開 し て は 後 輝 し た いと 思ふ 。 思 者 の 雨 要 性 態度 が 「 ェ ヂ プ ブス 」 複 合 懇 に その 根源 を 
持つ て 居り 、 従 つて 患者 の 父 と の 同一 古 が と の 態度 に 大 開 係 が あつ た 事 は 明らか で あ 
る 。 伯 際 父 自身 が 如何 に 雨 極性 な る 人 物 で あつ た か は 区 に 逃 ぶ る 事 綿 に よ つ て も 逢 る 
で あら う 。 加 者 が 小 陣 校 時 代 受 持 訓 導 将 し て 持つ た 樺 威 は 家 只 ける 父 の 態度 に 
ょ つて 破 填 さ れ 腔 ち で あつ て 、 修 自 科 で 習っ た 事 は 父 に は 通用 し な か つた 。 又 欧 生 が 
家 で 雑誌 を 語 む 事 を 角 凍 し て も 父 は それ に 反 詩 し 、 何 父 は 叔母 に も 雑誌 を 讃 む 事 を 禁 
じ 、 救 母 が 私 か に 讃 ん で ゐ た 本 を 取り 上 げ て 詩 ま せな か つた 。 面 も 父 自身 は 秘か に そ 
の と り 上 げた 本 を 詩 ん で ゐる 有 様 で あり 、 又 大 掃除 の 際 に は 愚 者 は 父 が 以前 に 讃 ん で 
の た 多 敷 の 書物 を 績 見 し た の で あつ た 。 と の 父 の 性 格 異 常 、 殊 に 加 者 に 再 す る 交 度 も 
区 恵 者 の 父 に 居 す る 反感 を 十分 I 謗 明 する も の と 考 へ らち れる ちる 。 買 際 本 例 に 於 いて 暑 
佐 示 され た 父 と の 同一 征 が 愚者 を 机 性 な る 弓 経 症 者 一 一 性 格 省 経 定 一 に し た と 革 つ 
て も 過言 で は な い の で ある 。 

さて 加 者 に 於 いて 前 記 の 如く 父 と の 同一 宝 を 張 く させ 、 訂 も それ K 雨 極性 を 附 奥 す 
る に 至 つ た 原因 の 主 な る も の は 母 て 圭 す る 弾い 愛着 で ある 。 六 歳 迄 も 母乳 を 吸 つ て お 
た 恵 者 は 、 あ る 時 夢 に 於 いて 女 の 懐中 に 手 を 入れ て 乳房 や 朋 宮 に 劉 れ て みた り し た 事 
が ある 。 と て の 母 へ の 愛 の 開 係 は 然し 妹 の 出生 に より 大 い K 障 害さ れ た 事 は 本 に 逃 べ た 
謀 で あつ て 、 そ の 結果 妹 は 母 の 愛 に 持 す る 競 津 者 と な り 、 母 に 桂 す る 愛着 、 口 芝 k 寺 
する 歴 迫 の 結果 は 母乳 に 圭 す る 嫌悪 感 、 コ ン デ ンス ミル ク の 治 策 感 を 抱く に 玉 つ た 事 
は 前 に 逃 べ た 農 で ある が 、 谷 吊 者 は 妹 に 四 す る 反感 の 現れ と し て 妹 は 容 錠 融 く 、 身 尼 
は デ プ デ プ に 太り 、 吾 臓 は 良い 方 で は な いと 巻 へ 、 妹 と 一 緒 登 投 す る 事 を 原 ふ 結果 
を 呈し た の で ある 。 然し 征 ら 精 緯 的 反 應 に 於 いて 何 虎 迄 も 雨 概 性 な る 患者 は 、 妹 区 替 
し て 全 伏 無 開 心 で な か つた らし く 、 あ る 夏 の 夜 患 者 は 妹 の 性 器 を 見 て 、 後 に な つて 見 
な けれ ば よ か つ た と 後 伯 し た 事 が あり 、 小 見 期 に 友人 か ら 「 お ぉ 前 は 妹 と Koitns を し 
た ら う 」 等 と 天 は れ て 非常 に 狼 外 し た り し た 事 が ある 。 妹 が 生れ た 後に は 是 者 は 母 よ 
9 も 悪 角 に 若 語 され 、 衣 母 C 待 し て 愛着 を 感じ た 事 は 巡 に 逃 べ た 通り で ある が 、 愚 考 
は 礼二 の 死に 開 し て 父 に 均 任 が ある も の と 考 へ 、 念 に 多 封 し て 以前 に 幸 し て 攻撃 的 
人 向 を 現し た も の と 考 へ られ る の で ある 。 耐 母 の 死後 患者 は 叔母 に 世話 され . 小 了 校 
五 年 迄 患者 は と の 叔母 と 一 緒 に 実り 、 叔母 か ら 方 々 に つれ て 歩か れ た りす る の が 好 
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き で あつ た 。 患者 は 小 参 校 一 二年生 の 時 己 女 生徒 C つ いて 開心 を 持つ て あ ゐ を が 。 叔 
母 が 三 年 生 の 時 か ら 届 校 雪 師 と し て 患者 の 組 を 受 持つ や うに な り 、 そ れ 以 来 玉 校 に 於 
いて 女 生徒 に は 開心 を 持た な く な つた と 雲 ふ 。 之 に は 種々 の 限定 が あら うと 思 は れる 
が 、 愚 者 の 「 リビドー.」 が 全く 叔母 に 集中 され て お た 事 も その 主 な る 限定 の 一 つ で あ 
らら と 思 は れる 。 と の 叔母 が 結婚 の 久 族 立つ 事 に な り 、 激 車 が 動き 出し た 際 に 患者 は 
自分 の 幸 騙 が 全部 根こそぎ に も ぎ と られ て 了 つ た 様 な 失 泌 を 感じ た と 云 つ て ゐる 虎 か 
ら 見 て も 、 と の 恵 者 の と の 叔母 に 百 す る 愛着 が 如何 に 強 か つ た か が 察 せ られ る の で あ 
る 。 吊 者 が 自己 愛 的 の 人 物 で ある 事 は 本 に 逃 べ た が 、 叫 者 は 細見 期 に 他人 か ら 「 可 愛 
ら し い ぃ 子 だ 」 と 雲 は れ 「 顔 狂 が どう だ 、 胡 は どう だ 」 と 役 直球 は れ を 事 が あり 、 従 つ 
て 現在 も 容 次 美 に 開 す る 考 へ が 患者 を 型 く 左 右 し て ある の で ある ちる 。「 一 - 飛 の 事 女 の 子 
に 生れ れ ば ピ ば よ かつ た 」 等 と 人 か ら 款 は れ を た 時 、 患 者 自身 も その 通り で あれ ば よ か つ た 
と 考 へ た り し て ゐる 。 そ し て 軸 者 は 起 母 の 使用 し た 女 陣 令 の 雪 科 書 を と り 肌 し て 見 る 
事 が 好き で 、 も し 自分 が 女 で も つた な ら ば 、 女 の する 事例 へ ば 閉 友 刺繍 等 元 来 好き で 
ある が 、 之 ら の 事 を 女 の 人 より 巧み に や る 事 が 出来 る と か 、 女 の な す 作 法 和 欄 式 も 女 の 
人 より 上 手 に そつ た で あら う 等 と 考 へ る 事 が ある と 球 つ て ね る 。 と と に も 患者 に 於 け 
る 逆 「 エ ェ ヂ プス,」 複合 科 よ りす る 母 と の 同一 有 親 、 炊 いで 宜 母 、 叔母 と の 同一 親 に よ つ 
て 患 者 Cc Weibsein の 願 堂 が あつ た 事 、 従 つ て 患者 が 女性 的 受動 的 心 的 態度 を 示し 、 
一 面 に <「 サ ヂ ス ム ス 」 の 傾向 の 強 か つ た 反面 に 女性 的 「 マ ヅ と スム ス 」 的 の 心 的 態度 
を 示し た 事 が 理解 され る の で ある 。 患者 が 夏 信 (に 於 ける 失策 以 来 大 衆 の 面前 に 立つ 
事 に 恥 し さ を 持つ 様 に な つた 事 、 患 者 が 鏡台 に 向 つ て 胡 を 積 い て ある の を 他人 か ら 見 
られ る 事 を 非常 に 苦痛 と し 、 特 'C 父 に 見 られ る 時 その 程度 が 非常 に 強い 事 は 恵 者 の 本 
外 答 の 固定 に 再 す る 反動 、 父 に 畔 する 恐 誠 (骨肉 愛 に 開 し て ) に 限定 され て ゐる 事 は 
勿論 で も る が 、 又 患者 の Weibsein へ の 願 堂 に 下す る 反 應 と も 見 る 事 が 出来 る の で あ 
る 。 さ て か くも 患者 の 感情 を 引き つけ て ゐ た と の 疲 母 は 恵 者 の 組 を 六 年 迄 受 和 持つ を が 、 
患者 が 高等 一 年 生 の 終 頃 腎臓 炎 で 死亡 し を た の で あつ た 。 そ し て 示 母 の 死後 患者 の 再 銀 
と な つた も の は 前 記 の 耳 . 民 .M. の 三 人 で あつ を の で ある 。 

患者 は 屋 々 女性 と の Koitas を 諸 息 し つつ 手 淫 を 行 ひ 、 新 聞 雑 誌 等 の 記事 又は 腐 秋 
か ち 手 淫 の 害 を 知り 、 之 を 禁じ よう と し て 禁じ 得 ま 、 一 人 で 悩ん で ゐる の で ある 。 患 者 
は 手 淫 の 結果 陰 が 王 達 せ 才 に 短 小 で あり 、 又 身 骨 が 褒 弱 し て 騰 御 を 來 た し 、 記 境 障 害 
を 超 し て ゐる も の と 考 へ て 心配 し て も る の で あつ た 。 加 者 は 後 兵 検査 前 に 、 と の 短小 で 
ある と し て 劣等 感 の 待 象 と な つ で ゐる 除 革 を 見 られ る の を 耶 じ て 自殺 を 企 賠 し た 事 が 
あつ た 程 で ある 。 又 患者 は 多勢 と 一 緒 c 入 浴 す る の を 避け る 峰 向 が あつ た 。 電 者 が 顔 狐 
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lc 自信 を 持つ て ゐる 事 は 前 記 の 通 で ある が 、 一 方 に 於 いて 患者 は 陰 表 が 小さ い 者 は 鼻 
が 小さ く 低い も の で ある と も 考 へ て の た の で あつ た 。 兎 も 角 も 患者 が 次 恭 を 他人 か ら 
見 ちら れ る 事 を 心配 し た 事 は 患者 の 身 露 欲 の 傾向 に 怪 す る 反動 と 見 る べき も の で あり 、, 
本 に 小 了 校 時 代 に 患者 は 便所 で 他 の 生徒 か ら 陰部 を の ぞ 言 込ま れる の で な いか と 心痛 
し た り 、 又 農 了 校 時 代 K 勝 朋 の 充 清 に よる 反 明 的 の 区 募 の 勃起 を 他 生 徒 か ら 認め られ 
は せめ ぬか と の 心配 を 持つ 機 會 が 多 か つ た と 云 つ て ある の で ある 。 患者 は 鉱 小児 期 に 川 
に 水泳 に 行き 、 他 の 子供 の 陰 王 を 観 穴 す る 擬人 を 得 、 之 と 比較 し て 自分 が 包 府 で は な い 
か と 心配 し た 事 が あつ た が 、 後 に 手 洲 を な す 際 に 自分 が 必 し ゃ も 絶 圭 的 包 到 で な い 事 を 
知り 、 北 分 安心 する に 至 つ を 。 そ し て 除 式 c 開 する 劣等 感 は 験 り に 思ひ 沈 ば な く な りゃ 
唯 だ 身 帆 に 開 す る 劣等 感 を 持つ 様 に な り 、 耐 も 患 者 は と の 劣等 感 を 「 自 分 が 男性 的 骨 
格 の 保持 者 で も あつ た ら 」 と 義 想 で 神 は ん と し た と の と と で ある 。c 思 者 は 自分 が 包 革 で な 
いと 云 ふ 事 買 を 知 つ た 前 、 高 等 小 了 校 一 年 生 の 時 、 愚 者 は 女 生 徒 に は 成 難 する と 月 経 
が 起 つ て 来る る の で ある と 知り 、 女 生 徒 K 叉 ぉ 開心 を 持つ 様 に な つた ょ と 云 ふ 。 然し 年 
ら 貞 者 は 最初 は 女性 を 将 象 と し て の Koitus を 好ま まず 、 む し ろ 精 牟 的 に 女性 と 接 欠 も 
て ゐ た いも の と 考 へ て ゐ た 。 農 台 校 入 陣 後 、 性 的 事象 に 就 い て 牙 に する 提 會 多く 、 家 
に あり て も 信人 和 達 が 話す 事柄 が 多く は 性 的 事 銀 で も つた を り し て 、 皿 者 は 自然 に 性 的 方 
面 に 興味 を 持つ 様 に な つた が 、 そ れ で も 思 者 は 自ら それ を 日 に 上 せる 事 が 氏 来 ず 、 編 
えま 「 女 性 に 暫し て ゆる ん だ 心 持 を 引締め よう 」 と の 労力 を 惜しま な か つた と 球 ふ 事 
で ある 。 性 的 事象 に 詩 す る 開心 の 量 進 は 入院 中 に 看護 婦 を 追 ひ 縺 は す 事 、 終 に は 患 者 
を Bordellbesuch に 導い た の で ある が 、 Koitus は Ejaculatio praecox に 終り 、 患 者 は 
mmissto に は 据 感 を 持つ を が 、Ejakulation に は 少し も 快感 を 件 は な か つた 。 そし て 
加 共 は 再び Kotus より は 亭 ろ 抱 失 駐 は 接 物 が より 良い も の で ある と 考 へ る 様 に な つ 
た の で ある 。 思 者 が 是 . KK. ML に 振 し Koius の 欲 堂 を 持ち 、 或 る 時 は M の 家 を 訪ね た 
が 、 そ の 家 に 行く と 同時 に Koitus の 倫 堂 は 全く 治 拓 し 、 導 つ て その 様 な 考 へ 方 を し 
て の ゐる 事 を 他人 に 床 付 か れ は せ ぬ か と の 心配 が 張 く な つた 事 は 前 lc 逃 べ た が 、 之 等 の 
事 帝 は 患者 に 骨肉 愛 の 制止 (Iozestscheu) が 強く 在 し 、H.K.M. の みな ら ず 、 凡 て の 
女性 は 母 の 代理 (Mutterersatz) で あり 、 劉 に 患者 が 異 性 愛 ic 強 い 態 迫 作 用 を 示し て の 
る 事 を が す も の と 天上 ふ べき で あり 、 倫 患者 が 女 仁 精 衛 的 接 懇 の み を 欲し 、 駐 Koins 
より も 接 了 抱 索 を 選び 、 又 Kous の 倫 塵 が 事前 に 消失 し た り 、 束 は Koius が Ejaculatio 
Praecox に 終 つ た 事 等 は 患者 に 於 ける 去勢 複合 骸 の 存在 を 示す も の ょ 考 へ られ る の で 
ある 。 この Bordelbesuch に 導い た 所 の 性 的 事象 に 装 する 患者 の 開心 は 、 患 者 の 小児 期 
~ ) 未 解決 に 終 つ て ゐ た Koitue 及び 出産 lc 開 す る 左 開 に よ つ て 亜 所 的 に 増 刀 され て 
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ゐる ょ 革 ふ 事 を 分 析 の 結果 知 つ を の で ある 。 患者 は 分 栃 中 乱 分 祈 者 に 向 つ て 、 今 迄 
の 障 想 内 容 か ら 説 明 し て 欲し いと 申出 た 事 が あつ た 。 然し と の 要求 の 瀧 足 を 恵 者 は 壮 
分 K 得 られ な か つた 含 に か 、 恵 者 は 病 党 内 で 手 演 の 御 動 に 四 ら あれ を の で あつ た 。 思 者 
が か く の 如 く 説 明 を 求め る に 玉 つ た 事 は 分 析 の 若 果 か ら 考 へ て 、 加 者 の 小 見 期 に 於 け 
る Koitus 及び 出産 の 比 問 が 父 に より 浦 足 な る 解決 が 興 へ られ 才 に あつ を た の が 、 そ の 
分 析 営 時 は 旧 者 に は 父 か ら の 送金 が 紹 え て ゐ た 時 で あつ た の で 、 父 に よ つ て 浦 足 され 
な か つた 吉 い 心 的 態度 が 分 析 C 反 響 され て 来 た も の と 考 へ られ る の で ある 。 克 際 に 串 
央 は 小 見 期 妹 の 性 器 を 見 て 如何 C し て Koims ' を 行 ふ ふも の か を 知ら 地 、 面 も 友人 か 
ら 妹 と Koinns を 行 つ の を ら う と 球 は れ て 狼 狼 し た 事 が あつ た 。 そ の 後 買 者 は 友和 が 他 
の 男の子 と 女の子 と Koitus の 眞 修 を させ て の る 所 を 見 物 さ せら れ た 事 が あり 、 之 
K 刺 意 さ れ て か 患者 自身 も 妹 を 押し 倒し て Koius 願 堂 を 浦 足 し よう と し た 事 が あつ 
た と 球 ふ の で ある 。 悪者 は Koitus ic 開 す る 知識 を 得 た いと 思 つ た が 、 父 か ら 敦 べら 
れる 事 な く 、 宣 ろ そ の 和 様 な 事 を 父 に 開く 事 は 父 を 怒ら せる ば か り で あり 、 そ の 穏 非 
常に 父 か ら 強 く 叱 られ た の で あつ た 。 悪者 は 宜 多 、 そ の 他 の 人 か ち 聞 か うと ょ と し た が 、 
各 別 々 の 解答 が 奥 べ られ 、Koitus に 開 す る 愚 者 の 好奇 心 は 清和 走 さ せら れる 事 な た く 、 錠 
つて 好奇 心 が 強 く 湧い て 来る 事 に な つた の で ある 。 患者 は 小児 期 K 雨 親 の Koitus を 
目撃 し た 事 が あり 、 患 者 に は その 際 Koitus が 「 サ ヂ ス ム ス 」 的 行 師 と 考 へ られ た と 云 
つて ゐる 。 軸 者 が 小 馬 投 に 入 避 営 時 、 登 投 す る の を 嬢 つて 家 で 遊び 暮し て ゐ た の は 、 
隙 机 数 師 が 衝 を 持つ て ゐ て 唯 左 あし い 、 恐 らし いも の と 思 は れ た 久 で ある と 愚者 は 豆 
つて の ちる が 、 と の 陳 拉 数 師 に 再 す る 感情 は 父 に 翌 す る 感情 が 韓 移さ れ て ゐる も の で あ 
つて 、 患 者 が 元 来 如何 に 父 の 制 粗 を 瓦 れ て あ た か と 蓋 ふ 事 を 租 像 し 得る の で ある 。 軸 
震 は 人 多 が 「 サ ヂ ス ム ス 」 的 で ある と 考 へ 、 面 も 父 が ある 時 展 母 を 叱り つけ 、 の みな ら . 
叔母 に 協 つ ける 様 な 軸 行 さ へ も し た 事 が あつ た の を 深く 記 銘 し て の る の で あつ て 、" 
父 と の 同一 覗 を 弄 く 示す 患者 が 父 と 同様 に 女性 に 待 し て 自己 愛 的 に 、 駐 「 サ ヂ ス ム ス ] 
的 振舞 ふ 事 は 営 然 の 事 で あり 、 又 患者 が 後 年 業 人 の 面前 で 女 に と び つ いて Koitus 
や 抱 夫 又は 接 史 等 の 行 食 に 及ば ん と する 御 動 に 牙 ら れ 、 自 ら 非 常に 藻 い た 事 さ へ ある 
ょ 広 ふ の も 多 と 同一 覗 し 、 女 性 に 自己 愛 的 に 丸 「 サ ヂ ス ム ス 』 的 C 振 拘 ふ 央 向 か ら 理 
解 し 得る の で ある 。 然し 生 ら 加 者 は 父 か ら 六 せら れる 事 を 管 れ 、 多 と の 同一 税 を 止め 
反 待 に 母 と の 同一 朋 を な す 事 を 欠 僕 な くさ れ 、 男 性 的 能動 的 の 地位 か ら 女 性 的 受動 的 
地位 に 退行 し 、 婦 と の 同一 語 の 代り に 肥 門 芝 期 に 於 ける 母 と の 同一 税 を 明らか に 示す 
に 至 つ を の で ある 。 と に が いて 軒 者 は 抽 門 か ら の 池 産 (anale Geburt) と で て 提 産 は 
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肛門 に 於 いて 行 は れる も の ょ 考 へ る た 到 つ を た の で あり 、 軸 者 は 「 猫 の 仔 が 肛門 か ら 生 
れ た .」 と 云 ふ 夢 を 見 た 事 き へ ある 。 た 

か く し て 患者 は 男性 的 に 父 の 代理 を な し 、 母 の 愛 を 鐘 占 せん と し 、 父 を と \ に 邪魔 
者 感ずる や うに な つて ゐる 一 方 、 思 者 は 母 の 代理 と し て 父 か ら 愛 され よう と し 、 母 が 
鈴 計 な 存在 で ある か の 如く に 感ずる の で ある 。「 エ ヂ プ ス 」 開 係 は 年 少 期 に は 人 間 一 
般 的 に 行 は れる も の で ある が 、 思 者 に は 二 重 の 意味 を 有 せ る 「 エ ヂ プ ブス 」 複合 穏 が 成 
人 K 残 奉 せ る 胸腺 の 如く tc 遇 者 の 後 年 の 精 尋 生活 に 果 を な し て ゐる と と は 、 思 者 
Odipalphase に が ける 「 リビドー.」 の 固定 を 認め る 事 が 出来 る の で ある 。 Odipalphase 
に 於 いて は 陰 環 は 内 時 I に Phallus と し て の 償 値 を 有する に 過ぎ ず 、 硬 も と の Phallus は 
Odipalphase に 於 いて 主役 を 演じ て ゐる の で ある 。「 ェ エ ヂ プス 」 開 係 lc 於 いて 爾 親 に 
装 す る 「 リビドー」 備 給 を な す 営 り 。 Phallus を 失 ひ は せ ぬ か と の 心配 を 生ずる 時 
に 、 内 親 に 加 す る 「 リビドー」 備 給 と Phallus に 将 す る 自己 愛 的 開心 と の 聞 に 葛藤 を 
生じ 。 自我 は 「 ェ ヂ デプス 」 開 係 へ の 開心 を 除去 し 、 と ぃ (C Phallus- 到 圭 し て 自 忌 愛 的 
開心 を 強く する lc 至 る も の で ある 。 余 は 此 席 に 失い て 患者 の 志 肝 衝 合 骨 論 及 し た い 
と 思ふ の で ある 。 思 者 は 一 障 想 時 間 中 ic 、 思 者 が 左 移 校 入 聖 営 時 級友 聞 ic 紛 失 物 あ 
り 、 耐 も 患者 は 何等 の 根 近 な し に その 叶 盗 の 嫌 抱 が 自分 に か * ょ る の で は な いか と 思 は 
和 て ピク ビク し て ゐ を た と 均 ひ 、 と の 追想 を な し た 際 に 愚者 は 非常 な た 心 的 菩 痛 を 四 え た 
と 述べ た 事 が ある 。 加 者 は 父 か ら 直 接 に 小道 仁 を 貰 ふ 事 を 礎 が つて ゐ た が 、 展 そい \ 加 
減 な 名 目 で 父 か ら 金 を 続 り と ら う と し た 事 さ へ あつ た ょ 玩 ふ 事 で あ る 。 患 大 は 分 析 
苦し て 抵抗 を 持つ て 来る と 便秘 の 傾向 を 示し た の で ある 。 患者 は 肛門 要 的 格 の 人 移 
で あ り 、 従 つて 悪者 に は 炎 と 金 鍼 と は 同意 義 を 持つ て ゐる 。 然 し 征 ら 思 者 の 税 結 C よる 
快 感 は 金 氏 を 得 た いと 到 ふ 灸 記 に よ つ て 美化 され 切ら ず 、 そ の 結果 向 堂 は 抑 礎 現象 
よ つ て 不安 を 作り 出し た も の と 球 へ る の で ある ちる 。 患 考 に は 小児 期 に 排便 に 開 し て 母 ょ 
り 鉛 前 を 受け し 事 あり 、 患 者 が 後に 人 甘 を 保留 せん と する 時 同様 の 息 凡 が 働き か ける 
事 を 示す も の で ある 。 他方 患者 が Penisc 半 し て 持つ た 開心 ば 妹 の 性 器 、 女性 の 性 器 を 
見 る に 及 ん で 「penis と 装 と は 共に 同様 に 身 朋 か ら 郊 れ 去 る も の で ある と 考 へ 方 に 六 
化 を 米 た し た の で あつ て 、 こ \K 加 者 の 去 有 概 合 骸 の 存在 を 宏 ひ 知り 得る ic に る の で 
ある 。 遇 者 は 長 上 に 笛 し 常に ビク ビク し た 感情 に 把 は れ て ゐる と と は 前 逃し た 所 で あ 
る 。 答 目 者 の 追想 に よれ ば 加 者 は 、 小 児 期 に 毎日 の 様 c 宜 母 ic 傘 負 は れ て 小山 の 一 小 洞 
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5) Freud, S. : re PSYchische Folgen des anatomischen Geschlechtsunterschiedes, (Ges. Schr。 
!.) 


he 


附近 に 遊び に つれ て 行か れれ て ゐ た が 、 あ る ちる 時 愚者 は 視 典 に 向 つ て 放尿 し た 事 が あり 、 
表 母 か ら そ ん な 事 を する と 除 東 が 曲 つ て 了 ふ と お どか され 、 そ れ 以 前 に は 和紀 様 と は 難 
有 い も の と 思 つ て ゐ た 患者 が それ 以来 、 陰 甘 を 曲げ て 了 ふ 様 な 御 な ん か 無力 の も の と 
考 へ る に 至 つ を た の で ある と 。 と の 事 連 は 患者 一夫 款 首 迫 と し て 働い て ゐる も の で あ 
り 、 思 者 は 夫 勢 に 笠 し 代償 的 に 箱 の 無力 を 信じ 繁 と 努力 し た も の で あ ち 。 Freud に よれ 
ば 「 快 感 を 弥 ら す 状 柱 を 強 ひ て 排出 せしめ る 事 は 去勢 期待 を 生 ぜ し め る 前 提 と な る 」 と 
球 つ て ある が 、 思 者 に 於 ける 抄 便 作用 は 上 記 の 志 款 脅 辿 に よ つ て 去勢 複合 骸 の 形成 に 
参 典 する 事 に な る の で あ ち 。 更 に Starke は 寺 夫 概 合 欄 の 成因 と し て 革 の 乳房 か ら 難 さ 
れる 事 を 軸 げ て わる 。 と の 患者 に は 口 愛 の 傾向 強く 、 六 蔵 の 時 の 離 乳 の 経験 は 愚者 に 
痛々 し き 音 憧 と し て 影響 し て ゐる 事 は 方 に 逃 べ た 所 で ある 。 又 Alexander は 「 丘 感 を 
猫 ら す 身 堆 部 位 の 消失 、 即 ち 拓 便 、 離 外 等 に 際 し て 順 次 に 快 不快 を 生ま る 事 に は 手洗 
に 於 いて 据 感 を 区 ら す 所 の 陰 革 を 失 ひ は せ ぬ か と の 示 肝 複 合 髄 の 基礎 を 見 出し 得る 」 
と も 球 つ て ゐる 。 何れ に せよ 患者 に は 離乳 排便 が 共に 去勢 首 合 和 の 前 六 者 と な つて 選 
り 、 愚 者 の 「 エ ヂ プ ブス.」 複合 朋 に は 去 鞭 療 合 前 の 存在 を 認め られ る の で あつ て 、 赴 者 
が 抱い て ゐる 精 光 ち 的 及び 肉 骨 ー 的 劣等 感 、Bordellbesuch に 於 ける 世 jaculatio praecox 4 
何れ も 皿 者 の 夫 鞭 痩 合 骨 に 由来 し て お る の で ある 。 

患者 の 「 リ ビ ド ー」 は Odipalphase に その 賠 定 が ある 。 即ち 患者 の 「 リビドー」 の 
犬 量 は Phallus に 備 答 され て ゐる と 球 ひ 得る の で ある 。 軸 者 が 「 エ デ ヂ デ プス 」 複 合 骨 及 
び 夫 腔 複合 腸 に 悩む 所 に Phallus に 半 す る 開心 、 抑 ち Phallus に 半 す る 弾い 自己 愛 が 
認め られ る 。 Freud は 「「 と ボコ ンド リー . 柏 感 刀 と 比較 し 得る 様 た 不 据 感 を 件 ふ 身 剛 
の 感 覧 の 典型 を 性 器 の 元 礁 航 態 に 見 出さ れる 」 と 球 つて ゐる 。 恵 者 は 前 逃 の 如く 顔 多 
肘 し て 自己 愛 的 で あり 、 鞭 露 欲 強く 、 従 つて 精 内 界 に 起 つた 性 然 の 元 進 、Penis の 
勃起 は 歴 辿 され 、 顔面 の 性 器 化 K よ り そ の 吐 け 口 を 見 出し 、 と と に 赤面 を 生じ 、 患者 
仕 そ れ に 詩 し て 苦痛 を 件 つて ある も の と ょ と 考 へ られ る の で ある 。 名 ち 此 虎 に も 「 下 方 よ 
り 上 方 へ の 移動 」 が 行 は れ て ゐる と 広 ひ 得る の で ある ち 。 

患者 に 於 ける 顔面 の 性 器 化 は 患者 の 自己 へ の 「 リビドー」 の 備 給 、 印 ち 自 我 「 リ ぜ ゼ 
ドー」 に 紛 化 を 招来 せ し む る の で ある 。 耐 も 前 記 の 病歴 か ら 明 ら か な る 如く 、 患 者 の 
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Fr リビドー」 の 大 部 分 は 女性 を その 翌 象 と し て ゐる 。 恵 者 が 女性 ic 軸 し て 持つ 倫 堂 は 
吊 者 の 上 位 自我 の 許す 虐 と な ら ず ず 、 自 我 と 上 位 自我 と は 安 協 し ょ うと し 、 耐 も と の 修 
協 は 決し て 患者 に は 成功 せ ず 、 常 に 不安 を 閑 ら し て ゐる 。 調 は ば 加 者 は 閥 芝 生 活 に 
骨 し て ゐる の で ある 。 Freud は 畿 愛生 活か ら 自己 愛 の 研究 を な し 、 一 般 和 象 撰 押 kc 
は 依 司 型 (Anlehnungstypus) 及び 自己 愛 型 (NarziBtischer Typus) の 二 つ が ある 事 を 
欠い て の る 。 今 患 者 の 場合 に 就 い て 考察 し て 見 る と 、 悪 者 は 自己 を は ぐ く み 養 つて 葉 
れ た 母 の 幻影 (Mutterimago) を 求め て Don.Juan と な り 、 と の 母 へ の 愛 が 韓 移 せら 
れ た 結果 の 表現 が 愚者 の 習 女 性 開 係 に C 於 いて 明らか に 現れ て 居る 。 即ち 患者 の 慎 象 撰 
揚 が 一 面 依 司 型 に 従 つ て 起 つ て ゐる 事 は 明らか で ある 。 患者 が 「 姉 の 様 な 女性 」 を 欲し 
て の た 事 も 之 を 裏書 き し て ゐる も の ょ と 球 ひ 得る の で ある 。 然し 生 ら 他 面 に 於 いて 愚 者 
が 自己 愛 型 の 圭 象 撰 控 の 傾向 を も ゃ 示す 事 は 明らか で ある 。 患者 が 母 の 代理 と し て 、 換 
言 す れ ば 母 翌 する 芝 の 韓 移 の 現れ と し て H. KK. ML に 愛 を 示し た 事 は 既に 逃 べ を 
が 、 と の 患者 の HH. K.M. c 封 する 愛 に は 何一つ の 限定 が ある 事 を 看過 し 得 な い の 
で ぁ る 。 馬 . K. M. は 前 逃 の 如く 患者 が 妻 と な し 得 ざ る 立場 に ある 人 間 で ある 。 彼女 
和仁 は 本 他人 と 尋 約 済み か に な つて ゐる か 、 或 ひ は 村民 か ら Lepra 系 統 の 家 の 娘 と 目 
され て ゐる の で あり 、 積 極 的 に 患者 に 働き か ふけ る 虚 が な く 、 従 つて 愚 者 に 圭 し て は 詩 
は ば 自己 愛 的 に 振舞 つて ゐる と 評 ひ 得る の で ある 。 Freud は 「 女 仁 は 美的 根 近 か ら ば 
か り で な く 、 あ る 人 興味 深き 心 的 態度 か ら し て 男性 に 非常 に 強い 刺 戦 昧 惑 を 奥 へ る も の 
で ある 。 或 る 人 の 自己 愛 は 自己 愛 の 全部 を 放棄 し て 翌 象 を 求め て ある 人 に 半 し て 大 な 
る 引力 を 及 す も の で ある 。 子 供 の 有する 魅力 の 大 部 分 は その 自己 愛 、 彼 の 自己 満足 的 
で あつ て 、 近 づき 難 き 事 に 基づく も の で ある 。 と の 場合 吾 人 は 愉 か も 剛 嗣 な る 心 的 状態 
郊 ち 、 吾 人 自ら が 導く 放棄 し た 、 か の 攻撃 し 難 き 「 リ ビ ド ー」 貞 度 を 保持 し 、 保 存 し て 
ゐる 人 彼 等 を 羨む が 如き 上 態度 を 取る 事 に な る の で ある 」 と 球 つ て ね ゐる 。 さ て と の 患者 の 
旦 .K. M. に 六 す る 愛 、 或 ひ は 半 梨 所 近 の 有 様 は Freud の と の 説明 に よ つ て よく 理解 し 、 
説明 し 得る の で ある 。 印 ち 元 来 著 し く 自己 愛 的 で あり 、 又 和信 つ て あつ た 患 者 が 自分 
装 し て 調 は ば 自己 愛 的 な る 問 度 、 或 ひ は 立場 を 取 つ て ゐる 本 . K. ML、 印 ち 箇 つ て 自分 
が あつ た 様 な 、 或 は 現在 自分 が ある 様 な ふる の を 習 象 と し て 撰 近 し た 護 で あつ て 、 此 農 
加 者 の 笛 象 所 控 の 自己 愛 型 を 明らか に 認め 得る の で ある 。TFreud は 文 、 自 己 愛 的 な 笑 人 
は 散 エ 球 へ ば 男子 が 彼女 を 愛す る と 同じ 強 さ KC 於 いて 自分 自身 と を 受 す る の で あり 、 

彼女 の 要求 は 愛せ ん と する 事 に 向 は まし て 愛さ れる 事 に 向 ふ も る の で あり 、 従 つて 彼女 
等 に は この 條 件 を 滝 た す 男 子 が 気に入る の で ある と 広 つ て ゐる 。 今 之 を 自己 愛 的 た な る 


ーー 一 ーーーーーーーーー 


け ,2) 及 び 3) Preud, S.: Zur Einfihrang zur NarziBmus, (Ges. Schr。Bd. V1. S. ir。 172。 173:) 
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と の 恵 者 に 営 て 修め て 考 へ て 見 る な ら ば 、 患 者 は 女性 か ら 愛 され 、 殊 に Cafe の 女 給 の 
部 き 者 か ら 愛 され た り 、 騒 が れ た りす る 事 を 決し て 喜ば な か つた の で は な い の で ある 。 
唯 だ 自己 愛 の 張 か つた 愚者 は 自己 の 自己 愛 を 傷 け る 恐れ ある 、 か く 〈 く の 如き 職業 や 階級 
の を 恐れ 、 之 か ら 科 ざ か ら う と し た 事 は 前 所 半 た 半 さ お る 。 此 庶 に も 患者 に 自己 愛 
型 の 再 銀 挫 の 央 向 を 認め 得る の で ある 。 Freud は 笛 象 撰 探 の と の 依 司 型 と 自己 愛 弄 

の 二 型 は 明確 に 別々 に 各 人 に 存する も る の で は な く 、 各 人 に 於 いて と の 二 つ の 傾向 の 中 
何れ か ゞ 優性 (dominierend) に な る も の で ある と 甘 つ て ゐる 。 と の 患者 に 於 いて は 上 
訪 |C よ つて 自己 愛 型 の 圭 象 損 揮 の 傾向 が 依 己 型 の それ より も 寧ろ 優位 に あつ た と 球 ひ 
得る の で は ある まい か と 央 へ られ ちる 。 

さて 愚 者 は 異性 に 将 す る 強い 開心 (Uberschiitzung der Frmu) と 同時 之 に 届 す る 砂 
迫 作 用 を 示し て 居る の で あり 、 之 は 骨肉 愛 と 去勢 複合 前 と の 間 の 葛藤 に よる も の で あ 
る 。 と の 軸 者 の 性 的 鍛 望 と 自我 臣 は 上 位 自我 と の 葛藤 は 幼児 期 の 性 然 に 再 す る 自我 の 
態度 、 郊 ち 撮 歴 関 筆 の 連 績 と 見 る 可 き も の で あつ て 。 と の 骨肉 愛 の 抑 礎 は 結局 恵 者 を 
女性 的 受動 的 と な し 、 愚 者 は 潜在 性 「 サ ヂ ス ム ス 」、 燃 在 性 「 マ ヅ モ スム ス .」、 酸 外 稔 
倒 ち 陰 勅 困 串 の 抑 歴 に よる 状 恥 、 除 環 に 開 す る 自己 愛 は 潜在 作 と な つて 、 赤 在 性 に は 
才 等 感 が 張 く な つて ゐる 。 之 を 要する に 愚者 iC 於 ける 自己 愛 は Reich の 所 主 自 己 愛 の 
_ 第 一 型 C 過 する も の と 球 へ る の で ある 。 然し 邊 ら 此 虚 に 注意 すべ き は 患者 が 分 析 経 
中 示し た 分 視 者 と の 同一 謀 で ある 。 Reich は 分 析 者 と の 同一 征 の 超 る 自己 愛 を 第 一 
型 よ は 大 骨 に 反 半 の 傾向 を 有する 第 二 型 < 入れ て ゐる 。 抑 分析 者 と の 同一 司 は 、 弟 在 
性 (代償 性 ) 自己 愛 の 入 IC「 何 で も 知 つ て 居る 、 分 祈 者 より も 良く 知 つ て ある 」 と の 
傾向 か ら 生 まる も の と し て ゐる か ら で あ る 。 患者 が 示し た 分 本 者 と の 同一 違 に つい て 
1) Prewd, S.: Znr Eintshmng des NariBmas, て Ces. Schr. Bd. VLS.t70 う 


2) Relch W.: Zwei narziBtischc Typen, (Internat. の. Psychoanal.。 1922.) 
Reich の 所 請 自 己 愛 型 の 第 一 型 及 び 弟 二 型 は 玉 の 如き も の で ある 。 








第 。 一 。 下 角 。 忌 。、。 導 
1) 吾 在 性 劣等 感 ーー 一 ーーーーーーー 一 - 潜在 性 劣等 感 示 勢 複合 喉 ) 
2) 港 在 性 自己 愛 一 一 ーーーーーーーーー- 吾 在 性 (代償 性 ) 自己 愛 
3) 『 門 、 硝 着 愛 交 素 因 ーーーーーーー 有 門 、 氷 道 胡 航 素因 
4) ( 持 入 的 張 鹿 の 骨肉 愛 ー 無期 圭 績 的 骨肉 愛 
5) 女性 全 重 ニーーーーーーーーーーーーーー- 区 必 転 
f) 受動 的 女性 的 --ーーー ーーー-- 区 動 的 同性 愛 和 的 ( 洪 在 性 及 は 世 在 性 ) 
7) 潜在 性 す ヂ ぇ ム ぇ 、 頭 在 性 マゲ ヒ ネム ス 可逆 的 
8) 半 直 答 の 抑 歴 て 差 恥 ) ---ーーーーー 非 抑 碑 的 、 性 器 か あら 性 的 及び その 他 の 行 
動 に 還 移 され る 
9) 理想 的 自我 の 満足 一 - ーーーー- - 過 営 評 信 に よる 現 冥 自我 の 滴 足 
10) 感情 幸 移 は 陽性 一 ーーーーーーーー 柄 少 
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は 本 前 逃し た 虚 で ある が 、 加 者 が 自己 愛 的 人 物 で ある 和久 に 自由 隊 想 法 の 根本 原則 
従 は ず 、 枝 葉 に 属す る 事 ど う で も よい 様 な 事 が *chgerecht で ある 含 に 、 そ う 球 ふ 話 を 
績 け て 叫 時 間 の 終了 を 待つ 様 な 際 才 振り を 示し た 事 が あり 、 之 は 分 析 方 法 に 再 し て 自 
受 的 で あつ た 欄 K、 軸 者 は 分 析 者 と 同一 許し 、 他 旧 填 を 分 折 し た 徹 り に なつ てゐ た 
事 も ある 。 之 も 涼 分 析 笛 する 自己 愛 の 現れ で ある 。 他 思 者 を 分 析 す る と 球 ふ と と は 
患者 に 苦痛 を 異 へ て ゐる 。 即ち 加 者 は 分 析 者 K 感 情報 移 を 示す 代り に 分 析 者 と 同一 定 
し 、 自 分 を 分 析 者 の 地位 に 財 き 、 補 分 析 者 た る と と を 忘れ 、 精 締 分 析 を 一 の 科 届 と し 
て 取扱 は ん と する 信 向 で ある 。 分 析 者 と の 同一 富 は 結局 は 小 喝 が 父 と 同一 丁 し 、 曽 も 
父 を 低く 評 信 せ ん と する と 同様 で あつ て 、 加 者 は 分 析 者 を 表面 的 に は 高く 評 合 ん と 
は し て ゐる が その 賀 、 そ の 背後 に は 精 箇 分 析 の 低 評 條 、 印 ち 陰 性 感情 埋 移 が 潜在 し て 
ゐる と 球 へ る の で ある 。 潜在 性 陰性 感情 協 移 と は 脇 性 感 博 報 移 の 背後 に 存 し 、 分析 の 
進行 を 随 害 する 現 銀 で あり 、 と の 息 生 原因 と し て Sterba は 二 重 の 「 ェ ヂ デ プス ュ 」 複 合 
個 、 夫 あ 複 合 鐘 、 上 位 自我 より 生ずる 抵抗 例 へ ば 罪悪 感 、 抑 歴 抵抗 等 を 遇 げ て ゐる が 、 本 
例 に 於 いて は 之 等 の 外 に 自己 愛 の 人 向 に 影響 され る 事 大 な る を 知る 。Sterba は 分 析 を 
成功 させ る 和食 に は と の 潜在 性 陰 選 感情 電 移 を 十分 解決 させ な けれ ば な ら ぬ と 球 つ て 居 
り 、 叉 Reikh は 赤 画 凶作 症 の 分 析 に が いて 押 抗 が 完全 解決 つか ぬ 前 職 想 上 lc 説 明 
し 得る 様 な 形 で 出 て 洲 る 材料 を 至る 所 で 設 明 し て 失敗 し た と 逃 べ て ゐる の は 、 本 例 c 
於 いて 明らか に な し 得 た この 自己 愛 か ら 生ま る 潜在 性 陰性 感情 報 移 に 十分 な る 留意 を 
必要 と する 事 を 購 示し て ゐる も の で あら う 。 さて と の 分 析 者 と の 同一 征 と 自己 愛 型 第 
一 型 と の 開 係 に つい て 説 か ね ば な ら ぬ の で ある が 、 患 者 に は 異性 に 下す る 強い 闘 心 が 
ある 。 面 し て 茎 に 逃 べた る 如く 、 患 者 が 異性 に 強い 衝動 を 騙 ら れ て 来る 時 に 患者 は 分 
本 昔 と の 同一 相 を な し て 居 た の で ある 。 之 は 患者 の 「 リビドー 」 が 半 象 流れ出 で て 患 
者 に 自我 の 貧困 CVemrmung des lchs) を 来たす 館 き が あり 、 と の 自我 の 貧困 に 圭 す 
る 防 術 の 結果 と し て 自己 愛 の 一 表現 た る 分 析 者 と の 同一 覗 が 起 つた と 蓋 ふ 事 は 分 祈 の 
結果 明らか で ある 。 自我 の 貧困 、 従 つて 自己 感 捕 の 損傷 に 下す る 防衛 と し て 愚者 は 女 
芝 的 受動 的 と な り 「 分 析 者 か ら か ら か は れ た い 」「 分 析 者 に 抱擁 され た い 」 と の 心 的 





) 及 び ぅ 3) Abraham, K.: Uber cine besondere Form des neurotischen Widerstandes gegen 
die psychoanalytische Methodtik。 (Intemat. Z. Psychoanal.。rgro.) 

3) Sterba, KR.: Uber 1atente negative Ubertrazung。 (Internat. Z, Psychoanal.。i9s2。) 

4 Reich, W.: Zuar Technik der Deatang und der Widerstandsanalyse, (Tnternat. Z. Psycho- 
anal.。 1927.) ] 

9) Fread, Si Zur Einfihrang des NarziBma 。 (Ge . Schr. Hd. VI.) 
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態度 を 探 つ て ゐる 。 Jekels 及び Bergler は 次 の Formel を 以 て 「 愛 され だ い 」 と 球 ふ 心 
的 態度 (Gehebt-werden-wollen) と 同一 届 現 象 と の 開 係 を 朗 明 し て ゐる 。 
cHch bin wie.du。 und da du dich Hiebsk muBte.du auch mich lieben 
此 虚 に も 能動 性 が 受動 性 に 細 化 せる 過程 が 認め られ る の で あつ て 、 愛 され る 事 (c よ 
つて 上 患 考 は 自己 愛 の 満足 を 得 て 居 る 護 で あり 、 か く 《 し て 患者 の 自己 愛 は Reich の 自己 
天 型 第 一 型 に 属す る も の と 結論 し 得る の で ある 。 


才 接 


以上 逃 べ 来 つ た 虚 を 要 言 すれ ば 、 恵 者 は 二 重 の 「 ェ ヂ プ ス 。 複合 租 を 持つ て 居り 、 
陽性 の 「 ェ デ デ ブス,」 複合 欄 に 於 いて は 愚者 は 一 面 C 多 と の 同一 届 を 示し 、 母 区 笛 す る 
骨肉 愛 的 稚 堂 を 持ち 、 多 を 母 に 至る 芝 の 競 沼 者 と し 、 他 面 に か いて は 父 を 敵 定 し 、 
父 に 畔 する 反感 を 持ち 、 同 時 に 父 よ り の 去勢 脅迫 を 巡 れ て ゐる 衣 で ある 。 際 性 の 「 ェ 
デブ ス 」 複合 前 に 於 いて は 思 者 は 父 に 待 し て 愛 を 現し 、 父 の 散 心 を 買 は ん と し 、 そ の 
結果 母 と の 同一 枕 を 示し た の で ある 。 か く し て 生じ た 父 に 半 す る 弄 極 性 能 度 、 殊 父 
制す る 恒 芝 は 上 者 を し て 父 の 代理 Vaterersaiz)、 理 想 的 父 VaterTdeal) よ し て の 班 父 
を 求め し め る 結果 に な り 、 交 の 償 値 を 低下 させ 、 衣 父 の 評 條 を 高く する 事 と な つた の 

で ある 。 又 逆 「 ェ デプス 」 複合 骨 に 於 ける 母 に 制す る 反感 に 加 ふ る 弟妹 の 出生 に よ 
る 母 の 愛 に 於 ける 失望 は 、 加 者 を し て 母 の 代理 (Mutereraz) と し て の 母 、 丈 いで 
起 母 、 更 に 引 貫い て 廿 K. ML 釜 を 愛 の 待 象 と し て 求め し ある に 玉 つ た の で あつ て 、 
愚者 に 於 ける 精 州 的 Don Juan 的 央 向 は 結局 母 に 剰 す る 雨 概 任 態 度 、 芝 肉 愛 の 制 下 
開 係 が あり 、 母 の 愛 に 習 す る 幻滅 の 悲 愛 、 離 乳 の 総 険 の 反復 と 見 る 事 が 出来 る 課 で あ 
る 。 耐 し て この Don Juan 的 傾向 の 開 送 に は 患者 の 持 せ る 夫 替 複合 購 が 重大 な る 意義 
を 持つ て ゐる 事 は 明らか な 事 で あり 、 患 者 が erotic な 型 の 女性 を 避け 、 自 分 が 結婚 の 
軸 来 な い 事 捕 に ある H. K.ML 等 の 性 に 近づか ん と し た 事 も 之 に よ つ て 説明 し 得る 
の で ある 。 妹 ち 之 に よ つ て 男性 と し て の 自己 愛 を 保ち 、 又 之 を 中 傷 す る 党 れ ある 汰 能 
か ら 逃 れ よ うと し て ゐる も の と 見 る 事 が 出来 る 斉 で ある 。 倫 文 還 者 の Weibsein の 人 
想 、 女 性 的 受動 的 心 的 能 度 も 母 と の 同一 征 、 並 びに 寺 勢 拉 合 念 に よ つて 説明 の 出來 る 
事 で あり 、 患 者 に 於 ける 女 過 的 「 ィ ヅ ヒス ュ ス . 前 の 心 前 能 度 は 父 軒 する 憎悪 、 父 と 
の 同一 覗 に よる 攻撃 的 「 サ デス ュ ム ス 」 的 傾向 の 自我 へ の 反 趣 C より 説 明 さ れ 得る の で 


1) Jekels, し . und Bergler, E.: Ubertragung und Iiebe,。 (Imago, 1934.) 
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ある 。 上 患 者 自我 は 「 ェ ス 」 の 筐 堂 を その ま ヽ 容 和 れん と し て 上 位 自我 と の 衝突 を 超 し 、 
或 は 抑 礎 さ れ 或 は 多 協 形成 を な し て の る 。 思 者 の 父 が 人 欠 り KC 農 格 な る 結果 、 患 者 の 自 
我 は 母 と の 同一 症 に よ つ て 女性 的 と な り 、 と の 女性 的 自我 と 父 と の 同一 覗 に よる 男性 
的 上 位 自我 と の 聞 に は 絶 へ 葛藤 を 生じ 、 と の 偶 膝 は 患者 の 劣等 感 、Totenzst9rung を り | 
起 し て ゐる も の と 考 へ られ る 。 か くし て 加 者 の 精 詞 的 傾向 の 許 な る 特徴 は "= ェ デ プス 」 
複合 骸 、 夫 勢 複合 剛 、 骨 肉 愛 の 制止 等 を 根 搬 と し て 理解 する 事 が 出来 る の で ある 。 耐 
し て 患者 の 赤面 現象 も 上 記 の 機 市 に より 、 顔面 の 性 器 化 、 抑 ち 下方 より 上 方 へ の 移動 
で ある と 球 へ る 。 

然し 生 ら 愚者 の 強度 の 雨 極性 、 抑 ち 能 動 性 の 受動 性 へ の 韓 化 及び 浴 在 性 「 サ ヂ ス ム ょ 
ぇ 」 と 思 在 性 「 マ ヅ と ヒス ム ス 」 と は 蛍 に Odipalphase に 於 いて 行 は れ て ゐる 機 測 で あ 
る ば か り で な く 、 愚 者 の 肛門 「 サ ヂ ス ム ス 」 期 に 於 ける 岡 定 エ も 不 甚 影響 され て ゐる 
の で ある 。 患者 は 明らか 肛門 愛 的 性 格 者 で あり 、 婦 常に 女性 的 受動 的 央 向 を 赤 著 に 
示し て ゐ た の で ある 。 之 は 串 者 の 女性 に 因 す る 強い 好 客 心 、 強 い 異 性 愛 の 礎 千 の 結果 
の 受動 へ の 推進 と 考 へ られ る の で あり 、 思 者 の 小 見 期 に 於 ける 排便 iC 開 し て 母 より 受 
けた 奥 罰 に その 因 を 求め 得る も る の で あり 、 異 性 愛 の 抑 歴 は 患者 を し て 肛門 「 サ ヂ ス ム 
え 」 期 へ の 退行 を な さ しむ る も の と 球 ふ 可 き で ある 。 倫 思 者 が 下 油層 し て 持つ た 供 
感 は 、 こ と の 肛門 サ ヂ スム ス . 期 より も 倫 早 期 の 肛門 愛 期 に 於 ける も る の と 見 條 す べき で 
あら う 。 か く 〈 し て 患者 に は 異性 愛 の 抑 礎 に よ つ て 「 リビドー」 の 肛門 愛 期 へ の 退行 、 印 
ち " リビドー」 の 前 方 より 後方 へ の 移動 が 行 は れ て ゐる と 考 へ られ る の で ある 。 

何 加 者 の 自己 愛 は Rech の 所 調 自 己 愛 の 第 一 型 に 属し 、 何 ほ 恵 者 が 分 本 中 、 時 に 示 
し た 分 祈 者 と の 同一 覗 は 串 者 の 自己 愛 が Reich の 所 証 第 二 型 の 現れ と 見 る 可 き も の で 
な く 、 女 性 の 過 営 評 全 に よる 自我 の 貧困 に 将 する 防衛 、 換言 すれ ば 理想 我 の 清 足 並び 
自己 感 捕 の 低下 の 防 軸 の 現れ と 見 る べき で あり 、 結 局 第 一 筐 の 現れ と 設 明 し 得る も 
の で ある 。 

次 に 第 - 例 及び 第 二 例 と の 比較 検討 で も る が 、 何れ る 「 エ ヂ ペ ー ル 」 及 び 肛 門 「 サ 
ヂ ス ム ス . 期 の 固定 を 見 、「 エ ェ ヂ プス 」 複 合 前 に 習 す る 反 鷹 と し て 生じ た 骨肉 愛 の 制止 、 
去勢 複合 鏡 に よる 異性 愛 の 抑 礎 の 結果 は 一 面 に <・「 リビドー」 の 下方 より 上 方 へ の 移動 
の 現れ と し て の 顔面 の 性 器 化 、 印 ち 赤面 が 現れ 、 他 面 C 於 いて は 肛門 「 サ ヂ ス ム ス 」 
期 へ の 退行 、 爺 ち 「 リ ビ ド ー」 の 前 方 よ り 後方 へ の 移動 の 現象 が 起 つた 事 人 於 いて は 
ー 例 共に その 軌 を 一 つ に し て 居る の で ある 。 耐 し て 本 例 に 於 いて は 自己 愛 か ち 潜 在 性 
附 性 感 捕 報 移 が 生じ て 来る 事 を 明らか に な し 得 た の で ある ち 。 

( 欄 筆 す る に 党 り 御 夫 偽 な る 御 指導 と 御 校 関 を 賜 は 9 し 井 数 授 に 厚く 感謝 す ) 
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Fsychoanalytische Stndien uber nenrotische Angst. 
TV. Mitteilung 一 一 記 in all von 表 esserphobie. 
Von 
Dr. Choiehiro ayasaka. 


』 Eine: 5ojahrige Wirtin bekam nach dem Tode ijhres Gatten vor allem 
Messerschmiedwaren besondere Angst, die sich noch Verstarkte, seit ein 
Pensionar sie eines Nachts in ihrem Schlafzimmer besucht hatte. Nach 
mehreren ahren spielte siclh Li6beSgeschichte vischen 2 Pensionaren und 
der Tochter der Patientin ab, wodurch sich ihre Angst vor Messerschmied- 
waren pathologisch steigerte : d. h。 sie, die sonst gewohnt war, alles,。 wessen 
ssie im TIaushalt bedurfte, sich sofort anzuschaf 人 En。 wollte durchaus keim 
ゎ Debabocho" (ein spitzes KQchenmesser) kaufen, obwohl sie es dringend notig 
hatte. Eines Tages aber hatte sie es doch zufallig gekauft : am nachsten Tag 
bekam sie einen opisthotonischen Anfal infolge GbermaBiger Furcht vor dem 
Debabocho, als sie sich an dieses erinnerte. Seitdem Hitt sie an Messerphobie 
(besonders vor Debabocho), deren Inhalt anfangs jautete, ,,MAnner konnten 
sie damit verwunden",。 doch spater sich dahin umwandelte, daB ,,sie andere 
(ohne Unterschied des Geschlechts) damit verletzen konnte". Wahrend dieser 
Umwandlung durchlief die Phobie alle Gefahrsituationen, und zwar furchtete sie, 
einerseits selbst in Gefahr zu geraten und anderseits etwas Gefahrjiches damit 
anzustellen. 

Die Analyse ergab, daB sie einen AusfHuB ihrer gestauten Iibido bei 
ihrem Sohn und bei den Pensionaren zu fnden gesucht hatte. Phobie vor 
Mannern (am haufigsten und ann starksten vor ihrem Sohn) stellt den sympto- 
matischen Ausdruck dieses Zustands dar. Wahrend der analytischen Beobachtung 
bekam sie neuerdings eine auf mannliche Tiere beschrankte ierphobie, die 
eine gleiche Deutang wie die MAnnerphobie zulaBt. Da sie ihre Libidobesetzung 


auf die Genitalien von Mannern konzentrierte, daB der MittelpunKt der AIAnner- 
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phobie in der Messerphobie lag, und viele andere Eigentumlichkeiten der 
Messerphobie netigen uns zur Annahme, daD das Messer bei ihr als Symbol 
des mannlichen Glieds anzusehen ist: diese Annahme wurde durch einen Traum 
bestatigt. Also entstanden die Mnner- und die Tierphobie und auch die sich 
auf Manner beziehende Messerphobie durch Verdrangung der genitalen Regung, 
mit anderen Worten jede Phobie dieser Patientin hat eine hysterische 氏 onstruk- 
tion. Aber damit kundigt sich das Einsetzen einer regressiven Sexualorganisa- 
tion zur pragenitalen (Sadismus) hin an, da das mannliche Glied durch das 
Messer symbolisiert wurde und der Koitus durch Verletzung. Wie erwartet, 
wurde Patientin wahrend des Verlaufs der Krankheit von einem wangsimpuls 
befallen, mit dem Messer andere Personen zu verletzen oder sonst etwas 
Gefihrliches damit auszufhren , das ist aber nicht mehr der genitalen AuBerung 
ZuZurechnen. Es ist eine echte Regression und stellt Verschlimmerung des 
Leidens bis zur wangsneurose dar. Ob man die Furcht vor Verletzung als 
ein hvsterisches Symptom ansehen kann, da die Furcht die vor genitaler (und 
Zwar phallischer) Betatigung darstellte, bleibt noch fraglich. Jedenfalls gehoren 
die Phobien bei diesem Fall zu einer Mischform von HIysterie und Zwangsneu 
rose und Konnen vielleicht zur Bestimmung der Stellung der Phobien in der 


Keihe der Neurosen ein wenig beitragen. 
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匠 絶 症 的 不安 の 精 御 分 析 學 的 研究 
第 4 報 ( 玉 物 池 頂 症 の 1 例 ) 


東北 帝 大 遇 欧 部 精 御 病 克 教 室 
引 移 博士 早坂 長 一 郎 


精 決 分 祈 が 和 な 経 症 、 精 泊 病 等 の 病理 、 従 つて 治療 及び 折 防 の 理論 に 向 つ て 種々 の 
真 献 を な し つ ヽ ある と と は 識者 の 均 し く 認 め て 居る 所 で ある が 。 そ の 説く 所 待 々 に し 
て 奇 矯 に 見 え 、 そ の 理論 に は 検討 を 必要 と する も の が 少く な い 。 し か し 分 栃 聖 は 今 ま 
で 座 $ が 試み な か つた 方 法 に 於 いて 獲 ら れ た 多年 の 経験 を 基礎 と し て 築き 上 げ ら れ た 
も の で ある が 故に 、 之 が 吟味 を な す K 営 つて は 我 赤 寅 際 の 経験 を 通し て な すべ べき で あ 
る と と は 言 ふ を 供 た ぬ 。 と の 吟味 は 分 析 限 の 開 係 する 方 面 が 類 る 多い が 故に 精 記 現 象 
を 取扱 ふ 練 て の 方 面 か ら な され ね ば な ら め ぬ が 、 余 自身 と し て は 材料 其他 の 開 係 か ら 先 
づ 御 経 症 的 不安 に 手 を 染め 、 1) 分 析 欧 の 創始 者 フ プロ イド 、Freug. S.) に C よ つて 提唱 
され た 不安 細 経 底 (Angstneurose) の 狼 立 性 と 、 2②) 不安 の 原型 と し て の 去勢 不安 
(Kastrstionsangst) の 重大 性 と を 只 味 せん と し 、 飼 IE 不安 を 詩 礁 と する 8 例 を 報 吾 し 
最後 的 決定 は 今後 の 経験 に 伺 つ と と を 約束 し て お いた 。 こと ヽ に 第 ま 例 を 報告 し 前 記 の 
二 昧 に 関し て 知見 補遺 し を な さん と する も の で ある が 、 と の 中 の 第 二 主題 に 就 い て は 本 
例 は 婦人 患者 で ある が 政 不 適 営 と いふ べく (何と な れ ば 尋 人 に 於 ける 不安 は 去 夫 不 
安 を 原型 た する も の で な いか ら ) 勢 、 第 一 主 豆 の み を 生研 究 共通 の 題目 と する が 、 そ 
の 代り 本 例 は その 他 の 緊 に 於 いて 分 析 加 の 定 設 を 吟味 する の に 好都合 な 特徴 を 豊富 に 
具 へ て 居る か ら 本 報告 に か いて は むし ろ と の 息 K 重心 を 置い て 観察 し て 行き た い 。 


1) 早坂 ( 長 ) 営業 報 ! 泡 、 昭 和 7 年 、43 吉 太 び 95 買 。 虹 参 、 昭 和 S 年 、47 中 
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中 一 茂 病歴 


患 著 50 歳 、 窟 尋 、 素 人 下宿 業 、 鞭 常 小 學 校 4 年 課程 う 卒 業 。 
家族 歴 欠 は 患者 結婚 後 死亡 、 病 名 不明 。 二 健 在 。 同胞 6 人 。 下 長兄 は 軸 者 の 結婚 後 心 
且 病 で 死亡 。 軸 者 は 2 番 日 。 水 は 引 て 健 穴 。 内 は 加 者 が 42 歳 の 時 病死 。 病名 不詳 子供 
7 人 中 4 人 死亡 、23 歳 の 息子 と 19 歳 の 妨 と 16 歳 の 息子 と 健在 。 
半 侯 歴 父方 伯父 1 名 精 病 (病名 不明 ) で 居る 間 に 死 亡 。 母 方 の 従弟 1 名 箇 て 早 引 
性 策 果 症 で 営 科 に 入院 し た と と が ある o 
旗 算 症 17 歳 の 時 顔 に 「 く を 生 それ か 下 仙人 の や うに な つて 療 つ で 有る その 
他 著 患 無し 。 
現在 症 元 來 阪 越 普 茂 性 で ある 。 昭和 3 年 秋 、 夕 食 に 靖 を 食べ た が 二 片 三 片 食 べ て る 間 
に 骨 の 作 か ら 咽頭 の 方 へ つき 上 げ て 來 る る の が あり 、 吐 きた か つた が 吐 か な いで 済ま せ た o 
(家族 一 同 同 じ も の を 食べ た が か う な つた の は 加 者 だ け 。) その 後 常に 何と も 言 へ ぬ 嫌 な 気持 
が 脚 部 腹部 に あり 、 一 し た こと と ( 例 へ ば 何 を 食べ て も 申 毒 する ん ちや ある まい か と 孝 へ た 
時 と か 、 疹 な = ウス を 開い た 時 と か 、 ガ が ー ド の 下 を く ゞ る 時 と か ) に も 動 翌 し た り 身 算 が 熱 
、《 な る や うに 感じ た り 、 久 そ の 時 に は 定 ま つ て 例 の 何と も 言 べ ぬ 欠 な 気持 が 替 束 レグ ーッ ど 
咽頭 の 方 へ つき 上 げ て 來 る も る の が ある 。 内 科 筑 か ら 胃 脂 楽 を 和典 へ られ た が 少し も よく な ら め 
- の みか 、 玉生 な どの 濯 の ェ 米 な が 和 9 か 誠人 io 東 誠 な 
_ 注 身 を 受け た が 乏 に よ つ て 気分 が 段々 よく な つて 行 つ た 。 [ 
昭和 5 年 2 月 無 分 も 人 程よく な つた 或 且 の と と 、 eu 
ら 買 ふ 必 要 に 辿 ら れ て ゐ た の で ある が 、 何 と な く 気 が 廷 ま ず 買 ふ こ と を 堅 踏 し て あ た も の で 
ある co その 翌 旧 人 針 働 事 を し て ゐる 最 中 に 不 賠 そ の 出 丸 の 形 を 思ひ 出し 、 非 常 な 恐怖 に 刷 は れ . 
外 の 方 か ら 何 か の ぼ き 上 つて 來 る も の が ある や うな 感じ が し た と 共に 遂に 身内 を 後方 に 反 
「 せ て し まつ た 。 意識 斉 汐 は 無 か つ た 。 それから 貞 負 の こと ょ が 無 に か ふつ て 夜 も 限ら れず 、 着 
し ぃ 用 胞 は その 時 の 中 に 向 ひ の 家 ( 賞 家 、 下 と 末弟 と その 家族 と が 居る ) に 預 か つ た 。 この 
- 芝 が あつ て 以来 出処 謀 耳 を 中 心 に し て 一 切 の 苑 物 が 怖 し く な り 、 僅 か に 薄 負 ( 茶 切 訟 了 ) を 
- 壮 う 上 て 使用 し 得る に 過ぎ ず 、 人 が 使 つて ゐる の を 見 る の も 嫌 、 そ の 香 を 開く の も 疹 、 更 に 欧 
物 を 持つ た 人 ( 人 、 錠 胡 、 魚 屋 等 )、 娘 物 の ある 所 (金物 昼 、 剖 所 等 ) も 多 に な り 、 一 家 
の 主 直 と し て 非常 た 不 自 由 を 怒 ば ね ば な ら ぬ や うに な つた 。 と の 久 物 到 后 音 の 最初 は 、 肌 物 
に よ つ て 自分 が 傷 け られ は し まい か と の 恐怖 が 中 心 き なつ て ゐる が 、 そ の 後 表 第 に (大韓 7 
月 頃 か ら ) 到 物 を 以 て 人 を 傷 け た い 特 動 に 駐 ら れ 、 そ ん な こと が あつ て は 大 差 だ と の 世 居 が 


2) 綿 て 昭和 5 年 8 月 20 日 初診 時 を 基 と す 。 
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中 必 を な す や う に 和 化 し て 行 つ た 。 
本 例 の 恐怖 症 は 始 区 音 衝 た る こと に 於 いて 信 張 度 と 扶 纏 性 と に 訟 いて 肌 物 (特に 出 刺 ) 恐 怖 
が 首 と な つて ゐる が 、 此 の 他 に も 起 考 は 先 の 突 つ た も の ( 雛 、 火 箸 、 製 等 )、 ネス テッ ァ キ 。 棒 


- 切 、 煙管 、 金 棚 、 紐 等 の 如き 人 を 傷 け 或 は 死に 取ら し むる が 如き 所 計 危険 物 に 至 し て も 同 
- 様 の 黄 怖 症 を 示し 、 駐 危 陣 人 物 (と 患者 自身 で 考 へ る )、 例 へ ば 券 入 者 風 の 男 、 押 寛 の 男 、 紳 


十 、 家 族 そ の 他 一 般 の 人 物 に 訴 し て も 或 は 鐵 害 を 加 へ られ は し まい か 、 或 は 自分 が 加 へ は し 
まい か (特に 家族 に 怪し ) と の 恐怖 を 拘 き 、 そ の 他 危 険 穫 況 に 調 す る 恐怖 道 と し て 井戸 、 池 、 


。 深い 穴 、 堀 、 二階 の 窓際 等 の 侯 へ 行く と 跳び 込み た く な る 衝 動 と それ に 半 す る 恐怖 と を 感じ 


猛 居 す れ ば 自殺 ( 傷 ) し は し まい か と 怖 れ 、 外 出す れ ば 乗物 に 欠か れ た い 衝 動 と 防衛 的 恐怖 
と を 感じ 、 可 愛 い 子供 を 見 れ ば それ を 撮り 注 し た く 、 綺麗 な 仙 子 窓 や コッ プ を 見 れ ば それ を 
填 し た く 、 疑 物 を すれ ば その 衣 物 を 裂き た く 、 灯 の 傍 に 居れ ば 鐵 尋 を ひつ くり 返し た く 〈、 狂 
人 の 難 や 噂 を 開け ば 狂人 の 倶 公 を し た く 《 、 そ の 他 無 敷 の 條 険 秋 況 ( 式 は し て は いけ な いこ と う ) 
に 装 し て 骨 し て みた い 衝 動 と 、 そ れ を し た ら 大 髪 だ と の 商 怖 と に つき ま と は れる や うに な つ 
た 。 之 等 二 交 的 ( 師 ち 張 度 、 持 籍 性 に 於 いて 玉 物 恐怖 症 に 劣る 所 の ) 恐怖 症 は 処 物 恐怖 症 が 


- 内 容 上 の 徐 化 て 序 ち 自分 が 傷 け ちら れ は し まい か と の 恐怖 か ら 人 を 傷 け は し まい か と の 恐怖 へ 


の 化 ) を し た 項 か ら 題 れ 、 之 等 の 症 伺 の 随 加 ょ 列 物 恐 怖 志 の 二 綴 と に よ ょ つて 皿 者 は 嗣 難 
き 敵 悩 を 績 け 、 あ ら ゆ る 療法 も 効果 無く 、 か くし て 昭和 5 年 8 月 2) 日 分 析 有 的 治療 を を ふ に 吾 


つた の で ある 。 


竿 診 時 所 見 眉毛 ら や ゝ 吊り 上 つた 、 鼻 筋 の 通 つ た 、 骨 張 つた 顔 の 持 主 で ある 。 惑 度 負 然 
と し て 酒 を と 病歴 を 話す 。 そ の 間 感 情 を 府 張 し て 他人 の 同情 を 求 な る と いふ が 如き 風 が 見 え 
ぬ 。 狭義 の 精 泊 病 を 想 は し むる が 如き 何等 の 症 然 も 見 党 ら ぬ 。 身 中 的 に も 鼻 藤 を 中 心 に し て 


- 雨 類 に か け て 暴 ず ん だ 所 が ある の み で 他 に 異 駄 が 無い 。 重 液 氏 反 鷹 陰性 


その 後 の 経 賜 その 後 多 然 外 替 愚者 と し て 分 析 操 作 を 受け る 。9 月 初旬 か ら 叶 々 無 分 の 好 
いこ と が あり 、 き うい ぶさ 、 時 に は 吉 い 小 い 測 肌 應 子 な ら 使 て る や うに な つた 。 し か し 普 憧 の 居 


こさ 、 寺 績 、 到 怖 症 の 至 象 が 非常 に 毅 化 し 易 《 ぐ 日常 の 出光 事 一 す し た 思ひ 付き に 鷹 じ て 玉 か ら 


- 表 へ と 間 鉄 が 北 化 し て 行き 、 ま た 戻 つ て 泰 て は 他 の も の に 移 つ て 行く 。 揚 術 め 胡 化 と 言 つて 


も 大体 前 記 の 範 岡 を 出 な い が 、 新 に 附 加 き れ た 症 然 と し て は 11 月 中 旬 犬 が 放 原 する 所 を 見 


- て か ら 犬 雑 忌 症 を 生じ た と と と 、12 月 頃 馬 が 澤山 居る 傍 を 通 つ た 時 か ら 馬 恐怖 症 に と りつ か 


れ た と と と 、12 月 初 會 見 の 際 に 重 に 開 す る 話 が 出 て か ら 箇 の こと を 孝 へ た り 、 下 に 開 す る 話 を 


開い た りす る の が 麗し いや うな 欠 な や うな 握 が する や うに な つた と と と 、 や は り 12 月 張 か 


|」 


お 胸 物 所 は 箇 に 開 す る 強 和 追 像 CZwangsbild) を 時 々 見 る や うに な つた と と 等 が ある 。 此 の 他 


非常 に 風邪 引き 易く な つた と か 、 身 忠 の 所 を に 鈍 冶 や 異常 感 稲 を 訴 て つる と か 、 そ の 他 和 福々 茜 


” 多 た 間 鈴 が 急 ち 現れ 色 ち 沿え 、 或 は 張 ま り 束 は 軽快 する 等 極め て 複 条 な 経過 を と つた が 、 全 


礁 と し て は 税 め て 徐々 に で は ある が 軽快 に 赴き 、11 月 初 に は 一 人 で 治療 を 受け に 來 る や うに 


(44 ) 
ーー ャ ーー 


な り (それ まで は 必ず 家族 の 一 人 を 同伴 し て 來 た )、 短 6 年 2 月 頃 に は 何等 の 病 感 を 有 た ぬこ 
と ょ も ある や うに た な つた 。 所 が 同年 9 月 末 、 逆 の 子 ( 間 家 の ) 同志 で 負傷 を を や つた と いふ 事件 が 
持ち 上 リ 、 その 後 す べ て の 旬 然 が スッ カリ 導電 し た 。 し か し 10 月 中 旬 か ら 欧 づ 肪 物 汐 怖 症 
が 軽快 し 始め 。10 月 末 に は 気分 も よく な り 、11 月 末 か ら 再 が 何 等 の 病 感 を ゃ 有 た ぬこ と が 
多 《 な つた が 。7 年 1 月 。 子供 が 相 導 いで 清 和泉 し を た の を 動機 を し て 一 般 に 意 其 が 加代 し 始め 
之 は な か な か 株 復 せ ず 、 塗 に その 年 の 10 月 中 旬 に 楽 た の を 最後 と し て 操作 を 打 切 つて し ま 


a つた 。 

と の 間 に 浴 ける 家庭 的 事情 の 幾 化 と し て 、 昭 独 5 年 12 月 末 、 最 後 の 下宿 人 た る 一 人 を 宣 際 

に 疫 つ て か ら 下 答 業 を や め て し まつ た 。 (も ぅ 一 人 居 つ た 下宿 人 は 恵 者 が 堂 科 を 訪れ る ユ ケ 
月 程 前 患者 の 病気 を 理由 と し て 断つ て し まつ た 。) 


川 分 析 病 歴 


王 病 まで の 事情 42 歳 の 時 夫 に 死別 し 15 歳 、11 歳 、8 歳 の 3 人 の 子供 を 連れ て 故郷 な る 
現在 の 土地 に 移り 素人 下宿 を 始め た 。 愚者 は 元 来 田 ま さり の 無 性 で あり 、 怖 き な ど は 知 ち な 
い 方 で あつ た が 、 夫 の 死後 は 生活 上 の 心配 大 は 親類 と の 間 の 色々 面白 か ら ぬ 事 件 の 入 無 が 双 
《 く なり 、 え メッ カリ 9『 及 病 に な つて し まつ た 。 絶え ず 何 か に 環 は れ は し まい か と の 不 光 が あり 、 
或 時 な ど 夜 析 側 で 織 な 昔 が し た の を 非常 に 頂 が つた こと が ある が 、 之 は 患者 の 性 格 と し て 異 
常 な と こと で あつ た 。 下宿 人 は 2 人 。 何れ も 十 寧 の 男 で あつ た ぶ が 、3 人 目 に 24 ン 53 歳 に な る 
海軍 兵 上 り の 男 を 置い た 。 そ の 男 は イヤ に 親切 で 多々 し く 何 か 野心 が ある や うに 思 は れる ば げ 
か り で な く 、 そ の 男 が 未 て か ら 2 ヶ 月 ば か り 弧 つと 時 々 夜中 に 愚者 の 美 室 の 電 燈 が 消え て 居 
つた り ( 患 者 は 用 心 の 筐 いつ も つけ 放し で 疑 る )、 夜 分 患者 の 疑 て ゐる 傍 に 浴 て 煙草 を 喫 つ 
た りす る や うな こと が 度々 あつ た 。 生年 ば か り 綴 つた 或 晩 の と と 。 そ の 男 に 呼び 起き れ た の 
で 超 き る と 彼 は 室 を 略 て 行 つ た が 、 前 後 の 事情 あら 別 断 し て 何 を し に 來 た か 確か に 別 つ た 。 
翌日 下宿 を る と 謝罪 や ら 哀願 や らき され た が それ で も 断つ た の で どん な か 仕 払 し を きれ る か と 
思 つ て 非常 に 怖 か つ た 。 扱 て 肌 物 恐怖 症 の 前 臨 間 の 如き も の 、 印 ち 「 玉 物 は 危険 な も な の だ か 
ら 用 心 し な けれ ば いけ な い 。 人 目 に か ゝ る 所 に 串 く の は 不用 心 だ 」 と 孝 へ ( 覚 際 愚 者 は 訟 本 
さき し に 履 を 作 つ た )、 麗 物 に 無 を つけ る や うに な つた の は この 事件 の 前 後 あ ふら で あ る が 、 そ 
の 時 期 が 明 腔 で な い 。 夫 の 生前 に は と ん な こと が 無 か つ た の は 確 で も る が 、 劉 物 に 特に 気 を 
つけ る や うに な つた の は 、 牙 は 内 の 死亡 直後 で ある と 言 ひ 、 束 は 下宿 屋 を 始 あ て か ら で あ る 
と 言 ひ 、 或 は 前 述 の 海軍 兵 上 り の 男 が 来 て か ら で あ る と 言 ひ 。 或 は その 男 が 軸 て 行 つ て か ら 
だ と も 言 ふ :o 何れ に し て も 恵 物 に 特に 無 を つけ る や うに な つた の は 夫 の 死後 ホ ら 薄々 超 つ て 
大 り 、 そ れ が 前 輝 の 事件 に よ つ て 張 め ち れ た と ょ 考 へ る の が 最も 須 営 だ ら う 。 久 物 に 特に 注意 
する や うに な つた 時 期 が 胃 隊 で な い 加 く 、 その 動機 も 赤 明 栗 を 鉄 くも の が ある 。「 男 手 が 無 
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いか ら 不 用 心 だ と 考 へ た か ら 」 と か 「 有 物 で 益 き れ は し まい か と 思ふ か ら 怖 いと か 言 ふ が 
庫 の 目的 が 何 席 に 奉る か が 明瞭 で な い 。 例 の 事件 が あつ た 後 は 「 そ の 男 が 自 察 を 起 し て 茎 
れ 科 ん で 來 や し まい か | と 怖 れ た と いふ が 、 事 件 の 前 の 恵 物 に 怪 す る 砂 念 に 就 い て は 要する 
- に ハッ キリ し た 動機 を 思ひ 出せ な いと 舟 す る 他 は な い の で ある 。 

その 後天 し た 事件 も 無く 、 た ゞ 欧 物 に 特に 用 心 し つ ヽ 敷 年 を 暮し た の で ある が 。 昭 和 3 年 
の 衝 下 を 食べ 、 そ の 後 無 分 世 き 、 色 々 な 緯 綴 症 然 を 来 し た と と は 前 逃し た 。 賞 時 下 窒 入 は 2 
人 (長男 の 友人 、S と G) 居 た が 、 そ の 中 の S が 翌 4 年 の 8 一 9 月 頃 か ら 性 質 が 旋 胡 し 、 陽 
握 な 人 が 挨拶 も ろく に し な いや うに な つた 。 之 が 趣 者 を 非常 に 所 に 陸 け きせ 、 請 症 稀 を 悪化 
きせ る 動 本 と な つた が 、12 月 初 か ら 再 び S は も と の 人 性質 に 選 り 、 乏 と 共に 患者 の 気分 も ょ 
《 な つて 行 つた 。 何故 8 が そん な 風 に な つた か は 愚者 の 大 き な 圧 間 で あつ た が 、 媒 5 年 1 月 
に な つて それ が 解け た 。 印 ち で か ら 「S の 目 誌 に G ょ 妨 (愚者 の ) と が 仲 が 好い の で 面白 
《 く な いと 書い て ある 」 由 を 開か きれ 、 更 に 表 目 後 G が 5S の 日 誌 を 持参 し 患者 に 見 せ た が 、 そ 
、 れ は 妨 の と と ば か り で な く 女 の と と 、 艦 愛 云 々 の 区 字 で 埋め られ て 居 た 。 之 等 の こと を 稀 つ 
て 以 來 愚者 は 臣 先 に 「 か うい *. と と か らち 列 物 芋 味 に な る 」 と 考 へ 、 稀 き と 愛 慮 と 見 る べから 
ざる も の を 見 て し まつ た と の 自責 の 恋 と 、 更 に 「 妃 が 殺さ きれ は し まい か 、 そ の と ば つ ち り で 
_ 自分 も 殺 き れ は し まい か | と の 可 怖 に 提 は れ た 。 何故 偵 先 に 「 殆 物 ] を 孝 へ た か は 加 者 自身 
で も 不可 解 の と と で あり 、 後 に 詳 論 す る 如く 、 症 占 分 析 の 甚だ 興味 ある 燃 月 で ある 。 それ は 
き う とし て 月 目 と 共に この 懲 怖 は いつ と は 無し に 消え て 行っ た が 、 玉 物 を 太目 に つか な い 所 
に 名 か うと の 用 心 だ け は 一 層 最 重 に な つて 行 つ た 。 か うい ふ ゞ 事情 の 下 に ある 愚者 が 2 月 に 肌 
到 を 買 ひ 、 そ れ ょ 共に 學 物色 頂 症 が 起 つて た の で ある 。 

刃物 委 橋 症 の 内 容 の 擬 化 「 斬 ちら れ は し まい か | が 「 斬 つた ら 大 好 だ ] と 打 つ た と と ) は 
徐々 に 起 つて 居る や う で ある 。 た ゞ 8 月 娠 が 手術 を 受け て 以 來 症 和 駅 が 鈴 ヶ 張 烈 と な つて 來 た 
が 、 内 容 導 化 は 取 に その 前 に 起 つ て 居る 。 

症 鉄 の 特徴 立 に 症 庄 に 開 す る 購 想 患者 の 言 ふ 所 を 線 合 する と 「 肌 物 は 男 だ けし か 持つ て 
局 な い ] 少く と も 「 欧 物 を 以 て 痢 し た り 危 害 を 加 へ た りす る の は 男 に 限る 」 さらう で あぁ 。 例 
ば ぼ 悪 者 は 、 宙 な ど を 持つ た 男 を 見 る と その 中 に 刺 物 が 入 つ て 居 は し まい か と 息 像 し て その 
男 に 危害 を 加 へ られ る こと を 和 頂 れ る が 、 女 が 包 物 な ど を 持つ て ゐ て も 別に 何と も 思 は な い 。 
駐 悪 者 は 言 ふ 、「 男 な ん て どん な 立 泊 な 風 来 を し て 居 つ て も …… 著 い 女 の あと を つけ て 人 行 つ て 
殺し た りす る 。| と 。 其 の 他 烈 物 を 持つ た 男 に あと を つけ ち れ る や うな 県 が する と か 、 肝 居 
に 出 て 来る や うな 好い 男 が 豆 絞 9 の 手拭 で 疾 梓 9 を し て 出 再 府 了 を 振り 9 上げ て の ゐる 場面 を 容 
想 す る と か 、 男 の 腰 の 高き に 測 列 の 居 衛 像 を 見 る と か 、 威 勢 の い ヽ 魚屋 の 若い 者 を 居れ る と 
か 、 男性 と 刃物 と の 開 職 を 示す 隊 想 は 枚 軸 に 貴 が 無い 。 その 特別 な 場合 と し て 彼女 の 長男 
ー ( 賞 時 23 歳 ) に 至 す る 開 保 が あ る 。 最初 出刃 麗 怖 症 が 最も 猛 列 だ つた 頃 、 患 者 は 長男 の 額 を 
見 る の が 財 し いや うな 嫌 な や うな 自 し いや うな 気 が し た と いふ が 、 そ の 理由 は 長男 は 小 い 時 
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か らち 短気 で 無 鐵 人 砲 だ か ら ど ん な こと を きれ る か 解ら な い ( 邊 て 夫 の 死後 間 も 無 く と の 長男 に 
Schamhaare を 引 つ 張ら れ た こと が ある 『) と の 恐怖 が ある 一 方 、 斬 り た い 笑 動 に 騙 ら れ ヽ 殊 
に 喉 備 の 高く な つて る の を 見 る ょ か 裸 に な つて 姜 て る の を 見 る と か する 時 に と の 衝動 が 張 く 
な る か ら で あ る 。 従 つて 長男 と 将 座 する 時 は ( 丈 に 二 人 き り で 居る 時 ) 無 持 が 落着 か ず 、 
長男 が 肌 て 行く と ホ : と する o ホッ と する と 共に 何と も 言 べ ぬ 汐 し さ に 捜 は れる の が 通常 で 
ある 。 耐 も 長男 と は 、 他 の 男性 に 比 し 最も 厩 々 人 ふわ け だ か ら そ の 蘭 痛 も 赤 最 も 大 で ある 。 
長男 を 斬り た い ぃ 衝動 と それ に 至 す る 恐怖 と は その 後 交 男 や 妨 に も 及 ん で 行 つ た が 乏 等 の 入 か 
ら は 六 害 を 加 へ られ は し まい か と の 恐怖 は 感じ な い 。 

か く の 如 《 愚 者 の 玉 物 恐怖 導 は 、 錦 言 す れ ば 男 件 懲 怖 症 と も 言 ひ 得 る の で あ る が 、 と の 巡 人 性 
恐怖 の 理由 と し て 則 者 は 「 斬 つた りす る の は 男 の 方 が 多い か ら 」I( 色 ち 男性 麗 怖 は 処 物 私 怖 連 
の 結 梨 で ある ) と 各 し て 居る が 、 果 し て 和 は 本 営 の こと を 言 つ て る の で あら うか 。 愚者 は 一 
般 に 男性 を 恵 物 に 開 脆 せしめ て 恐怖 する 一 方 、 忍 物 に 開 係 無く 、 む し る 性 的 危険 に 開 し て も 
應 怖 し て 居る 。 海軍 捧 上 り の 男 を 下宿 に 堅い て る 間 束 戒 し た の は 彼 の 言動 か ら 看 取 し た 性 的 
写 心 に 列 し て ざ あ り 、 式 中 の 出来 事 を 恐怖 し た の は その 理由 を 説明 する まで ざ も な いら 。 愚者 
は 多 、 電 事 や 、 そ の 他 の 人 混み の 中 で 男 の 傍 に 行く と 性 的 術 動 が 起り て 時 と し て . Scheide が 
nAssen する と と が ある と いさ りう 、 そ の 人 に erotisch な 上 眞 似 を し や し まい か 、 短 り 添 つて 行っ 
た らち 大 奨 だ と 思ふ と と が ある 。 或 は 狂人 に な つて 長男 の 疹 床 に 入り 込み や し な いか を 頂 れ 、 
丈 に 長田 が 補 位 に な つた 時 な ど 細 つ て 行き た い 術 動 と それ に 翌 す る 恐 価 と に 襲 は れる 。 その 
他 後 に 誰か 怖い 人 が 居る や うな 所 が する こと が ある が 、 そ の 無 持 は 箇 て 妨 時 代 に 男 に 後 を つ 
け られ た 時 の それ と 同じ で ある と いふ 、。 或 は 隊 家 の 細 尾 を 殺し て その 主人 を 礁 つた ら 」 と 
か 1 表 の 家 の 主 人 に 比 な 要求 を 出さ きれ た ら ど うし ょ う ] と か 「 記 内 の 友 入 が 家 に 入 つて 了 來 た 
ら 」 と か 当 想 上 の 危険 に 百 し て まで も 恐怖 し て ゐる 。 

この 侍 的 危険 に 至 す る 恐怖 が 他 の 恐怖 に 開 徳 し て ゐる 例 は 動物 恐 頂 症 に 於 いて 更に 題 著 に 
現れ て 居る 。 分 析 治 療 胡 始 後 3 ヶ 月 傘 を た 時 の こ と で ある が 、 或 日 近所 の 大 き な 犬 ( 牡 ) が 放 
尿 す る 所 を 見 て その 犬 に あぶ さき リ た い 衛 動 を 感じ た が 、 騰 手 に 人 世 つて 來 て か ら 「 或 所 の 奥 さ 
ん が 太 ょ 通じ て 犬子 を 生ん だ 」 と いふ 話 を 思ひ 出し 、 そ の 後 犬 に 翌 す る 科 症 を 生じ 、 所 
中 を 開く の も 上 足 恥 を 見 る の も 交 に な つた 。 それ と 同時 に 「 犬 の ら や うな 顔 に な り は し まい か | 
「 大 の 弓 公 を し や し まい か 」「 長 男 ( 薄 は G) の 彰 が 犬 に 見 え や し まい か 」「 犬 に 自分 ら 原 の 所 
に 人 後 か ら 絹 ら れ は し まい か 」「 肩 の 所 に 後 か ら 前 財 を か け られ は し まい か 」「 犬 が 秘 織 裕 を 着 
け て ( 或 は お さ ん に な つた ょ と 言 ひ な が ら ) 家 に 入 つ て 來 や し まい か [大 と 例 の 海軍 兵 上 り 
クタ ょ 一 所 に 家 に 入 つ て 來 や し まい か 」「 犬 が 疲 床 の 中 に 入 つて 來 や し まい か 」 釜 々 の 悪 和 
規 が 時 と し て 避 過 像 吾 深 上 を 件 つて 加 者 を 舞っ て 來 た 。 こ の 各 怖 症 に 倍 ま され つ ヽ ある 間 
に 、 牙 日 馬 が 澤山 居る 傍 を 遂 つ た 時 「 馬 に 自分 の Genitalien を 踏ま れ は し まい か | と の 懲 
季 を 有 つ て 以来 「 司 に 剖 を 帆 ら れ は し まい か 」 と の 麗 頂 や や その 他 理由 の 無い 情事 怖 錠 て 多 明 
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症 ) 一 欧 に 選 の Tenis を 見 る の が 背 一 一 と 馬 を 調 象 と する 性 的 衝動 と に 昔 し まね ば な ちら な 
か つた 。 此 の 他 。 生 、 狐 、 猿 、。 蛇 等 に 怪し て も 基 細 な 動機 か らち 恐 需 症 (上 忌 症 ) を 示し 
- た が ヽ その 症 稚 と 動機 と は 犬 。 大 の 場合 と 大 同 小 異 で ある 。 之 区 の 詳し い 考 投 は 俊 に 誠 る と 
し て 、 症 汰 の 上 か ら 、 本 愚 者 に 於 いて は 性 的 作 座 に 疫 す る 恐怖 症 と 肌 物 恐怖 胡 。 動物 私 怖 症 
と は 下行 し て 現れ て ゐる と の 事 党 を 須 阪 する こと と が で きる 。 
こと ゝ で 一 つ 皿 者 の 性 生活 史 を 所 て みょう 。 区 づ 狂 義 ら 、 即 ち 普 骨 の 意味 の 性 生活 史 を 逃 べ 
、 る 。 小 硝 校 に 石 か な い 前 、。 兄 と Genitalien を 見 せ 合 つた こと が ある 。 ス 。 女 竣 達 同志 で 
。 Genitalien を つつ け 合 つた と と は 厩 々 ある 。 かう いふ 時 遇 者 は いつ も aktiv な 方 で あつ た 。 
そん な と と ば か り し て 遊ん で 居 た と い ょ 、。 11 2 歳 の 頃 6 歳 下 の 弟 に 届 し aktiv た coitus の 
" 眞 似 を し た 。12> 3 歳 の 頃 coitus の 準備 且 佑 を 或 大 入 に 誠 は れ て 衝 省 し た と と が ある が 、 党 時 
それ を 理 人 解 し 得 た か 否 か は 記憶 に 無い が 。 尋 な と と だ と 感じ た と いふ 、。 賞 叶 大 人 か らち unzich- 
tig な 話 を 開く 機 合 が 多 か つ た が 、coitus の 事 餅 に 就 い て は 生 信 邊 基 で あり 。 史 き うい ひ ふ 話 
を 聞く の が 婚 だ つた 。 久 こ の 頃 兄 か ら の 秘蔵 する obszOnes Bild を 見 せら ち れ た が 後 で 自 
*+ 分 一 人 で も 出し て 見 た 。 16 歳 に 最初 の Mcnses が あつ た が 、 か ね て 聞い て は ゐ た も の の 信じ 
・ 朗 か つた の で 驚い た 。 Onanie - は 営 時 無 か つ た が Menses の 夫 な い 前 維 を 以 て Menses の 際 の 
>: 手 営 の 眞人 を し て みた り し た 。 
「 17 一 8 歳 頃 に は 男女 開 係 の 話 な ど を 開く の が 大 疹 で あつ た 。 時 大 大 が き ら で あ る が 。 所 詩 
和男 尋 の 」 で あつ た 。 賞 時 近所 の 男 に 読 は れ た が 振り 切 つ て 多 げ て 來 た 。「 き か な い 娠 だ チ 」 
| 世 言 は れ た 。19 歳 の 頃 夜 一 人 道 を し て る 時 男 に 後 を つけ て 来 ち れ た と と が あつ た が ら ま く 逃 
- ザ た 。 男 を 怖い と 思 つ た の は 此 基 か ら で あ る 。coitus の 事 餅 を 知 つ た の も 此 頃 で ある 。 
21 歳 の 時 。 12 歳 上 の 男 と 結婚 し た が ヽ 性 生活 は 夫 か ら も 控 べ ^- 目 過ぎ る と 言 は れ た 程 消極 的 
。 で あつ た 。 夫 に は Impotenz 等 の と と は 無 か つ た 。 加 者 が frigid で あつ た か 否 か は 開く 機 宣 を 
> 得 な か つた が 、 夫 の 死亡 後 の 算 龍 か ら 息 像 し 、 患 者 が 話 き な か つた こと は 障 得 が 無 か つ た も 
* の と 見 て 半 家 ある まい 。 coitus a tergo の 経験 は ある が 、 そ れ が 特に lusterregend で あつ た か 
否 か は 開き 洩 し た 。 
42 歳 の 時 夫 が 病 玩 し 。 その 後 斉 尋 と し て 暮し て ある が 亡 夫 へ の 思 墓 は 切な る も の が あつ 
た 。 し か し 下 し た いと は 思 は な か つた 。 昭和 3 年 (48 歳 ) 5 月 か ら Menopanse に 入 つ た が 
その 前 後 か ら 盛 に Onanie を や る や うに な つた 。 その 際 の 空想 は 常に 内 を 到 象 と する も の で 
あっ つた 。Onanie は 弄 年 9 月 箕 人 科 農 を 訪れ る まで 貫い た が 。 現在 の 病気 が 起 つ た 時 は Onanle 
の 示 か と 思 つた と いよ 。 牙 病 後 も 性交 稀 動 は 絹 く 超 つ て 居る が 。 和 之 に は いつ も 「 ミ うい ふ こ 
ょ を し た ちら 大林 だ |」 と の 惑 怖 が つ きま と ふ や う に な つた 。 その 具 器 的 な 例 は 前 項 に 述べ た が 
と ヽ で 愚 者 は 紙 病 前 後 か ら Genitalien に 対し 非常 に 敏感 に な つた こと を 特記 し て お きた い 。 
は negatiy な 形 、 部 ち 背 式 は 差 恥 の 感 か 絹 い と いふ 形 で も 現れ て の る が 、PoSitiy 乳 ち 超 
帳 な 願望 式 は 興味 を な つて も 現れ て ゐる 。 大 や 最 に 至 し 区 忌 症 を 示し た の も その 源 を た \ せ 
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ば 乏 答 の 動物 は Genitalien を 露出 し て ゐる か ら で あ る o 区 愚 者 は 如 と 一 緒 に 名 湯 に 行 ぐ が 炉 
は いて くら 注意 し て いて も それ を 補 ら な い 。 それ が た ま ら な く 次 だ と いふ o 区 所 万 の 典 き ん 
で よ ょ よく 風 叶 で 一 緒 に な る 人 が 下 無 で Genitalien に 開 し た 汚し いと と を する の を 見 て か ら 、 そ 
の 人 の 顔 を 見 る の も 林 に な つた 。 愚 者 は 向 る 時 の 身 仕 諾 に ゃ 深く 注意 し 、 電 焼 を 消し 、 露出 
と を 本 度 に 桂 式 し た 。 他方 positiy な 現れ と し て は Onanie が 感 だ つた 頃 男 性 全 幹 と し て は 
な く 、 そ の Genitalien だ け を その 形 の ま ょ で 欲し た と と が ある 。 文 下宿 人 を 朝 起 し に た 行 つ 
た 時 Erektion を 起 像 し た と と も あつ た 。 犬 次 忌 症 の あつ た 頃 、 家 に 居 で 如 勝 手 に 春 を 向け 
て 衝 つ て 大 る 時 、 或 は 入 ど み の 中 に 居 る 時 後方 か ら Penis が 入 つ て 來 る や うな 感 引 を Vagina 
に 有 つ た 。 紫外 和 之 等 に 問 し た こと は 無 敷 に ある 。 

要 芝 患 者 の 性 生活 は 小児 期 ふ ら 前 思春 期 に か け て positiv に 現れ 、 思 春期 か ら 結婚 生活 中 
は Negatiyitit を 示し 、 夫 の 玩 後 は Positivi 代 Et と NegativiE3E と が 混合 し て 現れ て ゐる 。 

廣 義 性 生活 に 就 い て は 後に 逃 べ る 。 

性 裕 喜 に 生活 喝 患者 が 生れ た 頃 多 は 巡査 を し て ゐ た 。 その 負 は 一 時 巡査 を 龍 め 、 金 貸 を 
始め た (それ 程 家 は 和裕 注 で も つた) が 和 失敗 し 。 また 巡査 に な つた 。 し か し 今度 は 田舎 に 勤務 す 
る の で 且 と 同胞 と 患者 と は 人 多 と 別居 し た 。 乏 が 患者 の 8 歳 の 項 で ある 。 営 時 末 親 に 次 し 
て と うい ふ 、 感 情 を 有 つ て あ た か 修 り 記 境 に 無い 。 父 と は その 後 時 々 一 炒 に な る 位 の も の で あ 
つた が 、 そ の 時 の 外 象 は 「 多 は 怖い 人 人 、 従 つて 人 多 に 対し て は 他人 の や うな 遠慮 が あつ た | と い 
ふ の に 寺 き る 。 父 は 順 る 短 無 な 和信 で 、 怒る と 物 を 明 し た り 竣 れ た りす る の で 、 來 る と 「 早 
(田舎 へ 吸 つ て くれ ゝ ば い ヽ ゝ と 思 つ て の ゐ た 。 業 に 翌 し て は 全 忠 と し て お と な し い 、 第 し 
い 粧 だ と 思 つ て ゐ の た と いふ ょ 、 記 憶 し か 無い 。 光る 患者 が 人 り きか な か つた の で 〈 左 を 呈 つ た と 
と も ある や うだ と いさ ふう ひど <, 距 られ た と と は ある が 。 人 多 が 田舎 へ 勤務 する や うに な る まで 
の 愚者 は 比較 的 順調 に あつ た わけ で 、 自 然 我 佐 に 、 丈 に 士 旋 の 妨 だ と いふ 、 の で 無 位 が 高く 育 
て られ た 。 小 い 時 か ら 非 常に 「 き か な い 」 娠 で 、 肥 人 や 弟 閑 を め て ば か り 居 り 、 折 の 筐 
押入 に 入れ られ る ょ 六 物 を 裂 い た り し た 。 友人 は 女 が 多 か つ た が 、 い つも る 餅 提 大 生 で あり 男 
の 子 の や うな 遊び ば か り し て の ゐ た 。 

秋庭 の 事情 で 鞭 常 科 て 四 年 課程 ) きり で 學校 を 止め 、 子 守 や 女 中 に や られ た が 。 主 人 の 家 
族 に 分 務 を つけ て 呼ぶ の が 林 で 、 早 き は 20 日 、 永 と も 5 ヶ月 位 で サッ ゥ サ と 上 忠 つ て 秦 た 。 愚 
者 に は か うい ふさ 直情 宰 行 的 な 所 が ある 。 ロロ 悟 し が り 、 負 け ず 次 ひで 友人 が 裁 終 の 籍 大 に 通 
ふ の を 見 て 羨望 に 画 つ ず 。、 坪 に せ が ん で 家庭 の 事情 を 押切 つて 裁 元 に 通 は し て 貰 つ た 。 衝 が 
7 歳 の 時 で ある 。 きか な い 代 り 仕事 は ミッ と りや る 方 で 、 文 人 帳 硬 、 節 約 、 態 理 好き 、 侍 事 
は 光 め る と と が 靖 ひ 、 物 持ち ょ く 、 遇 岡 々 々 し な い 。 し か し 執念 深く 一 芋 憎い 思 s、 を 一 生 
も 忘れ な い 方 で ある 。 

2 杜 の 時 結 敵 。 夫 は 印刷 業 を や つて ゐ た が 加 者 は 内 職 と し て 小 問 物 な ど を 商 つ た 。 千 の 
他 に 小 鮎 多く 、 西 も 天 を 初め その 同胞 何れ も 性 格 異 常 者 で て 和 は 後に 精細 病 を 本 し て ゐる ) 
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- 患者 の 普 券 は な みな みな ら ぬ も の が あつ た 。 自殺 を 考 へ た と と も あつ た と いぶ.。 之 等 の 境 泊 


の 篇 患者 の 性 格 は 妙 に い ぢ け て 表面 柔 須 を 装い ひな が ら 内 心 反 抗 的 な 気分 が 濃厚 に な つて 行っ 
た 。 子供 は 7 人 生ん だ が 死産 或 は 生 直 後 死亡 で 3 入 を 失 ひ 、 長女 を 15 歳 で 失 つ た 。 と の 時 
の 悲し み は 非 常 な も の で 、 そ の 後 自分 が 妨 に な つた 夢 を みる と と が あつ た と いふ 、。 現存 の 長 
学 は 、 玩 産 、 生 直後 死亡 と 績 いた 後 で 生れ た も の 改 、 愛 は 非常 に 深 ふ つた が その 育て 方 は か な 
り 茂 し か つた 。 いつ か 折 摘 し た 時 「 お 穫 き ん に 殺さ きれ る | と 叫ん だ どい ふっ か く の 如 く 加 者 
は 愛 慣 雨 本 に 走る 感情 (Ambivalenz) の 持 主 で ある 。 之 と 同様 な と と は その 他 種 々 の 方 面 に 
現れ て ゐる 。 例 へ ば 愚 者 自身 で は 刃物 を 使 つ て 魚 を 料理 し た り 、 医 割 し た り 、 家 族 の 顔 を 剃 つ 
て や つた りす る と と が 好き で 、 騙 の 料理 な ど 他 の 家 の 分 まで し て や つた り し た 程 で ある が 。、 
小 い 子供 が 藻 割 な どす る の を 見 る と 危 く て 足 の 麻 が ザク ゾク する と いふ 、。 爺 ち 憩い と と が 好 
き で あり な が ら 他 面 に は それ を 逃避 する 傾向 が 張 い 。 と の 他 執念 深い が 憐 感 の 情 も 深く 渓 も 
ろ い 所 が ある 。 一寸 し た 恨 も 宮 れ な い が 一 飯 の 因 に も 報い る 方 で ある 。 快活 な 所 も ある が 取 
越 昔 共 も する 。 要する に 感情 が 渡 しぃ 性 格 で ある 。 

夢 此 上 席 に 掲げ る 夢 は 愚者 が 報告 し た も の ぃ ゝ 中 比較 的 確 貨 な 根 搬 を 以 て 解 種 し 得 た も の だ 
け で ある 。 夢 の 内 容 及 びそ れ の 職 想 は 悪者 が 逃 べ た ざけ の も の も ある が 、 誠 問 に ょ つて 補 つ 
た も の も 少く な い 。 

夢 て 1)C 昭 和 5. 12. 7. 夜 〕 左下 の 涯 が 負 物 ( 投 ?) で 肉 を 負 が され る や うに 痛む 。 見 
る と 秋 元 に 色 の 上 自 い 春の スラ リ と し た 男 (下宿 入ら 一 人 きち らしい) が 立つ て ゐる 。 その 男 が 
醒 を 利 つ た に 右 ひ 無い 。 そ の 男 は 何 か 女 の こ ょ で 失敗 し て 來 た らし い 様 子 だ 。 私 は 「 そ の 女 
ば か り が 女 で な いか ら 他 を 探し た らい ヽ で せ う | と 言 つた ら 彼 は 「 ミ うし ませ うら 」| と 言っ 
た 。 起き て 便所 に 行か ら と 思 つ た ら 其 度 に 鼻 交 が 落ち て ゐる 。 鼻 紙 に は ベッ トリ と 赤黒 く 血 
が つい て ゐ た 。 この 匠 は 商 か ら 出 た の だ と 思 つ た 。 そ の 男 が 「 便 所 に 行く な ら 乏 も 持つ て 行 
け 」 と いぶ の で 、。「 何 だ 、 人 を 痛く し て お いて 之 を 持つ で 行け な ん で 、 身 つ ば くれ で ゐる 」 
と ょ 四 ひ つ ゝ その 析 の 着い た 帆 紙 を 便所 に 棄て ヽ 來 た 。 忠 つて みる と その 男 は 芝 に 居 ず 窓 の 外 
に G が 居る 。 其 上 庶 へ 夫 (まだ 生き て ゐる 所 だ ) が 来 て 「G も 開 係 が ある ん だ か ら 捕 なけ り 
や いか ん 」| と 言 つて 出 て 行 つ て G を 捕 へ て 夫 た 。 大 きい 方 の 息子 も 傍 に 居 て 「 入 だ な ん て で 解 
らち な いも ん だ ネネ | と 言 つ た 。 その 後 は 不明 。 

障 想 。 区 づ そ の 夢 を 見 た 日 の 出來 事 を 岳 起 し ょ う 。 人 問 妨 と 茶 深 ひ を や つた 。 勿論 府 耳 
を 使 つ た の で ある が 非常 に 尋 だ つた 。 茶 洗 ひ を や つて る 間 に 月 総 の 時 の や うに 下腹 が 痛ん だ 
の で 、 婦 と 「 今 頃 月 門 が あつ た ら 悪 いま ネ ] な ど と 話し 合 つ た 。 卵 飯 後 G が 遊び に 浴 た 。 《 営 
時 彼 は 既に 下宿 を 由 て の る 。) G が 來 た ら S が 外用 し た 。 G が 未だ 居る 間 に 患 者 は 床 に 就 
いた 。 疹 る 時 娠 が 「 商 は 治 つ た の 」 と 開い た 。 蓋 し 愚 者 は 日 前 か ら 上 靖 ( 夢 と 同じ ) が 病 


” み 、 そ れ は も う 治 つて ゐ た の で ある 。 G- が 上 亡 つ て か ら 有 眠り 、 一 度目 を 覚まし た 所 S が 上 


っ て 來 た 。 その 後 で 再び 妥 つ て みた の が 前 記 の 夢 で ある 。 鬼 て 夢 に 現れ た 男 は 、 顔 は よく 解 
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- ら な い が S の 性 好 に 一 致す る 。 S が 交 に 失敗 し た と いふ の は 。 加 者 が 補 み 見 た S の 日 誌 に 

_ 書い て あつ た こと で ある 。 S は 無 邪 無 に 見 える 男 で 、 女 の こと な ど 未 だ 問題 に し て あな いや 
うに 回 者 は 思 つ て ゐ た が 、 日 誌 を 見 て か ら は 油断 が で きぬ と 思 つ て の た 。「 泊 断 が で きめ 」 と 
の 意味 は 、 閥 の 聖人 の 免 行 を 怖 れ た と いふ と と で ある o 共に 典 箇 で ある が 患者 は この 紙 
を 信 て Menses の 際 に も coitns の 後 で も 用 ひ た と と が ある と 述べ て の る o エッ トリ と 六 い 
た 血 に 開 し て は 菌 発 に Menses の 箇 を 隊 想 し て ゐる 。 由 区 を 便所 に 茎 て る こと は NMenses 太 
が coitns の 際 の 日 常行 徹 で も あつ た 。 ご と いふ 下宿 和信 は 吉 辿 に 性 に 開 す る 話 を する 協 で 妃 者 
は いつ も 「 敵 らし ぃ い | と 思 つ て ゐ た o「G ゃ 開 係 が ある 」 と いふ 意味 に 開 し て は 、 愚者 月 身 で 
は 「G が 日 誌 を 持つ て 來 て 見 せ た の だ か ら そ れ で 捕 ま つ た ん だ と 孝 へ た が 、 それ が 夫 に 捕 ま 
つっ た こと ょ は 理 窓 に 合 は ぬ ね | と 述べ て ゐる 。 [人 だ な ん て 釣 らち な いも ん だ ネコ と いふ 言葉 の 意 
味 は 、S が 見 か け に よら ず 日 誌 に 女 の と と を 書い て ゐ た こと を 指す と 解 怒 し て ゐる 。 この 芝 
令 骸 に 就 い て は 例 の 海軍 兵 上 り の 男 の 事件 を 箕 相 し て ゐる 。 

解 姓 。 後 章 で まとめ て する 。 「 

夢 〈2)〔 5. 12. 11. 夜 ] 車 井戸 で 水 を 肖 む 所 。 事 に 洒 が 断れ た に も 係ら ず 釣 紅 が 薬 に 上 つ 
て 來 た 。 見 る と 綱 が 切れ き う に な つて 居 て 其 席 を 織 枚 で つない で ある 。「 よ く 切 れ な いで よ 上 
つて 來 た 」 と 安心 し た 。 

隊 想 。 私 の 家 で 常用 の 井戸 は 共同 な も の だ か ら よ く 網 が 切れ る 。 

夢 C3)C6. 1. 21. 夜 ] 夜 考 探 で 車 井 戸 か ら 水 を 波 ん で ゐる 。 所 が 綱 に 沖 い 所 が あつ た 
の で 、 和 危 い 、 と 妃 つ て 注意 し な が ら や つと 航 み 上 げた 。 流 み 上 げ て か ら 綱 を つ た 。( こ の 他 
に も 井戸 の 夢 は 厩 * み る 。 何れ も る 釣 瓶 が 重く て 自分 の 身 骸 が 井戸 の 中 へ は まり さき うに な る 所 
か 、 切 れき うな 綱 で 一 生 落 命 流 み 上 げ ば て る 所 に 限ら ちら れ て ゐる 。) 

夢 て (4) 6. 1. 26. 夜 〕 私 が お 膝 手 に 居る と 向 ふか ら 犬 が 薦 に 馳 け こん で 來 た 。 まる で 一 “" 
足 跳び の や うに 勢 よ ょ く 馳 け て 來 て 腔 手 に 入り 込ん だ 。 そ し て 私 と 流し に 忠 い て あぁ つた 茶碗 
と に 角 つ て か ら 「 こ とこ ヽ に 挫 る ん ぢ お や な か つた | と いふ や うな 、 さ も いとこ と を し た や うな 性 
好 を し て 多々 と し て 用 て 且つ た 。 (大 が 勢 よ ょ く 入 つて 來 て 直ぐ 戻っ て 行 つ た 夢 は 前 に る 一 諾 
みた こと が ある 。) 

夢 C5 う (6.1.2S. 夜 〕 妃 と 二 人 で 散歩 に 用 た 。 道脇 が 低く な つて 居り 、 其 謀 に 大 き 
な 川 が ある 。 私 は 落ち は し まい か と 杭 々 歩い て ね る の に 、 刀 は 何 席 か ら 隆 り て 行 つ た か その 
川 に 入 つ て 行 つ た 。 有川 の 中 に は 家 も あり 。 池 の や うな 所 (C 印 ち 椿 同形 に な つた 水 溜 ) も あぁ 
る 。 召 は その 池 の 周 り を 歩い て ゐる 。 私 は 上 か ら 「 危 い 」 と 叫ん だ 。 其 席 へ 50 歳 . 位 の 易 の 
人 《 知 人 の 夫 ち し い ) が 夫 て 「 共 謀 は 危 い で す ょ .」 と 言 つた 。 刀 は 其 席 に 入ら ず 、 廻 つて 歩 
いた ドリ で よう て 科 た o それ か ら 二 人 で 牙 家 に 行っ た 。 座 避 に よる と 主人 て それ は 前 軸 の 50 
壮 位 の 男 の 人 で あつ た うと お か みさ ん と 媒 と が 居 た 。 や か みさ ん が 「 あ な た に 和 之 上 げ ま せ う 」 
と 言 つ て 天 衝 秩 の や ちな も の を 水 肌 し た < 私 は [そん な も の 要り ませ ん 』」 と 断つ た 。 その う 
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> ょ 史 
。 ち に 家 の 人 が 障子 を あけ た 。 する と 共 席 に も 川 の っ や うな 池 が あ る 。 妨 と 基 の 家 の 妨 と 二 人 で 
> その 池 一 入 つ て 行 つ た 。 そ の 池 は 大 へ ん ぬか る 。 で 「 危 ぃ 」 と 思 つ た が 、 よ く 見 る と 池 に は 

鳥 の や うな も の ぶ が 綱 の 且 の や うに 張 つ て ぁ る 。 之 な ら 大 夫 夫 だ と 思 つ て る 中 に 二 人 と も 無事 
に 上 つて 來 た 。 
有 要 C6)〔 6 3. 12. 夜 〕 井戸 で 水 を 波 む 細 。 や は り 重 い 釣 泊 で や ヽ も すれ ば 身 器 の 方 が [ 
引 つ 湖 り 込 まれ さ う に な る の を や つ ょ 肖 み 上 げ る 所 。 丈 に この 夢 で は 井桁 が 破れ て ある の で 
修 計 危 い と 思 つ た 。 
夢 C7)C 6.3. 19. 夜 ] 道幅 の 狭い 、 友 は 人 の 屋敷 、 右 は 沼 の ゃ や ぅ な 所 を 有 有 てく 。 向 ふか 
ら オ ー ト ベイ が 挫 る 。 危 く 頑 あ れき うに な つて 「 殺 きれ る 」 と 叫ん だ 。 
・ 身 想 。 ( 何 も 無 いと いふ が 革 を 上 臣 赤 に し て 恥 し き う に し て ゐる 。) 
夢 C8) 及 び て 9)C 7. 1. 2. 夜 〕 沼 の 周り を 木 履 を 履い て 歩い て ゐる 。 道幅 が 狭く L 路 面 
が 沼 の 方 に 向 つ て 傾 八 し て る ゐる の で 陥 ち は し まい か と 非常 に 怖 か つ た 。 (貫い て ) 階段 を 上 
つて 行く と も う 少 し で 上 りつ め る と いふ 所 で 階段 が 自分 の 方 へ 倒れ き うぅ うに な つて 失 る の で 非 
営 に 怖 か つ た 。 (この 夢 も 夫 の 死後 屋 * み る 。) 
職 想 。 (全く の 自由 科 想 と し て ) 條 ヶ月 往 前 夫 と Leischlafen する 夢 を みた 。 之 は 夫 の 死後 
初め て の こと と だ 。 
夢 C10)C 7. 2. 27. 夜 ] や は り 綱 の 切れ さ う な 釣 状 で 水 を 流 ん で ゐる 所 。 
夢 《⑬ わ C 6. 3. 1. 夜 〕 長男 と 田舎 道 を 歩い て ゐる 。 路傍 に 肥料 溜 が ある 。 その 上 に 薄 な 
ど が 暖 い て ある 。 息子 が 基 席 へ 階 ち た 。 「 注意 し な きい と 言 つ て る の に 入 つ て し まつ た 」 な ど 
と 叱 言 を 言 つ て る 中 に 息子 は わけ な く 上 つて 拉 た 。 大 し た 汚れ も せ ず 、 プラ ッシュ で ズポン 
の 裾 を 提 つ た ゞ ざけ だ 。 
聴 起 。 . と の 日 息子 が 役所 か ふら 上 世 っ つて 奉 て 洋服 を 受 い で る 後 ふ ら 跳 び つ きた い 衡 動 に 騙 ら 
れ 、 そ ん な こと を し た ら 犬 右 だ と の 腔 怖 に 捜 は れ た 。 肥料 溜 は 径 病 前 か ら 無 味 悪 いと 思 つ て 
居 た が 、 綴 病後 は 殊 に 区 だ つた 。 息 が 育つ た 裏 邸 に 肥料 溜 の 大 きい の が 二 つ あ つた 。 私 が 17 
へ 8 歳 の 時 、 兄 が 隊 痢 つて 其 席 へ 階 ち た こと が ある 。 その 時 か ら 肥 料 汐 が 頂い と ょ 思 つ た らし 
いっ 
分 析 縄 過 食 見 の 絶 同朋 は 91 同 、 期 間 は 昭 和 5 年 8 月 20 か ら 7 年 10 月 14 日 に 至る 
2 ヶ年 傘 で ある 。 分 析 の 方 法 は 自由 隊 息 法 (freie Assoziation) を 主 と し 、 倍 助 的 に 誠 問 法 
(Nachfrage) を も 用 ひ た 。 印 ち 話題 は 恵 者 を し て 自由 に 選 提 せしめ 、 余 の 疲 語 は 話 を 進行 せ 
_ し め る だ けた に 正 め 、 愚 者 の 言 ふ こ と が 余 に 理解 し 得 な か つた 場合 、 戒 は 患者 が 言 ひ 和 足ら な か 
つた や うに 思 は れる 場合 に の み 問 を 綴 し た 。 問答 は 纏 て 愚 者 の 面前 で 速記 し た 。 
。 最初 の 間 の 話題 は 殆ど 病 秋 に 開 す る も の ば か り で ある 。 患 者 は 賀 に 雄 婦 に 病 苦 と その 経過 
と を 示 べ て 居る 。 天 い で 話題 は 家族 或 は 向 ひ の 四 家 の こと に 移 つ て 行 つ た 。 之 と て きも 普 授 ょ 
《 見 られ る 貸家 や 同胞 と の 問 の 確 圭 の 話 で あり 、 西 る 何等 の 咽 路 も 無く 語ら れる の で 加 者 の 





pF 
本 民 識 見 を 油 半 ナベ く 何 等 の 手 砂 り も 得 ち られ な か つた o 稼 まで に 7 回 の 合 見 を 陳 ね で ゐる が 
この 小 で 者 は も う 何 も 話す 材料 が 無く な つて し まつ た と いふ 、o 此 席 に 所 い て 数 回 に 科 つ て 

卓 徐 証 消 や 加 者 の それ まで 人 逃 べ た 事 買 の 中 か らち 例 を 捨て 疾 挑 CViderstand う 、 無 意 護 と いふ 
が 如き も の に 開 し 、 分 析 股 的 な 孝 へ 方 を 一 通り 説明 し た 。 し か し 迄 等 ま の 雰 力 も 愚者 の 隊 想 を 
汗 む べく 大 し た 効果 は 無 か つ た 。 思考 は その 数 差 の 程度 か ら 詩 つて も 内 容 の 導 が 本 め て 低 
いか の 如く 思 は れ た 。 この 間 に 豆 ける 愚者 の 余 に 将 す る 依頼 心 と 治癒 へ の 意 筐 と は 非常 な も 
の で 、 治 る 多 に 必要 と あら ば どん な こと で も 話し て し ま ぶ ふと いふ 区 度 が 明 上 に 看 阪 きれ た 
に も 係ら ず 話 せな い の で ある 。 

乃 で 余 は 手 懸 り を に 求め た 。 し か し 落 も 赤 或 は 全然 忘れ られ 、 或 は 手 の ら つ け 所 も 無い 租 
断 上 入 交 の も る の で あつ た り 、 式 は 何等 隊 想 も 得 ち れ な い 和 に (後に な つて 症 包 の 全 何 が 明か 
に な て か ら 再 び 導 等 の 夢 を と り 上 げ て みる と 、 多 少 の 手 衣 り と な り 得 る も の も 少く な か つ 
た 。 し か し 人 艇 り に 断片 的 で あり 、 之 等 の 夢 か ら 全 貌 を 組立 て る こと は 無理 で ある 和 鍋 に 、 之 等 
は 前 記 の 細 の 記録 か ら 省略 し た 。) 花 背 日 を 送る と と 3 ヶ月 以上 、 福 見 の 敷 に し て 二 十 朋 回 
と ヽ ゝ に 初め て 有力 な 手際 り と な つた 夢 が 物語 られ た 。 和 が 前 記 夢 (C1) で ある 。 この 夢 に 就 い 
て の 考 接 は 後 音 に 譲る が 、 こ ヽ ゝ で その 夢 を 語る 時 の 悪 鹿 に 就 い て 一 言 し た い 。 最 補 悪者 の 報 
青 し た 部 分 は 「 春 の スラ リ と し た 男 に 娘 物 で 本 を 痛く され た 、 正 の 氷 い た 上 鼻 紙 を その 男 の 命 
に ょ つて 便所 に 棄て ヽ 來 た 、 夫 が 來 て G を 捕 へ て 挫 た ] と いふ に 過ぎ な い 。 そ し て 『「 そ の 
田 は 何 か 女 の こと で 失敗 し て 拉 た らし いと いふ 所 は 後 か ら | 忘れ て お まし た が | と 言 つ て 
際 け 加 へ た の で ある 。 駐 「 人 だ な ん て 解ら な いも の だ と 息子 が 言 つた 所 等 は 訴 問 を 受け て 
か らち 滞 夫 陸 想 きれ て 來 た ら で あ る 。 

この 夢 を 話し た こと を 契 擬 と し て 話題 は 患者 性 生活 に 入 つ て 行 つ た 。 西 も 今 ま で 話す 材 
料 が 無い ょ 言 ひ 張 つ て ゐ た の に 今度 は 極め て 活 薄 に 聴 起 が 進ん だ 。 性 生活 が 明か に な る に 及 
ん で 肪 物 恐 舌 症 の 輪郭 が 容 第 に ハ ゥ > キリ し て 來 た わけ で ある が 、 女 に 開 し た 下宿 入 み 条 愛 事 
信 が 如何 に し て 恵 物 世 怖 症 の 動機 に な つた か を 明か に する と と は 第 二 の 難 開 で あつ た 。 趣 者 
は 症 術 に 就 いて 語る 際 に 半 度 か 叉 傷 事 件 或 は 丸 物 に 開 し た 思ひ 用 を 語 つ た 。 し か し 「 災 愛 事 
件 一 妨 傷 事件 ] と いふ こら 開 係 を 明か に する が 如き も の は 何一つ 思ひ 浮 ば な か つた 。 所 が 
供 見 70 回目 に 至り 「 ミ 3 月 項 (昭和 5 年) 朝 下宿 人 を 起 し に 行く 呼 Erektion の 有 疹 を 冠 想 
する こと が あつ た 」 南 を 打ち 明け 、 そ れ に 貫い て 下 敷 年 前 或 下宿 屋 の お か か みさ ん が 息子 の や 
うぅ な 若い 下宿 人 と 通じ 、 そ れ か ら 玉 傷 事件 が 持ち 上 つた と いふ 、 話 を 聞い た と と が ある |] と い 
ここ と を ネス ラ スラ と 話 じ た 。 こ と の 話 は 時 々 思ひ 出す と と が あつ た と い <.: や C 例 へ ぼ 妹 か ら 或 
洋 肛 屋 の 後 家 ミ ん が 下宿 和信 と 開 係 し た と いふ 、 話 を 開い た 叶う 久 前 に 列 傷 事件 、 丸 物 に 開 係 あ 
る 事 を 話し た 除 に は 何 か も つと 聞い た こと が ある や うな 県 が し た と いふ 、 が 、「 何 と な く 」 話 
せな か つた さ う で ある 。 両 し て その 理由 と し て 愚者 ら 斑 ば る 所 を 拾 つ で みる ょ その 事件 は 
革 さ は 大き か つた が 傷 は 大 し た も ゃ の ちや な か つた の で 大切 な こと ょ で は な い ょ 走っ てゐ た 。」 
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"自分 に 開 係 の 無い こと だ か ら 話 き な く と も よい と 思 つ た 。]「 私 は 口 下手 で 、 思 s ぶ 、 や うに 話 
が で きめ ol 等 と 言 つ て ゐる が 、 愚 者 の 場合 に 稼 等 の 理由 が 正 営 な も れ の で ある か 否 か は 説明 
- す る まで で も ある まい 。 か く の 如 く 分 析 者 の 前 で は 夫 多 の 機 全 が あつ た に も 係ら ず 思 ひ 付 か 
な いと いふ の は 、 分 析 者 に 習 す る 無意識 的 抵抗 の 現れ で あり 、 更 に 乏 は それ を 尼 理 針 に ょ つ 
て 合理 化 せ ん と する 趣 諾 と 基 に 、 分 析 の 際 に 常に 現れ る 現象 の 最も 解り 易い 一 例 で ある 。 

何 分 析 開 始 後 、 信 見 の 際 に 於 け る 愚者 の 喜 度 動作 に 現れ た 獲 化 に 就 い て 一 言 し た い 。 最初 
の 毅然 と し た 打ち 辺 け 難い 趣 度 は か な り 永 纏い た 。 所 が 性 生活 の 話 を し た 和俊 は 、 本 め て 値 
々 に で は ある が 、 その 交 度 が 極め て koketisch に な つて 絞 た 。 例 へ ば 寺 へ る や うな 口 調 で 話 
し た り 、 流 し 且 を 使 つ た り 、 村 で 口 も と を 蔽 ろ た り 。 妙 に 身 級 を くね ら せ た り 、 そ の 欄 愉 も 
席 女 の は に か み に も 似 て ゐる 。 この 奉 化 と 前 後 し て 「 寺 生 の お 話 を 聞い て る と 胸 が スー ッ と 
く な つて 行く 」 と か 「 こ ヽ ゝ に 來 る の が 業 み だ 」 と か (分 析 者 か ら 狗 立 せ ね ば な らん と の 惹 
明 に 習 し )「 ミ ぅ 言 は れ て ガッ ゥ カリ り し た 」 と か めか 言 ひ 、 分 析 者 を 過 鹿 に 信頼 する 傾向 を 著 明 に 
す や う に な つた 。 之 等 ら 現象 は 感情 報 移 愛 CUbertragungsliebe) の 呈 き こと を 示す も の で あ 
り 。 如 何 に 患者 に それ を 説明 し て や つて も 理解 きれ な いら し く 、 乏 は 最後 まで 揚 業 きれ ず に 

し まつ た 。 


W。 才 接 
1. 症候 の 起源 及び 解 和 


先 づ 懲 物 恐 了 症 か ら 始 め よ う 。 病歴 の 示す 所 に よる と 鉛 物 恐 策 症 の 芽 が 現れ を た の 
は 早く と も 夫 の 死後 で ある 。 之 が 海軍 兵 上 り の 男 の 事件 に より 強め られ 、 更 に 娘 に 開 
し た 継 愛 事件 に よ つ て 病 的 と 言 ひ 得る 程 著 明 な も の と な つて 來 た 。 即ち 患者 は 紫 飼 鉄 
くべ か ら ざ る 品物 で あり な が ら 、 そし て 患者 は 皿 ひ た いも の は サッ サ と 買 つ て し まぁ ふ 
柏 質 で あり な が ら 、「 何 と な く 」 辺 な 入 に 買 ふ 無 に な ら な か つ を た と と は 確 K 病 的 制 正 
(Hemmung) と 言 ひ 得 ち 。 出 怒 を 買 つ を と と は 古 護 強化 の 動機 ( 量 的 方 面 ) に は な る が 症 

候 の 趣 源 ( 質 的 方 面 ) を 考察 する と と に し て は 大 な る 貢献 を な する もの で は な い 。 と の 
起源 と 前 出 の 症 汰 の 特徴 等 と を 史 合 する 時 は 、 娘 物 恐 怖 症 は 恵 者 の 性 生活 と 突 接 な 開 
係 お ある や う ic 思 は れる 。 乃 ち 炊 の や うな 候 定 が 必然 的 に 湧き 上 つて 来る 。 恵 者 は 性 
的 願 記 (狭義 の ) を 清 足 させ る 道 を 案 が れ て ゐる 。 の みな ら ず 月 経 団 正 と いふ 第 二 の 
生理 的 な 運命 に 避 遇 し た 。 (月 経 閉 止 期 に この 答 塵 が 盛 に な る と と は 周知 の 事 餅 で あ 
る 。) 他方 患者 に は 性 的 な る の を 極度 に 壁 避 する 傾向 が ある 。 こと の 頒 向 が 如何 (に し て 
生じ を か は 後 詳 論 す る が 、 之 は 人 間 の 無意識 的 精 省 具 に が け る 良心 的 な る も の 、 印 
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ち 上 位 自我 (Uber-ch) か ら 来 て るる も る の で ある 。 本 能 的 衝動 と 上 位 自 我 と の 軸 立 か 
ら 良 心 不 安 (Gewissensangst) が 生 チ る 。 患者 は 之 を 無意識 の 中 に 感 志 る (内 知覧 、 
innere Wahrnehmung) が 、 そ れ を 防衛 する 手段 と し て 内 知覚 を 外 知 引 Caussere Wahrneh- 
mung) に 獲 更 し た 。 男 性 恐怖 は か う し て 出来 上 つた も の で ある 。 即 ち 愚 考 は 男 を 欲す 
る が 政 に 一 一 欲す る と と が 良心 の 昔 次 を 受 く る が 敵 に 一 一 男 が 頂い の で あ ち 。 加 者 が 
居れ て ゐる も の は 軟 は 内 心 の 谷 刻 な の で ある 。 「22 電 を 外 2 を し て 知覚 する と と を 
投影 (Projektion) と いふ 。 投影 の 機制 に よ つ て 開 病 の 準備 は 完成 し た と い ょ 、 べ ぺき で あ 
る 。 袋 り 、 貞 者 の 心境 が 男性 恐怖 に 止 つ て ゐる 間 は 膳 病 に c な つた (男性 の 侯 入 を 恐れ 
た ) に 過ぎ な い 。 下 宿 人 か ら 要 求 さ れる に 及 ん で 抑 訂 され て の た 衝動 は 刺 載 され 、 そ の 
冶 は 滞 く 病 的 性 質 を 葵 びる に 玉 つ た 。 丸 物 に 将 す る 警戒 が 増し た と と が それ で ある ち 。 
遇 に 開 す る 災 愛 事件 は 、 加 者 も 恋 下 宿 人 と 愛 開 係 Ic 陥 り 易 い 心境 に ある ( 妨 と 同じ 
《 ) と と を 考 へ る な ら ば 、 患者 に と つて 他人 事 と は 思 \ は れ な い 出 来 事 で ある 。( 或 下 
窒 尾 の お か みさ ん 球 々 の 話 に 非常 に 抑 礎 を 加 へ を と と を 想起 せよ 。) 乃 ち と の 事件 は 
前 の 事件 と 同じ 意味 を 有 つ も の で ある 。 と に 至 つ て 重 立 は 遂に 獲 天 時 に 達し 、 「 症 
候 」 が 現れ て 来 た 。 然 ら ば 刀 物 恐 需 症 は 如何 に 解 さ れる か 。「 欧 物 」 は 何 の 導 持 な の 
で あら うか 。 

人 c 各 する 本 第 の 中心 は 、 2 例 の 生生 細 で 9 まとっ と ュー ェ o 
Genitahen に 苦 す る 況 世 で も る 。 患者 が 「 労 注 の Genitahen を その 形 の まい で 欲し を 」 
ーー し て の る と と は 之 を 裏書 する 。 と すれ ば Genitahen 懲 頂 も あり 得る 箸 で ある 。 
ioy \ 場 性 、 女 性 、 動 物 の ) Geniahien に 状 し 特に 敏 感 に な つた と と は 明か 
に 男 作 池 際 の 蔵 生 と 同一 機 仙 を と る 5 の と 考 へ られ る 。 他方 現在 の 症候 群 な 於 いて 、 
男性 と 丸 物 と が 不 離 の 開 係 に ある と ょ と 、 多 物 の 中 で も 特に 突く 性 質 を 息 び た も る の ( 負 
党 ) が 工 も 了 い と こ 、 球 に 易 の 腰 の 高 さき < 麗 物 の 強迫 像 を 見 た と と 等 を 併せ 考 へ る 時 は 
光 物 を 男性 * 器 の 象 懲 Symbol) と 導 へ た い 。 従 つて 刺 物 で 危害 を 加 へ る と と は Coitus 
の 条 缶 で あり 、 血 は Sekret の 意味 を 有 つ と と に な ちる 。 要約 すれ ば 。 愚者 は 男性 の 性 
二 を 欲す る が と の 人 望 は 、 男性 中 暮 が 男性 恐 他 と な つて 現れ た と 同一 葉 活 に ょ っ て 。 


ーーー ーーーーーーーー- 
ーーーーーーーーーーー 


9) 散 て 浴衣 と いふ < 半 し 症 共 き 穏 する 分 た は 旬 地 の 笛 殺 る 未 尊 敵 Sar ぁ 必要 ka ある か ら で 
あ る 。 (Fredd。S。 : Hfem, mung。 Symptom und Augst. Ges. Schr, Bd. 1 S. 41.) 5 
4) 性器 に 到 し て は お し ろ 「 背 忌 」 ェ 言 きつ た 方 が いふ も 知れ ぬ 。 し か し 導 経 症 ら 場合 に は 
法 邊 と 問 忌 と の 境 ぶ * 明 央 で な ぃ い 場合 が 多 バ ヽ ー 文 区 生 の 擬制 か ら 言 つて も 愉 香 は 全く 同一 で ある 


こと が 多い か ら 、 こ と ヽ で は 恐 朱 = 背 足 ょ し て 取扱 つて お く 。 Phohie と 言 つ て も け ば と ん な ヵ 刻 
り 番 を し な く と も すむ ん だ が 。 
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尾身 刺 舌 と し て 現れ る と 同時 に 更に 象 後 化 の 機制 に ょ つて 恐 物 麗 怖 症 と し て 現れ た も 
の と 解 租 さ れる 。 愚者 が 斬ら れる と と 、 或 は 血 を 恐れ た と いふ の も 、 買 は 「 斬 る 」 或 
は 血 に よ つ て 銀 敏 され て ゐる も の を 恐れ た に 他 な ら な い 。「 他 人 を 傷 け は し まい か 」 
と 怖 れ を と と に 将 す る 説明 は 後に 譲る 。 

動物 恐怖 症 に 於 いて は 、 患者 は 動物 に 圭 し て さ へ も 谷 刻 を 有する と と を 示す も る の で 
と の 恐 頂 症 の 解 租 は 叉 物 恐 務 症 の 場合 と 全く 同一 で も る 。 た ゞ 肌 物 恐怖 症 の 際 の 機 
は 人 象徴 化 で あつ た が 、 動 物 恐 需 症 に あつ て は 代理 形成 CErsatzbildung) ょ 調 ふ 方 が い 
\。 と いで 犬 吉 舌 症 に 就 い て 附 加 し て お きた い 一 事 が ある 。 最初 の 症候 は 昌 に 犬 が 大 
だ と いふ の で あつ た が 、 茨 第 に それ が 「 犬 が 艇 織 符 で 家 の 中 Ic 入 つて 来 は し まい か 」 
と か 「 自 分 の 疾 が 犬 の や うに な り は し まい か 」 と か い ょ 内 容 を 持つ 如 に 強 つ て 行っ つ 
た 。 之 に 就 い て は 次 の や うな 人 解 簿 が 下さ れる 。 犬 K 将 し て 性 的 願 刻 を 有 つ と と は 、 詩 
は ゞ 身分 が 違 ひ 過ぎ る 非難 が ある 。 之 を 防ぐ に は 大 の 身分 を 人 間 に ま で 昇格 させ る か 
自分 を 犬 に 下落 させ る か すれ ば いい 。 か うい ょ 、 企 彫 の 下 に 以上 の や うな 内 容 を 有 つ に 
至 つ を の で ある 、 と 。 分 析 避 で 計 ふ 「 本 衣 代 表 者 が 抑 三 に よ つ て 意識 具 の 影響 か ふら 除 
外さ れ て ゐる 場合 に は …… 無 意識 具 に 在 つて 系 統 立 て られ 、 子 能 を 作り …… 調 は ゞ 叶 
痢 の 中 で 負 殖 し て 途方 も 無い 表現 形 を と る 」 場合 の 興味 深き 一 例 で ある 。 

以上 の 想定 に よ つ て 「 人 に 斬ら れ は し まい か 」 と か 「 大 が 移 織 徐 で 家 に 入 つ て 来 は 
し まい か 」 と か いふ 極め て 稀 な 、 或 は 全然 無い 可能 性 に 圭 し 、 そ れ を 大 き な 可 能 性 で 
ある か の 如く 宙 信 する と と の 説明 が 得 ら れ た 。 可能 性 は や は り 大 きい の で ある 。 但 
し それ は 次 在 的 危険 Creale GeAhr) の 可 能 性 で は な く 、 性 的 危険 と い ょ 内 在 的 危 際 
(Gnnere Gefahr) の それ で ある 。 

本 例 に 於 いて は その 他 種 々 の 恐 類 症 が ある が 、 之 等 は 一 括 し て 言 へ ば 危険 な 事 感 
に 鞍 す る 恐怖 症 で ある 。 主 症状 た る 和 丸 物 恐怖 症 が 以上 の 如く 解 租 さ れ た 後に が いて そ 
の 他 の 恐 怖 症 を 観る 時 は 「 麗 物 に よる 危険 」 が 「 一 般 危 険 」 へ 移動 verschieben) し 
て 行 つ た と の 感 が 深い 。 原因 に 開 係 の 深い 症 汰 が 開 係 の い も の へ 移動 し て 行く こと 
は 症候 形成 の 際 c 屋 々 見 られ る 所 で あり 、 現 に 犬 恐怖 症 の 際 に それ が 著 明 に 見 られ る 。 
例 へ ば 「 犬 に 前 脚 を か けら れ は し まい か 」 と の 麗 枯 は その 起源 が 原因 に 深い 開 係 を 有 
つと と を 容易 に 洞穴 せしめ る が 、 犬 の 足跡 を 見 る の も 雄 だ と な つて は 、 原 因 の 何 物 た 
る か を 看破 する と と が で きめ ぬ 。 し か し 一 般 危 険 恐 頂 症 が 、 移動 だ け で 説 明 し 華 き れる 


か 名 か は 後に 詳 論 す る 。 


5) Freud, S. : Die Verdringung. (Ges。 Schr。Bd. VS. 469.) 
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次 に 恐 居 症 以外 の 症 汰 に 就 い て 送 べ よう 。 寺 づ 出 丸 を 買 つ た 再 日 、 そ の 出 丸 の 形 を 
思ひ 出し た 時 に 足 の 廊 か ら の ぼ せ て 来る や うな 打 持 に な り 、 思 は ず 後 に 反 つ て し まつ 
た と いふ が 、 そ の 時 の 無 持 を 詳し く 聞 いて みる と 「 有 の 衝 か ら 攻 く な つて 来る や うに 
感じ た 」 と 言 ひ 、 又 「 そ の 時 の 和 持 は 大 に 旨 ら 和 れ は し まい か と 思 つ た 時 の 祭 持 と 同じ 
で ある 」 と 答 へ を た と と や 、 更に 出 叉 の 意味 を 結合 し て みる と 、 と の 後 号 反 張 は cotus 
の 際 の 座 勢 の 象徴 化 さ れ た も る の 、 有 即ち ヒステリー 有三 Carc de cercle) と 解 穏 さ れる 。 靖 
を 和 べ で だ 修 の 衣 供 告 肌 いで は 等 の 古 決 が 不 須 剖 電 証 の 意 條 千 或 各 庶 まで 蘭 す 
る と と 、 面 し て それ は coitns の 際 の 身 個 現象 を 模 條 し て ゐる と 解 和 査 さ れる と と か ら 、 
も 赤 肌 物 と 同様 の 象徴 の 意味 を 有 ち 、 全 盤 と し て は 奴 物 を 買 つて 後方 に 反 つ た と 同 
様 に 解 和 査 さ れる の で は ある まい か と 想像 され る 。 


2. 夢 の 解 得 


ダ の 要素 の ら ー つ 一 つ を 解 種 し て 行く こと は 欠 り に 紙 敷 を 費 ひ すし 、 又 さ う する と と 
は 本 稿 の 主 目的 で は な いか ら 、 と いで は 大 ザッ パ な 、 症候 解 秀 の 参考 に 止め る 程度 の 
解 租 を 附 し て お ぉ お く 。 

夢 (1 ) 娘 物 の 意味 が 解り さ へ すれ ば と の 夢 の 解 査 は 易 そ た る も の で ある ちる 。 むし 
っ て の 少 に よ つ て 丸 物 の 意味 が 確 め られ た と 言 つた 方 が いか も 知れ ぬ 。 名 ち と の 夢 
の 前 後 の 開 係 か ら 叉 物 が 何 を 象徴 し 、「 口 を 別 る 」 と と が * 如 何 な る 行 乱 を 現し て ゐる 
か は 夢 の 訪 録 を 見 た ゞ さけ で 解る 。 何と の 夢 に よ つ て 、 患者 が 如何 な る 願 堂 を 下宿 人 に 
肘 し て 抱い て ゐ る か ゃ 須 了 する と こと が で きる 。 夢 に 於 いて 丸 物 が Penis の 象徴 と され 

る と と は 殆ど 定 設 と な つて ゐる が 、 と の を は それ を 誇 搬 立 て る も の ょ と 言 つ て も よ か ら 
う 。 

この 芝 を みた 日 の 負 来 事 だ け で と の 夢 を 解 和 査 せ ん と する 試み は 、 その 一 部 を 潮 足 さ 
こっ に 過ぎ Ao 少く と も 症候 解 種 に 欠け る 丸 物 の 意味 を 淡 却 し 、 他 の 皮 と の 開 除 を 放 
乗 し な けれ ば な ら め ぬ 。 

夢 2(3)(5) (6)(8)(10) 何れ も 井戸 、 池 、 川 jc 自分 或 は 娘 式 は 釣 痕 が は まり 
ー に な る 所 か 、 は まる まい と 努力 し て ゐる 有 牙 で ある 。 と の 一 陸 の 旧 は 大 半 同 やう 
いり が 独 筑 に くり 返さ れ て ゐる と いふ 硬 、 及 び 症 侯 と る 開 係 し て ゐる 所 重 
区 さ が あ る 。 と の 解 査 は 、 症候 の 場合 と 同じ く 天 際 の 移動 と いふ と と で 清 足 し て ぉ き 





6) 0 っ (営業 報 、! 疹 、106 寺 。 及び 会 、60 頁 。) 
の ) Freud,。 S. : Ges. Schr. Ba III、S. 73 un. Bd. VII, S」 rsG. 
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だ い 。 上 で 8 は 愚者 自ら と の 通り に 解 考 じ た 。 子供 が は まる と いぶ の は 、 自分 が は ま 
る ( 願 堂 売 足 ) の を も う 一 段 歪 ま せ 、 自 己 鐘 護 を し て ある の だ らち ら う 。 

| 夢 (4⑭) 症候 解 租 に 於 ける 犬 の 意味 か ら 解 種 し 得る 。 一 是 お 騰 手 に 入 つ て 、 茶 碗 に 
劉 つ て (何れ も 人 象 微 化 され て ゐる )「 悪 いと と を し た 」 や うな 顔 を し た と いふ が 、: 之 は 
賞 然 の 結果 で ある 。 費 は と の 夢 の 前 年 を 開い た 時 、 余 は 「 ぉ 勝手 に 入り さ う に な つた 
が 入ら ず に 出 て 行 つ た ん ぢ や な いか 」 と 想像 し た 。 蓄 し 井戸 の 夢 で は さ うい ょ 結果 
な つて 居る か ら 。 所 が 買 際 は 既 記 の 通り だ 。 し か し 買 際 の 夢 と 余 の 想像 と で は 本 質 的 
区 異 る る の で は な い 。 何と な れ ば 、 し て は いけ な いと と を 途中 で 止め た の と 、 し て し 
まつ て 後 必 し た と の 差 に 過ぎ な いか ら 、 企 賠 或 は 願 塵 を 抱い た と いふ 申 に 開 し て は 本 
質 的 な 差 と は な ら な い 。 

夢 (7) (9) 何れ も 危険 に し 麗 需 を 感ずる 夢 で ある 。 症 伺 に 於 ける 危険 の 意味 を 
その ま ヽ 適 用 すれ ば 之 等 の 芝 が 理解 され る 。 (9) が (⑧8) に 績 いて み ら れ だ と と は 沿 
に は まる と と も 階段 に 庁 し 潰さ れる と と も ゃ 同一 行 矢 を 、 手 段 を 絡 へ て 現 し た に 過ぎ な 
いも の だ と の 解 査 に 導く 。 倫 階 自 を 上 る 夢 は coius の 象徴 で ある と 言 は れ て ゐる が 、 
患者 が こと の 夢 を 語 つ た 後 で cortus の 夢 を 自由 障 和 想 し た と と は 偶然 と は 言 へ な いか も 知 
和 れ ぬ 。 | 

夢 (11) に 就 い て は 後に 詳 論 する 。 

精 宮 分 析 胸 の 夢 の 解 孝 に 於 いて 最も 特徴 ある 穫 は 夢 に 意味 あり と な し 、 そ の 意味 を 
費 際 に み ら れ た 其 そ の まい ( 芝 の 須 在 内 容 、manifester Trauminhalt) の 葵 に 潜ん で ゐ 
る 夢 の 意 想 (atente 'Traumgedanken) に 求め 、 夢 は 無意識 的 願 刻 の 清和 走 で ある と し 、 
面 し て と の 願 堂 は 性 的 な も の で ある て 結論 し て ゐる 跡 で ある 。 本 例 に 於 ける 結果 を 見 
る に 何れ る 本 謗 の 正 営 な る と と を 裏書 し て ゐる 。 但し 之 は 患者 の 報告 し た 基 の 一 部 で 
あり (全体 で 約 50 位 報告 し て ゐる )、 全 骸 の 約 75 は 此 虎 に 掲げ を も の の や うに は 解 
粗 し 得 な か つた 。 そ の 主 な 理由 は 患者 は 夢 の 一 部 を し か 覚え て ゐ て く 私 な い の と 、 肥 
iC 現れ た 事物 に 開 す る 聴 礼 が 極め て 貧弱 な の と に 因 る 。 例 へ ば 最初 に 報告 し て くれ た 
其 は 「 径 5 寸 位 の 大 き な 栗 を 三 つ ば か り 拾 つて 祥 に 入れ た 」 と いふ の で ある が 、 と の 


8) 夢 に 走 い て 水 に 入る と と は 水 か ら 出 る と と と 同じ で あり 、 水 か ら 出 る こと は 出産 の 象 倫 
で ある か らち ら CErewd, S。 : Ges. Schr. Bd. IIL, S. 2o Ges. Schr. Bd 1L S. 162)、 と の の 一聴 の 夢 は 
出産 の 夢 と も 考 へ られ る 。 し か し 本 例 に 於 て は きら 候 定 し 得る 、 他 の 有力 な 根 捧 が 見 つか ら ぬ o 

9) Fred, S. : Ges, Schr. Bd. VII,S. 1598. 

10) Freud, S. : Die Fraumdeutang. (Ges. Schr。 BdL 1) ) Erganzangen zur Traumdeutung. (Ges. 
Schr。 Bd. IIT) : Der Traum. (Ges. Schr。 Bd. VII、S. 79). 
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日 患者 は 妹 が 流産 し た の を 見 舞 に 行 つ て る 。 谷 病 歴 に よ つ て 患者 は 前 に 3 人 の 子 佐 
を 死産 で 或 は 分 學 後 直ちに な くし て 居り 、 営 時 「 丈 夫 な 子供 が 欲し い 」 と 願 つ た を とい 
ふと と が 刊 つ て ゐる 。 現存 し て ゐる 子供 は 3 人 で ある が 、 逐 等 の 事情 と 径 5 寸 位 (所 
ち 見 頭 大 ) の 栗 を 三 つ ば か り 拾 つた を と いふ 夢 の 内 容 と か ら 、 と の 共 は 分 妖 に 開 係 ある 
や う K 想 像 され る が 、 隊 想 が 不 充分 な 劉 に 確 冥 な 根 搬 を 以 て 候 定 する と と が で きめ ぬ 。 | 
解 査 し 得 な か つた 多 敷 の 夢 は すべ て と の 類 で ある 。 解 租 の 根 捧 を 集め 得 な た か つた と と 
は 技術 の 未 毅 に 帥 すべ きか 、 式 は 患者 が 分 折 に 適し な か つた 入 で ある か 、 或 は 駐 夢 の 
解 種 を 企てる と と が 抑 も 無理 な 試み で ある の か は 今後 の 経験 が 裁決 し て くれ る で あら 
「 " 


9 の や うす PP 着 洛 


12) 


3)“ 理 - 医 = の 部 


フロ イド 自身 で も 自 汰 し て 居る 如く 、 分 析 束 に 於 ける 「 本 能 論 は 詩 は ば 我 の 宅 話 
事 で ある 」。 し か し 環 経 症 の 理解 を 深く 進め た いと 希 ふ 者 に と つて は 、 と の 衛 話 台 に も 
均 し 分析 秒 的 本 能 論 か ら 多く の 知識 を 谷 り て 來 な けれ ば な ら ぬ の が 現 伏 で ある 。 狐 
本 例 の 如く 、 性 生活 が 疾病 の 構造 に 重大 な 意味 を 有 つ と 思 は れる 場合 に と の 感 が 深 
v。 分 析 事 に け る 本 能 諭 は 一 竹 特 典 な た も の で 、 そ れ を 解 設 す る と と 無く し て は 本 績 
の 構造 を 説明 する と と が 困難 だ か ら 、 本 例 に 就 い て その リビドー 生活 (本 能生 活 ) を 
考察 する 前 に 蛇足 ながら 分 禄 玩 的 本 能 論 の 一 部 を 岳 訪 し て 思 か う 。 

明和 性 本 能 を 分 析 時 は 如何 Cc 解 如 し て ゐる か を 逃 べ よう 。 分 析 事 以外 の 考 へ 方 


。 11) 他 の 二 三 の 夢 で 、 息 子 や 妨 が 川 徐 に 入 つ た 所 を みて ゐる が 、 乏 等 は 分 析 胸 上 の 定説 に 
ょ つて 分 妖 或 は 有 出 赴 の 夢 ら し く 起 像 され 、 駐 同一 人 の 夢 は それ が 営 入 に 完全 に 理 灯 き れ な い 限 

9 同一 の 窟 味 を くり 返す も の で ある と 言 は れ て の る (Gecs.Schr. Bd. VI S. 49) か ら 、 マ 乏 等 を 合 
し て 根 擦 を 作り 上げる こと も 可能 で ある が 賞 分 全 は き ほう する こと を 差 控 へ た い 。 

12) Freud,S. : Drei Abhandlaungen zur Sexualtheorie. (Ges. Schr. Bd.V): Angst und 
Triebleben. (Neue Folge der Vorlesungen zur Eim 代 hrung in die Psychoanalyse), Die Weiblichkeit. 
(Neue Folge der Vorlesungen): Charakter und Analerotik. (Ges. Schr. Bd. V : Die Disposition 
2ur wangsneurose、(Ges. Schr. Bd. Y): Die infantile Sexaalorganisation.、 COes. Schr. Bd V): 
Der Untergang des Odipuskomplexes. (Ges. Schr. Bd. Y). 

Abraham, K.: Versuch einer Entwicklungsgeschichte der Libido. (Internat. Psa. Verlag). 
Feaichel, 0. : HHysterien und Zwangsneurosen. (Internat. Psa. Verlag). 
13) Fred, S. : Neue Folge der Vorlesungen. S. r3r. 
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よれ ば 之 は 雨 性 の 生殖 細胞 の 結合 を 終局 の 目標 と し 、 目 前 の 目標 と し て は 性 感 と 呼ば 
和 れる 一 種 の 快感 を 求め ん と する 努力 と 解 さ れ て ゐる が 、 か く の 如 き 終 局 の 目的 を 有 し 
な いも の で も 性 然 と 呼ば れ て ゐる も の が ある 。 強 能 性欲 が それ で ある 。 又 生 猫 綱 胞 の 
結合 を 日 標 と する 行 師 で あつ て も 、 之 に は 多く の 準備 的 行 往 一 一 を その 際 の 快感 を 前 所 
感 (Vorlost) と いふ ーー が 前 編 し 、 之 等 $ 赤 「 性 的 」 な る 名 を 冠 せ られ て ゐる 。 と ヽ 
に 於 いて 之 等 の ゃ の を も 令 め て 性 本 能 を 定義 する と な る と 之 は さ う 簡単 に は 行か な く 
な る 。 分 折 克 に 於 ける 性 本 能 の 解 衣 は 、 と の 拓 張 され た 意味 に 誰 い て な され る も の で 
従 つて 一 言 に は 言 ひ 屋 せ ぬ 。 し か し 強 ひ て 言 ひ 現 せ ば 、「 普 通 の 意味 の 性 的 据 感 は 勿 
論 、 前 快感 及び 細 熊 性 然 者 の 性 感 を ゃ 含む が 如き 一 種 の 快感 を 求め ん と する 傾向 」 と 
で も 解す べき か 。 「 

か く の 如 き 解 如 に よ つ て 種々 の 新説 が 生れ て 来る 。 第 一 に は 小 兄 に も 性 懲 あ ちり と い 
ふ 説 で 、 例 へ ば 有 鍋 見 が 母 の 多 房 に 装 す る 態度 の 如き (お し や ぶり 、 玩 弄 、 清 足 の 後 の 人 
限 等 ) は 成人 の 正常 の 性 行 矢 の 場合 に 初 件 た る も の が あり 、 硫 壊 を 好 む 幼 見 の 楽 み は 
サ ヂ スト の 快 感 を 想 は せ 、 届 齢 期 に 近い 男 見 、 女 見 の 態度 に は 有 既に 性 別に よ つ て 許 
銀 受 を 異 に する の が 見 られ る 等 の こと は 、 廣 義 に 解 し た 場合 の 性 本 人 能 の 現れ と され る 
の で ある 。 第 に は 吾 人 の 一 昌 一 動 と 難 る 性 的 意 諾 を 有 ち 得る と いふ の で ある 。 例 へ 
ば 吾 人 が 物 を 見 る の は 生存 上 必要 な 行 令 で ある が 、 他 方 、 性 的 殖 象 を 眺め て 楽 む と い 
ふと と も あり 得る 。 信 る と と 然 り 、 筋 肉 を 動か す と と も 恋 さ う で ある 。 と に 於 いて 
成分 本 衣 (Partaltriebe)、 器 家 性 感 (Organlust)、 性 感 部 位 (erogene Zone) 等 の 術語 が 
生れ て 来る 。 即ち 和 吾 人 の 各 器 宜 は 比較 的 狗 立 し た 立場 に 於 いて 共々 の 性 感 (器官 性 感 ) 
を 有 ち 得る も ぁ る の で あり 、 か ヽ る 場合 に は 各 器 宜 が 性 感 部 位 と し て 役立ち 、 和 器 宮 性 感 以 
外 に も 存する 前 諾 感 追 求 の 傾向 は 成分 本 能 と 各 せ られ る の で ある 。 之 等 の 術語 を 新作 
し た と と ーー と いふ より も せむし ろか うい ふ 衡 語 を 作ら ね ば な ら ぬ や うな 考 へ 方 一 は 
精 泊 分 禄 加 の 根本 的 な 特徴 で も り 、 分 配 了 の 正統 派 に よ つ て 死守 せら れ て ゐる 所 で あ 
る 「 | 
扱 て 小 見 性 欲 と 成分 本 態 と が 認め られ た が 、 之 等 の 諸 性 欲 を 整理 し 、 統一 され た 骨 
系 作り上げる 道 ほ 無い も ゃ の で あら うか 。 と の 企 て は 未だ 完全 に は 行 は れ て 居 ら ぬ 。. 
爺 ち 成分 本能 の 多く の も の が 未 整 理 の まい 葉 さ れ て ゐる 。 し か し 茨 に 逃 べ る と と だ 
け は 配 確 頁 な 根 搬 を 以 て 想定 され て ゐる 。 我々 が 生れ て か ら 大 人 に な る まで の 身 骨 
的 諸 獲 化 に 伴 つ て 、 性 感 を 獲る 手段 と 玲 象 と が 紹 つ て 来る 。 如何 な る 種類 の 性 感 が 吉 


14) 友 間 性 向 と いふ も 正常 性 和英 に 於 ける 準備 的 の も の と いぶ さも 質 的 な は 無い 。 前 者 は 後 者 
の 一 或 は 訓 筒 が 異常 に 診 天 きれ た も の で ある 。 
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義 達 時 期 に 於 いで 王座 を 占め て 居る か に よ つ て 、 そ の 時 の 性 的 編成 (Sexualorganisation ) 

の 模様 が 特徴 づけ られ る わけ で ある が 、 人 
め 和 れ て お る ざき で 

1) ロ 器 統 裁 期 (Orale Phase) 

-② 肛門 * サ ヂ ス ム ス 統 裁 期 (AnaLSadistische Phase) 

3) 男根 迄 炉 期 Phaltsche Phase) 

4) 人 性器 統 炎 期 (Geniale Phase) | | 

と の 第 一 期 は 乳児 及び その 直後 に ヒ 於 ける 性 的 活動 の 時 期 で 、 お し や ぶり 、 清 腹 で あ 
りな が ら 胞 房 に ら ん と する 態度 、 清 足 の 後 の 催眠 、 噛 る と と の 興味 等 の 事 費 か ら 辱 、 
菌 乃 至 日 腔 が 性 感 部位 の 役目 を 演ずる と 考 へ ら る ヽ に 至 つ た の で ある 。 換言 すれ ば 日 
器 性 感 が 統 坊 し て ゐる 性 的 編成 期 で も る 。 と の 第 一 期 の 名 残 は 成人 に 於 いて も 計 或 は 
日 腔 が 性 愛 の 投 巧 の ひ ー-- つ と し て 用 ひら れる 場合 、 或 は 可愛 い 莉 を 噛 つ て し まひ た い 和 
動 に 踊ら れる 場合 等 見 られ る 。 表 性 谷 者 、 君 質 者 、 精 御 病 者 に 於 いて は と の 条 動 
が 宮 行 と な つて 現れ る と と が ある 。 し か し ロ 器 統 六 期 (その 他 の 編成 期 に 交 い て も 同 
様 で ある が ) を 租 定 す る も つと 大 き な 動 機 は 他 に 在 る 。 そ れ は 吾 人 の 詳 種 の 心理 現象 
(正常 的 に まれ 病 的 に まれ ) を 之 等 の 編成 期 に 開 係 せ し め て 読 明 せ ん と する 試み で あ 
り 、 之 赤 精 純 分 析 辱 の 大 き な 特 徴 と な つて ゐる ちる 。 之 が 果して 正しい も の で ある か 否 か 
は 充分 吟味 すべ き 全 値 ある る の で あり 、 本 稿 の 目的 の 大 生 も 其 諾 に 存 す る の で ある 
が 、 順 序 と し て 定 読 を 紹介 し て 行か う 。 先 づ ロ 器 統 裁 期 に 就 い て 言 へ ば 、 娠 人 の 心理 
現象 と し て の 捕 取 (ntrojektion)、 例 へ ば 模 胡 で ある と か 新知 識 の 獲得 で ある と か 信 然 
で ある と か は 口 器 の 機能 た る 摘 取 の 轄 化し た も の で ある と の 訟 明 で ある 。 病 的 現象 と 
し て は 可愛 CMelancholie) の 華 生 周 程 が 放 取 に 基 い て ゐる と の 説明 が ある 。 

第 2 期 は その 後 の 身 個 的 散 閉 に 伴 つ て 起 る 編成 期 で ある 。 即ち 幼児 期 に 入 つ て 肛門 
括約筋 が 績 達し て 来る と 子供 は 排便 を 拒む と と K 興 味 を 紙 え て 来る 。 と の 排便 を 拒む 
の は 沈 ら 《 袋 塊 が 直腸 の 後 端 の 粘膜 を 刺 埋 する と と に 一 種 の 快感 を 覚 を る 篇 だ ら う 、 
丸 溜 め て お いて 一 時 K 排 注 す る の は 肛門 同様 な 据 感 を 興 へ る か ら で あ ら う と 想像 さ 
れる 。 即ち 肛門 が 一 つの 性 感 部 位 と な り 、。 肛門 性 感 を 享 業 する 久子 供 は か いる 行 和信 


ーーーー- 


15) この 第 3 期 及び 此 4 期 を 一 括 し て 性 器 統 裁 期 と し 、 前 者 を 前 期 の 性 器 統 裁 期 Frihe 
genitale Phase) 駐 は 幼児 的 性 器 統 裁 期 Gnfantile genitale Phase)、 後者 を 最 絵 的 性 器 統 裁 其 
(Endgtltige genitale Phase) と 租 す る こと も ある 。 性 器 統 裁 期 に 殖 し 第 1 期 及 び 第 2 期 を 性 器 
筆 裁 期 直 前 の 編成 期 (Pragenitale Organisationsstafe) と 線 杯 する 。 

16) 制 愛着 に 於 ける 括 取 過程 の 賞 例 に 競 い て は 別 載 広 井 数 授 の 論 参 照 。 
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第 3 期 は 男性 の 性 器 だ け 、 即 ち 女 性 に な いて は Khtoris 或 は 架 的 な Penis が 性 的 
編成 の 生 政 を 握 つ て ゐる 時 期 で ある 。 幼児 が Onanie を 行 ふ と と は 我々 の 日 常 目 貞 す 
る 所 で ある が 、 之 は 明か に 性 妖 に 於 ける 性 感 と 稀 し て 差 支 な いも る の で あら う 。 し か し 
成 し た 場合 の それ と は 異 り 、 未 だ 女性 性 器 が 承認 を 受け て わな い 。 と いふ の は 男 晃 
は 未だ 女性 々 器 の 存在 を 信 せ 才 、 女 見 も 恋 や が て 男 兄 の 如く 成長 する で あら うと の 
期待 を 楽 て な い 。 調 は ゞ と の 時 期 に あつ て は 心理 的 に は 男女 の 大 別 が 無く 、 性 器 誠 礁 
の 模様 か ら 言 へ ば 何れ も 男性 で ある 。 や が て 耳 種 の 性 器 が ある と と が 人 彼 等 に 人 刊 つて 来 
る と と ぃ \ に 去勢 コン プレ ックス (Kastratonskomplex) が 生ま る 。 郊 ち 男 兄 に 於 いて は 
それ まで Onanie 或 は 遺 原 に 際 し て 去 勢 を 以 て 困 か され て ゐ た も の が 、 性 の 性 器 を 
認識 する と と に よ つ て 成 漁 を 事 買 と し て 確信 する に 至り 、Penls を 失 ひ は し まい か と の 
不安 、 所 詩 去 勢 不安 (Kastraonsangst) が 生じ 、 女 見 に 於 いて は それ が 、 見 に 此 し て の 
劣等 感 か ら 男 見 の 如く あり た いと の 堂 (Penisneid) と な つて 現れ て 来る 。 之 等 去勢 不 
安 或 は 男根 羨 堂 の 強 さ は Penis 評 全 の 高 さ に 比例 する も る の で あり 、 前 者 の 意 諸 が 深 け れ 
ば 深い 程 第 3 甚 の 想定 が 重要 に な つて 来る 。 然 ら ば と の 示 勢 不安 或 は 男根 衣 刻 は 如何 
な る 意味 を 有 つ も の で あら うか 。 勢 不安 に 吉 い て は 前 幸 c 詳 論 し た し 、 叉 本 例 は 委 人 
患者 で ある か ら 、 と いで は 男根 談 堂 を 放 と し て 送 べ る と と に する 。 女史 に 於 ける 男根 
義 堂 は 賀 際 子 供 を 観 穴 す る と と に よ つ て 確 め られ る 事 買 で ある 。 我々 は 日 常民 を ォ 「 私 
も あい いふ の が 欲し い 」 と 口 に 出し て いふ 女の子 さ べ へ 貞 机 す る 。 精 激 分 本 の 病歴 で は 
幼時 の 嶋 褒 と し て 、 或 は 幼時 の 徐 想 と し て 、 性 的 是 戯 に 於 いて 男 見 の 役目 を 演じ て の 
る 婦人 を 経験 し て ゐる 。 か らい ふ 子 供 は よく 男 の 見 の 眞 似 (遊戯 戒 は 服装 な ど ) も し 
た が る も の で ある 。 し て みる と 女 見 の 男 見 模 條 は 彼女 の 男根 羨 詞 か ら 来 て ゐる と 考 へ 
られ な いと と も な い 。 之 を 推し 進め れ ば 、 男子 講 大 を以て 女 槍 持 張 な り と 信じ て ゐる 
婦人 連 の 運動 も その 根元 は 男根 闘 に あり と 言 ふ と と も で きる 。 か く の 如 き 、 男 性 た 
らん と する が 如き 無意識 的 存在 を 婦人 の 男性 化 コ ンプ レッ クス (MMSnnhichkeitskomplex ) 
と いふ 。 男根 闘 の りー つの 結果 で ある 。 之 と 反 詩 に 女 な る が 故に 劣等 な り と 観念 し 、 徒 
に 葵 縮 し て し ま ふ 女性 も ある 。 之 を 夫 勢 コン プレ ックス に 因 る 衝 経 症 的 反 應 (neurotische 
Reaktion) と いふ 。 正常 の 反 鷹 た る 女性 が 男性 を 思慕 する 過程 も 精 泊 分 析 硝 で は 男根 譜 
刻 に K 結 び つ け て 考 へ て ゐる 。 精 緯 分 析 上 の 経験 が 主として 示 し た 所 に よれ ば 、 異 性 に 
鞭 し て 特別 な 愛 捕 を 覚え を る の は 臣 に 幼時 に 始ま る と いふ 。 之 は 男 見 に 於 いて 特 著 明 
で あつ て 、 母 の 愛 を 狼 占 せん と し 、 母 を 愛せ ん と する 父 を 敵 覗 する 態度 と な つて 現れ 。 


18) 早 佑 ( 長 ) : 営業 報 、 第 昌 人 疹 、Cd 一 66 表 。 
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る 。 乏 を ェ ヂ プス 三角 開 係 (Odipussituation) と いぶ 。 女児 に 誰 い て も 母 に 代 つ て 父 
を 愛し 、 母 を 排 せ ん と する 態度 が 見 られ る ( 之 を ェ レ クト ラ 三 角 開 係 と きい ふ が 、 
通 ェ ヂ プ ス の 名 含め て お く 。) が 、 女児 に 於 いて は 最初 か ら さ うい ふ 態 度 を 示す も 
の で は ない 。 即ち 女 見 も 赤 最 初 は 母 を 愛 然 の 殖 象 C と る 。 之 は 投 胞 、 そ の 他 女 見 の 愛 
欲 を 清 足 させ て くれ ちる も の は 母 で あ る の に よる 。 と の 時 期 は 分 析 肌 上 = エ ヂ プス 前 期 
(pr6dipale Phase) と 呼ば れ 、 と の 時 期 に 居 定 を 残し て ゐる 症例 も ゃ 報告 され て ゐる 。 
扱 て か 程 ま で 母 に 愛着 し て ゐる 女 見 が 母 を 離れ 父 に 向 つ て 行く に は 其 虚 に 女 晃 狼 特 の 
動機 が 無けれ ば な ら な い 。 と の 動 を 分 栃 的 経験 に 基 い て 求め て 行く と 、 珠 期し た と 
と な が ら 女 見 の 夫 款 コ ンプ レッ クス に 存 する と と が 解 つ た の で ある 。 即ち 男根 期 於 
いて 女性 々 器 を 時 し 、 男 性 々 器 に 羨 堂 を 感 地 る と と が 、 母 が か ら の 見 反 と 父 べ の 愛着 と 
の 動機 と な る と 考 へ ら る ぃ に 至 つ を の で ある 。 かく し て 女 見 に 於 いて は 夫 勢 コン プレ 
ックス の 結果 と し て ェ ヂ デプス 開 係 に 入 つ て 行く 。 換言 すれ ば ェ ヂ デプス 期 は 男根 期 の 末 
期 E 相 営 す る と と に な る ろ 。(〈 男 見 に 於 いて は 男根 期 が = エ ヂ ブス 期 の クラ イマ ックス で あ 

り 、 潜 不 安 に よ つ て エ デ ヂ プ ス 開 係 が 油 落 の 途 に つく 。) 谷 婦 人 の 予 供 を 有 ち た いと 
の 願 堂 も る 、 子供 は 男性 を 器 の 象徴 で ちあ る と の 持論 を 以 て 訟 明 さ れ て ゐる 。 か く 《 券 へ 来 
る 時 は 、 去 腔 コン プレ ックス は 精 滞 分 析 悪 の 根底 を な す 條 定 で ある と 言 つて も い \。・ 
と \ 第 3 期 想 定 の 非常 な 重要 さ が あ る 。 

第 8 期 を 過ぎ で て 最終 階 桶 た る 性 器 的 編成 期 に 入る 迄 の 聞 に は 港 伏 期 Latenzperiode) 
言 つ て 性 的 領 向 を 露骨 に は 現さ な い 時 期 が ある 。 と の 期間 は 環境 その 他 の 影響 に よ 
つて 非常 に 差 が ある が 、 大 骨 7ー8 歳 か ら 思 礎 期 まで と 舟 せ られ て ゐる 。 潜伏 期 を 生 
ぜ し め る 動 指 は 勿論 雨 親 その 他 の 者 の 感化 で ある が 、 之 を 術語 で 言 ひ 現 せ ば 上 位 自我 
が 釣 達 する が ら で あ る ら 。 上 位 自 我 は 如何 に し て 組 達 する か と いふ に 、 男 見 に 於 いて ば は 
之 も る 赤 赤 府 コ ンプ レッ クス KK 開 係 し て 説明 され る 。 即ち 夫 替 不安 の 信 に 男 見 は 性 的 な 
と と を 放棄 する 至る の で ある 。 女 見 に 於 いて は 示 勢 不安 が 無い か ら 甚 だ 朗 明 が し 
くい ぃ な つて 来る が 、 今 の 所 愛情 喪失 の 不安 (Hiebesverlustangst)、 乳 ち 保護 者 か ら 愛 し 
て 貰 へ な いと と を 怖 れ ちる 最も 効 稚 な 不安 を 以 て 設 明 され て ゐる 。 か く の 如 く 女 喝 に 於 
ゆい て は 性 的 な と と を 禁止 すべ き 有 有力 な 動機 が 讐 け て ゐる 。 之 が 女性 を し て 永く 性 の 肝 
絆 か ら 脱 却 せ し め な い で お く 原 因 で あり 、 浴 伏 期 に 入 つ て も 、 男 見 と 異 り 、 肌 性 化 
(Desexualisierung) の 龍 力 低く 、 年 長 の 男性 に 圭 し て 切 或 的 な 基 度 を 示し ( 無 邪 無 な 





ーーーーーー ーー ニーーー- 一 ーーーーーー 


19) Feqichel 0. : 1.c. S. r9. ' 
20) 光 も 男根 義 望 設 の 一 部 は フロ イド 自身 で も 不 完全 な こと を 認め て ゐる が 。 (Neue T'olge 
dcr Vorlesqmgen、S. TS88: Ges、Schr. Bd. V, S. 4s9.) 
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形 。 十 へ る と いつ た 程度 の も の で あら う が ) 所 詩 感 傷 愛 (の irtichkett) と し て 之 を 思 
春期 まで も 持ち 越す の で ある 。 感傷 愛 は 目的 達成 を 阻止 され た (gielgehemmt) = ェ ヂ 
ブス 的 衝動 で も る と 稽 せ られ ちる 。 

ドド ーー PP ンー・ 
で あら ね ば な ら め ぬ 。 と の 最終 階 様 た る 性 器 的 編成 期 に 就 い て は 多く を 語る 必要 が ある 
まい 。 


b) 本 例 K 於 ける 考 祭 


” 本 例 の 症状 か ら 、 又 性 格 上 の 特徴 か ら 、 と の 患者 が ロ 器 性 感 乃至 日 器 統 坊 期 に 深い 
開 係 を 有 つ と は 考 へ られ め 。 

之 に 反し 肛門 性 感 と サ ヂ スム ス に 就 い て は 論 ぜ ら る べき と と が 澤山 ある 。 先 づ 是 者 
は 本 病 艇 病後 人 混み の 中 な ど で coitus a tergo の 感じ を 持つ た と 言 ひ 、 犬 恐 舌 症 に 於 
いて は 後 か ら 前 法 を か けら れ は し まい か ( 抑 ち 犬 の Begattung の 如く 《 ) と 居れ 、 丸 物 
を 持つ た 男 が 後 ヒ 上 居る や うな 所 が し て な ら な いと いふ 。 即ち 性 的 行 含 に は 「 後 方 か ら 」 
と いあ 特徴 が 結び つい て ゐる と と は 肛門 性 感 に 開 係 が あり さ う に 思 は れる 。 丈 に 患者 
の 性 格 に 九 帳面 、 音 鞭 ( 偽 約 )、 我 代 の 所 詩 肛 門 性 格 を 備 べ て ね る と と は 、 定説 に よ 
つて 肛門 性 感 へ の 周 定 を 想 は し め る 。 又 恵 者 は 偏見 を 打 切 る 近く に 於 いて 「 長 男 が 大 
便 し て 来 を 後 で 其 虎 へ 大 便 し < 行く の は 、 大 便 と 大 便 と が 角 る や うな 気 が し て 雄 だ 」 
と いふ と と を 、 非常 な 時 踏 の 後 で 「 ま と と に お 恥 し いと と で す が 」 と 冒頭 し て 打 明 け 
た と と が ある 。 患者 に と つて 長男 が 性 的 百人 象 で も ある と と は 交 の 無い 所 で ある が 、 そ の 
待 象 の 一 部 と 状 便 を 以 て 角 れ 合 ふ と と に 、 他 の 性 的 事象 に 暫 す る と 同様 の 態度 を 以 て 
了 区 むと と は 、 糞 便 も 赤 性 的 意義 を 有 つ て ゐる と ょ と 考 へ られ る 。 と すれ ば 似 便 の 供給 所 (と 
心理 的 に は 考 へ られ る ) た る 肛門 に も 性感 部 位 た る の 役割 を 負 は せ て も いい か も 知れ 
な い 。 更に 夢 (11) CK 於 いて 肥料 溜 か ら 子 供 が 軸 て 来る の は 、Scheide ょ 肛門 と が 混同 
され て の ゐる と の 解 査 を 許す か も 知れ な い 。 

し か し 仔細 に 吟味 し て みる と 、 夢 に 肥料 溜 が 現れ て 来 た の は 唯一 回 で あり 、 そ の 他 
50 近く の 夢 に 、 そ れ ら し い の さ へ 見 つか ら ぬ と いふ と と は 、 と の 夢 K 於 ける 畑 便 を 
軍 胃 証する と と を 忠 踏 せしめ る も の で ある 。 むしろ その 他 の 愛 C 属 井戸 、 池 等 が 現 
れ て の る か ら 、 と の 芝 に 現れ た 肥料 溜 は 時 に 一 つの 天 険 な 箇所 と 考 へ て お きた い 。 長 
男 が 其 虚 に 陥 ち て 再び 上 つて 来 た と いふ 所 を 分 既に 開 陸 せ し め て 考 へ る と と の 可能 性 
に 就 い て は 既に 詳 論 し た 所 に 従 ふ 。 長男 の 袋 便 に 自分 の 葉 便 が 角 る の が 嫌 だ と いふ と 
ょ も 、 他 の 午 で 糞便 が 大 き な 意 味 を 有 つ と と が 訟 明 さ れ て ゐる 場合 な ら ば いさ 知ら 
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之 だ け で は や は り 長 男 の 方 が 問題 な の で あつ て 、。 そ れ に 糞便 が 結び つい て 來 を 契機 に 
覧 いて は や は り 誇 明 の 材料 が 在 足 だ と いふ より 他 は 無い 。 (11) の 夢 と いひ 長男 の 状 
便 が 同 題 と な つた を た と と と いひ 、 之 等 の 話題 が 分 栃 操作 の 比較 的 後期 に 出 て 来 た と と は 
も つと 操作 を 績 行 し た な ら ば 誇 明 の 材料 が 集 つ を た か も 知れ ぬ と の 感 を 深 う 性 し め る 。 
先 を 績 け よ う 。 性 格 に 肛門 性 格 が 見 られ る と いふ と と か ら 本 例 C 肛 門 性 感 へ の 財 定 を 
優 定 す る こと は 、 目 下 の 余 の 立場 か ら 言 へ ば 逆 な 行き 方 だ 。 余 は 、 緒言 に も 逃 べ た 通 
り 、 定 説 を 買 例 に よ つ て 吟味 し た い の で ある か ら 、 効 見 の 肛門 性 感 の 事 帝 を 詩 明 し 、 
か うい ふ 資 例 が 多 敷 集 ま つ た 所 で 肛門 性 格 成立 の 読 明 を 吟味 し て みた い の だ 。 所 が 串 
者 が 幼時 肛門 性 感 姓 で あつ た か 否 か は 患者 の 記憶 に 無く 、 駐 近親 者 か ら 知 る 術 $ 無 か 
つた 。 従 つ て 肛門 性 格 と 肛門 性 感 と の 開 係 に 就 い て は 、 本 例 の 開 す る 限り 何と も 決 括 
し か ね る 。 最後 に 「 後 詞 か ら 」 と の 特徴 で も る が 、 本 例 に が いて は な る 程 「 後 廊 か ら 」 
印 ち 「 有 記 門 へ 」 と 巻 へ を い 所 で ある が 、coitus a tergo の 感じ と いひ 、 犬 の 如き Modus 
と いひ 、 部 位 は 決し て 肛門 で は な く Vagma で ある 。 部 ち 肛門 性 感 と すべ き で は な く 《 
義 派 な 性 徐 性 感 で も る 。 し か し 症状 に 於 いて は 部 位 が 明示 され ず 、 単 に! 後志 か ら 」 
よ な つ て ゐる と と は 、 肛門 性 感 の 特徴 が 現れ つい ある も の で ある 。 要する に 本 例 に 於 
ける 性 格 或 は 症候 の 特徴 の 上 KC 肛門 性 感 か ら 由 来 し て ゐる と 思 は れる 現れ は 、 性 格 中 
に 所 講 肛 上 門 性 格 が 見 出 だ さ れ た と と と 、「 後 詞 か ら 」 と いふ 貴 に それ に 近い 特徴 が 示 
され た に 包 ぎ な い 。 「 
サ ヂ スム スス が 本 例 の あら ゆる 方 面 に 浸潤 し て 居る と と は 極め て 胃 抽 な 事 軟 で ある 。 
患者 が 小 い 時 か ら 所 調 「 き か な い 」 子 で る り 、 長 じ て は 好 ん で 琉 物 を 用 ひ 、 子供 を 項 
し く 《 折 横 し た り し た と と は 病歴 に 明か で ある 。 現在 の 顔貌 に も 残 奴 性 を 想 は せる も の 
が ある 。 症 汰 の 上 で は coitus を 「 斬 る 」 と いふ 銀 徴 で 現し て 居り 、 文 績 病 直 前 、 凌 
愛 事件 と いふ と 眞 先 に 刺傷 事件 を 錦 想 する と と は 、 サ ヂ ス ム ス と いふ 素質 と 必然 的 な 
因果 開 係 が な ある と と を 信 ぜ し め ち る に 充分 で ある 。 余 は と の 素質 無く ん ば coitus が 区 
玖 性 を 油 び た 形 で 現れ て 来る と と は 無 か つ た で あら うと 考 へ ちる も の で ある 。 何故 サチ 
スム ス が か くも 優勢 に な つた も の で あら うか 。 と の 環 に 開 し て は 人 角 質 (Konstitution ) 





21) 人 て 或 下宿 恒 の 詩 尋 が 下宿 人 と 通じ 恵 傷 沙汰 に な つた 事 何 が あつ た と の 追想 は 、 性 的 
な も の ょ 丸 傷 と を 結び つけ る 好 條 件 で ある が 、 玖 物 恐 頂 症 に あら うい ふ 追 想 が つき も の だ ょ は 考 - 
へ られ な いか ら 。 こ の 追想 を 以 て 本 例 の 動 後 を 説明 する こと に は 一 般 性 が 無い 。 と いつ て この 
追想 が 本 例 に 無 意 味 で ある と いふ の で は な い 。 - む し ろ 非 常に 有意 義 で ある と 孝 へ る 。 た で ゞ 有意 
義 な らし め た 素因 を し て サ ヂ スム ス を 認め る の で ある 。 講 は ゞ この 追想 は サ ヂ スム ス と いふ. 素 
質 と 相 侯 つて 重 覆 限定 (Uberdeterminierang) の 因 子 を な し て ゐる ょ 孝 へ る の で ある 。 
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多 ち どうじ て も 説明 の つか め ぬ 要 素 が 一 役 買 つて ゐる と と は 認め ね ば な ら ぬ が 、 上 患者 の 
災 が 残 妨 性 を 和 帯び た 性 格 の 持 主 で あつ を た と と を 想起 すれ ば (普通 之 は 遺 偉 と 解せ られ 
らち が 、 幼 見 に 及ぼ す 環 境 の 影響 が 重大 な と と を 知れ ば 、. 遺 偉 だ な け で は 片付け られ 史 癌 
題 で ある 。) 父 と の 同一 定 (Identifzierung) に よ つ て サ ヂ スム ス の 優勢 を 読 明 する 可能 
性 も 生ま る 。 何故 移 と の 同一 症 が 起 つ を か 、 之 と エ ヂ デプス * ュ ンプ レッ ゥ クス や 夫 勢 ュ 
シプレ ックス と の 開 係 は どう な る か 等 問題 は 百 軸 し て 来る が 、 と の 肛 の 所 は 余 の 知識 
も 経験 も 條 細 で あり 、 も つと 研究 を 積ん だ 上 で 改め て と り 上 げ て 論じ て みた い 。 

』 第 三 に 本 例 に 於 けろ 男根 統 裁 期 を 見 よう 。 患者 は 183 一 4 蔵 の 頃 女 友 人 の 性 器 を 見 
て 「 み つと も な い 」 と 感じ た と いふ 記憶 を 存 し て ゐる 。 と の 考 は 今 で も 有 つ て ゐる 。 
だ か ら 娘 に も 極力 了 す や うに 注意 する が 、 娘 は それ を 守ら な い の で 憎 ら し く な る と い 
ぶ a 他方 男性 々 器 に 封 し て は 、 そ の 伴 ら ざる 告白 に 於 いて は 「 そ の 形 の ま ヽ で 欲し た 』 


と 半 べ 、 小 見 期 に は 性 的 宮澤 に 於 いて 女 友達 を 相手 と し て aktv な 役割 を 演じ た と い 


ふ o 之 等 は 患者 が 幼時 男根 期 的 誤 業 に 陸 り 。. 長 し 上 て 何 そ れ を 乗 て な いと と を 現す も の 
と し て 舞 ふ 魚 地 無き 所 で ある 。 休 病 無 の 経過 中 恐 也 症 の 内 容 に 畿 化 が 超 り 「 現 物 を 以 
て 人 を 傷 け た い 」 術 動 に 嘱 ら れる と 共に 「 さ うい ふと と が あつ た ら 大 笑 だ 」 と 恐れ る 
や うに な つた と いふ が 、 と の 恐怖 症 の 内 容 を 象徴 され な い 形 で 言 ひ 現 せ ば 「Tenis を 
以 て aktv な 役割 を 演じ た い 」 演じ た ら 大 疑 だ 」。 と な り 、 と い \ に る も 定型 的 な 男根 革 
詞 の 現れ を 見 る の で ある 。 本 例 に 於 いて 男根 統 裁 期 を 候 定 する と と は 、 恐 衝 症 の 中 心 
を 廃 明 する 手段 と し て 鉄 《 べ か ら ざ る も の の や うに 思 は れる 。 

炊 に エ ヂ プス * コン プレ ックス は 和 燥 何 。 患者 の 記 境 に よれ ば や ヽ 長 じ て も 父 に 習 じ 
恐 頂 を 感じ 、 母 習 し 愛情 を 示し て ゐ お た や う で ある 。 し か し その 他 の 血族 如 開 係 
zestsituation) に 於 いて は posiiv な 開 係 を が し て の る や う で ある 。 し か し 有 之 % 仔 引 
松 し て みる と 果して 眞 の 血族 女 的 前 験 一 一 印 ち 性 別に よる 愛知 か ら 績 し た 行 食 一 一 と 
言 へ る か 和 否 か 疑問 で ある 。 何と な れ ば 愚者 は 他 の 女 友 人 と の 間 に も 性 的 悪 載 を 行 つて 
ゐる から 、 蛍 に 性 器 に 於 ける 性 感 を 享 業 す る 角 の も の で あり 、 抑 ち 男 根 期 的 行 師 と も 考 
へ 得る か ら で あ る 。 も し 友信 と の 同性 女 的 行 師 に 失 堂 し て 兄弟 を 揮 去 や うに な つた と 
いふ と と が 病歴 に 於 いて 明か に 示さ れ て 居れ ば 、 と の 血族 姦 的 行 信 が 大 い に 意 味 あ る 
で 女 見 は 去勢 コン プレ ックス の 結果 と し て = ェ ヂ プス 開 係 に 入 つ て 行く 」 と の 條 定 を 富 
誠 す る 上 に 於 いて も ) も の に な つて 来る が 、 本 例 に 於 いて は と の 間 の 事 捕 が 全く 不明 
22) = デア プス 要衝 と 難 も 一 つの 二話 家村 係 で ある 。 し か し 普 骨 後者 人 前 者 を 除外 し た も の 、 


師 ち 主として 同胞 聞 の 開 係 を いぶ 、。 ころ 小 味 に 於 ける 血族 誤 開 係 の 締 引 音 成 立 に 対す る 意義 は 
勿論 エ ヂ プア ぇ 隔 係 と 同一 で ある 。 pd “ 
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で ある ち 。 (こい に も 患者 が 鈴 り に 老年 で ある と の 堪 が 深 w。) 従 つ て エ ヂ プス * ュ ンプ 
レ クス 心 到 血 族 切 コン プレ ックス の 誇 明 は 後 年 の 愛情 開 係 か ら 聞 接 的 に 求め る より 他 
は 無い 。 「 “ 合計 
. 本 恵 者 は 所 調 「 男 燃 ひ 」 で あつ た 。 思 春期 に 入 つ て 何 異 性 に 圭 し 雄 忌 の 情 を 以 て 了 臨 
むと と は 正常 の 現象 と は 言 へ い 。 余 は 之 は (愚者 は 同性 愛 者 で も な いや うだ か ら ) 反 動 
で ある と 観る 。 即ち 幼時 に 性 的 活動 が 太 で あつ た 結果 、 潜 供 期 (C 入 る に 及 ん で 反動 的 
に その 活動 に 習 す る 嫌 忌 感 を 生じ た も の と 考 へ る の で ある 。 本 例 に 於 いて は 、 な る 程 
効 時 の 性 的 活動 は 雨 性 的 で も つた 。 し か し 結果 か ら 観 る 時 は 、 そ の 中 の 男性 的 活動 が 
克服 せら れ 、 文 性 的 活動 だ け に 統 : 油 せら れ 、 そ れ が 意味 を 有 つ に 至 つ た も の と 考 へ ざ 
る を 得 な い 。 不明 な の は 男 任 的 活動 が 克服 され る 過程 だ け で ある 。 患者 が 結婚 生活 
於 いて 消極 的 で も つた と と も 「 男 砂 ひ 」 と 同様 に 解 粗 され る 。 殊 に 夫 と いふ も の は 極 
め て 近親 た 団 係 を 有 つ も の で あり 、 と の 意味 で 第 二 の 多 、 第 二 の 見 と し て 心 混 に 存 す 
る も の で あら ( 殊 に 本 例 に 於 いて は 父 も 短気 、 夫 も 短所 で も つた か ら 吊 考 は 同一 腕 き 
れ 易 い ) か ら 、 結婚 生活 区 於 いて 消極 的 で あつ た と と は エ ヂ プス * コン プレ ックス の 
反動 的 表現 と し て 考 へ る の K 好 都合 で ある 。 休 夫 の 死後 現在 の 土地 に 記 つ て 來 て 第 一 
に 感じ た と と は 血族 の 者 が 旨 て 加 者 CK 軒 し て 冷淡 で ある と の 印象 で も つた 。 に も 係ら 
地 愚 者 の 本 心 を 聞い て みる と 、 怒 む 気 持 は 母 、 妹 、 嫁 に 肝 し て の み 向 けら れ 、 尼 に 
守 し て は 宮 大 な 区 度 を 示し て ゐる 。 み ェ デ デプス 三角 開 係 乃至 血族 婦 的 開 係 の 名 残 で な 
く て 何で あら う 。 華 病 前 後に 於 ける 男性 芝 短 は 、 調 は ヾ 「 男 語 ひ の 病 的 区 診 張 き 
た も の で ある ち 。 就 四 長男 ic 百 す る 心 的 態度 は 、 血族 女 コ ンプ レッ クス の 病 的 復活 で あ 
る 。 か く の 如 く 本 例 於 いて は 、 芝 時 に 於 ける エ ヂ デブ ス 隔 係 成立 の 模様 は 不明 で ある 
が 、 後 年 の 愛情 華 係 か ら す れ ば 、 ェ ヂ プ ス * コ プレ ックス 導 至 血族 六 コ ンプ レッ クス が 
未だ 解消 され 才 、 面 も それ が 病因 と し て 天 い に 意味 ある と と を 知る の で ある 。 

本 例 に 於 ける 潜伏 期 は 比較 的 蔽 然 と し て ゐる 。 急 ち 12-3 歳 の 頃 性 的 事象 に 肝 し 
て 妃 感 を 生じ て 居 た と と は 、 そ れ ま で 性 器 的 (男根 期 的 及び 最終 期 的 ) 生活 に 民 つ 
て ゐ た こと に 装 し 療 し い 圭 棒 を 示す も の で あ ち 。 かく の 如き 事 宮 を 反動 形成 Reskt 
onsbildung) と いふ 。 面 も 本 例 C 於 いて は 性 格 の 上 に まで それ が 現れ て ゐる こと と は 注 
目 エ 全 す る 。 し か し 結果 は 反動 形成 c 目 り 、 昇華 Subimierang) 乃至 脱 性 化 て Dee 
xualisierung) に 至 つ て 居 な い 。 逐 は 何 に 山 る の だ ら う 。 や は り 女 性 に 於 ける 示 菱 不安 の 
如 一 一 男性 区 於 ける 夫 大 不 安 の 重要 さも 、 余 に は 何 導 問 な の で ある が 一 一 に 師 す べ 





23) 我 國 の 吾 語 で も [いも せ .」 と いふ 、 で は な いか 。 
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き で あら うか 。 逐 等 の 問題 に 庄 い て は 多 敷 の 綴 験 を 供 つ て 改め て 吟味 する と と に する 。 
_ 車 者 の 性 欲 が 最 的 性 器 統 表 期 に まで 策 達 し て ある と と は 明か で ある 。 軸 者 の 性 生 
活 は それ を 誇 明 す る 。 女性 の と の 階 稀 に 於 ける 特徴 は 受動 性 (Passivitat) を 示す と と で 
ある が 、 症候 算 現 の 最初 「 刀 物 を 以 て 斬ら れ は し まい か 」「 危 害 を 振 り は し まい か 」 

「 動 物 に 何 か さ れ は し まい か 」 と 恐れ た と と は まだ この 特徴 を 保存 し て 居る も の と 言 
へ ちる 。 arc de cercle が 北 疲 され た coitus の 受動 的 行 矢 の 表現 で ある と 人 解 さ れ た と と 、 

種々 の 身 科 症状 が 不安 玉 経 症 の 症候 格 一 一 それ も arc de cercle と 同義 に 解 さ れる 一 一 
の 一 都 ち らし いと と は 、 本 例 が 最終 的 隆 稀 まで 融和 達し た リビドー に よ つ て 成立 し た も の 
で ある と と を 府 明 する 助け と な る 。 


4) 病名 六 C 本 病 の 構 息 


_ 本 病 の 最も 原始 的 な 解 租 は 、 負 因 者 ( 愚 者 の 父系 か ら も 母系 か ら も 精 環 病 者 を 出 し て 
ゐ ら ち 。) K 来 戸 紅 追 綴 症 で も ある と な す と と だ ら う 。 し か し それ は 本 病 の 構造 を 論じ 
た も の で な く 、 事 買 を 記載 し た K 過 ぎ め 。 近代 の 細 症 の 病理 情 は 、 因 より 上 果 に 至る 
道程 を 記載 する より は 、 共 虎 に 行 は る ヽ カ 避 的 開 係 (Dynamik) を 論じ 、 そ れ に よ つ 
て 生ずる 心 的 局所 開 係 CTopik ) と 力 の 量 的 開 係 (Okonomik ) と を 観察 する と と に 重 
嘆 を 置き 、 以 て 疾病 の 構造 を 盆 々 細 に 盆 々 有機 的 に 解 租 し よう と 努 む る に 玉 つ た 。 
精 緯 分 析 了 避 で は 、 精 講 記 才 近 印 ち 精細 性 に 成立 する 緯 経 症 (Psyehoneurose) の 成因 を 
炊 の や うに 考 へ て ゐ 58 . 
絶 症 の 原因 = リビドー 人 ょ る 素因 十 偶 贅 的 (外傷 的 ) 幅 験 


作 的 和 質 幼時 の 器 酸 
の 科 


印 ち 或 人 が 心 的 外傷 を 受け る ょ 衝 々 の 反 鷹 を 起 し て 来る が その 反 鷹 の 模様 は 一 に 性 
格 そ の 他 の 素因 に 開 つ て ゐる 。 然 ら ば その 素因 は 如何 に し て 生じ た か と いふ に その 一 
部 は 確か に 先天 性 の も の ( 鯉 質 ) に よる だ ら う 。 し か し 先天 性 の る の と 限ら ちら れ た わけ 
で は な く 、 そ の 人 の 生活 喝 を 幼時 まで 遡 つて 調べ て みる と 後天 性 の 要素 を 看過 する と 
と が で きめ ぬ 。 更に その 後天 性 の ゃ の を 詳し く 調 べ て みる と 、 そ の 後生 は 幼時 の 骸 験 の 
反復 或 は 反動 (勿論 雨 者 の 混合 或 は 移行 が 多い で あら う が ) に 他 な ら ぬ こと を 知る の 
で ある 。 抑 ち 之 ま で 普通 素因 と 考 へ られ て ゐ た も の の 中 に は 、 皿 は 結果 が 泥 つ て ゐ た 


23) Freud, S. : Gcs. Schr. Bd. VII S. 376. 
25) 外傷 を いふ と 瞬間 的 に 働い た も の を いぶ ふ や う に 聞え る が 、 と ゝ で いふ 、 外 傷 と は 人 生 ら の 行 
路 に 横 は る 障 旭 物 と いふ が 如き 魔 義 の も の で ある 。 
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と と に な る 。 と の 混 入 物 を 除去 し て みる と 、 素因 と し て は 先天 性 の も の て 効 時 の 嶋 験 
と だ けし か 到 ら ぬ と と が 和 制 る 。 細 時 の 生活 更 の 何 農 まで が 先天 性 の も ゃ の で 財 来 上 つた 
も の か 、 ど と まで を 後天 性 の も の K 忠 すべ き で ある ちか は 到 席 分 析 し 得 な た い 所 で あり 、 
と ヽ に 雨 者 を 合 し た も の を 素因 と し て 考 ふ る に 至 つ た 。 分 白肌 上 の 経験 た よる と 、 輝 
綴 症 の 際 の 心 的 外傷 は 纏 て 性 的 事件 (少く と る 性 的 な 事 に 司 元 し 得る 事件 ) で ある 。 
従 つて 幼時 の 航 験 区 於 いて も 性 的 骨 験 が 重要 語 さ れる 。 詳し 《 言 へ ば 、 前 癌 (に 逃 べた 
如く 、 天 人 は 幼時 に 種々 の 性 的 編成 期 を 綻 て 来る が 、 そ の 中 の 或 時 期 が 営 人 に と つ で 
特に 快適 で も つた 場合 に は (特に 快 適 な らし め る 條 件 は 光 天 性 の も ゃ の と 後天 性 の ゃ の 
と に 係 つ て ある ) その 人 は 永く その 階 桶 に 止 る か 、 或 は 一 是 其 虎 を 立ち 去 つ て も 何 か 
不 人 な 事件 に 遭遇 する と 再び 其 虎 に 戻 つて 來 易い 危険 に 喉 さ れ て る わけ で ある ち 。 か く 
の 如き 場合 に は その 人 は その 階 稀 に K「 央 定 し て わる .」」 (fiert) と 詩 ひ 、 その 階 和 を 周 
定 路 (Fixatonsstelle) と いふ 。 か くし て 外傷 に よ つ て リビドー が 営 面 の 事件 を 離れ た 
場合 に は 、 効 見 的 な 手段 に よ つ て 清 足 を 得 よ うと し 、 症候 の - 上 に 種々 の 大 定 由 の 特徴 
を 現す や うに な る 。 と の 過程 を 退行 (Regression) と 名 づく 。 か うい ふ 考 へ 方 に 基 い て 
前 記 の 如き 公式 が 生じ て 来 た の で ある 。 素因 の 中 後天 性 の も の を も 算 へ 入れ た と と 
は 締 経 定 の 了 防 と し て 幼 時 の 施 育 (環境 の 影響 ) を 軍 要 定 せ し め る も の で あり 、 分析 
情 の 一 つの 大 き な 交 献 で ある 。 

導 て 素因 を か く 考 へ 来れ ば 、 汗 経 症 の 病名 は 素因 の 如何 に よ つ て 命名 する と と が 最 
も 合理 的 で ある 。 衝 に 開 し て は 経験 上 虹 机 病 は 口 器 統 裁 期 に 、 強 追 経 症 は 肛門 * サ 
Se 
ンプ レッ クス ) に 固定 が ある と の 冶 論 が 得 ら れ て ゐる 。 

と い に 計 ふ モ ステ リー と は 、 精 州 的 苦 層 が 身 骸 的 苦悩 に 韓 換 し た と 考 へ ら る ヽ 韓 換 
モス テリ ー (Konversionshysterie ) よ 、 身 側 症 汰 を 臣 す る 代り KC 不 安 を 生じ て 来る 不安 
と ステ リー (Angsthysterie) と の 二 つ を 指す の で ある が 、 前 者 は し ば らく 指 き 、 不 安 モ ス 
テリ ー に K 逐 い て 少し く 逃 べ て お か な けれ ば な ら ぬ と と が ある 。 抑 も 不安 モス テリ ー 
と は 油 居 症 の 或 場 合 に 附 せ られ た 精 詞 分 析 硝 的 病名 で あり 、 そ れ が 緯 経 症 列 に 於 ける 
位置 は 弾 迫 邊 経 症 に 属 せ し て ヒス テリ ー に 属す る も の と せら れ て ゐる 。 その 根 拓 は 
如何 。 そ れ を 論 地 る 代り に 強 半 宮 経 症 及び と ステ リー の 特質 を 列 香 し よう 。 寺 づ 刷 者 
共 そ の 古 候 は 本 能 の 活動 と 之 を 抑 訂 す る 力 と の 精 迄 東電 か ら 来 る 委 協 産物 で ある 。 衝 
血 で あがる 故に 本 能 活動 の 滞 足 の 現れ (但し 緒 打 さ れ て の ) も 見 られ る し 、 徐 前 、 防 





26) Feqichel, 0. : 1. c. S. 21. 
27) Femiche, 0、: 1. c. S. ior 一 ioS. 
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衛 、 財 罪 等 の 意味 も 加味 され て ゐ る 。 し か し 財 経 症 は 区 の 諸 箕 に 於 いて 異 つて の る 。 
- 1) 抑 礎 さ れ て 症候 を 形 作 つ て ゐる 表象 内 容 は 、 強 追 御 経 症 に 欠い て は 意識 され て 
の る 。 例 へ ば Onane か ら 紅 追 閣 経 症 と な つた 場合 で も Onane を や つた と いふ 記憶 
を 立派 C 存 し て ゐる 。 た ぶ ゞ Onanie に 開 する 表象 が 症候 C 強 つた を の だ と いふ と と が 意 
識 さ れ な い だ け の と と だ 。 之 に 反し ヒス テリ ー で は 表象 内 容 が 意識 の 均 外 I に 追 は れ て 
ゐる 。 例 へ ば 性 的 然 記 に 区 を て ゐる と い ょ ぉ ふ 、 と と が 営 人 に は 祭 付 か れ て ゐ ね な い の だ 。 と 
の 意識 範 園 が 強 括 汗 総 症 で は 廣 く 、。 モ ステ リ 1 で は 狭い と いふ と と が 雨 者 の つの 重 
要 な 差 で ある 。 
の Mc 大 侯 は 交 協 の 産物 で ある と 言 つた が 、 と の 交 協 成立 に 際 し て 可 近 癌 経 迷 で は 
防衛 、 賠 罪 の 意味 が 強い が 、 モ ステ リー で は 浦 足 の 意味 が 識 い 。 例 へ ば 洗 汐 絢 辿 は 悪 
心 に 習 す る 沼 め と 解 租 され る し 、 と モス テリ ー 弓 は coitus の 送 行 を 意味 する 。 

3) 例 へ ば 同じ く 強 迫 性 恐怖 と いつ て も 、 モ ステ リー の 場合 に は 外部 か ら 危 害 が 加 
は り は し まい か と 恐れ る に 反し 、 弾 追 御 経 症 な ら ば さ う いふ 危害 を 自分 が 他人 に 加 べ 
は し まい か と 恐れ る 。 多 ち 強 追 泊 経 症 に 於 ける 恐怖 の 怪 象 は 外部 に 存する の で は な く 
内 部 に 存する 。 勿論 無意識 界 に 立入 つて 券 へ れ ば 、 ヒ ステ リー も 赤 内 的 危 際 を 芯 れ 
る の で ある が 、 症候 の 上 で は 外 物 麗 随 で ある 。 (と ょ に も 意識 範 園 の 廣 さ が 開 聴 し て 
来る 。) か く の 如 く 症 候 が 内 部 の 過程 に 開 し て 起 つ て ゐる 場合 を フェ ニッ ヘル は 「 肉 
攻 」(Verinnerlichung) と 呼ん で ゐる 。 内 攻 が 大 きい と と は 上 位 自我 が 或 意味 C が いて 
紙 く 働 の e て ゐる と と を 現す 。 2). に 述べ た 贈 罪 の 意味 が 強い と と も さ う で ある 。 と の 
上 位 自我 の 役目 が 題 若 に 現れ て ゐる と いふ と と ぁゃ る 弾 把 和 経 症 を モス テリ ー か ら 蛋 別 す 
る 重要 な 手 頻 で ある 。 上 

4) と ネ テ リー の 症 侯 人 は 和 記 で ある と 同時 lc 滞 足 で ある ( 物 へ ば と ステ リー ら )。 吾 
握 邊 経 症 で は 、 清 中 を 意味 する 症候 と 賠 罪 を 意味 する 症候 と が 変 世 に 速 か に 現れ て 来 
る 。 本 例 の 如 ぐ 「 斬 り た い 」 衝動 と それ を 防 術 す る 意味 の 症候 と 区 悩ま され る 場合 は 
その 好例 で ある 。 強 追 牌 経 症 に が が ける 二 時 性 (の wezeitigket) も 赤 ヒ ステ リー に 於 け 
る 同時 性 (Glechzeiigkett) に 圭 し 、 柄 者 の 差 を 認め し むる 重要 な 手段 を 旦 供する も 
の で ある 。 
~ ち ) し か し 何と 言 つ て も 雨 者 の 根本 的 な 差 は その 訂 定 購 の 半 に 赤 る と の 詳細 は 前 
K 逃 べ を 。 

6) 強 所 午 経 症 者 の 性 格 に は 反動 形成 が 著 明 で ある 。 印 ち 過度 ic 道徳 的 (Qbermo- 
rmalsch) で ある 。 ヒス テリ ー 皿 者 に も 反動 形成 は 見 られ る 。 例 へ ば 憎い 人 を 却 つて 愛 
する が 如き 。 し か し ヒス テリ ー の 場合 に は 、 そ れ は 一 つの 将 象 に 限ら れ て ゐる か 、 或 
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上 和 二 PS 
ち 」 と の 、 抑 ち 性 格 上 の 反動 形成 で ある 。 .~ “ ! ' 

光村 泊 抽 生れ: 
る 。 等 々 。 

用 圭 の 端 を 考 太 し て 一 般 池 を 争 る と 、 多く の 情 導 は 拍 和 的 性 懲 か ら 矯 す る 
も の で あぁ ) 、 と その他 の 各 (C 於 いて で も ヒス テザー の 特徴 を 多く 挫 へ で て ゐる か ら 、 - 之 は と 
ステ サリ サー に 属 せ し め る の が 合理 的 で も ある と せら る ょ に 至 つた 。 とい に 多く の 恐怖 症 c 
凌 し て 不安 ヒス テリ サー と いふ 病名 が 附 せ らち れ た 根 辺 が ある 。 「 

) 麗 て 本 例 に 於 ける 丸 物 肌 居 症 並 に その 他 の 恐怖 症 は ヒス テリ ー 性 の も る の で あら うか 
強 追 御 経 症 に 司 す る $ る もの で あら うか 。 それ を 決定 する 和信 に 、 前 記 の 雨 者 大 別 の 方 針 に 
従 つて 欧 の 諸 嘩 を 吟味 し て みよ う 。 

=) 所 さ れ た 表象 内 容 は と の 場合 に は coitus 願 堂 で ある 。 患者 は 「 大 機 じ es と 
思 つ を た と は いふ が 、 再 婚 友 など と は 考 へ た と と も 無い し 、 ま し て 長男 や 下宿 和信 を 再 象 と 
し て と は 絶 装 に 考 へ を と と が 無い と いふ 。 そ の くせ か な り 鍛 朋 な 夢 を みた り 、 下 宿 人 
の Erektion を 計 想 し た り 、 長 男 lc 統 り つき た い 特 動 c 涯 られ た り し て ゐる 。 逐 等 は 
表象 内 容 が 抑 礎 され て ゐる と と を 現す 。 郊 ち モ ステ リー の 特徴 で ある 。 

2) 症候 が 防衛 を 多く 意味 する か 、 清 足 を 意味 する か と いふ 貼 に 開 し て は 、 恐 届 症 

で ある か ら 防 衛 の 意味 が 強い と と 勿論 で ある 。 と の 跡 か ら 言 へ ば 強迫 衝 経 症 の 症候 と 
言 へ る が 、 浦 足 、 防 術 を 球 を する の は 韓 換 と ステ リー の 場合 で あつ て 、 不 安 モ ステ リ 
ー に 各 い て は と の 尾 別 の 標準 は あて は ま ら な い 。 
- ③) 症候 の 内 攻 と いふ 農 か ら 言 へ ば 、 本 例 の 騙 物 恐 頂 症 は 「 斬 られ は し まい か 」 と 
の 内 容 を 有 つ 聞 が モス テリ と 性 の も る の で あり 。「 斬 り は し まい か 」 と な る に 及 ん で 問 
人 御 経 症 の 症状 に 疑 つた も る の で ある と 言 は ね ば な ら ぬ 。 動物 恐怖 症 に は 内 攻 は 見 られ 
め 。 

4) 同時 性 。 二 時 性 と いふ 中 で も 3) と 同様 の と と が 言 へ る 。 

5) 本 例 の 症候 が 性 器 的 性 稚 活 動 の = ェ ネ ルギー に よ つ て 作ら れ て ゐる こと は 症候 解 
種 の 所 で 述べ た 通り で ある 。 て の 時 か ら 言 へ ば 本 例 は と ほ ス テリ ー と すべ き で ある が 、 
問題 は 危 陰 開 する 症候 が サ ヂ スム ス と いふ 手 器 統 坊 期 以前 の 性 谷 活 動 の 表現 を と つ 
て ゐる 与 で ある 。 韓 換 モ ステ リー に が いて も 忠 吐 、 便 税 等 の 如く 性 器 統 装 期 以前 の 編成 
期 の 特徴 が 現れ る と と が ある が 、 之 等 に 開 し て は 「 性 器 統 末期 の 種 え の 特徴 、 和 象 に 待 


28) Freqd, Ss : zitiert nach Alexander, F. (Zar Theorie der Zwangsneurose und der Phobie. 
Jntermnat、Ztschr. f. Psa. Bd. III S. 34.) 
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する 性 器 的 開 係 (性 別 が ある と と 、 丁 極性 が 無い と こと 、 性 人 然 を サ ヂ スム ス で 人 解 既 し て 
な いとこ と 等 ) が 失 は れ て ゐ な じい 場 合 に は 、 性 器 統 裁 期 以 前 の 隊 稀 へ の 固定 は 巣 に 症候 
殴 生 の 局所 (Lokalsierung) の 選 控 に 容 す る に 過ぎ な い 。 過程 その も の は あく まで も 
性 器 釣 で ある 。」 球 えと 言 は れ て ゐる 。 と の 意見 に 従 つて 本 例 を 見 れ ば 、 愚 者 が 性 別 
を 庫 封 し て ゐる 限り と ステ リー と 称す べき で ある 。 軸 際 本 例 は 「 斬 られ は し まい か 」 
と の 恐 傘 だ けが 男性 に 開 し 、 そ の 他 は 将 象 の 性 を 問う て お ない 。 そ し て 又 「 暫 られ は 

し まい か 」 と の 和 恐 頂 開 す る 限り 、 他 の 忠 で も モス テリ ー の 特徴 lc 合 致し て ゐる 。 才 
に 反し 「 斬 り は し まい か 」「 基 害 を 加 へ られ は し まい か 」「 誠 害 を 加 へ は し まい か 」 と 
の 恐 頂 は 弾 据 御 経 症 の 特徴 に 一 致し て ゐる 。 約 言 す れ ば 本 例 に 於 ける 危険 に 開 す る 恐 
怖 症 は 「 男 に 斬ら れ は し まい か 」 と の 内 容 を 有 つ 限り モス テリ ー 性 の も る の で あり 、 そ 
の 際 に 現れ を サ ヂ スム ス の 片 麟 は 所 詩 症 候 的 退行 を 現す に 過ぎ な い 。 後期 の 恐怖 症 は 
紀 衝 綴 症 に 局 す る も る の で ある 。 谷本 例 に 於 いて は 、 前 に も 逃 べた 通り 、 サ ヂ ス スス 
へ の 周 定 が ある と と は 承認 で きる が 、 肛 門 性 感 へ の 固定 は 確か な 誠 明 を する と と が で 
き な か つた 。 動物 芝 怖 症 に 就 い て は 、 問 題 無く モス テリ ー 性 の も ゃ の と 言 へ る 。 

6) 性 格 の 器 で は 夫 例 は 強迫 下 経 症 の 特徴 を 上 内 へ て お る 。 

7) 自由 陸 想 の 難易 な ど と いふ こと と は 全く 人 和久 的 の も の で あり 、 極 端 な 場合 な らい 
さき 知ら 才 、 本 例 に 於 いて は 病名 決定 I に 褒 す る と と が で きぬ 。 

か く 考 へ て 来る と 本 例 の 恐 舌 症 の 中 、 危 際 に 開 す る 症候 の 前 年 は に ヒステリー 性 の も 
の で あり 、 後 生 は 強迫 衝 経 症 に 属す る も の で ある 。 換言 すれ ば 、 本 例 の 恐怖 症 は モス 
テリ ー 性 の も の に 始ま り 、 そ の 後退 行 が 進ん で 、 巳 に 弾 迫 引 経 症 に 移行 し つい ある も 
の で ある と いふ と と が で きる 。 本 例 を 絶 険 し 、 婦 成 書 を 詩 や で か みる と 、 か く の 如 き 移 
行 は 恐怖 症 の 場合 に は 極め て 多い の で は ある まい か 、 或 は 又 恐 怖 症 は ヒス テリ ー と よみ 弾 
据 経 症 と の 中 間 に 位 す る の で は ある まい か と の 印象 が 深 W。 赤面 恐怖 症 に 就 い て も 


29) Feaichel, 0. : 1. c. S.26 一 27 u. IIoO. 

Nunberg, H.: Allgem. Neurosenlehre auf psa. Grundlage. S. 222. 

30) 前 に 本 例 の り ビ トー 固定 中 を 考察 し た 際 に 、 玉 物 は 男性 々 到 の 象徴 で あり 、 従 つて 「 肌 
物 を 以 て 入 を 斬り は し まい か | と の 恐 短 は 男性 コン プレ ックス の 一 つの 現れ に 相 営 する と 解 し 
て お いた が 、 そ れ に よれ ば | 斬り 9 は し まい か 」 と の 恐怖 は 男根 期 へ の 一 種 の 退行 。 即 ち 性 器 続 
裁 期 に 於 ける 間 作 と すべ き で ある 。 男根 器 へ の 旭 行 を が し た も の に も や は り モ ステ リー の 名 を 
附 し て い ゝ も の で ある か 否 か 、 も し 不可 と すれ ば ェ ヂ デプス 前 期 の 男役 期 に 固定 を 残す 省 経 症 は 
何と 命名 すれ ば い ヽ か 、 又 「 和 危害 を 加 へ は し まい か 」 の 恐 頂 の 解 種 に 内 いて も る 。 こ の 「 徹 
害 」 は 症候 的 退行 (と ステ リー) と すべ きか 臣 正 の 退行 ( 纏 据 激 綴 症 ) と すべ きか 、 甚 だ 迷 は 
ざる を 得 な い 。 買 に 黄 頂 所 を 続 つ て モス テリ ー ミ 強 道 御 綴 症 と の 開 作 は 多く の 謎 を 含ん で ゐる 。 

31) MDeufsch, 且 . : Psychoanalysc der Neurosen. S. Ioo_u. 13 キ 一 !35、 





同様 な 見 解 に 閉 し 得る こと を 、 営 数 室 の 山村 氏 は 外 に 逃 べ て ゐる 。 動 物 区 際 症 人 は 明か 
モ ステ リー 性 の も の で ある ろ る 。 

爽 に 恐 和 症 以外 の 症状 に 入ら う 。 ヒ ステ リー 弓 に 就 い て は と り た て ぃ 言 ふ と と る 無 
W ぃ 。 問題 は 胸部 及び 腹部 の 不安 感 、 動 捧 、 肢 早 、 誤 感 等 で も る が 、 之 は 不安 省 経 症 
CAngstmneurosc) の 症候 群 に 一 程 度 まで 一 致す る 。 芝 と 「 無 理 な 禁 稔 」 (erzwungene 
Abstnenz) の 事 皿 と を 砂 合 する 時 は 、 本 例 は 不安 経 症 を も 合併 し て ゐる の で は あ 
る まい か と 考 へ られ る 。 不安 纏 経 定 が ある と すれ ば 、 今 まで 詳 交 し た 種々 の 恐怖 症 も 
不安 泊 経 症 の 症 雇 で は な いか と の 圧 も 起 る 。 し か し 不安 光 経 症 の 恐怖 症 は 心理 的 元 
を 許さ な いも の で あり 、 本 例 に 於 いて は それ を 許し た の で ある か ら 、 と の 擬 は 問題 
な ら め 。 何 前 8 篇 に 詳報 し た 通り 、 不 安 訓 経 症 の 身 個 症 汰 は 電 換 と ステ リー の 症 汰 と 
解 し 得る 。 恐 需 症 と いひ 身 骸 症状 と いひ 、 何 れる 心理 的 司 元 を 許す と と は 、 不 安 純 経 
症 の 狗 立 性 を 稀 汰 な らし め る も の で ある 。 前 3 載 に 加 へ 、 不 安 経 症 の 猛 立 性 を 論 ず 
る 際 の 一 助 と し て お く 。 決定 的 な 天 定 は 不安 絡 経 症 の 特 因 無 し に その 症候 群 を 績 し た 
場合 を 綴 氷 する まで 保留 する 。 


5) 治 療 的 効 務 


_ 本 例 は 分 析 的 操作 開始 と 同時 区 第 Ic 軽 括 し 始め 、 敷 ヶ月 の 後に は 病 感 を 有 た ぬ と 
と も ある や うに な つた 。 し か し その 後 種 え な 事件 の 鋼 逆 韓 し 、 最後 に は 悪化 せる 湊 能 
の まい で 分 禄 を 打ち 切ら な けれ ば な ら な か つた 。 分 栃 療法 は 再開 防止 を 以 て 本 来 の 使 
命 と する 。 従 つて 分 析 開 始 直後 の 軽 括 は 分 析 療 法 に 因 る も る の で は な く 、 何 か 他 の 原因 
に よる も の だ ら う 。 何 政 本 例 は 治療 的 | に 内 骸 し た の だ ら うか 。 フ ロイ ド は 分 祈 療 法 が 
成功 する 條 件 と し て 、 

1) 患者 が 程度 の 敦 養 あ る と と (何と な れ ば 分 析 療 法 は 加 者 の 内 省 を 必要 と する 
が 設 で ある 。) 

2) 結 質 者 な ら ざ る と と 

3) 治療 へ の 意志 が 強固 た な ら こ と 

4) 患者 の 年 齢 が 50 六 前 後 より 若き こと (何と な れ ば 分析 療法 は 一 種 の 教育 療法 








32) 陣 幸 ( 慎 ) : 営業 報 、 第 TI 疹 、102 由 。 

33) 不安 科 経 間 に 功 い て は 余 の 前 著 3 念 に 詳 し た 。 (営業 報 ! 疹 、43 負 及 び 95 員 。 昌和 。 
47 員 。) 
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で ある か ら 。 被 雪 化 性 を 有する 患者 で な けれ ば な ら め 。 50 歳 前 後 で は 撤 教 化 性 が 非常 
に 清く な つて ゐる 。 価 患 者 の 生活 史 が 古 け れ ば 古い 程 分 析 す べき 材料 が 多 過 ぎ て 明瞭 
性 が 失 は れ て ゐる か ら 引 分 な 労力 を せ ね ば な ら ず 、 治療 が 著しく 永 びく 鉄 貴 も ある 。) 
答 を 軸 げ て ゐる が 、 本 例 は この 中 1) と と KC 角 け て ゐる o は 治 交 効果 を 期待 
る 上 致命 的 な 鉄 勲 で ある 。 

仙 本 例 に と つて 悪い 條 件 は 、 現 偶 的 な 原因 が ある と と で ある 。 フ ロイ ド も 引用 し て 
の る 通り 、 例 へ ば 夫 の HmpotenZ に 憎 9 婦 が 愚者 (に ,,Rp. Penis normalhs, dosim 
Repetatur lf と は 書け な い 。 し か し 注意 すべ き は 、 と の 現 連 的 な 原因 を 除く と と が 治 
療 へ の 唯一 の 途 と 考 へ る と と の 短 見 で も る 。 た と ひ 由 者 が 再婚 し た 所 で 心理 的 な 原因 
が 除 か れ な じい 限り 、 患 者 は 幸 訪 に は な り 得 な いで あら う 。 悪く 考 へ れ ば 、 年 婚 は 症候 
を 悪化 させ る 危 際 さ へ ある 。 


V. 総 括 


50 蔵 に な る 素人 下宿 屋 の 主婦 が 夫 の 死後 丸 物 に 交 し 特に 警戒 する や うに な つて 来 
た が 、 或 史 下 宿 人 た る 一 青年 が 患者 の 比 富 に 入 つ て 来 た を 時 以来 と の 警 茂 は 一 大 炭 重 と 
な り 、 そ の 後 患 者 の 娘 に 開 す る 下宿 人 の 編 愛 事件 が 起 る に 及 ん で 麗 物 恐怖 症 と 言 ひ 得 
る まで 元 進 し た 。 そ の 後 或 日 の と と 出 肌 座 耳 を 買 ひ 、 そ の 和民 日 出 丸 を 思ひ 出し た 了 脳 間 恐 
し さ の 父 り 身 骨 を 後方 に 反 ら し て し まつ た 。 そ れ 以 來 目 茶 苦 茶 に 肌 物 (主として 出 刺 ) 
が 怖 し く 、 之 を 手 に する とこ と も で きず 、 非常 な 不便 と 苦痛 と に 悩ま ね ば な ら な く な つ 
た 。 時 日 の 経過 と 共に 「 男 に 丸 物 で 斬ら れ は し まい か 」 と の 内 容 を 有 つ 恐 頂 症 を 生じ 
之 が 再 皿 し て 「 和 刃物 を 以 て 誰 も 彼 も 切 つ て し まひ た い 」 衝動 と 「 そ ん な と と を し た ら 
犬 縺 だ 」 と の 恐 拓 に 疑 つ て 行 つ た 。 之 等 の 細 化 の 間 に 一 般 危 険 状 況 に 習 し 同様 の 恐 恥 
を 生じ 。 か くし て 分 林 的 治療 を を ふ に 至 つた を も の で ある 。 

分 析 の 結果 、 沈 づ 患 者 に は リビドー の 詩 積 が あり 、 彼 女 は その 拉 口 を 長男 或 は 下宿 
人 に 求め て の ゐ た と と が 明か と な つた 。 長男 を 中 心 と する 男性 恐 他 は その 症候 的 績 現 で 
ある 。 分 析 操 作 の 経過 中 動物 ( 牡 ) 恐 需 症 を 生じ て 来 た を が 、 之 も 男性 恐 頂 と 同様 に 解 種 
され た 。 又 男 性 に 暫 す る リビドー 配給 が その 性 器 に 集中 され て ゐる と と と 男性 恐 頂 の 
中 心 が 玉 物 恐 拓 に 置か れ て ある と と と が 俳 行 し て ある と と は 、 双 物 は 男性 々 器 の 銀 敏 
で ある と の 優 定 を 根 搬 プ ける も の で あり 、 之 は 一 つの 夢 に よ つ て 充分 に 裏書 され て ゐ 


36) 治療 だ け を 目的 と する な ら か うい ふ ヽ 症例 は 分 析 し な い 方 が よい 。 
37) Ges. Schr. Bd.IV。S. 4r9. 





居 症 は 性 器 統 裁 期 に 同 する 性 倫 活 動 が 抑 感 さ れ て 生じ た も る の で あり 、 ヒ ステ リー の 構 
造 を 有 つ も の で ある ょ 言 へ る 。 し か し 男性 < 器 が 政 物 に よ つ て 人 銀 徴 され 、 性 交 は 傷 
害 に ょ つて 代理 され た と と は 、 性 器 統 坊 期 以前 の 編成 期 に 属す る も の ( サ ヂ スム ス ) 
が 症候 選 挫 の 方 向 決 定 に 斉 し て 居る と と を 現し 、 愚 者 の 性 的 編成 が 退行 の 途 に つい た 


ン と と を 珠 起 せ し め る も の で ある 。 上 果して 病 無 の 経過 中 「 丸 物 を 以 つ て 人 を 斬り た い .」 


衝動 と それ に 将 す る 防衛 的 症 師 と を 来 す や うに な つ を が 、 か うな つて は も は や 人 性器 統 
裁 的 現象 と は 言 ひ 得 な い 。 之 は 眞 正 の 退行 で あり 、 病 握 は 強迫 経 症 に まで 悪化 し た 
と 言 ふ べき で ある 。 恐 物 が 男性 々 器 の 象徴 と 解 さ れる と と に よ つ て 「 斬 り は し まい 
か 」 と の 恐 舌 定 は 一 つの 男根 期 的 活動 に 由来 する 症 師 と も 考 へ られ る が 、 之 を モス テ 
リー 性 の も の で ある と な す の は 目下 その 機 で な い 。 要する 本 例 の 恐 頂 症 は 。、 ヒ ステ 
リー と 強迫 御 経 症 と が 混合 し た も の で あり 、 恐 生 症 の 紀 経 症 列 に 誠 け る 位置 に 開 し て 
ー つ の 示唆 を 奥 へ る や うな 印象 を 受け る 。 

不安 雇 経 定 の 猫 立 性 を 吟味 する 企 彫 の 下 に 本 例 を 観察 する 時 は 、 と に も 前 執 の 
諸 例 と 同 欄 獲 立 性 を 否定 する と いふ 風 に 現れ て ゐる 症例 を 見 る 。 


揚 等 する に 際 み 、 軸 師 丸 井 数 授 の 旭 父 な る 御 指導 と 御 校 問 と を 深 席 す 。 
(昭和 9 年 9 月 須 稿 ) 
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ァ レ キサ ンダ ー 著 「 自 我 心理 潮 の 帝 軒 】 
- 夏 事 土 木村 廉 吉 計 


軟 際 に 親 察 され る 心 的 過程 の 構成 的 な ら び に 力 聖 的 の 研究 は 、 最近 填 年 間 恋 速 な 
散 達 を 途 げ た 。1991 年 以来 新しい 分 析 的 自我 心理 請 が 展開 し た と 蓋 ふ 事 が 出来 る 。 抑 職 
作用 の 根本 過程 の 、 更 深い 只 味 が と の 新しい 展開 の 山 紙 恥 で あつ た 。 中 心 問題 は 「 区 
何 な る 要素 が 抑 應 作用 を 惹起 する も の か 、 又 抑 歴 作用 の 過程 の 詳細 は どん な 属 Ic し で 
趣 る か 」 と 玩 ふ 中 と な つた を 。 そ し て 恐 頂 が すべ て の 扶 作用 の 背後 に 働く 動力 な る 事 
が 直ちに 明か と な つた 。 し か し と の 恐れ の 特有 な 呈 は 、 そ れ が 決し て 外部 の 和 大 的 危 
険 再 する 理性 的 或 は 全 意 議 的 の 恐 価 で は な く て 、 罪 を 感 る 良心 と し て 意識 の 上 K 
現れ る 恐 頂 だ と 球 ふ 事 買 で ある 。 と の 現象 は 人 格 の 一 部 が 、 通 例 良 心 と 呼ば れる 他 の 
部 分 へ の 恐怖 を 呈し 、 抑 礎 作 用 は その 奴 拓 反 應 を 避け る の K 役 立つ と 説明 する と 一 秋 
いい 。 換言 すれ ば 意識 具 に 入 つ て 自 資 感 を 惹起 する 様 な 心 的 の 大 向 、 願 刻 、 あ と が れ 、 
考 へ 等 は 、 こ と の 自足 感 が 現 買 の 危険 に 直面 し た 時 経験 され る 恐 信 と 開村 し て ゎ る が 劉 
に 、 意 議 的 人 格 か ら 排 玉 され る の で ある 。 抑 礎 を 受け る 傾向 を 歴 更 的 に 吟味 し て 見 る 
と 、 そ の 傾向 は 或 ち 早期 、 通例 は 幼時 に 買 際 と の 本 人 の 苦痛 や 雨 親 の 懲罰 或 は 可 定 を 
ひき 起 し た 罪 の 葛藤 を 呼び さま し 易い と いふ 事 が わか が つた 。 か くく て 雨 親 に 封 す る 恐れ 
が 自分 の 良心 へ の 恐怖 に 其 象 化 さ れる の で ある 。 紙 舌 の 聞 に 人 格 の 一 部 が 構成 者 、 通 
例 は 雨 親 の 態度 、 意 見 、 刊 断 を 引受 け 、 と の 吊 親 の 具象 化し た も の が 政 め て 人 格 中 の 
他 の 部 分 に 封 し て 、 以 前 雨 親 が 子供 に 示し た と 同じ 惑 度 を 探る と いふ 企 定 が 必然 生じ 
て 来 た 。 と の 十 親 と の 同一 症 作 用 な ら び K 雨 親 の 像 を 心 前 装置 中 に 合体 する 過程 が 吾 
人 が 通例 福 會 環境 へ の 適 應 作用 と 呼ぶ 過程 な の で ある 。 人 格 の 一 部 分 は 敦 育 の お き て 
を 受容 し て 征 會 要求 の 代表 者 と な り 、 そ の 部 分 を フロ イド は 上 位 自我 Super-ego と 呼 
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ん で ゐる 。 人 格 の 全部 が 邊 會 適 應 に た づ さ は る も の で は な く て 、 正 常人 に さ へ も 原始 
的 。 非 適 應 性 の 本 能 傾向 と 上 位 自我 の 拘束 的 影響 と の 聞 の 永久 不 強 の 不 和 の 存在 し て 
ゐる の を 知る 事 が 肝要 で ある 。 

上 位 自我 の 存在 と 云 ふ 事 は 、 文 明 の あら ゆる 形態 に 於 て も 、 征 會 秩序 に 鉄 く べから 
ざる 、 自 ら を 調 節 し 自ら を 拘束 する 力 を 必ず 個人 が 持つ て ゐる と 云 ふ 事 を 訟 明 する 。 
も し 、 上 位 自我 或 は も つと 通俗 的 に 球 ふ 良心 の 如き 内 的 の お き て が 無い 時 に は 、 各 個 
人 に 巡査 を 一 人 づい あ て が つて 営 然 の 年 賞 的 行 師 に 服従 させ る 事 に よ つ て 、 や つと 証 
轟 的 秩序 が 確保 され る だ ら 2 う 。 往 邊 的 行 師 は 決 し て 外 的 の 刑 前 に 怪 す る 恐 頂 に よ つ て 
の み 接 行 さ れる も の で は な い 。 適 應 性 な る 各個 人 は 又 、 績 達 の 経過 中 (に 訓 成 や 刑 前 の 
成 帳 の 如き 外 的 の 強制 か ら 或 る 程度 まで 狼 立 し て 来る 拘束 力 を 持て ゐ つ る 。 他方 叉 心 
理 昼 的 分 析 の 光 に よ ょ つて 、 往 算 規 定 の 内 的 播 取 は 少 淫 の 極 く 基 本 的 の 調節 の み に 限 ら 
れ で て ゐる 事 が 明か (に な つた 。 上 位 自我 は 餅 在 の 模 威 者 に 全然 取 つ て 代 る 事 は 出来 ぬか 
ら 、 刑 前 に 暫 す る 管 れ が な けれ ば 大 多数 の 人 は 買 際 の 場合 ほど 征 修 的 に は 行動 し な い 
だ ら 2。 「 

非 往 條 的 傾向 の 中 の 如何 な る も の が 上 位 自我 の 内 的 拘束 機 衣 に よ つ て 調整 され 、 駐 
如何 な る も の が な ほほ 警察 力 に よ つ て 調整 され る か と 云 ふ 事 を 買 有 的 に た めす に は 、 す 
べ て の 刑 前 を 膝 棄 す る と 球 ふ 買 爵 法 に よる 他 は な く 到 底 出来 な 相談 で ある 。 と の 汰 
況 の 下 K 如 何たる 種類 の 犯罪 行 包 や 非 太 信 的 行人 は 夫 加 し 、 叉 如何 な る 犯罪 傾向 は も 
は や 外 的 調整 を 要 し な いか と 広 ふぁ 統計 的 研究 が あれ ば 、 集 園生 活 の 要求 jc 待 し て 現代 
人 が どの 程度 に まで 本 営 の 適 鷹 を し て ゐる か と 云 ふ 標準 を 示す だ ら 2 う 。 精 当 析 明 的 
真 爵 に よれ ば 、 昔 人 現代 の 区 明 填 貧 に 於 て 、 そ の 刑 誤 が 刑法 に 規定 され て ゐ な く と も 増 
加 し な いも の は 食 人 行 鍋 、 近 親愛 の 連 際 行 師 、 親 殺し 、 同 胞 殺 し 位 に 過ぎ な い だ ら うと 
云 ふ 事 が 相 営 見 込 を 以 て 了 言 され る 。 と れ 等 の 非 征 信 的 傾向 は 人 類 紙 達 の 惣 期 に は 著 
し か つた が 、 現 代 交 明 の 下 で は それ が 略 現 する 危険 が 無い 程 友 分 に 抑 へ られ て ゐる 。 
例 へ ば 食 人 行 篇 の 如き 、 各 人 の 贅 達 初期 の 幼時 に は 耕 ひ な く 存 し て 居る が 、 充分 深く 
抑 礎 され て ゐ て 、 或 る 原始 文明 の 下 で 必要 と し た 様 な 特別 の 禁制 を も は や 要 し な い の 
で ある 。 

正常 人 が その 反 往 條 的 の 本 毅 向 を 馴 致 し た り 、 改め た りす る 事 が 出来 る の K 反 し 
て 、 精 紀 御 経 症 者 は それ に も つと 強く 固執 し て ゐる 。 汗 経 症 者 が 、 抑 感 する 力 と 抑 歴 
され る 非 敵 應 性 の 力 と の 間 の 精 得 高藤 を 解決 する 入 に 撰 氷 途 は 、 幻 想 を 以 て その 願 芝 
の 買 現 に 代 へ る 事 で も る が 、 し か し 彼 の 人 格 中 の 意識 的 の 適 應 部 分 が その 存在 を 拒 和 
する が 般 に 役 の 非 適 應 性 の 傾向 は その 幻想 中 に も 直接 に は 表現 され ぬ 。 かく て その 結 
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果 と し て 来る る の は 、 そ の 頒 向 を 精 衝 克 経 症 の 症候 中 低 優 装 せ る 幻想 と し て 表 折 する 
事 で ある 。 ( ' 「 

- 昌 に 又 愛 の 研究 は 、 正 常人 に 於 て すら も 非 祉 視 的 飯 向 の 無意識 的 表 物 が 働い て ゐる 
事 を し た 。 何故 な ら ば 多く の 場合 不可 解 で 馬鹿 ち し い 夢 は 、 人 倍 の 適 應 部 分 か ら 
けら れ た 傾向 の 條 装 的 表現 だ か ら で あ る 。 従 つて 受 は 正常 人 の 湯 綴 症 的 症候 と 考 へ 得 
られ る 。 如何 な る 場合 に も 愛 形 成 の 力 政 的 根 搬 は 緯 経 症 の 症候 形成 の それ と 等 し く 、 
費 際 文学 の 分 析 の 投 術 は 、 抑 へ る 心 的 の 力 と 抑 へ られ る 力 と の 力 聖 的 相互 作用 の 研究 
に 交 す る 最も 微妙 な 手段 な る 事 が わか つた 。 症候 や 夢 形 成 の と の 占 微 交 的 研究 は 一 種 
の 立体 心理 胃 に 至 つた 。 何故 な ら ば と の 研究 は 、 人 格 の 構造 の 般 念 を 展開 し 、 叉 構成 
的 に 分 化 せ る 人 格 の 諸 部 分 の 聞 に 起 る 心 的 過程 を 再建 し た か ら で あ る 。 和 召 人 は 心 的 毅 
置 の 構 成 的 に 分 化 せ る 部 分 を 三 つ に 分 つ 事 が 出来 る 。 

(1) 相互 曽 に て も 赤 外 部 の 定 情 と も 未だ 調和 せめ ぬ 、 泥 沖 た る 義 本 能 要 求 の 生来 
の 詩 減 所 は 、 そ の 非 人 格 的 性 質 の 偽 に 刀 と 呼ば れる 。 (das Es) 

(2) 自我 the ego (das Ich) は 、 そ の 買 現 が 外 的 四 現 と の 萬 藤 を ひき 起す 様 な も の 
を 排 し て id の 原始 的 傾向 を 改め た り 又 撰 や 調整 の 過程 に よ つ て 調和 せしめ た りす 
る 、 人 格 の 整 全部 分 で ある 。 

(3) 最後 に 、 心 的 装置 の 第 三 の 部 分 で あり 最終 の 適 應 作用 の 結果 を な す も の は 、 
赴 公 の お き て を 内 人 化し て ゐる 上 位 自我 he superrego, das Uber-lch で ある 。 多 論 と 
の お き て は 往 會 環境 に 係 つ て 居り 、 又 個人 の 育つ て 来 た 文化 環境 に よ つ て 異な つて の 
る 。 

id や 殊 に 上 位 自 我 の 性 質 や 機能 に 開 し て 召 人 が 知 つ て ゐる 事 に くら べ て 、 意識 我 
に 開 す る 吾 人 の 知識 が 、 は る か に 及ば ぬ と いふ 事 は 理 窟 に 合 は ぬ 様 に 開 を える か も 知れ 
ぬ 。 自我 は 吾 人 が 絶え 認知 し て ゐる 人 桁 部 分 で あり 、 吾 人 の 貨 在 人 格 と し て 知 つた 
り 、 感 じ た り し て ゐる も の と 考 へ て ゐる 部 分 で ある が 劉 に 奇妙 に 聞え る の で ある 。 し 
か し 多分 、 そ の 近 き に 在 る と と が か へ つて 其 の 科 愉 的 研究 を 困難 な らし め る 一 の 理由 
だ ら う 。 自我 の 葬 け に よ つ て 自我 を 理解 する 事 の 困難 さ は 、 十 い 折 晃 論 で "ナイ フ を 
以 て ナ ィ フ を 切る 事 は 不可 能 で ある 」 と いふ た と へ に よ つ て 云 ひ あら は され て ゐる 。 
心理 昌 で は 、 す べ て 仙人 を 理解 する 企 定 は 吾 人 自身 の 心 的 過程 の 知識 で ある か ら 、 精 
御 分 禄 月 も 他人 の 人 格 を 理解 する 和信 に 内 省 と 去 ふ 事 を 利用 し な けれ ば な ら ぬ が 、 そ れ 
だ か ら ょ 到 つ て 震 運 分 析 は 決し て 内 省 的 方 法 で は な い 。 飛 に 自分 の 人 格 に 近い と いふ 
事 は 疑い も る な く 、 自 我 の 機能 を 客 堆 的 に 可 べ る 事 の 妨げ の 一 つと な る の で ある 。 

と の 民 難 は 臨床 上 の 経 原 の 際 に 容易 に 見 られ る 。 病 者 は し ば し ば 、 震 緯 分 析 者 が 破 
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等 病 者 の 無意識 中 に あつ て 洗 在 我 の 外 に あり と 示す 胡 ふ べき 傾向 を 大 し た 異議 も ぉ な く 
認め る 。 と れ 等 の 符 む べく 抑 へ ら る べき 傾向 は 連 在 人 格 の 外 に ある が 故に 受け 容れ らち 
れる の で あつ て 、 病 者 は か う 球 つて 自ら 思 め る 事 が 出来 る 。「 こ の 寄 妙 な も の は 自分 
の 無意識 の 申 に ある の で あつ て 、 自 己 す な は もち 自我 と し て 感ずる 自分 の 人 格 部 分 の 中 
た ある わけ で は な い 」 た と 。 買 際 の 精 首 葛藤 は 、 無 意識 傾向 が 自我 の 中 に 入り 病 者 が そ 
れ を 自分 の 買 在 人 格 の 一 部 分 と し て 感じ 出し て か ら は じ め て 超 る の で ある 。 

自我 に 開 す る 吾 入 の 知識 が 入 格 の 無意識 部 分 に 開 す る 知 識 より も お くれ て ゐる と い 
ふ 事 が 理 に 含 は ぬ 様 に 思 は れる 他 の 原因 は 、 自我 が 原始 的 の 力 の 財 蔵 所 た る 中 よう 
も 赤 、 高 度 に 分 化 せ る 條 件 反射 や 反 上 禁止 の 一 種 の 複合 信 た る 上位 自我 より も は る か 
IC 覆 雑 で あり 又 紙 達し て ある と いふ 事 連 で ある 。 

自我 に つい て 確か に 球 ひ 切れ る 事 は 、 自 我 は 二 つ の 知覚 面 の 形成 物 で あつ て 、 一 の 
面 は 本 能生 活 の 方 に 向け られ (内 知 皿 inner perception)、 第 二 の 面 は 外 的 現 費 に 向け ら 
れ て ゐる ( 感 完 sense perception) と いふ 事 で ある 。 自我 の 重要 な 一 機 能 は 、 内 知 邊 の 
事 買 を 感覚 の 結果 に 笑 き 合せ る 事 、 す な は ち 主 観 的 要求 を 外 的 状況 に 調和 せしめ る 事 
で ある 。 自我 の 傾向 は 、 営 時 の 外 的 状況 の 下 に 出来 る だ け 多 く の 主 観 的 要求 や 願 堂 の 
清 足 を 見 負 す と と で ある 。 意識 我 は 心 的 装置 中 最も 鷹 化 性 の ある 部 分 で あつ て 、 反 身 
や 自 働 的 行動 が は る か に 固定 し 多 定 され て ゐる の に 反し て 、 い つ で も その 水 況 に 應 じ 
た 態度 を と る 事 が 出来 る 。 機械 的 の 反 絢 は 硬化 し て ゐ て 、 一 定 の 刺 載 K 適 鷹 す る の み 
で 外 虹 の 和 然 の 疑 化 に 適 應 する と と は 出来 が 、 そ れ に 反し て 自我 に は 臨機 の 適 應 を 
な し 送 げ る 能力 が ある 。 

全て の 心 的 装置 の 機能 状態 は 大 体 炊 の 如く 去 ひ 得る 。 id の 中 K 起 る 本 能 的 要求 や 頒 
向 は 、 要求 の 充足 の か ぃ は る 動力 分 布 を 意識 我 が 司 つて ある と と ろか ら 、 意 議 的 に な 
_ ち うと する 傾き が ある 。 本 能 的 杏 求 の 大 部 分 は 直ちに 意識 的 と な つて 、 意 議 的 就 虐 の 骨 
程 に よ つ て 受容 せ せ ち れ た り 、 排 せら れ た りす る 。 と の 設 慮 は 外 的 状況 の 評 條 と 、 営 の 内 
的 要求 と 意識 中 に 現存 する 他 の 相反 する 傾向 と の 比較 と を 包含 する 。 例 へ ば も し 或 る 
入 が 自分 は 連 際 講義 を 装 き た いか 、 愛 居 見 物 に 行き た いか を 定め ね ば な ら め 場 合 、 そ れ 
は 意識 的 の 精 葛 藤 で あつ て 意 談 的 の 刊 断 に よっ て 解決 し 得る だ ら う 。 し か し か や う 
な 傾向 や 精 守 葛 藤 は 押 麻 作用 と は 何 の 開 係 も 無い 。 か や うか な 場合 に は 一 の 堂 み が 入 の 
も つと 重要 な も の と 相 容 れ ぬ が 和 負 lc 放 充 さ れる の で ある ちる 。 し か し 抑 礎 作 用 と は 、 或 る 
傾向 が 意識 的 と な る の を 排 す る 作用 で ある 。 抑 聡 作 用 は 、 そ の 連 現 の 如何 に か ヽ は ら ず 
間 に 或 る 願 堂 が 存在 する だ け で 拭 へ 難い 意識 的 精 午 藤 を 起す 様 な 場合 に の み 起 る 。 
ー つ だ むけ 典型 的 な 例 を 提げ て 見 る と 、 恩 人 に 再 す る 散 意 は それ が 吾 人 自身 に 詩 する 信 
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を そ と な ふ が 故 に 近 へ られ る 作 き が ある だ ら う 。 同様 な 非 証 邊 的 傾向 は 、 それ 区 圭 す 
る 感受 性 は その 幼時 の 経 陰 の 異な る に 従 つ て 人 に よ つ て 様々 で は ある が 、 意 識 的 に な 
る 前 に さ へ 禁 壁 され て し ま ふ 。 抑 感 作用 は 意 議 的 の 排 床 に 反し て 人 格 の 深い 面 、 す な 
は ち 何 虎 か 胃 と 自我 と の 境界 線 あ た り 人 あつ て 、 意 識 的 人 格 が 苦痛 
な 精 泊 葛藤 に 無 付く の を 救 ふ 。 「 

か いる 無意識 禁止 の 過程 が 、 自 働 的 な 、 ほとん ど 條 件 反 衝 と 同様 な 反射 禁止 に 至る 
ー 種 の 無 意 議 的 の 内 知 輝 を 優 定 す る 事 は 明か で ある 。 と の 無意識 的 検 閑 撲 角 を 吾 人 は 
上 位 自我 に 孔 す る 。 よ つて 抑 作 用 は 受け 容れ 難い 傾向 に 習 し て 自 働 的 に 反 應 する 、 
一 種 の 無意識 的 徹 問 に 基づい て ゐる 。 と の 財 程 は 一 定 の 傾向 を 意識 か ら 排 除 す る 一 種 
の 無 意 議員 選 押 刊 断 と 思 は れる けれ ども 、 そ の 骨 二 は 型 に は まつ て ゐ て 敏 細 な 臣 別 を 
つけ る 事 が 出来 ず 、 連 際 上 Ic し か も 時 (は 重要 な 展 別 が ある に か い は ら ず 一 定 の 感 捕 
要素 に 装 し て 割 一 的 に 反 鷹 する も る の と 吾 人 は 企 定 し な けれ ば な ら ぬ 。 その 過程 は 慣 重 
な 刊 断 と 式 ふ より は 條 件 反射 に 比 す べき も の で ある 。 あり ふれ た 例 を ひい て 見 る と 、 
子供 が 最初 に 抱く 、 近 親 愛 の 色 光 を 藻 び た 性 的 追求 に 殖 す る 抑 作 用 は 性 的 抑 奇 の 通 
型 と な つて 後 年 まで つき ま と ひ 、 か く て 成人 し て 再び 性 目覚 め る 時 股 し て 廊 灯 に な 
! 東 細 を 受け る 。 性 的 衝動 は 明か 近親 愛 的 で あつ た 以前 の 特徴 を 失 つ て 許容 さる ペ 
き 異 性 の 将 象 に 向け られ る 今 に な つて も 、 子 供 の 時 受け た 様 な 威 を 受け る 。 上 上位 自 
我 は 微妙 な 居 別 を つけ る 能力 を 鉄 いて 居り 、 追 求 の 翌 象 が も は や 子供 の 時 と 同じ で な 
い ょ と 到 ふ 事 を 認め 得 な いで 性 谷 一 般 を 抑 へ つけ て し ま ょ ふ 。 妃 齢 の 人 に よく 見 られ る は 
じ ら ひ や 禁 應 の 光景 は と の 自 働 的 の 拘 東 過程 の 結果 を 示す 。 要する に 歴 作用 は 常に 
誇張 され て ゐ て 、 意 識 さ れ ヽ ば 意識 我 か ら は 決し て 排 せ ら れ ぬ 様 な 傾向 を も 抑 へ て し 
ま ふ 。 上 位 自我 の この 重要 な 、 自 働 的 且つ 尊 式 な 禁 英機 能 は 精 緯 経 障 同 の 最も 一 般 
的 な 原因 と 思 は れる 。 す な は ち 精 泊 経 症 の 症候 は 過大 な 抑圧 作 用 の 重 避 に 基 因 する 
虹 へ 難い 崇 張 の 力 了 的 の 結果 で ある 。 

抑 庁 作 用 の 働き に つい て も つと 充分 逃 べ て 見 や う 。 抑 潤 作用 は 、 そ の 解 座 に 必要 な 
動力 分 布 を も た ら す 包 に 意識 的 に な らち うと する 傾き の ある 力 悪 的 計 張 を 上 位 自我 が 内 
的 に 知 索 す る と と ろ よ り 華 する 。 も し その 頒 向 が 上 位 自我 の お き て に 抵 欠 す る 時 は 意 
議 我 は 恐 字 の 矢 に その 傾向 を 排 し 、 か く て 恐 頂 が 抑 褒 作 用 の 動力 と な る 。 上位 自 我 の 
奥 ふ る 吐 示 に よ つ て 行動 する 自我 は 、 非 と され る t の 頒 向 を 排 し 、 そ と に 吾 人 の 到 
ふ 抑 庁 作 用 が 生 却 る 。 自我 が 上 位 自我 に 翌 し て 感 才 る 恐怖 は 、 自 我 に 抑 歴 立 よ と 整 知 
する 合 賠 で あり 、 自 我 に 翌 す る 上 位 自我 の お どか し は 、 雨 親 が 子供 を 敷 育 す る に 営 つ 
て 押し つけ た 肝 飼 の 績 き と 考 へ る 事 が 出来 る 。 
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ーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーーーーーーー~ 


- 自我 は つの 指導 力 K 従 は ね 度 な ら め ぬ 。 個人 は 一 方 に は id か ら 、 駐 一 方 に は 上 位 
自我 の 拒絶 か らち 起き 上 る 事 を 要する 。 自我 の 領 向 は 加 の 傾向 を 上 位 自我 の お き て と 
致す る 様 を 風 に 織 へ て 二 つ の 力 を 魏 協 させ る に ある 。 と の 過程 を 吾 人 は 、 原始 的 
遺 侯 き れ た 非 祉 會 的 の 谷 求 の 馴 各 或 は 美化 作用 と 呼ぶ 。 美化 作用 は 下 常 の 適 應 の 申 避 
見 られ る も の で ある 。 精 牟 絡 給 症 的 人 格 は 美化 作用 の 慈 力 の 比較 的 少 い 事 を 特徴 と す 
る 3 と れ 等 の 病 的 人 格 は その 元 来 の 承 向 に 頑張 (C し が みつ き 、 妙 な 甘 ひ 章 だ が 、 彼 等 ・ 
に は 同時 に 背 柄 な 上 位 自我 が 策 和 達し て の ゐる が 入 に その 頒 向 を 鹿 理 する 事 が 出来 ぬ 。 つ 
まり 彼 等 は 過度 に 祉 會 的 で ある と 同時 に 又 非 定信 的 な の で ある 。 (1934 年 7 月 ) 





。※ 式 る 筐 絶 症 の 場合 に 美化 作用 の 絶 環 と 一 ふも の は 相 営 大 きい 事 も ある だ ら う が 、 美 化 き 
れ ぎ ざる 湧 足 の 妨害 が 福 経 症 者 の 山 來 る 程 慶 以 上 に 美化 作用 の 必要 を 大 な らし めか く て 症候 が 拓 
ずる の で ある 。 雇 - 。 








( 83 ) 


フロ イド 著 「 不 安 と 本 能生 活 」 


( 精 得 分 析 入門 講話 績 秒 第 三 十 二 講 ) (承前 ) 
貧 画 博士 早坂 長 一 郎 護 


紳士 沢 女 詳 君 。 今度 は 詳 君 も 郎 か で あら う 。 不安 の おぉ 話 は 之 で 打 切 つた か ら 。 し か 
し それ は 重 喜 び で ある 。 之 か ら 言 は うと する と と に も 諸君 を 喜ば すべ き 何 物 も な い 。 
余 は 語 玉 を もう 一 度 り ビ ド ー 説 或 は 本 能 論 一 一 有 面目 を 改め て の ゐる も の が 多い 一 一 
の 所 へ 御 案 内 する つも り で ある 。 勿論 余 は 、 此 の 問題 に 開 し て 大 進歩 を な し た と か 、 
それ を 知る と と は それ だ け 骨 折 甲 が ある と か と 言 は うと する 者 で は な い 。 た ゞ 此 の 
問題 は 我々 が その 艦 念 の 把握 と 洞察 と K 死 力 を 尼 し た 領域 で も る と と を 諸君 に 確認 し 
て 頂き た い だ け で ある ろ 。 此 虚 に も 前 に 件 紹 介 し た と と を 繰 返 さ ね ば な ら ぬ 多く の も の 
が ある 。 " 
本 能 論 は 語 は ゞ 我々 の 泊 話 時 で ある 。 本 能 は 衛 税 的 存在 で あり 、 そ の 不定 性 は 測 り 
知る と と が 出来 ぬ 。 し か し 我々 の 研究 に 於 いて は 一 朋 た り と も 本 衣 を 度 外 宝 する と と 
が で きぬ が 、 之 を ハッ キリ よ 見 定め る と と は 到 典 不 確 買 た る を 欧 れ 得 ぬ 。 本 和 能 に 開 す 
る 一 般 の 見 解 が 如何 に 様々 で ある か は 諸君 も 御存じ の 筐 だ 。 人 々 は 軸 に 多 迷 の 、 駐 連 
に 多様 の 本 衣 を 考 へ て 居る 。 曰く 名 在 本 能 、 曰 く 横 條 本 能 、 日 く 遊 虚 本 能 、 日 く 和 交 
本 角 、 曰 く 何 々 と 。 人々 は それ 等 を 取り 上 げ 、 各々 に 就 い て 特別 な 研究 を し て みる が 
間もなく その まい ょ ゝ 手 離し て し ま ふ か の 如 き 観 が ある 。 し か し ん 等 群 小 の 本 能 の 医 に 何 
か 根本 的 な も る の 、 強 力 な も の が 尻 さ れ て 居 は し まい か と の 陣 想 は 常に 我 * の 心 を 動か 
し て ゐ の た 。 そし て 我々 は 、 此 の 隠さ れ た も の に 企 重 に 近づい て 行き た いと 思 つ て 記 
た 。 ぇ の 第 一 歩 は 宴 K 遠 慮 深い ちる の で あつ た 。 我 + は 先 づ 「 食 然 と 愛欲 」 と いふ ょ 二 

大 要求 に 従っ て 二 つ の 基本 本 能 (本 能 の 種類 と 言 は うか 本 能 岩 と 言 は うか ) を 定 別 し 
た が 、 之 は 恐らく 誤 つ た も の で は な い だ ら うと は 我 え の 信ずる 所 で ある 。 我 は 他 の 
場合 に は 長 始 深く も 、 心 理 避 の 、 他 の 科 了 か ら の 獲 立 性 を 獲 護 し て 居る 。 し か し 此 の 





1 ) Freud。S. : Angst und Triebleben. (Nene Folge der Vorlesungen zur Ein 僅 hrung in die 
Psychoanalyse, 1933. 一 一 ぶ ぶ XII. Vorlcsung.) 
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場合 に は 我 さ は 、 後 動 だ に せめ 生物 務 的 事 買 、 即 ち 各 個 の 生 骸 は 自己 保存 と 種族 保存 
と の 二 つ の 目的 に 任 へ て ゐる と の 事 買 の 上 (C 立 つて ある の で ある 。 此 の 二 つ の 目的 は 
互 C 狐 立 し て の る や うに 見 を 、 我 え + の 知 つて 居る 限り 、 未だ 共通 の 進路 を 取 つ た と と 
が 無く 、 動 物 具 に 在 つ て は その 開心 が 展 々 揚 着 する 。 此 諾 に 特殊 の 生物 避 的 心理 衣 の 
必要 が 起り 、 生 物 聖 的 過程 の 心 的 障 件 現象 が 研究 され る に 至 つ た 。 此 の 解 航 の 代表 者 
と し て 精 記 分 析 聖 は 「 自 我 本 能 」 と 「 性 的 本 能 」 と を 取り 入れ た 。 前 者 の 中 に は 個人 
の 雑 持 、 主張 、 損 大 C 開 する 一 切 の も る の が 算 へ られ 、 後 者 に は 小児 的 謗 に 細 態 的 性 生 
活 が 欲す る 虹 富 な 内 容 が 盛 ち られ ね ば な ら な か つた 。 視 経 症 の 研究 に 営 つ て 我々 は 、 自 
我 を 宣 限 的 、 抑 歴 的 動力 と し て 、 又 性 的 努力 を 被 制限 物 、 被 抑 歴 物 と し て 知る や うに 
な つた 以上 、 此 の 二 つ の 本 衣 骨 の 薬 異 の みな ら ず 、 雨 者 間 の 軌 立 (に も 手 を つけ ね ば な 
ら ぬ と と と 信じ た 。 我 その 研究 の 再 象 は 先 づ 性 的 本 能 で あつ た 。 そ の ェ ネ ルギー を 我 
ォ は 「 リ ビ ピ ド ー」 と 名 づけ た 。 性 的 本 能 に 就 いて 我々 は 、 本 能 と は 何ぞ や 、 如 何 な る 
役割 を 演 す る も の な りや 、 と の 肛 念 を 明か IC し よう と つと め た 。 之 が り ビ ドー 設 で あ 
る 。 ( 
_ 本能 と 刺 戦 と は 次 の 筐 で 屋 別 され る 。 本 能 は 身 骸 内 部 に 在 る 刺 戦 源 か ら 獲 し 、 不 
の 力 の 如く に 作用 する 。 人 は 逃亡 に よ つ て 外 的 刺 戦 か ら 騰 す る と と が 出来 る が 、 本 衣 
か ら は 脱 す る と と が 不可 能 で ある 。 本 能 に は 源泉 (Quelle)、 至 旬 (Objekt) 及び 目標 
(Ziel) の 三 つ が 破 別 され る 。 源泉 と は 身 個 的 興 稚 汰 態 で あり 、 目 標 と は 此 の 興奮 を 解 
放す る と と で ある が 、 源泉 か ら 目 標 に 至る 途中 に 於 いて 本 能 が 心理 的 に 働く 。 我 え は 
本 能 を 一 定 の 方 向 (< 和 進 する (Dringen) 或 時 の ェ ネ ルギー と 考 へ る 。 と の Dringen 
(突進 する と と) か ら Trieb (本 衣 ) 〔 突 進 す る も の] と いふ 名 前 が 来 て ある 。 

能動 的 に 受動 的 本 態 と いふ 言葉 が ある が 、 之 は 正しく は 能動 的 及び 受動 的 本 能 目 
標 と 言 ふ べき で ある 。 受 動 的 目標 に 建 す る に も 多少 の 癒 動 計 が 必要 で ある か ら 。 目 標 は 
自分 自身 の 身 骨 に 於 いて も 閉 せ られ る と と が あ ち が 、 概 ね 外部 の 至 依 が 介入 する 場合 
が 定 則 と な つて ゐる 。 此 の 圭 象 に 於 いて 本 能 は その 外 的 目標 に 到 款 す る が 、 そ の 内 的 
目標 は 病 足 と し て 感 ぜ ら れる 所 の 身 門 の 銀 化 で ある と と に 痢 り は な い 。 身 穏 的 源泉 
に 至 す る 開 係 が 本 能 に 特殊 性 を 奥 へ る も の か 答 か 、 文 如何 な る 特殊 性 を 奥 へ る も の で 
ある か は 未だ 我々 に と つて 明か に な つて 居 な い 。 甲 の 源泉 か ら の 本 能 活 動 が と の 源泉 
か ら の それ に 附 随 し 、 そ れ と その 後 の 運 命 を 共に する と と 、 ヌー つの 本 能瀬 足 が 他 の 
それ に よっ つて 代償 きれ 得る と と 、 之 等 は 分 析 了 的 経験 の 論 許 に よれ ば も は や 擬 を 容れ 
ぬ 事 人 買 で ある 。 た ゞ 我々 は 、 そ れ ら が 特に 良く 解る る も の で は な いと いふ と と を 折 汰 す 
る だ け だ 。 本 能 の 目標 と 圭 象 と に 至 す る 開 係 も 赤 鍛 更 され 得る 。 そ の 何れ も が 他 の 目 
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標 、 笛 象 と 交換 され 得る 。 と その 場合 装 象 の 交換 が 常に より 容易 に 行 は れ 得 る 。 目標 の 修 
衝 な 友 び 将 象 の 交換 の 一 種 で 、 それ が 我 こ の 入 凛 的 評 償 を 雰 慮 に 入れ て な され る 場合 に 
は 、 之 を 昇華 (Sublimierung) と 名 づけ ちる 。 谷 我 さ は 、 世 標 到達 を 制止 され た (%ielge- 
pemmt) 本 能 な る も の を 寿 別 すべ き 根 提 を 有 つ て ゐる 。 多 ち 、 明 な る 目標 を 有する 
水 知 の 源泉 か ら 華 する 本 能 活動 で も る が 、 し か し それ は 清 足 に 達する 途中 に 於 いて 停 
止 し 、 と い に 永 久 的 半 象 配給 と 持 貫 的 努力 と が 行 は れる が 如き 本 和 能 で ある 。 か く の 如 
きも の は 、 例 へ ば か の 感傷 愛 開 係 (Zirdichkeitsbezichung) で ある 。 之 は 右 も 無く 性 的 
要求 か ら 華 し 、 善 も 通例 その 清 足 が 世 念 され た も の で ある 。 以上 申し 上 げた 通り 、 本 
毅 の 特徴 と 運命 と に 開 し て 如何 に 多く の も の が 谷 吾 人 の 理解 の 其 外 に ある か が 諾 君 に 
お 解り の こと と 思ふ 。 此 虎 で 一 耳 伯 的 本 能 と 自己 保存 の 本 能 と の 間 に 在 る 差異 に 就 い 
て 考 へ て みよ う 。 も し と の 差異 が 雨 者 の 全部 に 令 れ る も る の で あつ た ら 、 そ れ は 理論 的 
K 極 め て 重要 な も の で あら 2。 性 的 本 能 の 特徴 は 先 づ その 可 其 性 (PlastiziGit)、 聞 ち 本 
骨 の 目標 を 変換 し 得る 能力 に 在 る 。 第 二 は その 代理 性 CVertretbarket) に 在 る の で ある 
が 、 之 は 甲 の 本 能 浦 足 が と の 本 衣 浦 足 に よ つ て 代理 され 得る と いふ と と で ある 。 第 三 
は その 欠 拘 性 (Aufschiebbarket) で ある が 、 此 の 好例 は 前 逃 の 目 低 の 到達 を 制 止 され 
た 本 衣 に よ つ て 興 へ られ る 。 之 等 の 特徴 は 自己 保存 の 本 能 に は あて は ま ら な い 。 後者 
に 肝 い て 召 入 は 次 の や うに 断言 し た い 。 自己 保存 の 本 能 は 頑強 で あり 、 猫 了 交 が きか ず 
全く 前 者 と 異 つて 弟 笛 命令 的 で あり 、 抑 麻乃 至 不安 に 持 し て も 全く 異 つた 吉 度 を と る 
も の で ある 、 と 。 と は い へ 再考 し て みれ ば 、 此 の 例外 的 態度 は 縮 て の 自我 本 能 に 圭 し て 
さ う な の で は な く 、 唯 隊 潟 の 欲 に 下 し て の み 言 ひ 得 る と と な の で ある ろ 。 多 論 之 は 本 骨 
の 源泉 の 特性 に 基く も の で あ ち が 。 印象 を 混 処 させ た 罪 の 一 端 は 確か に 次 の と と K 角 
せら れ ら ちろ 、 我 え は 、 最 絆 「= え 」 に 属し て ゐ た 本 衣 活 動 が 組織 化 さ れ た 「 自 我 」 の 影 
組 に よ つ て 如何 な る 勾 化 を 蒙 る か に 就 い て 、 特 別 考 慮 を 者 は な か つ を た か ら 。 

本 衣 生 活 の 性 検 江 に 圭 す る 隷属 開 係 を 研究 する と と は 、 我 え を し て より シッ ヵ リ し 
た 根 謀 に 立た を し め る も の で ある 。 と の 王 に 開 し て は 、 我 え は 既に 全く 決定 的 の 認 調 を 
得 て の る の で あろ る が 、 そ れ は 語 君 に と つて も は や 耳 新 し い ゃ る の で は な い 。 肝 ち 我 *+ の 
請 ふ 性 本 能 と は 、 最 匠 か 性 機 明 一 一 雨 栖 の 生殖 細胞 の 結合 一 一 を 目標 と する 労力 を 
指す の で は な く 、 多 敷 の 成分 本 能 (Partaltriebe )、 印 ち 身 骨 の 各所 、 各 領域 か ら 紙 し 、 
各自 か な り 猫 立 的 な 立場 に ない て 所 調 器官 性 感 (Organlust) ょ 租 せ られ る 所 の 或 も の 
の 中 に 瀧 足 を 見 出さ ん と 努力 する も の を 調 ふ 。 性 器 は 之 等 性 感 郵 位 (erogene Zone) 
の 中 で 最後 に 来る る の で あり 、 そ の 器官 性 感 は 、 之 こそ は 性 的 (sexuelle) 快感 と 呼ぶ の 
に 最も ふさ は し きも の で ある 。 之 等 の 、 黄 感 を 求め る 活動 の 練 て が 性 機能 の 最終 的 編 
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成 に 取り 込ま れる も る の で は な い 。 そ の 多 敷 の も ゃ の は 不要 と な つて 抑 そ の 他 の 方 法 c 
よ つ て 庁 け られ 、 そ の 少 敷 の も の は 前 逃 の 注目 すべ き 方 法 に 於 いて 本 座 の 目標 か ら 長 
ら さ れ て 他 の 活動 の 強化 に 利用 せら れ 、 更 に 他 の も の は ワキ 役 と し て 取り 残さ れ 、 
備 行 師 の 次 行 、 前 雇 感 の 華 生 に 役立つ と と と な る 。 諸君 は 既に 、 此 の 長刀 に 古 る 生 建 
中 前項 的 編成 の 多く の 時 期 が 認め られ 、 且 つ 此 の 性 機能 史 か ら 、 性 的 能 の 倒錯 と 
縮 と が 謗 明 され る と と を お 聞き (に な つて の ゐる 。 此 の 性 器 誠 蔵 以前 の (pragenitale) 時 
期 の 最初 の ゃ の を ば ロ 問 統 裁 期 orale Phase) と 名 づけ る 。 鞭 し 乳 見 の 条 養 方 法 に 一 致 
. し 、 日 器 と いふ 性 感 部 位 が 統 裁 し 、 面 も 之 を 此 の 年 齢 に 於 ける 性 的 機能 と 稚 し 得る か 
. ら で ある 。 第 二 期 に や つて 来る る の は サ ヂ スム ス 的 な (sadistische ) 衝動 と 肛門 に 於 け 
る 性 感 と で ある 。 確か に 之 は 萌 の 本 生 と 筋肉 組織 の 強化 と 括約筋 機能 の 支配 と 開 係 
が ある 。 之 等 の 著 明 な 策 閉 期 に 就 い て は 、 我 + は 極め て 興味 ある 事 買 の 敷 々 を 総 陣 し 
て ゐる 。 第 三男 根 統 裁 期 (phallsche Phase) が 現れ る 。 この 時 期 奉 つて は 雨 性 共 
に 男根 と 少女 に 於 ける それ に 相 営 する も る の と が 看過 すべ か ら ざ る 意味 を 有 つ や うに な 
る 。 没後 の 性 的 編成 期 は 、 之 は 思春 期 以 後に 来る $ の で ある が 、 性 器 誠 載 期 (genitale 
Phase) と いふ 名 移 を 附 せ られ る 。 此 の 時 期 に 於 いて 始め で 女性 の 性 器 が 承認 を 受け 
る 。 男性 の それ は 茎 C 外 く 受 け て ゐ ね る の に 。. 「 

、 以 上 で 和 傘 説 を 全部 繰返し た つも り で ある が 、 只 今 申 上 げ な か つた と と は 全部 も は や 
探る に 走ら な いも の で ある と 思 名 し に な つて は 困る 。 只今 繰返し た の は 、 そ の 後 の 知 
見 の 進歩 に 就 いて 報告 する の に 必要 な 入 で ある 。 我々 は 正 に と の リビドー の 早 期 の 編 
成 に 就 い て 多く の 新 事 足 を 経験 し 、 文 准 朗 の 意味 を より ハッ キリ と 地 握 し た と と を 誇 
る こと こと が で きる 。 今 か ら 諾 君 に 少く と も 二 三 の 間 題 に 就 い て それ を 御 語 介し た いと 思 
ふ 。 192 ま 年 アプ ラ ハ ム (な. 42452) は 、 サ ヂ ス メス ス 所 門 統 坊 期 を 二 期 に 分 ち 得る 
と と を 客 験 し た 。 色 ち その 前 期 に は 絶滅 と 胃 失 と の 破壊 的 頒 向 が 、 そ の 後期 に は 固 将 
と 所 有 と の 規 和 的 信 向 が 君 了 曲 し て ゐる 。 か く 後 者 の 中 心 に は 、 や が て 来る べき 愛 の 配 
給 の 前 墨 と し て 再 象 に 習 す る 最 匠 の 願 上 應 が や つて 来 て ゐる 。 か く の 如 き 小 屋 分 を 最 税 
の 口 器 統 坊 期 に 就 い て も 想定 し 得 べ き は 理 の 営 然 で ある 。 印 ち その 前 期 は 口 器 的 講 取 
の 階 で ある 。 と の 丹 和 で は 母 の 乳房 と い ょ 習 象 に 居 す る 開 ま KC、。 未だ 雨 概 性 が 現れ 
て 来 な い 。 第 二 期 は 、 之 は 内 む 能力 の 出現 に よっ つて 特徴 づけ られ て ゐる が 、 口 器 サ ヂ 
スム ス 読 表 引 (oralsadistsche ) よ 舌 し 得る 。 此 の 時 期 に 玉 つ て 、 初め て 極 仁 の 現象 が 
現れ る が 。 之 は や が て 次 の サ ヂ スム ス s 目 門 統 裁 期 に た 誰 い て 盆 々 著 明 と な る 。 此 の 新 
二分 の 條 人 値 は 、 一 定 の 弓 経 症 ( 強 追 妨 綴 症 、 憂 販 症 ).K 於 ける リビドー 角 達 の 素因 箇 
を 求め ん と する 場合 に 特に よく 現れ る 。 紫 虚 で も う 一 度 9 ビ ドー 記 定 、 素因 、 退 行 の 


(87 ) う 


開 財 に 就 い て 百人 の 経 内 し た 所 を 諾 否 の 記 境 の 忠 ちら せ て 欲し い 。 

リビドー 編成 の 時 期 な る も の K 将 する 知人 の 態度 は 、 全体 に 於 いて 少し く 好 つ て 義 
- た 。 我々 は 錠 て は 一 つの 時 期 が その 区 の 時 期 が や つて 来る 前 に 治 失 する も の で ある と 
と を 特に 主張 し て 居 た が 、。 今や 吾 人 の 注意 は 、 前 の 時 期 の 各々 が 後期 の 形態 と 相 邊 ん 
で 、 或 は その 薩 に か くさ れ て 後々 まで も 下 る も の で ある 、 有 印 ち り ビ ドー の 経済 開 係 K 
於 いて 誰 父 個人 の 性 容 に 於 いて その 永 績 的 な 代表 者 を 第 得する 、 と いふ 事 買 に 向け ら 
れる や うに な つた 。 更 C 重 要 に な つた と と は 、 病 的 事情 の 下 C 於 いて は 履 々 早期 の 時 
期 へ の 退行 が 起り 、 面 し て 一 定 の 退行 は 一 定 の 病 型 < 特有 で ある 、 と の 経験 と 研究 と 
で ある 。 し か し 之 等 に 就 い て は 此 謀 で 詳 論 する わけ に は 行か ぬ 。 之 は 宛 綴 症 心理 油 の 
各論 に 王 る か ら 。 ' 
。 本 衣 の 韓 化 並 に 同様 の 過程 に 区 い て 我々 は 、 肌 門 性 感 凶 ち 抽 門 と いふ ー つ の 性 感 部 
位 か ら 來 る 興奮 於 いて 研究 する 所 が 特に 深 か つ た 。 そ し て 我々 は 、 此 の 本 能 活動 が 
如何 に 多 福 多様 の 細 化 を 受け る も の で ある か を 知 つ て 一 藻 を 喫し た の で ある 。 和 吾 人 の 
紙 育 の 衝 上 一旦 は 此 の 仁 感 部 位 を 見 限る が 、 之 を 振り て て し ま ふ と と は 巡ら く 容 易 
な 業 で は ある まい 。 此 虎 で 我々 は か の アプ ラ ハ ム の と と を 思ひ 出す 。 彼 は 、 有 厄 門 は 胎 
生 台 的 に 原 日 CUrmund ) に 相 営 し 、 それ が 腸 の 後 端 (に まで 成長 し て 行 つた も の な る と 
と K 注 意 し た 。 其 の 後 我々 は 、 自 分 の 便 、 閉 洪 物 に 殖 す る 興味 を 失 ふ と と に よ つ て 
此 の 中 門 を 源 と する 本 衣 の 興味 は 物 唱 に 移行 し 、 所 調 竣 物 と し て 奥 へ られ る や うに な 
る と と を 経験 し た 。 難し 弘人 便 は 乳 兄 が な し 得る 最初 の 区 物 で あり 、 役 が その 節 母 を 愛 
すれ ば と こそ 所 有 を 東和 栗 し た も る の で ある と と は 電 も な と と で ある 。 成長 と 共に 、 言 語 の 
紙 達 に 於 ける 意味 の 細 化 と 全く 同 欄 に 、 此 の 昔 の 革 便 区 す る 興 灯 は 金 鍵 及 び 黄 金 の 
評 償 へ と 韓 化 する が 、 谷 子供 及び 陰 蓋 に 怪 す る 情緒 的 配給 へ も 貢献 を な す 。 永い と と 
排 港 院 設 を 葵 て な い 線 て の 小 見 は 、 小 供 と いふ も の は 誌 便 の 片 の や う K 肛 門 か ら 生れ 
る も の で ある ょ 確信 し て ゐる 。 乾 便 は 分 克 の 原型 で も る 。 陰 表 も 赤 腸 の 類 膜 管 を 充 た 
し 、 刺 埋 す る 所 の 藤 便 の 棒 を その 前 騙 と し て ゐる 。 小史 が 、 か いる 陰 革 を 有 し な い 人 
間 が 有る と と を 知る の 急減 を 味 つ た 時 、 彼 に は 陰 壮 と いふ も の が 何 か 身 航 か ら 区 れる 

と と の で きる 物 に 見 え 、 陰 葵 は 疑 も 無く 、 か の 最初 の 愛 の 殖 鱗 で あ 9 、 且 つ そ の 所 有 を 
断 公 せ ね ば な ら な か つた 所 の 拓 決 物 と 同 -: 生 せ られ る KK 下る 。 か くし て 肌 門 性 感 の 大 
部 分 は 誌 倒 配給 に 移行 する が 、 此 の 身 劉 部 位 は 所 門 性 感 的 根元 の 他人 恐らく 更に 有力 
な らん ょ と 思 は れる 日 問 的 根元 を も 有 つ て ゐる 。 何と な れ ば 陰 芸 は 投了 乳 に 際 し 母 の 有 鍋 頭 
が と つた 問 度 を も 受け 秀 い で 居る も の だ か ら 。 

有 等 の 深 居 の 開 係 を 知ら まし て 諸 起 、 序 ち 無意識 具 か ら 彫 響 され た 思ひ 付き や 人 類 
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の 症候 語 の 眞 相 を 所 むこ と は 不可 能 で ある 。 糞便 一 一 金 一 一 購 物 一 一 小 供 一 陰 豆 は 
此 席 で は 同義 に 取り 扱 は れ 、 駐 共通 の 象 敏 に よ つ て 代表 され る 。 諸君 、 余 は 諸 周 c 碁 
だ 不 完全 な 報告 を な し 得 た に 過ぎ な いも の で ある と と を 忘れ 給 ふ 勿 れ 。 此 虚 で も う 一 
つ 差 か 早 秋 な 嬢 ひ は ある が 、 附 け 加 へ させ て 貰 は う 。 や が て 生 才 る 腔 に 圭 す る 抽 味 も 
赤 氷 と し て 肛門 性 感 か ら 由 来 す る も の で ある 。 之 は 別に 不思議 は 無い 。 何 と な れ ば 、 
ルー。・ デ ンド レア *・ サ ロメ (Zoz ZZ27egsSg7o2) の 空 つ を 言葉 を 借り て 言 へ ば 、 際 
その も の が 後 腸 〔 胎 見 直腸 ] か ら 「 借 家 し て ゐる 」 も の だ か ら で あ ちろ 。 性 欲 獲 十 の 一 
部 に 異常 を 残す る の で ある 所 の 同性 愛 患 者 の 生活 に 於 いて は 、 再 び 腔 の 代り 直腸 が 
用 ひら れる 。 夢 に 誰 い て は 、 骨 て 一 室 で あつ た 所 が 現在 璧 で 二 つ に 仕切 られ て ゐる 所 
だ の 、 或 は その 逆 な 場合 が 現れ る と と が 屋 々 ある が 、 そ の 意味 は 常に 腔 と 腸 と の 闘 係 を 
示す も の で ある 。 更に 我々 は 、 少 女 に 於 ける 陰 華 を 有 ち た いな ど と い ょ ふ 全 く 女 らし か 
ら め 願 堂 が 、 小 供 を 有 ち た いと の 願 補 、 更 に 除 環 所 有 者 乃 玉 小 供 を 授け る 人 と し て の 
男性 に 持 す る 願 堂 に 好 化 する 正常 の 道 竹 一 か くし て 上 下 虎 で も 肛門 性 感 IC 由 来 する 興 
か 
理解 する ぁ と と が で きち 。 
"NR 
性 格 形成 に 競 い て 更に 二 三 の 新 な 洞察 が 得 ら れ た 。 我 * は 本 「 所 帳面 」「 客 半 」「 我 
代 」 と いふ ょ 三 つ の 特徴 が か な り 規 則 正 し く 並 存する と と に 祭 付 いて 居 た 。 布 し て か ぐ 
の 如き 人 ぇ を 分 析 し た 結果 か ら 、 此 の 特徴 は 彼 等 の 肛門 性 感 を 糧 に する か 、 式 は 他 の 
方 法 の 流用 に よ つ て 生じ た も の で あ ち ょ の 結論 に 閉 し て ゐ た 。 此 の 三 特 徴 が 題 凌 に 含 
同 し て 来る 場合 に は 之 を 肛門 性 格 CAnacharakter) と 呼ぶ 。 耐 し て 我々 は 、 肛 門 性 格 を 
本 来 の まい の 肛門 性 感 に 一 程度 まで 再 立 せしめ て 考 へ ち 。 同様 の 、 恐らく 更に 鶴 接 な 
開 係 は 功名 心 と 尿道 性 感 と の 間 見 出さ れ た 。 此 の 開 係 を 特に 示唆 し た も の は 、 か の 
アレ キサ ンダ ー 大 王 が 、 へ ロス トラ ー ト と か 言 ふ ぶ 者 が 彼 の つま ら め 名 細 心 か ら エ フェ 
ソス の 有名 な アル テ ミ ス 寺 院 に 放火 し た その 史生 れ た と いふ 佑 読 で ある 。 倫 も 古人 
に は か く の 如 き 開 係 ヵ : 未 知 で は な か つた か の 如く 1 放尿 が 火 及び 消火 と 如何 KC 開 
係 が 深い か は 諾 君 も よく 御 存 じ の 管 だ 。 勿論 我 * は 他 の 性 格 の 特徴 と 牙 も 同様 に 一 定 
の 性 器 統 半期 以前 の リビドー 形成 の 沈 液 と し て 、 或 は 駐 反 動 形 成 と し て 生ずる だ ら う 
と と を 期待 する も の で ある が 、 未 だ それ を 明 須 に する と と が で きめ ぬ 。 

し か し も は や 歴史 と 本 題 と に 立ち 還 り 、 本 衣 生 活 の 一 般 問 題 を 改め で 取り 上 ぐ べ き 
時 で ある 。 我々 の リビドー 説 の 根 謀 に 横 は る も の は 、 先 づ 自我 本 能 と 性 本 能 と の 笛 立 
で あつ た 。 や が て 我 + が 自我 その も の を 一 屋 深 く 研 究 し 始め 、 ナ ル チ ス ズム ス の 見 地 を 
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把握 する や 、 此 の 寿 別 は 全く その 根 拓 を 失 つ て し まつ た 。 少 粗 の 例 に 於 いて 、 自 我 が 
自ら を 詩 象 と し 、 愉 も 自我 が 自ら に 惚れ 込む か の 如き 態度 を と る 場合 が 認め られ る 。 
それ 破 に ギリ シア 浮 話 か ら と つた ナル チズ ム ス (NarziBmus) の 名 が ある 。 し か し 芝 は 
正常 な 場合 の 極端 な 誇張 で ある に 過ぎ な い 。 や が て 我々 は 、 自 我 は 常に 9 ヴ ビ ドー の 主 
な 貯 消 で あり 、 リ り リビドー の 大 部 分 が 不 締 の ま ぃ 自我 の 中 に 残さ れ て ゐる 一 方 、 圭 銀 へ 
の り ビ ドー 本 給 が 基 農 か ら 趣 つて 復 た 其 腐 へ 過 つ て 来る の で ある と と を 理解 する や う 
に な つた 。 つ まり 自我 リビドー が 百人 象 す 9 ビ ド ば ドー へ 、 双 半 象 す 9 ビ ド ー が 自我 り 9 ビ ド ー へ 
と 絶え ず 凶 皿 する の で ある 。 従 つて 爾 者 は 其 本 性 に 従 へ ば 別種 の も の で あり 得 な い 、 
一 詞 の ェ エネ ルギー を 他方 の = エネ ルギー か ら 分 つと と は 何等 意味 の 無い と と で ある 、 人 
さ は り ビ ドー の 名 船 を 抹 栽 し て し まつ て も い ヽ 、 或 は それ を 汎 《 心 的 モネ ルギー と 同 
開 に 用 ひ て も い *。 

我々 は 此 の 見 地 に 永く 語る と と を し な か つた 。 本 能生 活 の 内 部 に 於 ける 一 つの 羊 立 
性 を 換 期 する と と は 、 や が て 他 の 、 一 大 明確 な 有形 を と つて 現れ て 来 た 。 し か し 余 は 庄 
君 の 前 で 此 の 新 和紀 訟 を その 源 ( に まで 遡 つ て 論じ た く な い 。 之 と て も その 根本 的 な も 
の が 於 いて は 生物 届 的 考察 jc 全 つ た も の で ある 。 諸君 に は 之 を 既成 高 と し て 御 紹 介し 
よう 。 我々 は 、 二 つの 、 根 本 的 ヒ 異 つた 神 類 の 本 能 が ある と 優 定 す る 。 即ち 、 最も 廣 
開 (c 解 党 し た 場合 の 性 本 能 一 一 ロス (Eros) と 詩 つ て も い ょ 、 も し その 方 が 諸君 の 
御 気 に 如 す な ら ーー よ と 攻撃 本 江 (Aggeessionstrieb ) 一 一 その 目 位 は 破壊 で ある 一 一 と の 
ーー つ で ある 。 か うお 聞き に な つた ら 諸 君 は 、 そ ん な と と は 新 凌 と し て 通用 し な いと 仰 
言 る だ ら う 。 な る 程 之 は 一 見 、 愛 と 憎 と の 下 凡 な 至 立 ( 之 は 世 ら て 物理 限 が 無 失 物 の 
世界 に 対し て 無 守 し て ゐる 引力 と 反 援 力 と の 届 立 に 合 再 する も の で あら う が ) に 中 理 
叉 を つけ て 区 も らし < く 説明 し よう と する 試み の 如く 見 える で あら う 。 し か し な が ら 此 
の 提唱 が 、 何 且 多く の 人 に よ つ て 単 新 と 感 ぜ られ 、 面 希望 に 反し た 、 一 到 も 早く 取 
り 際 か れ ね ば な ら ぬ も の と 思 は れる と と は 特筆 に 償 す る 。 余 は 想 ふ 、 此 の 反 習 の 中 に 
は 纏い 情 款 的 要素 が 浦 し て 居る 、 と 。 我々 が 攻撃 本 態 を 認め よう と 決心 する まで に 
か 介 の 長年 月 を 費 し た の は 何 義 で も ら うか 。 自 量 の 下 に 横 は つて 居り 、 誰 も が 知 つ て 
居る 事 買 を 利用 し て 理論 を 組立 て る の に 時 踏 を 覇 じ 得 な た な か つた の は 何故 で あら うか 。 
も し 動物 に か く の 如 き 目 棋 を 持つ た 本 和 能 を 企 定 せん と する な ら ば 、 多 分 それ は 紅 か の 
抵抗 に 打つ ヵ か る だ け で 済む だ ら 5。 し か し 此 の 本 能 を 人 類 の 骸 質 の 中 に 許容 する と と 
は 骨 濱 的 に 見 える 。 之 は 多く の 宗教 上 の 企 説 に 挫 着 し 、 征 息 的 因 毅 に 戻る も の で ある 。 
然 り 9、 人 の 性 は 舌 で も あら ね ば な ら ぬ 、 少 く と も 生 意 で あら ね ば な ら ぬ 。 も し 人 彼 が 時 
歌 性 、 移 禁 性 、 残 及 性 を 現 は す と し て も 、 そ れ は 感 捕 生活 が 一 時 弥 痺 し た も の で あり 、 
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し 
も の で ある と され る に 過ぎ な い だ ら う 。. ' + 敵 
: 遺 憶 な が ら 歴史 の 敷 ふ る 所 、 又 召 入 の 経験 し た 結果 は 、 上 輝 の 人 説 を 府 明 する の 
で は な く 、 む し ろ 人 の 性 の 「 美 」』 を 信 才 る と と は 、 か くく 多く の 加 い 幻想 一 一 み に よ つ 
で 人 は 人 役 等 の 生活 を 美化 し 欠 安 芝 ん と と を 期待 し た が 、 事 間 は た ゞ 損害 を 招来 す 富 
の み で あつ た 一 の 一 つ で ある と の 世 定 を 起 認 する の で ある 。 我々 は 此 の 唆 論 を 貫 け 
よう と は 思 は ぬ 。 何と な れ ば 我々 が 人 類 に 於 ける 攻撃 本 休 、 破壊 本 能 の 想定 を 獅 護 す ! 
る に 至 つ た の は 、 歴史 や 人 生 の 経 有 険 の 芝 ふ る 所 に 従 つ を か ら で は な く 〈 く 、 サ ヂ チ ス ムズ 
k 加 虐 性 ] 及び マゾ ヒス ム ス [被虐 性 ] の 現象 を 吟味 する と と に 華 端 し を た 季 般 的 考察 
を 基礎 と し て の 結果 だ か ら で あ る 。 詳 嬉 も 御 承 知 の 通り 、 サ ヂ ス ム ス と は 、 性 的 滞 中 
が 、 性 的 装 象 を し て 苦痛 、 虐 待 、 屈 辱 に 悩ま しめる が 如き 條 件 と 結合 し て ゐる 場合 を 
調 ひ 、 マ ゾ ヒ スム ス と は 、 自 分 自身 が 此 の 虐待 され る 殖 象 に な る と と を 要求 する 場合 
に 調 ふ 。 人 諸君 は 、 此 の 二 つ の 衝動 が 一 程度 まで 正常 の 性 的 開 係 に る ぁ る 加入 し 、 又 之 等 
の 衝動 が 他 の 性 和 的 行 師 を 排 し 、 狼 牧 の 行 矢 を 以 て み に 代 へ る 場合 に は 、 之 等 の 衝動 を 
愛 態 仁 欲 と 名 づけ る と いふ と と も 御存じ で ある 。 更に 諸君 は 、 サ ヂ ス ム ス は 男性 に 、 
マゾ ヒモ スム スス は 女性 に 密接 な 開 係 を 保つ て の る 、 性 も 共 左 に は 何 か 午 秘 的 な 親和 力 
が 働 の q て ある か の や う で ある と いふ と と も ゃ 殆ど 否定 な さら ぬ で あら う 。 た と ひ 余 が 敢 
て 此 の 和貴 で 行き 過ぎ て 居 な いと と を お 断り 申 上 げ な く と も 。 此 の 員 者 。 サ ヂ ス ム ス と 
マゾ ヅ ヒ スム ス と は 、 リ ビ ド ー 設 に と つて 全く 謎 の 現象 で ある 。 特に マゾ ヅ モ スム スス が 。 
し か し それ は 、 も し 下 説 に と つて 中 き の 石上 な つた も の が 避 訟 を 補足 する 隅 石 の 役割 
を 演ずる か も 知れ ぬ と し た ら 、 昔 に その 順 烈 が 不可 解 で も る と いふ に 過ぎ な い 。 
・ か く の 如 く 我 < の 意見 で は 、 サ ヂ デス ム ス 及 び マ ヅ セ スム ス K 於 いて 、 エ ロス よ 攻 撃 
欲 と の 二 種 の 本 能 が 泥 合 し て ゐる 場合 の 題 著 な 二 例 を 目前 に 見 る と 考 へ る 。 し て 今 
や 我 さ は 、 此 の 開 係 は 典型 的 な る の で あり 、 我々 の 研究 し 得る 本 能 活動 の 縄 て が 此 の 
三種 の 本 態 の か く の 如 き 泥 合 と 合金 と か ら 出 来 て ね る も の で ある と 和 想定 する 。 勿論 混 
合 の 割合 は 千 其 高 別 で も あらう 。 但し か ょ る 場合 に 。 エ ロス 性 の 本 和 態 は その 性 的 目標 の 
多様 性 を 以 て 況 合 物 を 条 る で あら う し 、 も ー: つ の 本 能 は その 単調 な 人 向 に 習 し 借 に 帯 
朋 油 淡 の 別 を つけ る に 過ぎ まい 。 此 の 想定 に よ つ て 我々 は 、 箇 て 病 的 過程 の 理解 に 圭 
し て 重大 な 意義 を 有 つ た 研究 の 上 IC 、 一 道 の 光明 を 認め る と と が で きた 。 何と な れ ば 
之 等 の 泥 合 物 は 分 解す る と と も で きる し 、 駐 か く の 如 き 本 骨 の 泥 合 物 が 擬 慈 に 圭 し て 
最も 重大 な 結果 を 生ま る だ ら う と と を 信じ て も い ょ か ら で あ る 。 し か し な が ら 之 等 の 
見 地 は 未だ 珍 り に 新 し 過 ぎる 。 離 $ 之 を 資 例 に よ つ て 吟味 し よう と し た 人 が 大 な い 。。 
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を 除外 し て 考 べ る な ら ば 、 其 謀 に は 自己 破 減 を 目標 と する 一 つの 衝動 が 存在 する と と 
は 確か だ 。 自我 一 一 し か し 此 鹿 で は む し ろ ェ ス 、 全 人 格 の 調 で ある 一 一 は 最初 あら ゆ 
る 本 能 活動 を 自ら の 中 に 蔵 す る と いふ 候 定 が 破壊 本 能 に も あて は まる と すれ ば 。 マ ヅ ゾ 
ヒス ム ス は サ ヂ スム ス よ り も 上 証 い 、 サ ヂ デス ム ス は 外部 (に 向け ら れ た 破壊 本 衣 で ある 、 
之 に よ つ て 人 破 地 本 能 は 攻撃 性 を 普 び る 、 と の 解 了 が 生れ て 来る 。 し か し 最初 の 破壊 本 
能 の 若干 が 内 部 に 残り 得る 。 か くし て 我 そ の 知覚 が 破壊 本 能 を 把握 する の は 二 つ の 場 
合 に 了 良 ら れる 、 細 ち 破 堪 本 能 が エロ ス 性 の 本 能 と 合 し て マゾ ヅ モ スム ス と な る 場合 か 、 
或 は 攻撃 釣 と し て 一 一 多かれ 少 か れ ェ ロス 性 の 附 加 が ある が 一 一 外 上 界 に 向 ふ 場合 か 。 
此 謀 に 於 いて 攻撃 欲 が 現 軟 の 障 叶 に ぶつ か つて 外界 に その 清 足 を 見 出し か ね る 場合 の 
意味 が 持ち 上 つて 来る 。 か ょ る 場合 と の 攻撃 欲 は 奴ら 《 後 退 す る で あら う 、。 そ し て 内 
部 に 君 際 す る 自己 破 環 欲 の 大 き さ が 培 す で あら う 。 買 際 と その 通り で あり 。 此 の 過程 が 
如何 ic 重大 な も る の で ある か は 吾 人 の 耳 に する 所 だ ら う 。 妨害 を 受け た 攻撃 欲 は 大 傷害 
を 意味 する 如く 見 える 。 事 賞 我 は 自分 自身 を 破 減 さ せな い 含 に 、 自 己 破壊 の 傾向 か 
ら 防 術 す る 和信 に 、 他 人 或 は 他 の 物 を 破 減 させ ね ば な ら ぬ や うに 見 える 。 確 に 之 は 代理 
陳 者 に と つて 悲し な べき 公示 で ある 。 [ 

し か し 、 倫 理 明 者 は 今後 長く 我々 * の 思索 を 無知 の ゃ の な り と し て 自ら 対 め る で あら 
う 。 我 自 身 の 有 機 的 故 卿 を 破 壌 する と いふ と ん で も な い 本 衣 だ か ら 。 記 人 は 此 の 間 
の 事 載 を 云々 する 。 し か し 詩人 に は 次 任 が 無い 。 役 等 は 対人 と し て 免除 横 の 特典 を 全 
け て 居る 。 し か し 類 の 考 へ 方 は 生理 馬 で は 珍し いと と で は な い 。 例 へ ば 自ら を 浴 化 
する と い ょ ふ 骨 の 粘膜 の 考 へ 方 は 如何 。 勿論 我々 の 自己 破壊 本 能 設 が 北 多 の 支持 を 必要 
と する も の で ある と と は 認め ね ば な ら ぬ 。 か く の 如 き 結 論 を 普 て 想定 する の は 、 た ゞ 
単に 二 三 の 衣 れ むべ き 馬 鹿 者 が その 性 的 清 足 を 特殊 な 條 件 に 結び つけ て ゐ た 劉 で は な 
い 。 余 の 詩 は ん と する 所 は 、 本 和 態 を 深く 研究 し た 結果 が 此 廃 に 到 ら し め た の で ある と い 
ふと よ だ 。 人 本能 は ひと り 精 泊 生 活 の み を 支配 する も の で は な く 、 値 物 的 生活 を も 支配 
する 。 両 し て 上 比 の 有 揚 的 本 能 が 吾 人 の 最大 の 興味 を 若く 特徴 を 示す 。 之 が 本 能 の - 般 
特徴 で ある か 否 か は 追 つて 決定 する と と に し た い 。 本 能 は 過去 の 汰 態 を ぬ 生 し ょ うと 
すら 努力 と な つて 現れ る 。 我 な は か く の 如 き 一 芋 到達 せら れ た 湊 態 が 障 如 さ れ た 内 間 
か ら 、 その 汰 態 を 再び 作り 出さ うと の 本 衣 が 王 生 する も の と 想定 する と と が で きる 。 
却 ち 反復 育 造 (Wiederholungszwang ) よ 船 する 現象 が 起 る 。 胎生 夏 は 反復 娘 追 の 礁 一 の 
見 本 で ある 。 上 廣 く 動 物 具 を 通じ て 。 失 は れ た 器官 を 新生 する 能力 が 存する 。 我々 が 治 
療 的 補助 繰 と 帝 ん で 、 修 復 の お か げ を 蒙 つ て ゐる 所 の 治 疹 本 吉 も 里 亮 する に 此 の 。 下 
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息 動 物 Ic 於 いて よく 本 達 する 能力 の 名 残 で も る に 邊 ひ あ る まい 。 急 の 卵 が 渡 走 する の 
る 島 類 が 飛ぶ の も 、 出 来 得 ベ くん ば 我々 が 動物 に 於 いて 本 能 の 現れ と 舟 す る も の の 貫 
て が 、 本 能 の 保存 的 本 性 (konservative Natur) を 現す 所 の 反復 強迫 の 探 の 下 に 起 ろ 。 疹 
、 潮 昇 C 於 いて も 此 の 現れ を 求め る こと は 諾 程 ド 難 で は な い 。 巡 我 々 の 目 に 甘い た 問 
く 、 幼 時 の 忘れ られ た 、 抑 麻 さ れ た 介 験 が 分 析 繰 作 の 間 K 夢 及び 種々 の 反 鷹 、 特 C 感 
情 博 移 反 應 に 於 いて 再生 され る 。 た と ひ 逐 等 の 再 過 起 が 据 感 原理 の 方 針 に 並 ょ 場合 で 
も 。 そ し て 之 が 、 か く の 如 き 場 合 に は 反復 下 和 過 は 快感 原理 を 超越 する る の で ある と の 
読 明 を 興 べ を た の で あ ち が 。 分 析 以 外 に も 同様 の と と は 見 られ る 。 一 生 演 何 等 改 む る を 
ょ 無く 損害 に 圭 し て 同一 の 反 鷹 を 繰 遂 し て ある 人 間 が 居る 。 或 は 普 氷 た 運命 に つき 
と は れ て お る か の 如く K 見 える 人 聞 も 居る 。 し か し 用 等 を よく 調べ て みる と 、 彼 等 大 
比 の 運命 を 識 ら 才 議 ちず 自ら 用 恋し で て の る も の で ある と と が 解る 。 と い に 我 は 友 復 
束 所 悪 了 性 を 認め る 。 

- 扱 て 本 能 の 保存 性 な る も る の は 我 が 自 己 破壊 読 の 理解 に と つて 如何 な る 役目 を 演 ま る 
か 、 か く の 如 き 本 能 は 過去 の 如何 な る 大 態 を 再生 し ょ うと し て ゐる の か 。 今や と の 千 
は 手近 に 在 る 。 菊 か な が ら 見 透 し は つい た 。 も ゃ も し 、 式 時 無生物 か ら 生 命 が 生 れ を ーー 
何時 、 如 何 に し て と いふ と と は 欠 像 すべ くも な い が 一 一 と いふ と と が 世 で も る と ず 雪 
ば 、 我 その 優 説 に よれ ば 、 共 時 本 に 生 を 再び が 麻 棄 し 、 無 機 の 状態 を 再生 し ょ うと する 
本 態 が 区 生 し た KC 寺 ひな い 。 此 の 本 能 の 中 我 々 の 想定 する 自己 破壊 欲 を 本 び 願 る な 
ら ば 、 之 は 死 の 本 能 CTodestrieb) で ある と 解す ざる を 得 ぬ 。 之 は 如何 な る 生 の 里程 中 
にゃ 看過 され る と と が で き な い 。 か くし て 我々 の 信ずる 本 能 は 、 生 物 を より 大 な ある 日 
位 に 画 結 せん と する = ョ メス 性 の 本 能 と 、 此 の 労力 に 区 ち ひ 、 生 を 無 和 の 大 態 に 届 売 を 
ん と する 死 の 本 能 と の 二 辞 に 分 た れる 。 用 者 が 或 は 協同 的 に 束 は 反 療 的 に 作用 する 
と に よ つ て 生 の 現象 が 起り 、 死 C よ つ て その 結末 を 秋 げ ち 。 

堂 ら ちく 諸 君 は 肩 を すく ぐ め て 言 ふ で あら う 、 そ れ は 自然 科 陳 で は な い 。 そ れ は ショ ッ ペ 
ン ハ ウエ ル の 折 辱 で ある と 。 し か し 紳士 湖 女 寿 、 或 借 放 な 思 租 家 が 、 そ の 後 の 茜 心 惨 
渡 た る 生 皿 面目 な 事 貸 研究 の 結 時 と し て 賞 誇 きれ た 事柄 を 営 ひ 営 て た と て 何 の 不 可 が 
あら うか 。 又 て は 皮 一 度 言 は れ て お る 、 ショ ッ ペ ン ハ ウェ エル の 前 に も 多く の 同様 
の と と が 言 は れ て ある 。 更 K 我 * の 言 ふ 所 は 、 決 し て ショ ッ ペ ン ハ ウエ ル そ の ま \ で 
は な い 。 我々 は 、 死 が 唯一 の 目標 で ある と は 主張 し な い 。 我々 は 死 と 共に 生 を も 無相 
し な い 。 我々 は 二 つ の 基本 本 能 を 認め 、 そ の 得々 特有 な 目標 を 奥 へ て ゐる の だ 。 
者 が 生 の 過程 に 於 いて 如何 様 tC 混 合 す る か 、 死 の 本 能 が どん な 風 (に C ェ p ス の 企 剛 K 副 
ふ や う に な され て の ゐる か 、 就 中 外界 に 向け られ た 死 の 本 能 が 牙 撃 然 と し て 癌 何 な る 上 
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合 に ェ ロ ス の 役に立つ て ゐる か 、 之 等 は その 研究 を 特 来 に 委ね られ た 課題 で ある 。 我 
え は まだ か く の 如 き 見 込み が つい た と いふ 時 まで し か 来 て 居 ち ぬ 。 保存 性 が 綿 で の 本 
能 に 例外 な く あ て は まる も の か 、 エ ロス 性 の 本 和 能 が 生物 を より 大 な る 単位 へ 合成 富ん 
と する も の と すれ ば 、 之 も 過去 の 炊 態 へ の 復 師 を 目指 し て 居る も の で は な か らち うか 。 
之 等 の 問題 に も 鍋 れ すず に お か ね ば な ら ぬ だ ら う 。 

- 馬 々 は 少し く 根 搬 を 離れ て 居 た 。 遅れ 走 せ な が ら 之 か ら 我 その 本 能 論 を 考慮 する に 
至 つ た 用 生 是 を 御 報告 申し 上 げ ょ う 。 自我 と 無 意 誠 と の 開 係 を 改訂 す る C 到 らし め だ た 
も の は 分 析 的 大 究 か ら 得 た 印象 C 他 な ら ぬ 。 そ の 患者 は 抵 撤 が 強 か つ た が 屋 々 此 の 抵 
抗 に 開 し 何 も 知 ら ぬ と と が 多 か つ た 。 彼 に は 抵抗 の 事 連 が 無 意 誠 で あつ を た ばかり で な 
《 、 抵抗 の 動機 まで も る さ う で あつ た 。 我々 は 之 等 の ( 或 は 此 の ) 動機 を つき と め な け 
れ ば な ら な か つた 。 そ し て 和輝 に 、 意 外 に も 之 は 強い 懲 創 要求 に ある と と を 華 見 し た の 
で ある が 、 此 の 和 罰 要求 は マゾ ヅ ヒ スム ス 性 の 願 堂 に し か 敷 へ る と と の 出来 ぬ も る の で あ 
つた 。 此 の 紙 見 の 意義 は 宮 用 的 IC も 決し て 理論 的 の も の に 劣る る の で は な い 。 何と な 
れ ば 此 の 懲 凡 要求 は 吾 人 の 治療 的 労力 の 最 加 の 池 だ か ら で あ る 。 此 の 要求 は 和泊 経 疾 ! 
結合 し て ゐる 苦 憎 に よ つ て 清 足 され 、 従 つて 病 和 急 で 居る と と K 執 着 する 。 此 の 動機 、 
無 意 議 的 懲 前 要 求 は あら ゆる 輝 経 症 的 疾患 に 開 異 し て ある や うに 思 は れる 。 泡 和 外 交 
音 仙 が 他 の 種類 の 茸 に よ つ て 代理 され る が 如き 場合 は 正 に その 訂 例 で ある 。 その デー 
例 を 御 報 千 申 上 上 げ よ う 。 余 は 箇 て 一 人 の 和 精々 年 老い た 娘 の 治療 に 成功 し た と と が ある 
が 、。 彼女 は 十 互 年 間 も 或 症候 C 茸 し め あられ 、 生活 に 開 異 する と と が で き な か つた 。 信 
ゃ 彼女 は 健康 に な つた と 感じ 、 級 女 の 少 か ら ざ る 才 龍 を 延 ば し 、 更 進ん で は 分 の 
名 孔 と 享 業 と 成功 と を 狼 ん と 一 生 懸 命 活動 し 始め た 。 所 が 彼女 の 如何 な る 試み 彼女 
が 此 の 方 面 で 何 物 か を 獲 よ うと すべ くく 人 り に C 年 を と り 過 ぎ を た と と を 自 他 知ら せる 結 
果 と な る に 過ぎ な か つた 。 き うな つて は 欧 に 来る る の は 病 築 へ の 逆戻り が ある ば か り 
だ ら う が 。、。 し か し も は や さ う は な ら な か つた を た 。 そ の 代り 彼女 に 起 つ た も の は いつ も 候 
供 で あつ た 。 その 角 に 彼女 は 永い 聞 活 動 を 中 止 し 、 苦 し まね ば な ら な か つた 。 或 時 は 
韓 ん で 足 を 挫 い た 、 或 時 は 膝 公 性 備 を し た 、 或 時 は 狩 信 に 行 つ て 手 を 傷 け た 。 此 の 一 
見 偶然 と も 思 は れる 出来 事 K 際 し 、 如 何 に 彼女 の 役割 が 大 き な も の で あつ た か に 注 意 
する な ら ぼ ば 、 彼 女 は 調 は ゞ 術 式 を 強 へ た も の だ と 言 へ る 。 同様 な 機 備 に 際 し 、 怪 佐 の 
代り に 軽い ゅ 病 条 K 容 つ を 。 ろ タル 、 届 桃 腺 疾 、 感 冒 様 の 汰 態 、 リ ウツ マチ ス 性 の 腫 妥 等 
ォ 。 そ し て 途 人 彼女 は 縄 て を 断念 し よう と 決心 し た が 。、 そ れ と 共に 妖怪 は 惹く 退散 し 
た 。 | 
我々 の 意見 で は 此 の 無意識 的 氏 神 要 求 の 出所 に 開 し て は 何等 の 疑 が 無い 。 と の 要求 


(94 ) 





は 良心 の 一 部 の 如き 惑 度 を と る 、 良 心 の 無意識 界 へ の 連 績 の 如き 能 度 を と る 。 と の 要 
求 は 丸 長 心 と 同一 の 出所 を 有 つ も の だ ら 2 う 。 凶 ち 内 攻 し て 上位 自我 に り 入れ られ を 
攻撃 然 の 一 都 に 相 営 する る の だ ら う 。 言葉 が より よく あて は まり さ へ すれ ば 、 と の 要 
求 を 無 意 譜 的 罪悪 感 」 と 稀 す る と と は 絶 て の 次 際 的 利害 開 保 に 待 し て 基 認 され る か 
も 知れ な い 。 し か し 理論 的 に は 、 外 界 か ら 肌 つて 来 た 攻 役 然 が 上 位 自我 に 掴 へ られ ゞ - 
面 し て 自我 に 向 けら れる と 想定 すべ きか 、 或 は その 攻撃 欲 の 一 部 が 自由 な 破壊 本 熊 と 
し て その 隊 険 な 力 を 自我 及び エス の 中 で 振 ふ も の ょ と 考 ふ べ きか に 就 い て は 、 我 < は 
と も と 疑問 を 有 つ て ゐる 。 後者 の 如き 分 業 の 方 が より 多く た も らし い 。 し か し それ 以 
の と と は 何 も 解 ら ぬ 。 上 位 自 我 が 最初 に 形作ら れる 際 に は 、 此 の 心 的 法廷 構成 の 乱 
に 攻撃 欲 の 或 部 分 が 雨 親 に 向け られ る と と は 確か で ある 。 し か し 此 の 部 分 の 攻撃 欲 か 
ら の 逃 道 を 外界 に 求め る と と は 、 愛 の 央 着 が 強い 念 に 不可 能 で ある て と 、 外 界 の 困難 
を 虎 理 し か ね る と 同様 で も る 。 そ れ 故 上位 自我 の 厳格 さ は 、 巣 に 敷 育 の 厳重 さ 比 
例 す る と は 限ら め ぬ 。 後 年 攻撃 鈴 を 貧 礎 す べき 機 仙 に 際 し 、 本 能 が 、 か の 決定 的 提 谷 lc 
際 し て 開か れ た と 同一 の 道 と を と る と いふ と と は 極め て 可能 な こと と で ある 。 
紫 の 無 意 誠 的 罪悪 感 が 廊 過 ぎる 人 は 、 分 禄 的 取扱 ひ の 際 に 勿 後 上 基 だ 好ま し か ら ざ 
る 拒 編 的 な 治療 上 の 反 鷹 を 示す と と に よ つ て 解る 。 彼 等 に 症候 が 解決 され た こと と を 穫 
げ 、 省 通 な ら ば 少く と も 営 分 症候 が 消失 すべ き で ある と 言 つ て も 、 そ の 結果 は むし な 
反 半 症候 及び 苦 層 の 一 時 的 増 如 を 来 す 。 或 は 彼 等 の 容態 の 藤 ふ べから ざる 有 量化 を 所 
来 す る に は 、 彼 等 の 治療 中 の 態度 を 賞 め 、 分 析 の 進行 に 就 いて 有 敬 な 言葉 を 聞か せる 
だ け で 充分 な 場合 が 展 々 ある 。 非 分 哲也 者 は 、 彼 は 「 治 疹 の 意志 」 を 矢 つた も の で あ 
る と 言 ふ で あら う 。 分 白 四 上 の 考 へ 方 に よれ ば 、 此 の 態度 の 中 に は 無意識 的 罪 如 感 が 
現れ て の る と と は 諸君 に も 解る だ ら う 。 苦悩 と 支障 と を 伴 ふ 病気 で 居る と いふ と と は 
. 正 に と の 罪 悪 感 を 満足 させ る も の で ある 。 無意識 的 罪悪 感 が 提出 し た 問題 、 双 と の 罪 
如 感 と 道徳 、 敦 育 、 犯罪 性 。 不 良性 と の 開 係 は 、 現今 分 析 聖 者 に 好適 の 研究 償 域 で あ 
る 。 今や 我々 は 、 思ひ が け な い 所 で 精 竹 具 の 奈落 か ら 公 設 市 場 に 侵入 し て 来 を も の 
だ 。 之 以上 は 諸君 を 御 案内 する と と が で きぬ 。 し か し 本 日 詳 君 と お 別れ する 前 に 、 諸 
百 を お 引き 留め し て 言 つ て お か ね ば な ら ぬ ー- つ の 考 へ 廊 が ある 。 和 召 人 の 文化 と いふ も 
の は 視 會 生活 に よ つ て 阻ま れ た 性 的 衝動 を 乾 に し て 、 印 ち そ の 一 部 は な る 程 抑 礎 され 
る が 、 他 の 一 部 は 新 な 日 標 に 同 つ て 利用 され 得る や うに な る と と に よ つ て 築 か れ た も 
の で ある と いふ と と は 我々 の 熟知 する 所 で ある 。 価 我 え 々 は 知人 の 凛 化 的 進歩 を 診る 際 
に 、 此 の 文化 の 要求 を た し 、 耐 も 文化 生活 を 門 む と と を 快 し と する と と は 客 易 な 業 
で は な く な る (何と な れ ば 、 我 々 に 課せ られ た 本 態 制 限 と いふ と と は 精細 上 の 重大 な 
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錦 搭 を 意味 する か ら ) と い ぉ 、 と と る も 吾 白 し て お いた 。 扱 て 今 我々 が 性 的 本 能 に 就 いて 

_ 知 つた を と と は 、 他 の 攻撃 本 能 に 較 し て も 同様 に 、 否 恐らく は 更に 高度 に あて は まる も 
の で ある 。 攻撃 本 能 は 何 物 c も 勝つ て 人 間 の 共同 生活 を 困難 な ら し め 、 その 持 綾 を 衝 
か す も る の で ある 。 攻 黄 然 の 制限 は 個人 の 合同 生活 が 要求 する 最初 の 、 玖 ら て 最大 の 和 
牡 で ある 。 我々 は 此 の 虹 江 操 半 を 機 嗣 士 の や る や うな 方 法 で や つて ゐる と と を 綴 論 
し て ゐる 。 上 位 自我 、 それ は と の 危険 な 攻撃 的 御 動 を 強 春 し て 自分 の も ゃ の と し た も の 
で ある が 、 と の 上 位 自我 が 在 る と いふ と と は 、 計 は ゞ 禁 動 の 起り さ うな 土地 守備 除 
を 世 く や うな も の で ある 。 し か し 他方 、 純粋 に 心理 毛 的 に 考 へ た 場合 、 目 我 は 、 征 息 
の 要 ボ を 模 種 に し た 時 、 攻 撃 然 の 破壊 的 峰 向 に 従 つて 他人 を 傷 け ん と し た 時 、 汰 し て 
快く 感ずる る の で は な いと いふ と と を 忘れ て は な ら ぬ 。 之 等 の 事 捕 は 有機 的 動物 具 lc 
展 々 見 られ る か の 「 食 ふか 食 は れる か 」 の ヂ レ ンマ が 精 御 眠 へ 澤 績 し て 居る か の 如き 
も の で ある 。 し か し 率 な と と に は 、 攻 撃 本 能 は 決し て 撤 立 し て ね な い 、 常 に エロ ス 性 
の 本 衣 と 合 髄 し て ゐる 。 後者 は 人 類 が 作 つ た 文化 の 諸 條 件 の 下 に 、 多 く の も の を 中 和 
し 、 保 護 し て 居る @ 。 く 先 ) 
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1. 本 業 報 へ 精 緯 分 折 選 及 ビ 精 迄 病理 妥 = 開 シテ 、 東 北 芝 
大 陣 取 部 精 衝 病 了 雪 室 = が テ 研究 サレ タル 業績 チオ ラビ =、 許 
幹 ノ 指 導 校 半 ラ タ ル 蒼 攻 室 具 フ 業績 掲載 ス 。 

2. 本 業 報 へ 毎年 二 回 乃至 四 回 不定 期 = 刑 行 と 改 年 ト 共 = 
海 齢 ラ ア 加 フル モ フ ト ス 。 

8. 出版 費用 ハ 営 室 ノ 負 拉 ト ス 。 
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